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        １、寂れた神社に、怖い人来たる


　境内の掃き掃除をしながら、僕はそっと空を見上げた。

　清々しく晴れ渡った空が、目に染みるほど鮮やかだ。僕の頬を撫でる春先の風はひんやりとして、かすかに花の香りがする。とても気持ちがいい早朝のはずなのに、僕の心はうつうつと沈んでいた。

「あ」

　ふわ、ふわ、と空に漂う白いものが見える。これは、力を持たない低級霊だ。人間に害を及ぼすわけでもなければ、幸福をもたらすものでもない。空気や水のように、ただそこに存在する自然の一部。

　僕は桐ヶ谷きりがや紬つむぎ、十七歳。白水しらみず神社という、水神様をお祀りする神社の一人息子だ。

　小さなお社やしろながらも地元の人たちに愛されて、昔は夏祭りや初詣の時期には多くの人で賑わったらしい。が、父親が宮司を引き継いだあたりから、神社を訪れる人はめっきり減った。忙しいのは初詣のシーズンくらいだろう。

　ここは関東の山あいにある小さな田舎町。町の経済を潤すほどの産業は特になく、若者たちは都会へ出て行く一方だ。人口は減り、祭を率先して行うような活力のある人材は、徐々に徐々にいなくなった。

　誰よりも地元愛が強い父は、この町に活気を取り戻そうと頑張っていた。自治体や行政に掛け合って、町おこしの企画などを持ち込んだりもしていたが、『そんなことをしている暇もなければ、人材も予算もない』とすげなく追い払われるばかり。

　当然落胆していただろうが、父は笑顔を絶やさない人だ。いつだって、『大丈夫。昔みたいに、たくさんの人に来てもらえるようになる』『自分の家でお祭りなんて、楽しそうだろ？』『お前の代まで、ちゃんと神社を残していくからな』と僕の頭を撫で、気丈に笑顔を見せてくれていた。

　父が無理をしているということは目に見えて明らかだった。父の空から元気が始まったのは、妻を——僕の母親を失った頃からだろう。両親は仲が良く、特に父は母にぞっこんだった。そんな母が二年前に交通事故で命を落としてからこっち、小太りだった父は、一回り小さくなった。

　そして今年の正月。束の間の賑わいが通り雨のようにとおり過ぎ去った次の日、父は突然胸を押さえて倒れてしまった。過労だった。

　唯一の肉親である父が倒れてしまったため、息子である僕が、神社をひとりで預かることになったのである。と言っても、うちは参拝客がわんさかやって来るような神社ではないから、静かなものだ。

　鳥の声に耳を傾けながらふと視線を移せば、鳥居の影に小さな霊が見える。背格好からして女の子だろう。桃色の浴衣に身を包んだ、小さな子だ。

　だが、僕は彼女に反応しない。僕はただ視えるだけで、何もしてあげることができないから。天国へ送ってあげられるような方法も知らないし、話し相手になれる自信もない。　

　そう、育ってきた環境のなせるわざか、僕には人には見えないものが見えるのだ。今、僕の鼻先をふわふわ飛んでいる低級霊や、いわゆる人型の幽霊というものまで。これが普通ではないということは理解している。幼い頃から、両親によくよく言い聞かせられてきたからだ。なので僕は、自分が『視える体質』であるということを、誰にも言ったことがない。

　幽霊は皆寂しがりやで、すぐに誰かに取り憑きたがる。

　憑かれた人間は消耗し、生気を奪われ、心身を病んでしまう。『憑かれる』というのは恐ろしいことなのだと、幼い頃、祖母から丁寧に教え込まれた。僕の両親は『視えない』人間だが、祖母は僕以上に『視える』ひとだった。色々なことを教えてくれた祖母は、僕が小学五年生のときに亡くなった。

　 祖母や母に続き、父まで失ってしまったら、僕は一体どうなってしまうんだろう。

　そんなことを考えてしまうと、ふらつきそうになるくらい不安になる。だが父は不治の病ではなく、ただの過労だ。ゆっくり休んで栄養をつけさえすえば、きっとまた元気になる。頭ではそう思っているのだけど。

「……はぁ」

　ため息が止まらない。なんだかすごく疲れてしまった。

　この二年、賑やかだった母がいなくなり、空元気を振り回す父と二人きり。僕もまた、父にはひどく気を遣っていたらしい。一人になってホッとする部分もあるが、今後どうなっていくんだろうという不安の方が先に立つ。

　そして、そこここに佇む幽霊を見かけるたび、いつも思う。

　どうして、会いたい人の幽霊は見えないんだろう。どうして、僕のところに戻ってきてくれないのだろうと。

　霊魂が現世に残る理由はただ一つ、未練があるから。祖母も母もここにはいないということは、なんの未練もなく、すっきりあの世へ旅立って行けたということに他ならない。それはとても幸せなことだ。でも……。

「……僕のことが、心配じゃないのかな」

　つい独り言となって口から漏れたその台詞に、僕は思わずため息をついた。もう高校二年生だというのに、なんて甘ったれた台詞だろう。これじゃまるでマザコンだ。今は僕がしっかりしないといけないのに。代々受け継いできたこの白水神社を、僕が守らなくてはならないのに。

「……学校行かなきゃ」

　思い悩んでいる暇はない。そろそろ学校へ行く時間だ。

　街にある高校までは、自転車で一時間ほどかかるのだ。天気のいい日はいいけれど、雨の日は通学も楽じゃない。路線バスもあるけれど、二時間に一本だ。時刻表は白紙に近い。

　箒を片付け、僕は母屋へ戻った。古めかしい下駄箱の上に置かれた鏡を覗き込むと、春休みの終わり頃に切ったばかりの栗色の髪の毛が、あちこち跳ねていることに気づいてしまう。上から押さえても直る気配のない寝癖には目をつむることにして、僕は学ランのボタンをきっちり留めた。

　高一の終わり頃から背が伸び、ようやく一七〇センチの大台に乗ることができたおかげか、去年はぶかぶかだった学ランも、今年はしっくり着こなせるようになった。だが鏡の中の顔はまるで冴えない。ただでさえ特徴のない顔立ちなのに、パッとしない表情だ。きっと、ここ最近の疲れのせいだろう。

　僕はぱしぱしっと軽く頬を叩いて気を引き締め、玄関先に置いておいた黒いリュックサックを勢いよく背負った。

「いってきます」

　誰にともなくそう告げて、僕は母屋の裏に停めてある自転車を取りに行った。

「……ん？」

　いつもは静かな田舎道の様子が、何かおかしい。遠くのほうから、ガタガタ……と小刻みな振動が伝わってくる。

　訝しみつつ様子を見ていると、この時間帯はほぼ誰も通らない裏の道に、黒塗りのセダンが三台ゆっくりと走ってきて……停まった。エンジンが切れる音とともにドアが開き、黒いスーツに身を包んだ男たちが、車からぞろぞろ出てくる。

　目つきの悪い、いかにも悪そうな男たち。周囲にオラついた視線を撒き散らしながら、神社の裏道を登ってこようとしている……。

　 ——だ……誰だ、あれ。どこからどう見ても怖い人だよ。ど、どうして。何で、こんな田舎に？

　疑問を感じつつも、明らかにヤバイ空気を察した僕は、反射的に回れ右をして母屋へ戻った。

　 おかしい。これは異常事態だ。母屋に引きこもって鍵をかけて、父さんに電話しよう。いや、警察の方がいい。といっても、一一〇番したとしても警察の到着までゆうに一時間以上かかる。当てにはならないかもしれないが、誰かにこの危機を知らせておかないと……!!

　リュックから鍵を取り出そうとするも、手が震えて鍵を取り落としてしまう。だって怖い。あれはどこからどう見ても裏社会の人間だ。きっと、ヤのつく人種に違いない!!

　 ——ハッ、ま、まさか！　父さん、変なところに借金してたんじゃ……!?　

　父ならばやりかねない。僕は真っ青になりながら地面に膝をつき、転がっている鍵を拾おうとした。

　だがその時、ざ、ざ、ざ、と石段のほうから、大勢の足音が聞こえてくる。そして裏道の方からも、同じように足音が迫ってきた。

　——そ、そうだ、神社の中に隠れよう！　きっと家にいるより安全だ。いくらヤクザでも、神社を壊すなんていう罰当たりなことはしないはず……!!

　そう思いついた僕は、大慌てで拝殿へと走り出す。きれいに掃除したばかりの手水場の横を抜け、できる限り急いで拝殿の中へ駆け込もうとした。が、足がもつれた。ちょっとした段差に思い切り蹴躓いて、転んでしまった。

　すると、石段を一番に登ってきたド金髪のチンピラスーツ男が、僕を指差して大声を出した。

「あ！　アニキ、あそこに人がいますぜ！」

「ほんまや！　きっとあのガキがそうですよ！」

「オォイお前ら！　若のためにあのガキ、とっ捕まえろ！」

「ウィッス!!」

　ロックオンされたのが分かるやいなや、僕は地面を蹴って走り出した。だが、ドドドドとすごい勢いで追いかけてくる五、六人のヤクザに追いかけられ、ついでに裏道から回り込んできた別のヤクザにも挟み撃ちにされ、にっちもさっちも行かなくなってしまった。

　——な、なんで!?　やっぱり父さん、僕に隠れて借金してたんだ！　闇金に手を出してたんだ！　どうしよう、借金のカタに捕まって、内臓とか売られちゃう……！

　全身から血の気が引く。その瞬間、背後から大男に羽交い締めにされてしまった。仰天した僕は脚をバタつかせて、「わ————!!　助けてぇぇぇ!!」と悲鳴を上げた。

「っしゃぁああ！　獲ったでぇぇぇ！」

「やめて！　や、やめてくださぃぃ!!」

「おとなしゅうせんかい!!　こんのクソガキオラァ!!」

「いやだ！　内臓だけは！　内臓だけはぁぁ!!」

「逃がさへんで!!　押さえ込めやぁぁ!!」

　取り囲まれ、ヤクザが群がってくる。断末魔の悲鳴をあげつつ、四肢をバタバタさせてその場から逃げようと頑張っていると、僕を真正面から押さえ込んでいたド金髪の男が、急に目の前から消え失せた。

　そして立て続けに、二人、三人とヤクザが僕から引き剥がされていく。僕は目を丸くした。

「オィ何をしてんねや！　ガキは丁重に扱え言うたやろうが！　若のお言葉聞いてへんかったんかクソ鳥頭どもが!!」

「い、岩瀬さん……っ。す、すんまっせん！」

　ぬ、と地面に尻餅をついている僕の目の前に現れたのは、見上げるように巨大な坊主頭の男だった。太陽を背に僕を見下ろす切れ長の目は、血に飢えた日本刀のようにギラギラと鋭く、凄みがスゴイ。スゴイ迫力。恐ろしさのあまり、僕は失禁寸前だ。

　しかしその男は、すっと膝を折って僕の前に跪くと、ぐっと僕の二の腕を引いて立ち上がらせてた。そして、学ランについた砂埃をバシバシ!!　と凄い力で払いのけ、跪いたままの姿勢で僕を見上げる。

「うちの若いのが、大変大変失礼しやした」

「えっ、あの……ど、どど、どちらさまですか？　う、ううう、うちのちちが、なにか、あの、しゃっきんでもしていたのでしょうか……？」

「それにつきましては、若から直々にお話があります」

「わ、わか？」

　血塗ちまみれ日本刀男はすっと音もなく立ち上がり、流れるような動きで僕の背後に立った。

　石造りの鳥居の下に、すらりとした長身の男が立っていることに僕は気づいた。仕立ての良さそうな細身のブラックスーツに、色の濃いサングラスをかけた黒髪の男だ。

　肩に黒い薄手のコートを引っ掛け、スラックスのポケットに手を突っ込み、ヤクザの群れを従えて凛と立つその姿は、まるで映画のワンシーンのようだった。僕に群がっていたチンピラ集団とは明らかに異質な雰囲気で、『格が違う』という表現がしっくりくる。艶っぽく、凄みのあるオーラを身にまとう男の人だった。

「あんたか、この神社の跡取り息子は」

「ひぇっ!?　は……はい、ぼ、ぼく、ですけど」

　圧のある低い声に、思わずぴんと背筋が伸びる。すると男は靴音を響かせながら石畳の上を進み、拝殿の前でぶるぶる震えている僕の目の前に仁王立ちした。そして、すっとサングラスを外す。

　——わ、わ……すごいイケメン……。

　やや日本人離れした彫りの深い顔立ちだ。はっきりとした二重まぶたの凛々しい双眸が、じっと僕を見つめている。

　吸い込まれそうに深い色をした黒い瞳と長い睫毛、さらには形のいい上がり眉と相まって、素晴らしく目力が強い。鼻筋のすっと通った美形で、ヤクザというよりモデルや俳優などをしているほうがよほど似合いそうだな……と、震えながら僕は思った。

　だが、僕を見下ろす目の色はどこまでも昏くらく、澱んでいる。しかも目の下のクマの濃さがヤバイ。きっと薬かなんかやっちゃってるんだ。どうしよう、アブナイ人だ……。

　——ど、どうなっちゃうんだ僕は……。この人に連れて行かれて、奴隷市場みたいなとこに売り飛ばされて、死ぬまで地下トンネルとか掘らされるのかな。そ、それとも、マグロ漁船とかに乗せられる？　マグロの餌にされたりとかしちゃうのか……？

　がくがくと膝が笑う中、僕は逃れようのない死を悟った——

　だが次の瞬間、美形ヤクザはガバッと僕の前に膝と両手をついた。

　驚きを通り越して呆然としている僕を、美形ヤクザは縋るような目つきで見上げつつ、震え声でこう言った。

「聞いたで。あんた、幽霊とか、視みえるらしいな」

「えっ？　だ、誰に……？」

「視えるんやなァ!?」

「ヒッ!!　は、はい!!　見えるであります!!」

　そのまた次の瞬間、美形ヤクザはガバッと勢いよく、キレのいい土下座をした。

「おいお前らァ!!　お前らも頭下げんかい!!」

「ウィッス!!」

　そしてその動きに倣うように、その場にいた数十人のヤクザたちもまた、一斉に土下座をして……。

「……頼む、この通りや」

「は、はい？」

「お祓い……して欲しいねん」

「え」

　美形ヤクザが、今度はシュバっと顔を上げた。血の涙が見えそうなほどに切羽詰まった表情を顔面に貼り付け、そしてガバリともう一度土下座をする。

「頼む、お祓いしてください!!　金ならなんぼでも払いますよって、この通り!!　よろしくお願いしやす!!」

「お祓い!?　あの、でも僕は、そんな」

「視えるんやろ？　ほんなら、追い払うこともできるはずやろ!?　出来るはずや!!」

「い、いや、あの！　お祓いはそんな単純なものでは……」

「お祓いしてください!!　よろしくお願いシャァァス!!」

「シャァァァス!!」

　ドスのきいたヤクザたちの声が、一斉に境内に響き渡る。

　神社を取り囲む木々のそこここから、バサバサッと鳥たちが逃げ出した。


    
        ２、憑かれたヤクザ


　サングラスの美形ヤクザは、真行寺しんぎょうじ椿と名乗った。

　年齢は二十七歳で、僕より十歳も年上だ。

「自分、こういうモンです」と差し出された名刺には、流麗なフォントで『鳳雅会ほうがかい 真行寺組若頭 真行寺 椿』と書いてあって……ええと、やっぱりヤクザってことで合ってるかな……。

「こないだトラクターと正面衝突してな……なんでか俺だけムチウチなって愛車は廃車やのに、相手のじーさんは無傷やねん。……なんでや、なんで高速道路にトラクターが走っとんねんおかしいやろ……まぁええ。そんでこないだはな、ムチウチつらいけどなんとなく外の空気吸いたなって、コンビニ行ってん……。ほんだらな、ジジィの乗った自転車に轢かれてん……あれごっつ痛かったわ。ごっつ痛かってん……顔面からドーンこけてな。鼻血でるわ恥ずかしいわでついついジジィに食ってかかったんやけど、そのじーさんボケてはって脅しなんてきかへんしさ……」

「は、はぁ……大変でしたね」

「せやろ、せやろ!?　大変やってん俺!!　ほんでそのじーさんの財布見てみたら連絡先書いてあったし、家族脅して治療費ぶんどったろと思ってんけどさ……電話かけたらジジィ確保したこともうめっっっっっちゃ感謝されてしもてな……もう、『どういたしまして』としか言えへんかったわ……」

「はぁ……いいことしましたね」

　一応、話を聞くために拝殿の中に入ってもらった。すると椿さんは堰を切ったように、ここ最近の不運を語り出した。

　イケメンなのに目がどんより濁っているのは、度重なる不運と併せて、毎晩のように金縛りに遭っているせいらしい。そのおかげで、ここ一ヶ月ほとんどまともに眠れていないのだとか。

　ひどい日は耳元で『ヴァ〜〜〜、ゔぉ〜〜〜ん』などと謎の呻き声を聞かされる始末で、もはや怖すぎて我慢の限界だと、椿さんは頭を抱えた。

　金縛りだけならまだいいのだが、一人でいる時に勝手に物が落ちるとか、自宅のそこここからラップ音が響くという、地味な恐怖体験も重なっているらしく、椿さんは日々、ビクビクしながら生活しているのだと……。

　しかも、これしきの怪奇現象にビビっている姿を下々のチンピラたちに見せるわけにはいかないため、ずっと一人で怖いのを我慢していたらしいのだ。

　何故、舎弟を引き連れてここへ来ることができたのかと問うと……なんと、ついに組事務所が火事になったというではないか。

　タバコの不始末か放火なのかは分からないが、組全体に厄災が降りかかっていると思い込んだ椿さんは、『組を代表してお祓いを受けてくる』と組長に進言し、わざわざ大阪から関東の片田舎くんだりまで、車を飛ばしてやって来たという……。

　今の自分を『厄災を招く男』だと思い込んでいる椿さんからしてみれば、その火事は間違いなく自分が引き起こした不幸の一つ。ひどく責任を感じているらしい。

「それであの……どうして僕が視えるって、知ってるんですか？」

「ああ、それな。あんたのオヤジさん、サイト持ってはるやろ」

「……はい？　サイト？」

「心霊現象で困ってる人の相談に乗るっていうサイト、作ったはんねんで。知らんの？」

「…………知りません」

　べったんこの座布団の上であぐらをかいている椿さんが、スッと内ポケットからスマートフォンを出した。

　よくよく見ると、黒いボディにべたべたと摩訶不思議な模様の描かれたシールが貼ってある。ダサいことこの上ないが、きっと、健気に厄払い対策をしていたのだろう……。

「俺、めっちゃ相談乗ってもろててんけど、事態は悪化する一方や。ほんで、直に会ってお祓いしてくれって拝み倒しててんけど、こないだからぷっつり返信が来ーへんくなったやん？　インチキ野郎がトンズラこきよったんやと思って下のモンに探させたら、入院してはるとかいうやんか。びっくりしたで俺。俺のせいでまた、誰かが不幸になったんかと……」

「はぁ……」

　ところどころ不穏な単語は聞こえてきたが、まぁそこは置いておくとして……。僕は一つ咳払いをして、先を促す。

「そんで、直接病院に会いに行ったんやけど」

「ええ!?　直接!?」

「おう。オヤジさんめっちゃびびったはったけど、まぁ話は聞いてもらえて。『僕より息子の方が頼りになると思います。あいつは本当に視える子だから、僕よりよほどお力になれると思います』って言わはったんや。で、ここに来たっちゅーわけや」

「……なるほど」

　——要するに、父さんは息子を売ったわけだな!!　

　めらめらと父親への怒りが湧き上がるのを感じつつ、僕は深呼吸をして己をなだめた。

「……で、それ、いつのことですか？」

「今朝。さっきや」

「さ、さっき？」

「おう、昨日の夜中に大阪出て、朝の六時にはこっち着いたからな」

「朝六時……」

　なるほど、僕になんの連絡もなかったのは、時間がなかったせいか。

　過労で身体の自由が効かない時に、ヤクザが大挙して押し寄せてくる——ただでさえ弱っている父さんが、震え上がっている様子がありありと想像できる。そして、病院スタッフの皆さんへの申し訳なさときたら……。

「で、どうやねん。俺にはなんか、悪いモンが憑いてんのか？」

　状況説明が済むやいなや、椿さんはぐいっと身を乗り出して僕に迫ってきた。

　生まれてこのかたお目にかかったことがないくらいのキラキラしたイケメン顔が数センチの距離に迫ってきて、僕は驚くやらドキドキするやら怖いやらで大混乱である。思わずぐいーっと腕を突っ張り、椿さんの顔面を遠くへ押しやった。

「ちょ、ちょっと離れてください!!　み、見えないから!!」

「おう、すまんすまん。で、どうなんや」

「ちょっと待ってくださいね……」

　改まった様子で正座をした椿さんの顔を、僕はじっと見つめてみた。

　見れば見るほど、かっこいい顔だ。軽く後ろに流した黒髪はツヤツヤしていてきれいだし、長い睫毛がなんだかすごく色っぽい。目の下のクマとか若干カサついた肌にはかわいそうなくらい疲れが見えるけど……すごいなぁ、こんなに整った顔をした人間、芸能界以外でも本当にいるんだ。ヤクザだけど。

「おい、どうやねん」

「あっ……はい、待ってください」

　いかんいかん、ついつい顔に見惚れてしまっていた。

　そうじゃなくて、この人に憑いているものは……。

　椿さんの身体から焦点をずらし、彼を取り巻く空気を眺めるように気配を読む。

　すると、ぼう、ぼう……といくつもの黒い影が、浮かび上がって見えてきた。半透明でもやもやとした靄の中に、悲壮な顔がいくつも視えてくる。

「ああー……憑いてますね」

「や……やっぱりか……!!」

「しかも一体じゃありません。一、二、三、四、五、六……」

「は!?　そんなに!!」

「これは、自然に憑いたものとは思えませんね。何か、きっかけとか思い当たりませんか？」

「きっかけ……」

　僕の質問に、椿さんは腕組みをして天井を見上げた。

　そして約一分後、はっとしたように目を見開き眉根を寄せて、険しい表情を浮かべつつこっちを見る。怖い。

「一ヶ月前の抗争んとき……」

「抗争」

「俺らの組はな、もう十年近く地下カジノの仕切りをしてんねや。そこから出るアガリを独占しとる俺らのことを、よう思ってへんやつらがわんさかおる」

「アガリ……って、ええと、お金、ですか？」

「そうや。……ここ最近、やたら目立った動きする奴らがおってな、そろそろいっぺん上下関係分からせとかなあかんやろってことで、カチコミかましたってんけど」

「カチコミ」

「そん時、道路の隅っこにあった墓石みたいなモン……俺、壊したかも」

「……それですよ、きっと」

　僕がそう言い切ると、椿さんはガックリと項垂れて頭を抱えた。すると背後で、黒い悪霊たちが『ゥヴァ〜〜〜〜』と重苦しく喚き始め、バシッ!!　パシン!!　と拝殿のそこここでラップ音が響き始めた。すると椿さんは青くなって小さくなり、「ヒィィ!!　な、何や!!　何が起こってんねや!!　ウワァァ!!」と喚きながら震えている。……なるほど、この姿は舎弟の皆さんには見せられないだろうな……。

「その石碑を直してお供え物をして、きちんと謝ればいいと思います」

「……そっ……そ、それでいいんか？　でも、今、現在進行形で俺になんや憑いてんねやろ？　これ、なんとか取ってくれへんか」

「うーん……でも僕、実際のお祓いはまだしたことがなくて……」

「そんな冷たいこと言わんと!!　頼む!!　金ならいくらでも払う!!　試すだけでもやったってくれ!!」

「で、でも」

「頼む!!　この通りや!!　俺、ほんっっっまに困ってんねん!!　まじで毎日怖いねん!!　けど、幽霊にビビってるとか知られたら、若頭としてのメンツ丸つぶれやろがい!!」

「は、はぁ……そうですね……」

「寝たいねん!!　ぐっすり朝まで寝たいねん!!　だから、よろしくお願いします!!」

「……うう」

　五体投地する勢いで土下座をする椿さんを、さすがに放ってはおけない気がしてきた。それに、今この頼みを断ってしまえば、あとでどんな恐ろしい報復が待ち受けているか分からない。内臓を売られるだけでは済まないかも……。

「わ……分かりました。ちょっと、方法を考えてみますので……」

「ほ、ほんまか!!」

「た、ただその……学校行かなきゃいけないんで、夕方まで待ってもらってもいいですか？」

「あぁん!?　今お祓いしてくれへんのかい!!」

「ヒッ!!　てて、て、テストがあるんです!!　受けなきゃいけないし、お祓いにだって、準備ってもんが……!!」

「……そうか。まぁ、せやな。学生さんやもんな」

　かろうじて僕の主張は理解してもらえたらしい。僕の上に覆いかぶさる勢いでメンチを切っていた椿さんだが、すっと身を引いてため息をついた。

「分かった。適当に時間潰して待ってるわ」

「あ……ありがとうございます」

「けどな、逃げたら許さへんで。ええな」

「わ、分かってますよ。逃げるところなんてないし……。あ、あと、父は過労なので、病院に行くのはやめてください。看護師さんたちにも迷惑がかかりますから」

「分かってるて。ところで君、名前は？」

　椿さんは内ポケットからタバコを出し、口に咥えながらそう尋ねてきた。

「桐ヶ谷 紬つむぎ、っていいます……」

「つむぎ、な。覚えとく。学校まで送らせるわ」

「い、いえいえいえいえ!!　やめてください大丈夫です!!　すっごい近いんで!!」

「けど、この近く何もないやん」

「大丈夫ですから!!　あと、神社は禁煙です!!」

「゛あ？　禁煙？」

　ギロ……と睨みつけられ、僕はまた震え上がった。

　が、椿さんは素直に口からタバコを離し、「しっかりしてんな、君」と言った。


    
        ３、日常生活に忍び寄るヤクザ


「あ、紬おはよ！　遅かったじゃん、何やってたんだよ」

「う、うん……おはよ」

　あのゴタゴタのあと、一時間自転車を漕いで登校し、ぐったりくたびれながら席についた時には、すでに三時間目が終わっていた。

　クラスメイトで幼馴染の二條悠介ゆうすけが、机に突っ伏している僕のもとにやってきて、前の席の椅子に横坐りする。

　悠介は見た目も爽やかなスポーツ少年。小学校からバスケを始めた悠介だが、高二になってようやくレギュラーになれたと大喜びしている。素直で明るい性格だし、童顔を気にしているけど背が高いから、女子にはかなりモテるほうだ。ちなみに僕は剣道部に所属しているけど、まだ公式試合に出場したことはない。僕の通う公立高校は、田舎ゆえに学校が少ないせいで、全校生徒が千人規模に膨れ上がったマンモス校だ。それゆえ、選手層が厚いのである。

「どうしたんだよ。具合でも悪かった？」

「いや……うん、まぁ、ちょっとね」

「疲れてるんだね。おじさん、いつ退院できるの？」

「うーん、先生の話だと、あと二、三週間くらいは休養したほうがいいみたいなんだけど、検査の結果次第かなって」

「そう。紬は、大丈夫？」

「え？　何が？」

「あの広い家に一人で、さみしくないかなと思ってさ」

　悠介のご両親とうちの両親は同級生で仲が良く、悠介は小さい頃からよく僕の家に遊びにきていた。母さんが亡くなった時も色々と世話を焼いてくれたし、男やもめの父さんを気にかけて、悠介のお母さんが夕飯を差し入れてくれたりもするので、色々と助かっている。

　なので今回の入院についても、悠介の家族が手を貸してくれようとした。でも僕はもう高二だし、家事も一通りはこなせるようになった。悠介には年の離れた妹もいるため、手を煩わせたくはないのである。

「大丈夫。なんか、一人ってのも気楽でいいよ」

「そうなんだ」

「うん。意外と落ち着いてるから、平気だよ」

「ならいいんだけど」

　悠介は気遣わしげに僕の顔を覗き込む。くるんとした大きな目には、ありありと『心配』の二文字が浮かんで見える。悠介はいつも優しくて、僕の変化に敏感だ。今朝のゴタゴタですっかりくたびれていたけれど、悠介を安心させるために微笑んでみせた。

　ヤクザがやって来て、お祓いをすることになってしまった経緯については、悠介に話せない。話せばきっと、悠介は僕を救おうとがんばってしまうだろう。危険なヤクザ相手に無理をさせるわけにはいかない。

　——椿さんたち、どこで時間潰すつもりなんだろ……。疲れてそうだったし、うちで休んでもらったら良かったかもしれないけど、通帳とか盗られたらやだしなぁ……。

　ふとそんなことを思ったが、地下カジノで大儲けしているヤクザの偉い人が、庶民の通帳になど興味を抱くわけがないだろうと考え直す。

　その時、スマートフォンの振動がポケットから伝わって来た。さっき父さんに事の経緯について問いただすメールを送っておいたから、その返事だろう。

　ついでに、どんな祝詞を奏上すれば椿さんの悪霊が祓えるかということについても、質問を投げかけておいたのだ。

　返事が気なるところだが、すぐに授業が始まってしまった。僕は悠介を自分の席に追いやってから、ようやく舞い戻って来た日常生活にしみじみとした幸せを感じつつ、授業を受けたのだった。
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　そして全ての授業が終わり、放課後になった。

　とりあえず部活動は休むべきかと考えながら荷物をまとめていると、一旦教室を出て行ったはずの担任教師・山根奈都子がすすす……と青い顔をして近づいてきた。

「あ、あの……桐ヶ谷くん、ちょっと」

「な、なんですか？」

「ちょっと、こっちへ……」

「はぁ……」

　山根先生は、教員歴三年目の二十五歳。やや古風にも見える黒髪おかっぱ頭に黒縁メガネの女性教師で、担当教科は古文と漢文だ。生徒と親しく付き合うタイプじゃないけど、授業がとても分かりやすいため、好感が持てる教師の一人である。

「あ、あのね、桐ヶ谷くん。何か重大な問題に巻き込まれたりしていない？」

「え？　いえ、そんなことないですけど……」

「せ、正門前にね、黒塗りの車が五、六台停まっててね……流石に邪魔だから教頭先生が移動させようと声をかけたの……そしたらね、怖い人たちが乗っていて……で、桐ヶ谷くんを連れてこいって、言われたらしくって……」

「あー……」

　僕は天を仰いだ。なるほど、待ちきれなくなった椿さんが、僕を連れ戻しに来たのだろう。よりにもよって正門前に車列を作るなんて……。

「あ、あのね！　教頭先生も、我が校の大切な生徒をヤクザに引き渡すことなんてできない!!　守らなければ!!　って張り切ってらっしゃるから、あ、あの、もし困っているなら一緒に警察へ……」

「ああ、あの、大丈夫です。その人、えーと……うちのお客さん、っていうか」

「ん？　お客さん？」

「お祓いを受けたいって、わざわざ関西から来てくださったお客さんです……」

「あ、ああ！　そうなんだ!!　なぁんだ、先生てっきり、君が夜な夜なイケナイことさせられてるんじゃないかって心配で……」

「イケナイこと？　それってどういう……」

「あ！　ううん!!　いいのいいの!!　変なこと言ったね、先生！　ごめんごめん！　そっか、ご参拝の方なのね。ああ、ホッとしたわ」

「おさわがせしてすみません……」

「う、ううん、いいの。教頭先生には私から話しておくから……と、とりあえず、正門前に車並べるのはやめてもらえるように、伝えてもらってもいいかな。他の生徒が怖がるから……」

「分かりました」

　山根先生はぽんぽんと僕の上腕を叩き、僕の説明に嘘偽りがないかどうかを確認するように、じっと瞳を覗き込む。ああきっと、ヤクザに脅かされてそう言うように言い含められているのではと心配しているのだろう……。

「じゃ、あの、僕帰ります。さ、さよなら……」

「う、うん、気をつけてね！　先生、いつでも相談乗るから！」

「ありがとうございます」

　ぺこり、と礼儀正しく一礼して、僕はいそいそと荷物を取りに教室へ戻った。すると、悠介がすごい勢いで駆け寄ってくる。

「紬、何かあった？」

「え。いや……何もないよ。僕、もう帰るね」

「部活は？」

「え〜と、今日は神社の方で用事があるから〜」

「ほんと？　おじさんに何かあったとかじゃない？　山根の顔色ヤバかったじゃん。ただごとじゃないんじゃないかと思って」

「そ、そんなことないよ!!　本当に、本当に神社の用事があるんだ!!！」

「……ならいいんだけど。俺にはなんでも相談しろよ？　隠し事なんて水臭いことすんなよな」

「う、うん……いつもありがとう」

　いつだって、悠介は僕の心配をしてくれる。過保護すぎるんじゃないかって思うことも多々あるけど、気にかけてくれる友人がいるというのは心強いものだ。

「大丈夫だから、ね？　悠介は部活だろ？　せっかくレギュラーになれたんだから、頑張んないと」

「うん。そうだけどさ」

「じゃ、僕先に帰るね。家事も全部ほったらかしたまんまだし、ああ忙しい忙しい〜……」

　僕は悠介を安心させるようにブツブツと独り言を演じつつ、両肩に置かれた大きな手をそっと外す。

　そしてへら、と微妙な笑顔を浮かべ見せ、リュックサックを背負ってそそくさと教室を抜け出した。


    
        ４、怯えるヤクザ


　恐る恐る正門から顔を覗かせると、スッと音もなく四人の黒スーツヤクザが現れて、僕の四方向を囲い込む。そしてそのまま、敢え無く黒塗りセダンへと連行されてしまった。

　そしてすっとドアを開けたのは、あの坊主頭の血塗れ日本刀ヤクザ。今もまた切れ味抜群の鋭い目つきで僕を見下ろし、ドスの効いた低いお声で「どうぞ、若がお待ちです」と言った。

　開かれたドアからジトォ……と漏れ出すのは、どす黒い陰の気配だ。恐る恐る覗き込んでみると、後部座席に浅く腰掛けた椿さんが、ゲンドウポーズを決め込んでいる……。何かあったなこりゃ。

「……早う乗れ」

「……あ、あの……大丈夫ですか？」

「ええから、はよ乗らんかい!!　あのババァが追いかけてきたらどないすんねん!!」

「ヒィィ!!　の、乗ります!!」

　ババァって誰だよ……と思いつつ、僕は大慌てで後部座席に乗り込んだ。すると、血濡れの日本刀男もスルリと運転席に乗り込み、滑らかに車が走り出す。

「ていうか、あの……なんで学校に来たんです？　どうして僕の通う学校が分かったんですか……？」

と、リュックサックを後生大事に抱きかかえながらそう尋ねてみる。椿さんはあいも変わらず顔を伏せたまま、低い声でこう言った。

「……そんなん、制服から調べりゃあっちゅう間に分かんねん。紬んちから学校までめっちゃ遠いやろ。せやし迎えにきた方が早いやろ思てな」

「……そ、それはまぁ、そうかもですけど」

「ええから、早うお祓いしてくれ……!!　こんな生活、もう嫌や!!　もう……ッ、耐えられへん……ッ!!」

「な……なにかあったんですか？」

　見れば、顔を上げた椿さんの顔色は、朝よりもずっとひどい。とうてい肌色とは言えない顔色だ。もはや土気色といったほうがいいのではないかと思うほどの有様である。うつろに開いた目を縁取るまつ毛の長さが、余計に椿さんの表情を悲壮なものに見せていて、痛々しい……。

「……お前がいいひん間、車でちょっとうつらうつらしててんけどさ……バンバンバン!!　って、誰かが窓とか天井とかめっちゃ叩くねん……。ほんで……ま、ま、窓の外見てみたら、血まみれのババァがへばりついてて、俺のことめったくそ睨んでてん……!!　逃げても逃げても追いかけてくるし……！」

「はぁ……そんなことが」

　いわゆる『ジェットババア』だなと思いつつ、僕はそっと、項垂れた椿さんの肩に手を添えようとした。だが、僕が触れる直前で、椿さんはビクゥッ!!　と身体を強張らせ、僕を拒絶した。ごめんなさい。

「あぁああ、もう、怖いねん怖すぎるやろ……!!　もうむりや……!!　めっちゃ怖いもんこんなん！　何で俺がこんな目に遭わなあかんねんクッソォ……!!」

　『それは祠を蹴倒したからです』とは言えず、僕は殊勝に頷きながら「怖かったですね……」と慰めた。すると椿さんは、重たげに視線を上げ、僕の顔をじっと見つめた。

「……バカにせぇへんのか、俺のこと」

「しませんよ。見える人の苦労っていうのは、僕もよく分かりますし」

「けど、お前は怖ないんやろ？」

「まぁ、慣れてますからね。大人になってから急に視え始めて、しかも取り憑かれちゃったら、すごく怖いと思うし」

「……ふうん」

　椿さんは少し照れたような顔をしつつ、「ほなはよ帰ろ。とっととこいつら追っ払ってくれや」まるで駄々っ子のような口調でそう言うや否や、運転席でハンドルを握る血塗ちまみれ日本刀男に向かって、「オイ、岩瀬。紬んちまでぶっ飛ばせ」と声をかけた。

「はい、若」

　岩瀬と呼ばれたその男は、体格が示す通りの超低音ボイスで返事をした。直後、ギュワ〜〜〜ン!!　と一気に車が加速する。僕は重力に抗うことも叶わず、椿さんのほうへドサリともたれ掛かってしまった。

　見た感じ、もっと細身な男性だと思っていたけれど、僕を受け止めた椿さんの胸板は意外にも硬く、たくましいものだった。頬を押し当てる格好になっているスーツからは、タバコの匂いとともに、清々しくも甘い香りがする。その香りは、いかにも『大人の男』らしい品の良さで、何だか少しどきどきした。

　すぐに突き放されるかと思ったが、椿さんは僕を庇うように肩に手を回してきた。仰天した僕は反射的に椿さんの胸を押し返し、そそくさとシートの端に腰を落ち着ける。

「スッ……スピード出し過ぎじゃないですかね……」

「そうか？　普通やん。ああ、こいつな、若頭補佐やってる岩瀬いうねん。よろしゅうしたってや」

「はぁ……どうも」

　僕がおずおずと返事をすると、ルームミラーごしに、岩瀬さんと目が合った。ずっと『血塗れの日本刀』をイメージしていた岩瀬さん、鋭い目つきはやはり凄まじいド迫力。だが物腰は柔らかく、「よろしくお願い致します。紬さん」と礼儀正しい。意外と優しい人なのかも……。

「よ……よろしくお願い申し上げます……」

「岩瀬には色々と情けないとこも見せてしもてんねんけど、こいつは口が固いから信用しとる。なんやして欲しいことあんねやったら、紬も岩瀬に言うたらええ」

「はぁ……」

　『幽霊よりもあなたたちの存在が怖いので、すぐさまここから立ち去って欲しいです』という本音は言えず、僕は曖昧に言葉を濁す。

　自転車で一時間の距離も、岩瀬さんの運転だとあっという間だ。スピードの割に滑らかなハンドリングとブレーキ操作で乗り心地も悪くなかった。さすがと言うべきか、なんと言うべきか……。

「よっしゃ着いた。今すぐお祓いや！　ほれ、行くで行くで！」

　石段の下に着くなり、椿さんはグイグイ僕の腕を引いて神社の方へ行きたがる。あいも変わらず黒いスーツの背中には、ふよふよと悪霊たちが彷徨いながらくっついているため、椿さんは時折「うう、頭痛が……」と呻いてこめかみを押さえたりして……霊障がひどそうだ。

　——これは本当に、早く祓ってあげないとやばいことになるなぁ……。

　一応、父親からのメールには、除霊にオススメの祝詞がいくつがピックアップされていた。幼い頃から、祖母や母から子守唄のように祝詞の数々を聞かされて成長した僕にとって、それらは全て耳に馴染んだものである。奏上すること自体はたやすいが、本当に除霊の効果が出るのかどうかは分からない。

　『霊力のあるものが祝詞を唱えることによって悪霊を浄化することは可能である』と、昔祖母ちゃんに聞いたことはある。でも、やり方などはきちんと教わっていないから、ぶっつけ本番で臨むしかない。もし、より恐ろしい事態に陥ってしまったら——と不安にもなるが、やるしかない。

「ほな、どこ行ったらいい。賽銭箱のある部屋か？　どこや？」

「いえあの、ちょっと待ってください。し、真行寺……さんにも、準備して欲しいことがあるんです」

「ええ、ええ。椿でええわ。ほんで？　俺の準備って？」

「母屋のお風呂をお貸ししますから、そこで禊みそぎを済ませて欲しいんです」

「みそぎ？」

「全身を綺麗に清めておいてください。儀式が終わるまでは、タバコもダメです」

　ヤクザを自宅に上げることには抵抗を禁じ得ないが、仕方がない。僕は先に家に上がると、下駄箱の脇に引っ掛けてあるくたびれたスリッパを差し出した。椿さんは物珍しげに僕の古い家を見回しながら、「邪魔するで」と言って中に入ってくる。

　うちは古い日本家屋で、天井はそんなに高くない。身長一八五センチ程度の椿さんがそこにいると、なんだか家全体が小さく縮こまってしまったかのように感じる。父さんも僕と同じ一七〇センチ足らずだし、母さんもばあちゃんも小さかったから、椿さんがものすごく巨大に見える。

「そういやお前、他に家族はいいひんのか？　オカンとか、仕事か？」

「あ……いいえ。母は、二年前に亡くなりました。家族は父だけです」

「そうなんや。悪いこと聞いたな」

「いいえ」

　そう言って、僕はにへら、と微妙な笑みを浮かべた。椿さんはきょろきょろしながら狭い廊下を歩き、鴨居をくぐって客間の中へ。

「ちょっと待っててください。ええと……浴衣とか、とってきますので」

「おい、ちょお待て」

「ヒッ！　な、なんでしょう!?」

　お茶を出すか浴衣が先かとあたふたしながら客間を出て行こうとした僕の肩を、椿さんがぐいと摑んだ。十五センチほど上からじっと僕を見下ろしながら、椿さんは低い声でこう言った。

「仏壇どこや」

「えっ……？　ぶ、ぶつだんですか？」

「これから世話になるんや。お前のオカンにも挨拶しとかなあかんやろ」

「あ……は、はい……」

　意外だ、ヤクザがそんなことを言うなんて、と思いつつも、正直ちょっと嬉しかった。ここにはもういない母さんの存在を、この人はちゃんと意識してくれている。

　きちんと仏壇（うちは神社なので、正確には祖霊舎それいしゃという）の前に正座して合掌し、椿さんはしばらくじっとしていた。心の中で何を唱えているのかは分からないけど、そうして椿さんが仏壇に向かっている間は、取り憑いている悪霊たちも妙におとなしい。なのできっと、真摯に拝んでくれているのだろう。

「……さみしいな、まだ二年か」

「えっ……？」

「二年ってことは、お前もう中学生とかやったやろ。寂しかったやろうな」

　不意に、背中でそんなことを語る椿さんを相手に、どう返事をしていいか分からなかった。だが、女々しいところは見せたくないというプライドや、初対面の相手に弱音を吐くことへの抵抗が胸の中をぐるぐると行き交って、僕はとっさに「い、いえ！　別にもう、大丈夫です」と嘘をついた。本当は、まだまだ立ち直りきれていないのに。

　椿さんは綺麗な所作で座布団から降りると、僕の顔をじっと見据えた。何か言われるかと思ったが、椿さんはそれ以上何も言わず、小さくため息をつく。

「風呂借りるわ。どこ？」

「あっ、はい！　こ、こちらになります!!」

「あのな、そんな固くならんでもええて。別に俺、借金の取り立てに来たわけやないねんで？」

「は、はい……分かってるんですけども」

「いっちょサッサと祓ったってや。頼りにしてんで」

「…………はい」

　ニィ……と圧のある笑顔を見せ、椿さんは廊下の突き当たりにある風呂場へと歩いて行った。

　うう……胃が痛い。


    
        ５、お祓いに臨むヤクザ


　そうこうしているうちに日が暮れて、神社は夜の帳とばりに包まれた。

　僕は自前の斎服に着替え、白い浴衣に身を包んだ椿さんとともに、拝殿の中へと進み入る。

　小学生に上がる頃から、神社で行われる祭り事にはほぼ参列してきたため、僕は自分の衣装を持っているのだ。高校に入学するタイミングで着物一式を新調したので、今回もそれを着用して儀式に当たることにした。

　ちゃんと除霊ができるかどうかは賭けだけど、形式は大切だ。いくら相手が悪霊であったとしても、元々は、人格を持って生きていた誰かの魂なのだから。

　除霊、いやこれは浄霊というべきだろう。相手は霊魂だが、これは人と人との対話と同じだ。相手を尊ぶことは大事なことだ。

「……では、ここに座ってください。楽な姿勢でいいですよ」

「……」

　祭壇の前に一枚だけ敷いておいた座布団を指し、僕は椿さんに向き直った。

　白い浴衣に着替え、髪の毛のセットをも全て洗い流してしまった椿さんは、ビクビクあたりを伺いながら、ゆっくりと座布団の上に正座をした。椿さんの顔色は蒼白だ。幽霊よりよっぽど幽霊っぽい。

　夜になると、照明の少ない拝殿の中は不気味に暗い。物陰には濃い影があり、天井の四隅にものっぺりとした闇が貼り付いている。

　僕もまた、暗闇からじっとこちらを伺ういくつもの気配を感じている。太陽に照らされている昼間より、夜は彼らの気配が濃厚になる。

　椿さんもそれを無意識的に感じ取っているらしく、微かな物音がするたびに「へっ!?」「はっ!?」と身体をびくつかせていて哀れを誘う……。

「大丈夫です。誰もあなたに手を出してはきませんよ」

「お、おう……。何やお前、昼間とはなんか、雰囲気ちゃうやん……めっちゃお祓いできそうな子に見えんで」

「腹をくくりましたから。かなりの霊障が出ているので、これ以上、あなたを放っておくわけにはいきません」

「……」

　なんて偉そうなことを言っているんだと、自分でも若干恥ずかしくなるわけだけど、椿さんはちょっと意外そうに目を瞬き、血の気のない頬をやや赤く染めた。

　げっそりと白い肌を染める濃いクマに縁取られた目元は落ち窪み、かっこいい顔が台無しだ。セットしていない前髪は目の下あたりまで伸びているが、それを払いのける気力さえないといった様子に見える。

　初めて見た時、椿さんの身にまとう居丈高なオーラにビビりもしたが、暗闇に怯えている今の姿からは、『ヤクザ』とか『若頭』といった肩書きを連想することさえ難しかった。この人はきっと、ギラギラと艶やかに輝くオーラのほうが似合うに違いない。

「では、始めたいと思います。よろしくお願いします」

「……よ、よろしゅう、頼むわ」

　椿さんは両膝に拳を置き、頭を垂れた。

　僕は静かにひとつ深呼吸をして、ゆっくりと祭壇の方へと向き直る。

　拝殿の天井は高く、広々とした空間だ。木の床はひんやりと冷えていて、裸足では寒いほどである。

　奥には立派な祭壇が鎮座していて、その左右には背の高い灯篭が佇んでいる。色あい的な派手さはないものの、精緻な木彫が美しい。御神体を収める観音開きの扉を守るように、一振りの太刀が安置されている。

　子どもの頃から慣れ親しんだ場所ではあるが、今はここの空気全体が妙にかしこまっているように感じられた。自分が主となり、神事を執り行うのは初めてのことであるから、僕が緊張しているだけかもしれないけれど。

　傍に立てかけておいた大幣おおぬさに手を伸ばし、柄を握る。大きめの榊の枝に、白い和紙で作った幣ぬさを取り付けたものだ。身が引き締まる思いを感じながら、僕は、閉じていた目を開き、祝詞奏上のために息を深く吸った。






『掛けまくも畏かしこき 伊邪那岐いざなぎの大神おほかみ　筑紫ちくしの日向ひむかの橘たちばなの小戸をどの阿波岐原あはぎはらに』






　これは『祓詞はらえのことば』といって、祭儀の最初に読まれるものだ。

　耳馴染んだ祝詞を謳い上げてゆくにつれ、不思議な感覚が全身を包み込む。お腹の底から涼しい風のようなものが沸き起こり、全身に力を漲ってくるような感じがする。僕の中に眠る漠然とした『力』のようなものが、徐々に形を成していくような。

　背後に座している椿さんの気配よりも、その背後にあるたくさんの悪霊たちの気配をより強く感じるようか気がしてきた。誰も彼も、苦しげなうめき声を上げながら、何かを僕に訴えかける。ただのうめき声に聞こえていたそれが、徐々にクリアな単語に聞こえてきて、僕はふと、閉じていた目を開いた。

『カネほしい……カネ、金、カネカネカネカネ……もっとカネ、ほしかった……』

『あのクソアマァ……よくもおれを裏切りやがったなぁ……くっそぉ…………くそぉ……』

『……もうちょっとで組長のタマとれたのによぉ……くっそぉ……もうちょっとで、もうちょっとでテッペンとれたんだ……』

『はぁはぁはぁ……びじんやくざイイ、えっち……はぁはぁはぁ……憑とり殺してえろいことするんだぁ……はぁはぁ』

　——これが、未練の声？　ヤクザの組事務所のそばにあった祠だからか、内容がスゴイな……。なんかすっごいアブナイ声も聞こえるような……。

　聞いていて気持ちのいいセリフばかりではない。だが、彼らにとっては、死んでも死にきれないほどの執着を抱かざるを得なかった事柄なのだろう。それこそ、現世に縛り付けるほどの呪縛となるくらいに。（若干一名、目的がおかしい人いるけど）






『禊みそぎ祓はらへ給たまひし時に　生なり坐ませる祓はらへ戸どの大神おほかみたち

　諸々の禍事まがこと・罪・穢けがれあらむをば

　祓へ給ひ清め給へと 白もうすことを聞こし召せと　恐かしこみ恐み白もうす』






　祓詞を唄い終えると、ぴたりと悪霊たちの声がやんだ。

　彼らの注意が僕の方に向いているのを感じ取り、僕はそれをチャンスだと思った。椿さんと繋がっている彼らの意識を解き、僕の声をちゃんと聞いてもらうためにも。

　






『高天たかまの原に　神留かむづまります　皇すめらが睦むつ　神漏岐かむろぎ・神漏美かむろみの命以みこともちて　八百万やほよろづの神等かみたちを　神集かむつどへに集へ給ひ』






　続いて奏上するのは、大祓詞おおはらひのことば。これは、各々が犯した罪や穢れを祓うために奏上する祝詞である。

　複数の悪霊を一度に浄霊するには、大祓詞が最適だろうと父さんにアドバイスを受けた。

　ただ、隙を見せるなと強く言われた。気持ちに迷いが生まれたり、恐怖に身を竦ませれば、悪霊たちはすぐさま僕に取り憑くだろうから——と。

　ざわ……ざわ……と悪霊たちが蠢き出すのを感じる。不穏な気配に、僕は一瞬動揺した。でも、ここでやめるわけにはいかない。困っている人が目の前にいて、行き先を失っている悪霊たちが目の前を彷徨っているのだ。

　これまでは、ただ視えるだけだった。危ないから、関わり合うと面倒なことになるからと、ずっと霊たちの存在を視て見ぬふりをしてきた。だけど、実際に彼らを目の前にして気持ちが変わった。僕にできることがあるのなら、この力を使いたいと。

　作法には反するが、僕は祭壇に背を向けて椿さんと悪霊たちの方へ向き直り、祝詞の奏上を続けた。

　椿さんは苦しげに目を閉じて、膝の上で固く拳を握りしめてる。悪霊たちが騒ぐたび、ビクッ、ビクッ！　と身体を痙攣させる椿さんの表情は痛ましく、それと同じくらいに、声高に恨み言を叫ぶ悪霊たちの表情も苦しげだった。

　だが、徐々に徐々に、悪霊たちの声が小さくなり始めた。大祓詞は長さのある祝詞で、言葉自体に強い力が宿っている。霊力のある僕の声に乗り、祝詞に練り込まれた力が、悪霊たちに届きはじめている。

　——これなら、浄霊できる……!!






『斯かく流離さすらひ失ひてば　罪といふ罪はあらじと　祓へ給ひ清め給ふことを　天あまつ神・国つ神　八百万やほよろづの神たち　共に聞こし召せと白もうす』






　奏上を終えると、あたりは濃い静寂に包まれていた。いっときは耳をつんざくほどに怨念を叫んでいた悪霊たちの気配が、全て綺麗に消えている。

「ハァっ……ハァっ……ハァ……ッ……」

　がく、と椿さんが頭を押さえて前のめりになり、荒い呼吸を繰り返しながら、そのままぐったりと倒れこんでしまった。僕は慌てて、椿さんに駆け寄った。

「椿さん……！」

　上体を支えてみて分かったが、椿さんはひどい汗をかいていた。だが、何も憑いていない。きれいさっぱり、悪霊の気配が消えている。

「椿さん、終わりました。よく頑張りましたね」

「……ほんま、か」

「本当です。分かりますか？　あなたにはもう、なにも憑いていませんよ」

「……あ」

　乱れた長い前髪の下から、椿さんがこちらを見上げた。さっきよりも、随分顔色が良くなっているように見えた。どす黒かった目の下のクマも淡くなり、重たげに持ち上げられたまぶたの下にある瞳からも、虚ろな色が消えている

「……はぁ……すごいな、お前」

「い、いえ……」

「すごいわ……でも、もう……」

「えっ!?　つ、椿さん!?」

　腕にかかる重みが増し、僕は慌てて椿さんを強く抱き寄せた。椿さんは固く目を閉じ、身動きをしなくなっていた。僕は青くなった。

　——え……まさか……失敗？

「つ、椿さん!!　しっかりしてください!!　椿さん、死んじゃダメです!!　気をしっかり持って!!　悪霊たちと一緒に行っちゃダメですよ!!」

　返事はない。

　僕はさらに青くなった。ついでに全身から血の気が引き、ガクガクと全身が震え出し……。

「ぐ——…………ぐ————…………」

「へ……？」

　……なんだ、寝てるだけだった。


    
        ６、寝起きのいいヤクザ


「んー……」

　——ああ、あったかい。何でだろう……。

　まぶたの向こうにほのかな明るさを感じた僕は、うとうとと目を覚ました。

　そして、刮目する。

「おはようさん」

「ヒィッ…………!!」

　全身が密着する距離で肘枕をし、微笑みを浮かべながら僕を見下ろす椿さんの顔が、視界いっぱいに映っている。

　あたたかいのもそのはずだ、僕と椿さんは一つの布団に入り、しかも大きくむき出しになった素足同士が触れている。しかも、椿さんは空いたほうの手で僕の髪を梳いているではないか。これはいったいどういう状況だ!?

　混乱する僕をよそに、椿さんは機嫌の良さそうな笑みだ。寝癖のつきやすい僕の髪をくるくると指に巻き付けたりしながら、すり……と僕の脚にご自分の脚を絡ませてくる。……あっ……なにこれ、くすぐったい……。

「めっちゃよう寝れたわ。すごいやん、お前」

　そういえば昨日、お祓いの直後にばったり倒れて眠り込んでしまった椿さんを、岩瀬さんと客間に運んだことを思い出す。拝殿の扉の前に控えていた岩瀬さんが、異変を察してすぐに駆けつけてくれたのだ。

　あまりにも深く眠っている椿さんを見て、岩瀬さんは心底安堵したようにため息をついていた。そして、「すみません、紬さん。大変申し訳ないのですが、若をここで休ませてやれませんか」と、僕に深々と頭を下げた。

　もちろん、僕はすぐに頷いて、客間に布団を敷いた。そして、ぐうぐうと安らかな顔で眠る椿さんを僕に託し、岩瀬さんは「では、私は外におりますので」スッといなくなってしまった。

　初めてのお祓いで、僕もひどく疲れていた。服を着替えるのも億劫で、斎服として身につけていた狩衣と袴を何とか脱ぎ、単衣ひとえになった状態で、目をこすりながらもう一度椿さんの様子を窺いにきた。

　そしてその時、唐突に布団に引き摺り込まれてしまったのだ。慌てもしたが、椿さんの身体があたたかくて、いい匂いで、いつしかそのまま眠ってしまった……。

　——あー……そうだ、逃げようとしたけど腕力強くて全然抜け出せなかったんだ。あのまま寝ちゃうなんて、僕も疲れてたんだな……。

と、僕が昨夜のことを思い出す間も、椿さんはじっと僕の顔を見下ろしている。

　——クマが消えてる。顔色もいいし……こうして見ると、この人ってほんと、きれいでかっこいい顔してるんだなぁ……。

　お祓いの成果を嬉しく思いつつも、この異常な距離感は何だ。落ち着かないこと山の如しだ。さりげなく目線を逸らしつつ、もぞりもぞりと距離を取ろうとすると、椿さんはぐっと僕の顎を掴んで自分の方を向かせた。ご、強引……。

「身体もめっちゃ軽いし、こんなええ気分久しぶりやわ。お前のおかげやな」

「は、はぁ……よかったです……」

「なぁ、何が欲しい？　なんでも買うたんで」

「えっ、いえいえそんなめっそうもない……。え、ええと……初穂料……あ、あの、お祓いの料金は五千円ほどなのでそれでだいじょぶで……」

「五千円？　ハァ？　ふざけたこと抜かしたらあかんで!!」

「ヒッ!!　ごめんなさい!!」

　突然ギロォ……と椿さんの目が鋭くなったものだから、僕は思わず縮み上がった。だが椿さんはすぐに表情を緩め、なぜだか愛おしげな表情を浮かべつつ、今度は指の背で僕の頬を撫でている。……こわい。

「あれだけ世話んなったのに、五千円とかありえへんやろ。欲のない子ぉやなぁ、紬は」

「はい？　い、いえ……そういう決まりなので……」

「それじゃ俺の収まりがつかへんわ。五百でどうや」

「え？　ごひゃくって……五百万円!?　そ、そんなの受け取れませんよ!!」

　言い出す金額の桁が違いすぎてめまいがする。驚愕する僕の表情を見て、椿さんはふっと笑った。そして、今度は僕の耳たぶを優しい手つきで弄びながら、そっと顔を近づけてきた。

「なら、何が欲しい。なんや欲しいもんのひとつやふたつ、あるやろ」

「え、ええ〜……？」

「お前は、俺の命の恩人や。して欲しいこととか、ないんか」

「へっ……」

　ちゅ……と鼻先にキスをされ、僕は二度目の刮目をした。

　いつの間にやら僕の上に覆いかぶさる格好になった椿さんの整った顔が、目と鼻の先にある。しかも、椿さんの浴衣の裾は大きく割れ、すべらかな脚が僕の太ももにするりと触れていて……くすぐったいけど、何だか気持ちいい……。

「神社の家の子ってのは、いつもこんなエロいカッコで寝んのか？」

「えっ、違いますよ！　い、いつもは、ぱ、パジャマで……」

「へぇ……そぉか。俺は裸マッパで寝るけどな」

　ヤクザのパジャマ事情にはあまり関心がないのだが、昨夜着ていた単衣は完全に寝乱れてしまっている。帯も緩んで今にも前がはだけてしまいそうだし、脚なんてほとんどむき出しで……。

　——どうしよう。なんか、変な空気になってない……？

と、僕は危機感を抱き始めた。

「お前、いくつやっけ」

「へっ……？　じゅ、じゅう、十七です、けど」

「ふうん、十個下か。どおりで、肌が綺麗なわけやな」

「んひっ」

　案の定、すり……と太ももを撫でられた。大きな手が、僕の脚のラインを辿るように上下している。

　その触り方はあまりにも淡く、今までに感じたことのない性的なくすぐったさに、変な声が漏れてしまった。すると椿さんはニィ……と悪魔めいた笑みを浮かべて、ちゅ、ちゅ……っと僕の頬や耳たぶにキスをし始めた。

「あ、あのっ……なに、してるんですかぁっ……!!」

「十七なんて、ヤリたい盛りやろ。女、いいひんの？」

「お、おんな!?　そんなの、いませんっ……」

「ほな、溜まったときはどうしてんの？」

「そ、そんな……の、自分でする……っていうか……」

「へ〜ぇ」

　——い、一体僕は何を言わされているんだ!!

　羞恥のあまり顔が真っ赤になっていく。やっぱり逃げたほうがいいと思い直した僕は、身じろぎをして椿さんから離れようとした。

　だが、ぐっと肩を掴まれて、また布団に逆戻りだ。その拍子にすっかり単衣の前ははだけてしまい、凹凸のない上半身があらわになってしまう。すると椿さんは僕の首筋に唇を寄せ、楽しげな声でこう言った。

「お祓いの礼に、しよか」

「へっ……な、なに、をですか……」

「決まってるやろ、……気持ちええことや」

「け、けけっ、けっこうです!!　ぼ、ぼくはそんな」

「ふふ……遠慮すんな、抜くだけや」

「あ、え、うそっ……」

　僕の太ももをいやらしく撫でていた手のひらが、もっと上へと登ってくる。同時に首筋をきつく吸われて、僕はまた「ひんっ……」と情けない声を漏らしていた。

　ボクサーブリーフの中心を思わせぶりに揉みしだかれ、同時に耳たぶをやわやわと唇で弄ばれる。熱く濡れた舌先で僕の耳孔をねっとりと舐め回しながら、椿さんが「ハァ……」と色っぽい吐息を漏らした。な、なんでそんな声出すんですか……!?

「んっぅ……ん、やめ、やめてください……っ」

「そんな甘ったるい声でそんなん言われてもな。もっとしてって言ってるようにしか聞こえへん」

「ぁっ……ま、まって、そんな」

　こういうことは女性とするものだということくらい、奥手な僕でも知っている。でも、あまりにもセクシーな低音ボイスと、快楽のツボを心得た巧みな手管に、僕の股間は反応してしまっている。

　帯は解けて、中途半端にもたついた単衣の下、パンツを押し上げているのは僕のペニスだ。ゴムの部分を指先でくいっと引き下げられるや、障子越しに差し込む朝の光の中、固く反り返った僕のそれがむき出しにされてしまった……！　恥ずかしすぎる!!

「ひえっ、み、み、みないでくださいよ！」

「若いなぁ……ほら、こんなによだれ垂らして、ガチガチやん。大したことしてへんのに」

「だって、椿さんが、いやらしい手つきで触るから……!!　ん、んっ……」

「へぇ、この俺にエロいことされてんのに、なかなか威勢がいいやんか。……かわいいな、紬」

　椿さんはさも愉しげにそんなことを言うと、形のいい唇を舌舐めずりしながら、婉然と微笑んだ。

　そしてその唇が、今度は僕の胸元へと下りてきて……。

「ぁっ！　ん、なにしてっ……ンっ……あ」

「ここ、舐められたことあるか？」

「あ、あ、あ、あるわけ、なっ……ァっ、ぁん、っ」

「感度ええやん。……気持いいやろ？　ほら、どんどん硬くなる」

「ん、んっ、んぅっ」

　じゅっ……ちゅぷっ……といやらしい音を立てながら、僕の乳首を吸っては放し、さらにれろれろと舌先で先端を舐め転がす。しかも下の方では、ゆるゆるとペニスの根元が扱かれている。

　トロトロとだらしなく溢れ出す先走りのせいで、ペニスを愛撫されるたびにぬちぬちと湿った音が聞こえ始めた。

「ぁ、あっ、やだ、ァっ……あ、んっ……」

「……なかなかエロい声出すやん。お前、ほんまに初めてなんか？」

「は、は、はじめてですよ!!　ていうか、も、やめ……ッ、ハァっ……」

「エロい子ぉやなぁ、紬。ハァ……俺もエロい気分になってきてしもたわ」

　巧みな動きに翻弄され、いつしか脚を大きく開く格好にされていることに、僕はようやく気がついた。痺れるような初めての快感にずぶずぶと沈められ、僕は上下に腰を振っていた。もっと刺激が欲しいところに椿さんの手で触れて欲しくて、浅ましく腰を揺らしている。

「あ、あっ……ちくび、ッ……ン、やらっ……ぁ」

「ん……？　それはもっと舐めろってことやんな？」

「ちがっ……！　だって、へんなの、きちゃう……ちくび、ァっ……じんじんして、ハァっ……」

「……こんなに尖らせて、自分で腰振って。とんだエロガキやな、紬」

「ち、ちがう……っ！」

「ほんっま、かわいいわ……。もっとエロい声、出してみ？」

「んん、っ、ん、ぁ、ァう……ッ……!!」

　すっかり硬くしこってしまった乳首を甘噛みされた瞬間、僕は敢え無く絶頂していた。自慰とは比べ物にならないほどの甘い刺激が全身を駆け巡り、目の前が真っ白になってしまった。

　ふわふわとした余韻はなかなか引かず、僕は何度も身体を痙攣させた。震えるまつげをゆっくりと持ち上げると、頬を上気させ、さっきよりも余裕のない表情で僕を見つめる椿さんと目が合った。

「ハァ…………ハァっ……ぁ……」

「お前……清楚そうな顔して、実はエロいこと大好きやろ」

「っち、ち、ちがいますよ!!　だって、あんな気持ちいいこと、されたら……」

「ん？　気持ちよかったんや。ははっ、そうか」

「え？　あっ、いや、そうじゃなくて！」

　壮絶に恥ずかしい失言をしてしまったが、時すでに遅し。僕は真っ赤になりながら、今度こそ椿さんの下から抜け出した。今度は引き戻されなかった。

「まぁええ。シャワーでも浴びてこいよ。溜まってたんやな、すごい量やで」

「や、やめてくださいよそういうこと言うの！」

「ははっ、怒ってんのか？　早う行かんと、俺、お前にもっとエロいことしてまうで。それでもいいん？」

　僕の精液でてろんてろんに濡れた手を持ち上げて朝日に透かしながら、椿さんはまた悪魔めいた笑みを浮かべた。僕はウッと詰まって、そそくさと着物を直し、立ち上がる。

　……うう、腰に力が入らなくて、ちょっとふらつきそうになったが、なんとか耐えた。

「……良くありません。シャワーしてきます……」

「ああ、そうせぇ」

　そっけない口調でそう言うや、椿さんは僕に背を向けてごろんと布団に寝転んだ。……早く手を拭いて欲しいんですけど。

　というか、あまりにもあっさりした椿さんの態度に、ホッとするやら拍子抜けするやらだ。あの流れだと、てっきり『俺のも口で奉仕しろ』とか言われるのではないかと思っていたのだが…………。

　——……ハッ!?　何を考えてるんだ!?　ぼ、僕は、そんなふしだらなことを考えてしまうような人間だったのか!?　

　自分は性に対して淡白な方だと思っていたのに、椿さんに与えられた甘い快感が忘れられない。

　僕は深い深いため息をつきながら、いろんなもので濡れた身体を、熱い湯で洗い流した。


    
        ７、大人気ないヤクザ〈椿目線〉


「あ〜〜……なんやこれ」

　いきり勃ったモノをトイレで慰め、賢者モードに入りながら、俺は派手にため息をついた。

　言っておくが、俺は女にモテる。めっちゃモテる。死ぬほどモテる。

　夜の街に繰り出せば、いつだって俺の左右には、キラッキラに着飾った女たちが寄ってくる。朝起きたら、知らない女が二、三人ベッドに寝ていることも日常茶飯事だ。俺の女になりたいといって迫ってくる女は掃いて捨てるほどにいる。あまりにも大勢の女が寄ってくるものだから、もはや顔を覚えることを諦めた。

　そう、それくらい俺はモテる。

　モテるのに……まさか、こんなド田舎暮らしのガキに、しかも男相手に、フルボッキしてしまう日が来るとは……。

「ハァ〜〜〜〜〜まぁ、しゃーないわ。ずっと金縛りで寝不足やったから、女遊びしてるヒマなんてなかったしな。うん、うん……しゃーない」

と、俺はそうひとりごちながらトイレを出て、客間に戻った。

　この家はどこもかしこもひっそりと静かで、落ち着かない。チュンチュン、とスズメの声がリアルに聞こえてくる世界があるということを、俺は生まれて初めて知った。

「オイ、岩瀬。服」

「はい、若」

　気を取り直すように声を上げれば、どこからともなく岩瀬が現れる。どうやら、一晩中この障子の向こうに控えていたらしい。きちんとハンガーにかかったスーツとスラックス、そしてワイシャツと小物の類。それらを整然と両腕に引っ掛けて、俺の前にスッと控えた。

　浴衣を脱ぎ捨て、きっちりとプレスされたスラックスに脚を通しながら、俺は岩瀬にこう命じた。

「この神社の口座調べて、五百万振り込んどけ」

「ッス、分かりました」

「あと、カタギのガキが欲しがりそうなモン、調べといて」

「ほう、分かりました」

　跪いていた岩瀬が、ちょっと意外そうな目つきで俺を窺う。ワイシャツに袖を通しながら、俺はジロリと岩瀬を見る。

「なんや」

「いいえ。それは、紬さんに贈り物をなさるということで？」

「ああ、そやけど？」

「……なるほど、分かりました」

「あと、前田と後藤呼んで朝飯作らせぇ。昨日の夜からなんも食ってへんし、紬も腹減ってるやろ」

「分かりました」

　岩瀬はいそいそと立ち上がり、スマホを片手に客間を出て行く。

　俺が組長オヤジの養子として迎えられる前から真行寺組に仕えていた岩瀬だが、基本俺の言うことに何一つ逆らわない。よほどオヤジに恩があるのか、年下の俺にも礼を尽くす義理堅い男だ。

「タバコ、タバコ……あ、ここ禁煙か」

　岩瀬が綺麗に並べて置いて行った時計や指輪などの小物の中から、俺はシガレットケースを拾い上げた。そして縁側へ出ると、そのへんに置いてあったサンダルを突っかけ、青々と晴れ渡った早朝の空を見上げる。

　——清々しいなぁ……。久々に熟睡できたおかげで、生まれ変わったような気分や。

　目を細めつつ広い空を見上げ、タバコを咥える。羽織っただけのワイシャツ姿ではまだ少し肌寒いが、春の朝がこんなにも気持ちがいいものとは知らなかった。

　——ありえへんくらい田舎やな。空と山しかないやん。あいつ、こんなクソ田舎で何して生きてんねやろ……。

　タバコに火をつけ、深く深く息を吸い込む。味わい慣れた煙の味が体内に満ちていくのを感じていると、すうっと頭が冴えていく。たいして美味いとも感じたことのないタバコだが、吸っていないと落ちつかない。

　怖いものなど何もなかった俺にとって、ああして誰かに『救ってもらう』のは初めての経験だ。

　正直、グッときた。

　紬の細っこい背中が、やけに大きく見えたものだった。

　これまではずっと、降りかかる火の粉は全て拳で薙ぎ払ってきた。だが、悪霊というやつはタチが悪い。姿形は見えないのに、不気味な気配やうめき声で俺を脅かし、眠れば夢の中で俺に襲いかかってくる。

　眠れないせいで、余計感覚が過敏になり、俺は常にビクビクしていた。この情けない姿を、誰かに見られたらおしまいだ。若頭は常に、強く・逞しく・頼れる男でいなくてはいけない。真行寺組の転覆を狙う奴らを前に、隙を見せるわけにはいかないのだ。

　常に針のように神経を尖らせていなければならない日々に、精神を蝕まれかけていた。だが、そんな俺を、紬は救ってくれたのだ。

　——しっかし……可愛かったな。

　ふと、紬の顔を思い浮かべる。

　俺が大阪で目にしてきた高校生といえば、どいつもこいつも荒んだ目をして、夜の街をうろつき回るガラの悪い奴らばかりだった。といっても、俺の生きる世界自体が荒んでいるのだ。出会う奴ら全てが似たような目つきをしているのは、仕方のないことだろう。

　そんなガキどもに比べると、紬はおぼこい。ファッションには興味がなさそうだし、生真面目に着込んだ学ランはいかにもダサいし、跳ねた髪の毛を直す気もなさそうだ。

　だが、最初は完全に俺にビビっていたくせに、『腹を括った』と言った途端、豹変したあの表情。怯えた小動物のような顔をしていたのが嘘のように、お祓いをしている時の紬は毅然としていて、とても凛々しく頼もしかった。

　そのくせ、朝は俺にぺったりと引っ付いて、すぅすぅ平和な寝息を立てて。しかも、ちょっと触っただけであの反応だ。ウブな反応が新鮮すぎて、俄然興味をそそられてしまった。ちょっとからかってやろうとしただけなのに、気づいたらやめられなくなっていた。

　俺に脚を開く女どもの反応は、どれもこれもみんな同じだ。どいつもこいつも揃って甘い声を出し、俺が喜びそうな言葉を口にして、あざとく愛想を撒き散らす。

　飽き飽きしていた。『セックス＝快楽』という認識は、とっくにどこかへ忘れてきた。ただ息をするように、『真行寺 椿の女』の座を求めて迫ってくる女たちの好きなようにさせていたけど、もはや何もかもが退屈だった。

　だからこそ、紬の初々しさが目新しかった。もっともっといじめてみたい、もっと蕩けた顔をさせてみたい——むくむくと湧き上がる純粋な好奇心に、俺は小さく笑みを浮かべた。

と、その時。

「だ、誰だ、お前……!?」

「ん？」

　ふと声をした方を見ると、ひょろっと背の高い、学ラン姿のガキがいた。

　紬に比べると、ちょっと垢抜けた感じのする爽やか少年だ。ぱっちりした目を目一杯に見開いて微かに震えながら、俺の全身を上から下までジロジロと眺め回している。

　俺はと言うと、さらっとワイシャツを羽織っただけで、鍛え上げた胸筋や腹筋がチラ見え状態。ついでに言うと、左半身に彫った刺青までチラチラ見えてしまっているらしい。それを隠すでもなく、フゥ〜〜〜と煙を吐き出すと、そのガキの表情がみるみる険しいものになっていく。

　その眼差しにちりちりとした嫉妬の匂いを嗅ぎ取った俺は、ニィっと唇の端を吊り上げて、意地悪く笑って見せた。

「お前こそ誰やねん。紬のオトモダチか？」

「はぁ!?　な、何なんだよお前……!!　なんでお前みたいな奴が、紬んちにいんだよ!?」

「なんや、知りたいんか？」

「っ……」

　くわえタバコのまま、流しただけの前髪を搔き上げる。するとそいつはカッと顔を真っ赤に染めて、ずかずかと俺の方に近づいてきた。ほほう、なかなか度胸あるやんか。

「ま、まさか紬に、変なことしたんじゃないだろうな……!!」

「へー、変なことって？　何？」

「そっ……それは!!　紬に、乱暴……なことしたんじゃないかってことだよ!!」

「乱暴？　アホなこと言いなや。優しく、優し〜〜〜くしたったけど？」

「っ!!　てんめぇ……!!」

　ガッと、そのガキが俺の胸ぐらに掴みかかってこようとしたその時、開け放たれたままの客間の障子の向こうから、紬の声が聞こえてきた。

「椿さん……。あの、なんか、なんか台所に怖い人がたくさんいるんですけど……」

　ひょっこり縁側に出てきた紬の髪はしっとりと濡れていて、事後を匂わせる気怠げな表情だ。カッターシャツと制服のズボンはきちんと着ているものの、気恥ずかしげな目つきは物言いたげで、さっきのエロスをガッツリ引きずっているように見える。

　そんな紬の初々しい姿を見て、俺は年甲斐もなくドキドキしていた。

　——なんなんめっちゃ可愛いない？　ちょっと手コキしただけやのにそんな恥ずかしそうにする!?　俺、そんなイケナイことしてしもたん!?　手コキして乳首ペロッとしただけやん!?　

　とろんとしたエロかわいい目つきで俺を見つめる紬の姿を目の当たりにするや、何故だか胸の奥が、むずむず甘酸っぱくくすぐられる。ついでに股間に血が集まりつつあるのを感じつつも、俺はクールに「腹減ってるやろ。すぐ飯作らせるからな」と言った。

　だが紬は、俺のすぐそばに佇む爽やかなガキに気づくやいなや、心底バツが悪そうに表情を引きつらせ始めた。

「紬!!　こ、これ……これは一体どういうことだよ!!　このっ……こ、こいつ何!?」

「えー……と。昨日言ってた、お祓い受けに来た、お客……さん？」

「客!?　嘘だろ!?　こいつ絶対、借金の取り立てとかに来た感じだろ!?　おじさん、いったいいくら借金してたんだ!?」

「い、いやいやいや!!　借金じゃないから!!　本当に、お祓いの……」

「嘘つけ!!　紬、何されたんだ？　酷いことされたんだろ？」

「い、いや……されてはない、けど……？」

「どうして、俺を頼ってくれなかったんだよ……ッ」

「いやあの、だからね。別に何も……？　されてないっていうか……」

　と、あさっての方向を見ながらすっとぼけようとしている紬もこれまた可愛い。

　なるほど、この悔しがり方。ユウスケと呼ばれたこのガキも、紬にドスケベな欲望を抱いているわけか。なるほどなるほど？　ふう〜〜〜ん、なるほど。だから俺をそんな目で睨んでくるわけやな。

　紬の手前、岩瀬が置いていった携帯灰皿に、きちんと吸い殻を押し込んだ。そして悠然とした動きを心がけながら紬の隣にスッと立つと、親密度をアピールをするべく紬の肩を抱き寄せる。

「ほ〜〜〜ら、だから言うたやん。や・さ・し・くしたって」

「ちょっ!!　つ、椿さん何言ってるんですか!?」

　リンゴのように顔を真っ赤に染めて、潤んだ瞳で俺を見上げる紬の可愛さプライスレス。

　台所の方から、米の炊けるいい匂いが漂ってきた。

　　






　　　　　　　　　＋






『兄貴、今どこにいてはるんですか!?　そろそろ戻ってもらわんと困りますよ!!』

「おう……せやな。二、三日のうちには戻るつもりやねんけど」

『はぁ!?　天竜会のやつらの動きも分からへん時に、なにを悠長なことを言うてはるんですか！　アニキ、最近なんか変ですよ？』

「分かった分かった！　分かったからギャーギャー騒ぐなドアホが。できるだけ早う戻る言うてるやろ」

　鳥居にもたれかかりながら、俺はがしがしとうなじを掻いた。

　元料理人の前田と後藤が作った朝飯をさあ食おうかと箸を取ったところで（紬の希望で悠介とかいうガキも一緒に）、真行寺組Ｎｏ３・宍戸凌太から電話がかかってきたのだ。

　天竜会の名前を聞いた瞬間、緩んでいた顔が引き締まる。俺はため息交じりに、咥えていたタバコを指に挟んだ。

　天竜会というのは、ほぼほぼ関西を牛耳っている俺たち鳳雅会に何の挨拶もなく、突然現れ街を荒らしている新参者だ。世間知らずな若いガキどもを集めて頭数を増やし、じわじわと勢力を増している。

　ここ最近やたら荒っぽいやり口の目立っている上、クスリの売買に手を出しているらしい。たちの悪い金の稼ぎ方をしている奴らだ。

　そしてクスリだけでは飽き足らず、奴らは俺たちのシマである地下カジノを荒らしに来るようになった。この間の抗争は、今後これ以上うちのシマを騒がすなという牽制でもあり、荒らしに対する制裁でもあった。

　鳳雅会では、クスリや人身売買系のシノギはご法度だ。それは会長の意志であり、決して破られることのない掟の一つ。違法薬物の売買や詐欺に手を出さなくともこれだけ大きな組織の形を保っていられるのは、ひとえに地下カジノの運営を俺たちが請け負っているからに他ならない。

　地下カジノは摘発を避けるため、定期的に河岸かしを変える。その都度、移転先を会員にのみ連絡することになっているのだが、会員は錚々そうそうたるメンバーだ。大物政治家・警察官僚・司法関係者・有名芸能人・スポーツ選手……挙げ始めるとキリがない。大事な大事な客、もとい人脈を守るためにも、俺たちは天竜会を放っておくわけにはいかないのだ。

『アニキー、聞いてますか!?　アニキー!!』

「あー聞いてる聞いてる」

『上の空やないですか!!　しっかりしてくださいよ!!』

　宍戸は俺の二つ年下で、まるでアイドルのように可愛い顔をした舎弟で、『〇〇組の△△が宍戸のケツを狙っている』などの噂が絶えない。チャラついた見た目を生かすド派手な格好で、とにかく目立つ男だ。

『とにかく、俺もあと十分くらいでそっち着きますんで!!　支度しといてくださいよ。裸の女と鉢合わせとかめんどいんでやめてくださいね！』

「……は？　着く？　何やお前、どうして俺の居場所……」

『前田電話で脅したら、すぐ吐きましたよ。とにかく、準備しといてください。すぐお迎えに上がりますよって』

「……チッ」

　ブツ、と通話を切り、俺は苛立ちまぎれにフゥ〜〜〜と煙を吐いた。

　元料理人の前田と後藤は、作る飯が美味いのでそばに置いている二人組だ。俺の居場所については他言無用と言っておいたのに、あっさり宍戸に吐いてしまうとは。

「……クッソ、まだ紬になんもしてへんっちゅーのに……。あいつらあとでシメたらなあかんな」

と、一人で悪態を吐きつつも、俺はハッと目を見開いた。当の紬が、やや不安そうな顔をしてこっちに歩いてくる姿が目に入ったからだ。

　——おお……紬。朝飯に戻らへん俺のことが心配になって、様子見に来てくれたんやな？　ほんっまに優しい子やなぁ。

　喜びと感動で胸がキュンキュンと聞いたことのない音を立てている。が、俺は努めてクールに、「おう、どうした？」と紬に問いかけた。

「食べないのかな、と思って」

「ああ……俺はええわ。ちょっとヤボ用入ってもた」

「そうですか。……あと、そこ。鳥居の下なんですけど……」

「え？　ああ、禁煙やってこと？　すまんすまん」

「いえ、そうじゃなくて。鳥居の下、いつも決まった人がいるので、あまり近づかない方がいいんじゃないかな〜って」

「……決まった人？」

　紬が、尻の下のあたりをすっと指差す。振り返っても何も見えないが、紬の目は確実に何かの姿を捉えていて、しゃんと焦点が結ばれている。つまりそれって……？

「女の子がいるんです、そこ。足踏んでるから……ええと、なんか怒ってるみたい」

「ヒィィッ!!　そういうことは早う言わんかい!!」

「す、すみません!!」

　恐怖に駆られた俺はその場から飛び退り、反射的に紬に抱きついていた。思いがけず紬との距離が急接近だ。

　俺があまりに素早く動いたせいで、紬もその場から動けなかったらしい。ほんわかしたぬくもりと、ギョッとしたように俺を見上げる紬の顔がすぐそこにある。それはとてもいい眺めなのだが……。

　——おいおいおい幽霊にビビって急に抱きつくとか……。何してんねん俺めっちゃダサいやん……。

　内心、己のビビリように羞恥心が大爆発だ。情けないことこの上ない。だが紬はポポッと顔を桃色に染め、眉を下げて困ったような顔をしている。……何やねんクッソ可愛い顔しよってぇ。

「あの、椿さん……近い、です」

「おう、すまんな。びっくりしてもて、つい」

「あ、あの、離れてください……誰か来たら」

「なぁ、紬」

　大阪へ帰らねばならない時間が近づいているせいで、紬のことを離しがたい。若く頼りない背中を抱き寄せる腕に力を込め、俺はすいと紬の顎を掬った。

「ヒッ、な、なんですか……!?」

「俺、そろそろ大阪帰らなあかんねん」

「え、あ。ああ……そうですか！　よ、良かったですね〜〜!!　そっかぁ〜〜!!」

　パァァァ……と、紬はさも嬉しそうに顔を輝かせているではないか。んんん？　この俺と離れなあかんのに、何やめっちゃ嬉しそうな顔してへん？　俺は名残惜しくて名残惜しくて名残惜しくて、このまま紬拉致らちって大阪連れてったろかなて思てんのに？　

　俺は目を瞬いて、真意を探るべく紬の瞳をじっと覗き込んでみた。そして、ハッとする。

　——そ……そうか!!　無理してんねんな！　俺と離れるのは寂しいけど、わがまま言うたらあかんと思って無理してんねんな？　それで俺が、無事に帰れることを喜ぼうとしてくれてるんか……。な、なんちゅう健気な子やねん……ッ!!

「ええて、そんな無理して笑わんでも」

「……はい？」

「俺、まだお前に十分な礼ができてへんし。近いうちに、また来るから」

「えっ…………ま、また来られるんです……か？」

「そうやで、当然やろ」

「ぁっ」

　紬の肩をぐいと押し、鳥居のすぐ脇にある大きな松の木に押し付ける。松の木に手をついて紬を閉じ込め、そっと頬を撫でながら、俺は紬の額にキスをした。そのまま唇を滑らせて、まぶたや頬、鼻先は頬にもキスを落とすうち、紬の体温がじわじわと熱くなり始めていることに気づく。……分かる、分かるで。俺もこのまま、ここでお前のことヤり尽くしたい気分やしな……!!

「あ、あのっ……ちょ、やめてくださぃ……見てる、から」

「誰も見てへんやん。……こっち向き」

　唇にキスをしようとしたら、ふいっと顔を背けられてしまった。若干ショックだが俺はめげない。目の前に現れた形のいい耳にちゅ、ちゅぅっと唇を寄せ、舌先でゆっくり、ゆっくりと耳孔を舐めくすぐってみた。すると紬は「ひゃぁ……ン」と甘い声を上げながら腰砕けになり、俺の腕に体重を預けてくる。紬は乳首と同じくらい耳が弱い、俺は心にそうメモった。

「やっ……やめてくださ……ぃ……んっ、やらぁっ……」

「おいおい……くっそエロい反応するやん。そうやって大人煽ったら、どういう目に遭うか分かってんのか？」

「し、し、しりませんよっ……!!　な、なめないでくださ、ぁっ、ん」

　力なく俺の胸を押し返しながらも快楽には抗えないといった様子で身をよじり、涙目で俺を見上げる紬の姿に、俺の股間はあっさりと硬くなる。……おかしい、俺はこんなにちょろい男ではなかったはずだが……!?

　——ぐおおおおお……辛抱たまらん。なんちゅうエロいガキや。モッサいイモガキやと思ってたのに、こんな、こんな、なんでやッ……。けしからん……!!

　俺の中のヤリたいゲージは最高マックスだが、ここは神聖なる神社の境内。ムラムラムラムラと燃えたぎる性欲を大人の理性で宥めながら、少しばかり紬から身を離す。そして、耳元で思わせぶりに囁いた。

「次来た時……また、続きしたるから」

「ンぁ……っ、つ、つづき……？」

「この続き。……もっとエロくて気持ちええこと、されたいやろ？」

「っぅ……ン！」

　仕上げとばかりに細く息を吹きかけて、シャツの上から淡く乳首を擦ってみる。すると、アンダーシャツとカッターシャツの二枚を隔てていても分かるくらいに、紬の乳首はツンと硬く芯を持っていて……。

　——ハァ〜〜〜……ハァ〜〜〜……。エッロい反応するやんか……クッソ……今すぐブチ込みたい……。

と、俺の大人の理性に亀裂が入ったその瞬間、背後に殺気のような鋭い気配を感じた。

　俺は紬を背中に庇いつつ、素早く背後の気配に向き直る。……が、そこにあるのはよく知った顔だった。

　真行寺組Ｎｏ３の宍戸が腕組みをして、生ぬるい目つきで俺たちを見ている。

「……何やってんすか、アニキ」

「なんや、お前か」

「なんやて何すか。まじホンマ何やってんすかアニキ！　こんなとこでガキ襲うとか……ハァ、ありえへん。真行寺椿ともあろうお方が、何をトチ狂ったことを……って、しかも男やないですか!!　ハァ!?　何してんすかマジで!!」

　宍戸はただでさえ深い眉間のシワをさらに深くして、大声でそう怒鳴った。


    
        ８、猫の声を聞くヤクザ〈椿目線〉


　

「兄貴、ちょっと、アニキ〜〜!!　聞いてますか!!　着きましたよ！」

「…………あ？」

「しっかりしてくださいよ！　なんや最近、めっちゃぼーっとしてはるやないですか！」

　小姑のごとく小言を言いまくる宍戸の声に、俺はふっと我に返った。唇に挟んだタバコが、いつの間にか燃え尽きそうになっている。俺は慌てて、宍戸が差し出した灰皿にタバコを押し付けた。

　大阪に戻って二週間が経つ。

　すぐにまた紬に会いに行くつもりだったのに殊の外忙しく、事務所を空ける余裕がまるでなかった。圧倒的紬不足のせいだろうか、俺はしばしば上の空に陥ってしまい、宍戸にキャンキャン文句を言われることが増えた。

「……ハァ〜……うっさいな。ほれ、行くで」

「ッス!!」

　ここは閑静な住宅地。目の前に鎮座する大豪邸は、とある代議士の自宅だ。

　カジノの客でもある政治家だが、ここ最近負けが続いて、巨額の負債を抱えている。手持ちがなくなった場合、客はうちの管理下にあるキャッシング会社から金を借りてゲームを続けることができるのだが、この政治家は半年近く返済を渋っているのだ。

　政界に顔が利く人物は貴重だ。だから返済を待ってやっていたというのに、取立てにまるで応じない。その上、この間はカジノのボーイをトイレに連れ込み、無理矢理エロいことをしようとしたらしい。そろそろ行動が目に余るようになってきたと店から報告を受けたため、俺直々に話をつけにやってきたというわけだ。

　豪邸を囲むように、ずらりと黒塗りのセダンが並んでいる。

　そのうちの一台から、俺は悠然と外に出た。それを合図とするように、それぞれの車からスーツ姿の舎弟達がぞろぞろと湧いてくる。見慣れた光景だ。

　ふとそのとき、頭の後ろの方から、ニャァ〜オ……と可愛い猫の声が聞こえてきた。怪訝に思い、ふいと後ろを振り返るも、真後ろには宍戸の仏頂面があるだけだ。俺は首を傾げつつ、後に続く悪人ヅラの舎弟達の顔を見回した。

「？　どうしたんすか、アニキ」

「オイ誰や。こんなとこに猫連れて来るアホは」

「猫ぉ？　そんなもんいてるわけないやないですか」

「あぁ？　でも今、確かに……」

　にゃぁ、ふにゃぁ〜ん、今度は頭上から猫の声が聞こえた気がした。なんとなく嫌な予感がして、ババッ!!　と素早く頭上を見回してみるも何もない。

　——……なんかおかしい……けどまぁ、豪邸の塀の上にでも猫がおるんやろ……うん、そうに違いない。

　と思い直し、俺は断りもなく門扉を押し開け、ずかずかと豪邸の敷地内へ足を踏み入れた。

　あたふたと邸内を走り回る家政婦や使用人を尻目に、俺たちは土足のまま代議士がくつろぐリビングへ踏み込んだ。ワインレッドのセーターをぴっちりと着込んだ丸い男が、目玉をひん剥いて俺たちを出迎える。

「なっ……な、なんなんや貴様ら!!　誰に断ってウチに入っ……ん？　……あ、あんた、若頭の」

「どうも、おばんどす。代議士の小野瀬センセ、お久しゅう」

「し、真行寺椿……くん。あ、ははは……これはこれは、一体どういうご用件かな？」

　こいつとはカジノで何度も顔を合わせたことがある。政治家は利用価値があるため、組の代表として顔つなぎをしておくことは大事な役目だからだ。

「最近センセのお顔を見てませんでしたし、ちょっとご挨拶に寄らしてもろたんです」

「あー……あははは、そうですか。それはそれは」

　俺がどっかりとソファにふんぞり返れば、その背後にぞろぞろと舎弟達が並んで威圧する。宍戸が小野瀬を半ば強引に向かいのソファに座らせた。

　すると小野瀬はメガネの下できょろきょろとヤクザの集団を見回しながら、だらだらと冷や汗を垂らし始めた。

　脚を組んでタバコを咥えれば、背後にいた岩瀬がすぐさま火を差し出す。俺はたっぷり間を置いて一服すると、おっとりした口調で小野瀬にこう問いかけた。

「で、どないするおつもりですか？　最近えらい調子悪いみたいですねぇ」

「……い、いや。金は返す、返しますやん。でもほら、もうすぐ選挙でしょ？　こっちも色々入り用っていうかね」

「へぇ〜〜選挙ですか。そら大変や。ストレスも溜まったはるんでしょうね」

「そ、そうなんですよ〜〜!!　せ、せやし、おたくにはほんま世話んなってて……」

「でもねセンセ。借りたもんはきっちり返さなあかんでしょ？　幼稚園で習わはりませんでした？」

「っ……いやいや、待ってもろてるだけですやん！　それにほら、選挙が……」

「それに、うちのボーイに手ぇ出さはったらしいですねぇ？　あのね、あそこはそういう店ちゃうんですわ」

「っ……い、いやあれは!!　ちょっとほら、世間話していただけで……」

　あせあせと早口に言い訳をする小野瀬に向かって微笑み、俺はスッと手を挙げた。すると岩瀬がタブレット端末を俺に手渡す。

　そこには、防犯カメラの画像が写っている。泥酔した小野瀬が、レストルームに連れ添ったボーイに迫り、いやらしい顔をしてペニスを握らせるまでの流れがバッチリと写っていた。

「あー……これはその。この子が、酔った僕の排尿を手伝ってくれるというから……」

「へぇ〜〜そうですか。あのねセンセ、この子はまだ大学生でね、十八歳なんです。分かります？　未成年なんですわ」

「えっ……」

「この画像、バッチリ保存させてもろてます。未成年にこういうことしてまう政治家て……ねぇ？　いやいや、えらいこっちゃ」

「ぐっ……。いやいやいや言いがかりや!!　こっ……このガキが、私に迫ってきたんだよ!!　き、きっと金目当てだ!!　だいたい、こんなところでアルバイトしてるガキなんてロクなもんとちゃうでしょう!?　こういう世間知らずのエロガキには」

　唾を飛ばして苦しい言い訳を始めた小野瀬に向かって笑顔を見せたまま、俺はガンッ!!　とガラステーブルに蹴りを入れた。

　派手な音がしてテーブルがひっくり返り、ガラスの天板が粉々に砕ける。向かいにいた小野瀬が「ヒィィ!!」と縮み上がった。

　ゆっくりと立ち上がり、革靴でガラスを踏みながら、俺は小野瀬に近寄った。小野瀬はソファから転げ落ち、尻もちをつきながらじりじりと壁際へと追い詰められていく。

　そしてとうとう逃げ場のなくなった小野瀬の股間を、ぐりぐりと靴で踏みにじってやった。

「っぬぅっ……!!　こ、こら何してッ……やめなさい!!　わたしをだれだとッ……!!　……ゥァッ♡」

「今週中に、キッチリ耳揃えて一千万、返してくださいね？　センセ」

「アッ、コラッ、んんっ♡ や、やめなさいッ、チンポが潰れるでしょうがッ……ァアアっ♡」

「そーんなに男にチンポいじってもらいたいなら、いい店紹介しますよって。あのボーイにはキッチリ慰謝料払ってもらいますから。いいですね？　オラ、返事しろやクソハゲ」

「わ、わかりましたからッ……!!　オッ……そんなふうに、踏まれたら、ンあッ……♡」

　徐々に恍惚とした表情になっていく小野瀬を嬲るのをやめ、俺はスッと脚を引いた。普段は偉そうにご高説を垂れ流すこいつも、こうしてだらしなく股座を開いてハァハァと涙目になっている今は、ただのキモデブオヤジだ。

「どうします、あいつ」

　豪邸を出て車に乗り込むと、すかさず宍戸がタバコを差し出す。俺はそれを断って、ため息をつきつきシートにもたれかかった。

「あいつはもう使えへん。ご近所サンにも今日俺らが来たこと見られてるやろから、どっちみち選挙もあかんやろ」

「そっすね」

「金の回収終わったらあいつは切れ。あと、この靴捨てとけ」

「ッス、分かりました」

　岩瀬の運転する車はスピードに乗り、夜の街を滑らかにすり抜けていく。

　これが、俺の日常だ。

　——紬、今何してんねやろ。もう寝てんのかな。あいつ寝んの早そうやしな……。

　紬ののほほんとした顔を思い出し、無意識にニヤニヤしていたらしい。横で宍戸が、「……うわ、何でニヤついてはるんですか」と、不審者を見る目で俺を見ている。

「別にニヤついてへんし。……ああ、せや。天竜会の調べ、どうなっ……」

と、別の仕事の話をしようとしたその時、なんだか急ゾッとした。

　そしてまた、後頭部のあたりで『ぅなぁ〜〜ん』と可愛い猫の鳴き声が聞こえて来て……。

　——え……？　何や今の……は、ハッキリ聞こえすぎちゃう……？

「し、しししし、宍戸……？　猫、いるやんな？　この車ン中……猫、隠れてるやんな？」

「はァ？　猫？　せやから、いるわけないっしょ」

「い、いやいやだって、ほら、また……にゃんにゃん言うて」

「ニャンニャン？　なんすかアニキ、欲求不満なんすか？　せやからこないだ、ド田舎暮らしのイモガキに手ぇ出してはったんですか？　俺が言うのもアレですけど、はっきり言って犯罪ですよ？　さっきのデブと変わらへん……」

「うっさいな！　そういうことハッキリ言うなや!!　それに無理矢理ってわけちゃう……」

　……ニャァ、ニャァン……ニャ〜〜〜ゴ……

　ぞく、ぞく、ぞく……と、よくよく身に覚えのある寒気が、全身を駆け巡る。

　俺は、恐る恐る後ろを振り返った。

　そこには、何もないはずだ。ここは車内だ。ただ、背もたれがあるだけに決まってる。猫が入り込む隙間くらいあるだろうが、だいたい、猫がこんなところにいるわけ……。

　——ギシャァァァ!!

「ヒッィィィ!!」

「アニキ!?」

　くわっと見開かれた金色の目と鋭い牙が、俺の眼前に飛び込んでくる。

　そして俺は、唐突に意識を失った。


    
        ９、ニャンと言うヤクザ


「……はぁ」

　一人でご飯を食べるのは寂しい。

　ヤクザが大勢うちにやって来たあの日以来、ひと気のない家の静けさを余計に濃く感じるようになった。

　ヤクザの人たちは怖かったし、もちろん、出来れば関わらない方がいいタイプの人種だろう。でも、あの嵐のような一日は、思いの外僕の心に存在感を刻み込んでいる。

「美味しかったな、ヤクザの人が作ったご飯……」

　ついつい、独り言が漏れてしまう。

　いつもより寂しさを感じるのは、父さんの入院が伸びることになったせいもあるだろう。

　入院中散歩をしていた時、階段から落ちそうになっていたおばあさんを助けて、代わりに自分が階段から転落してしまったのだ。階段といってもたった五段……されど五段。父さんは足首を骨折してしまった……。

「はぁ……」

　もそ、と一口、自分で作った野菜炒めを食べる。

『いっぱい作ったんでタッパーに入れときやした』と、ヤクザの人たちが作り置きしてくれたおかずは全て平らげてしまったので、今日からまた自分メニューだ。

　栄養を摂るという意味でなら、別にこういう質素なメニューだっていい。味付けは塩胡椒と、ちょっとの醤油。適当に炒めた豚こま肉の脂はほのかに甘くて、まあまあ美味しい。

　でも、一人で食べるのは味気ない。テレビが点いてて、タレントさんたちが面白いことを言えば僕も笑ったりはするけれど、それもなんだか虚しくなる。父さんと二人の時だって、別にそう賑やかってわけじゃない。でもやっぱり、二人と一人じゃ全然違う。

　それに、二年前までは、僕の向かいには母さんが座ってた。母さんはおしゃべりで、とにかく賑やかな人だった。めちゃくちゃ面白い話をしてたってわけじゃなかったけど、母さんの話に相槌を打ったり、僕の話を聞いてもらったり、そこに父さんがいて、黙って晩酌をしているだけ——ただそうして、みんなで食卓を囲んでいるだけのあの時間が、今となってはとても大切な時間だったんだと実感する。

　そうか、やっぱり僕は寂しいのか、とふと気づく。

　だからこそ、あの非日常的な一日のことがすごく眩しい。

　僕の平凡な人生に訪れた大きな事件。一瞬のことだったけど、まるで、ドラマの主人公になったみたいだった。

　悪霊に取り憑かれた椿さんがやって来て、お祓いをしてくれと頼まれて。

　ただ『視えるだけ』だった僕だけど、初めてお祓いに成功した。僕にとってあの経験は、何にも代えがたい自信となった。

　でも、今はまたいつも通りの生活だ。

　学校へ行って、部活をして、父さんのお見舞いに行って、一人でご飯を食べて、ちょっと勉強をして、寝る。

　単調だけど、これが当たり前だと思っていた。でも今は、なんとなく……物足りないような気がする。

　——椿さん、あの後なんともなかったかなぁ……。いきなり大阪に帰って行っちゃったし、連絡先も知らないから、確認のしようもないけど……。

　椿さんのことを思うと、芋づる式に思い出してしまうのが、あの朝の出来事だ。

「一体なんだったんだろう……お礼って言ってたけどさ」

　またしても独り言が漏れてしまう。もぐもぐ白米を咀嚼したあと味噌汁をすすり、僕はふうと一つ息を吐いた。味噌汁を濃くしすぎた。

「ヤクザの世界ではああいうのがお礼になるのかなぁ……。そりゃ……そりゃ……ちょっと気持ちよかったけどさ」

　いや、ちょっとどころじゃない。すごく……すごく気持ちよかった。逃げようと思えば逃げられたと思うのに、僕にはそれができなかった。それくらい、優しく迫ってくる椿さんは、うっとりするほどに魅力的で……。

　思い出したくもない己の痴態に、かぁぁぁと顔が熱くなる。ついでにあそこのほうまで熱くなりかけてしまった僕は、勢いよく頭を振って、「ごちそうさま」と合掌した。

　——ああああもう！　忘れよう忘れよう!!　住む世界が違うんだ、椿さんはまた来るとか言ってたけど、来るわけないよ！　もう会うこともない!!

　相手は大人で、しかもヤクザだ。住む世界が違い過ぎる。椿さんはああいうことに慣れてるから、朝起きてたまたま隣にいた僕を、ちょっとからかっただけに決まってる。

　あんなにかっこよくて、冗談でもお祓い料五百万とか言っちゃうお金持ちな人が、女性にモテないわけがない。うんそうだそうだ、僕のことはただの遊びだったんだ……。

　そう思うとなんとなく腹が立って来て、僕はあえて食器をガチャガチャ言わせながら皿洗いをした。ここ最近ちょっと風邪気味で、いつもより水を冷たく感じる。鼻の奥がツンとして、僕は派手なくしゃみをした。ゾクゾク変な寒気が止まらない。

「うう……やっぱ熱あるのかなぁ。今日は部活休めば良かった……」

　体温計を探そうとして、やめた。若干発熱はしているのだろうが、数字を見て不調を確信してしまえば、もっと寂しくなってしまいそうだったから……。

　——明日は金曜だし。明日一日頑張れば土日だし……。

　ずずっと鼻を啜りながら、僕はふらふらとベッドに入った。そしてすぐに、眠りに落ちていくつもりだったのだが……。

　バンバンバンバン!!　と、玄関の引き戸を乱暴に叩く音がして、僕は思わず飛び上がった。

「なっ……なんだ!?」

「オイ!!　桐ヶ谷紬!!　出てこんかい!!　オラァ!!」

「……ん？　え？　この声……」

「いてんねやろ!!　出てこいや桐ヶ谷紬ィ!!」

　この声は、あの日椿さんを迎えに来たアイドル顔のイケメンヤクザだろうか。クラスメイトの女子たちが騒ぎそうな端正な顔なのに、眉間には深いシワが刻まれていて、なんだかすっごく不機嫌そうな人だった。

「な……なんであの人がここに？」

　——ひょっとして、椿さんに何かあったのかな。そういえば、抗争がどうのこうのって言ってたような気がするぞ……？　ま、まさか、それで怪我とかしちゃって、それで代わりにあの人が訪ねて来たとか……!?

　嫌な予感がして、僕は布団を蹴って立ち上がる。そして小走りに玄関へ向かうと、大急ぎで鍵を開け、ガララッ！　と扉を開いた。

　するとそこにはやはり、あの仏頂面のヤクザがいた。ええと、確か名前は宍戸さんといっただろうか。今まさに引き戸を叩こうと振り上げかけた手が、僕の顔面でピタリと止まる。

「どうしたんですか!?　椿さんに、何かあったんですか!?」

　自分でも、ちょっとびっくりするくらい切羽詰まった声が出た。……あれ？　僕はそんなに椿さんの身の上を案じていたのか？　と自分でも驚くほどに。

　——いや待て待て待て。違う違う。お祓いがちゃんとうまくいってたかどうかってことを気にしているのであって、ヤクザ的な事情で椿さんの身に何かあったとかそういうのを心配しているわけでなくて……。

と、脳内で思考の軌道修正をしている間、宍戸さんは僕のパジャマの胸ぐらをガッと掴んだ。思わず「ヒィッ!!」と悲鳴をあげると、宍戸さん一歩玄関の中へ踏み込んで、殺気のこもった目つきで僕を睨みつけてきた。

「オイ……うちのアニキに、何をしてくれてんねや」

「……へっ!?　ど、どういう意味ですか……!?」

「あぁん!?　すっとぼけたこと言うたらあかんで!!　お前がアニキになんや妙なことしくさってくれたおかげで、うちのアニキ……あの、超絶カッコよかったアニキが……あんな、あんな……ッ……」

　くっ、と呻いて、宍戸さんはぎゅうっと唇を噛み、うつむいてしまう。目の端に涙さえ浮かんでいるのを見て、僕は「な、何のことですか!?」と喚いた。

「悪霊が憑いとるとかなんとかワケわかれへんこと言うて、うちのアニキになんや妙なクスリでも盛ったんちゃうやろな!!　せやないと、アニキの行動に説明つかへんねん!!　どないしてくれんねやこのクソイモガキオラァ!!」

「ちょっ……ちょっと待ってください、話が見えませんよ！　だいたい、僕が薬を盛るとかそんなことできるわけないじゃないですか！　岩瀬さんがずっとそばにいたんですよ、それに……」

「にゃ〜〜〜〜お」

「………………ん？」

　その時、聞き覚えのある甘い低音ボイスが、聞こえてきた。聞こえてきた……んだけど……にゃ〜お？　にゃ〜おっていった？　え？　僕の耳がおかしいのかな？

　その珍妙な鳴き声が聞こえた途端、宍戸さんは真っ青になって僕から手を離し、そそくさと扉の外へ出ていってしまった。

「こ、こらアニキ!!　車から出たらあかんて言うたでしょ!!　メッ!!」

「……え？　な、何？　何が起きてるんですか？」

「うっさいハゲ!!　ちょお黙っとれ!!」

「うにゃぁ〜〜ん、ぎゃう！」

「ちょい岩瀬さん!!　ちゃんと捕まえといてくれな困りますよ!!」

「すまん。顔中引っかかれてそれどころじゃなくてやな……」

　——？？？？？？　な、何？　この声……つ、椿さんの声じゃ……？？

　恐る恐る扉の向こう側をのぞいてみる。

「えぇ……？」

　一九〇オーバーの巨漢・岩瀬さんに両脇を掴まれて持ち上げられ、にゃんにゃん喚きながら身をくねらせて、大暴れしている椿さんの姿がある……。

　そして、「こら、暴れたらあかんでしょ！　大人しくしなさいアニキ！　岩瀬さん!!　ちゅーるどこすか、ちゅーる出して!!」と必死で椿さんをあやそうとしている宍戸さんと、「お、俺の尻ポケットに入ってる！　はよう取ってくれ！」とイカツイ顔を戸惑いで歪めている岩瀬さんの姿も……。

　——どういう状況!?

　じっと目を凝らしてみると、暗がりの中、ぽわ、ぽわ……と椿さんの背後に浮かび上がる影が見えた。それは明らかに猫だ。可愛い猫だ。それも一匹じゃない。この間のように、椿さんはまた五、六体の猫の霊をくっつけている……。

「……そうか、こないだ、長期間取り憑かれてたせいで、霊が寄り付きやすい体質になっちゃったんだ。動物霊まで引き寄せるなんて……」

「オイコラァ!!　何を呑気にぶつくさ言うてんねんなんとかしろや!!　うちのアニキ……こんな、こんなになってもて……こんな姿よそのやつらに見られでもしてみぃ……真行寺組は終わりやで!!」

　宍戸さんはまた「くっ……」と呻きつつ、暴れる椿さんに猫用おやつのチューブを差し出しながら涙目だ。そりゃそうだ、大惨事だ。あの、あの凄まじい威圧感を身にまとっていたあの真行寺椿さんが、こんな、こんな……猫ちゃんになっちゃうなんて!!

　——ど、どうしたらいいんだ、僕は……。

　困惑しながらもう一度椿さんを見ると……。

　おやつを与えられた椿さんは、「にゃあん、うにゃぁん」と上機嫌な声を出しながら、くねくねと地面に背中を擦り付けていた……。


    
        10、舐めるヤクザ


「天あまつ神　 地くにつ神　 八百万神等共やほよろづのかみたちともに

　天あめの 斑駒ふちこまの　 耳振立みみふりたてて　

　聞食きこしめせと　 畏かしこみ 畏かしこみも 白もうす」

　拝殿に連れてこられるまでは暴れまくって、岩瀬さんと宍戸さんを引っかきまくっていた椿さんだけど、僕が祝詞を唱え始めると、ぴたりと大人しくなった。ちなみに、禊シャワーは重体人が出ると踏んで諦めた。

　五体の猫霊（って呼ぶのが正しいのかは分からないけど）は、僕の唱えた祝詞によってふわふわ成仏してくれたみたいだけど、とびきり大きな三毛猫っぽい毛並みをした猫霊は、相変わらず椿さんの身体にべったりとくっついて離れない。

　よほど波長が合うのかなんなのか……。椿さんが日常生活を送る上で支障がなければ別に憑いていても構わないかもしれないけど、これじゃあ問題大ありだ……。

　大人しくはなったものの、椿さんの行動はまだまだ猫。猫っぽくおすわりをして、ていねいに毛づくろい（スーツだけど）をし始めているので、このまま放っておいていいわけがない。

　だが間の悪いことに、僕は軽い目眩でふらつき気味だ。ちょっと微熱気味だったところでお祓いをして、力を使ったせいだと思うんだけど……。これ以上の浄霊行為は、今は無理かも。

「すみません、今日はここまでに……」

「あぁん!?　アホかまだアニキ猫のまんまやんか!!　……って、どなしいた、えらい顔色悪いやん」

「すみません、ちょっと風邪気味で……。おおかたの動物霊は消えましたし、続きは明日もう一度しましょう」

「……お、おう……そか。でもアニキがこのザマじゃ……」

「大人しくなってますから、今夜はうちで様子を見ましょう。何かあったら、僕が何とかします」

「お、おぅ……しゃーないか」

と、宍戸さんが肩を落としながら椿さんを見ている。絶望的な表情で、もう今にも泣きそうだ。岩瀬さんも似たような表情で、初対面の時に感じた『血塗れの日本刀』的なイメージは今や皆無。顔中引っかき傷だらけで、疲れ果てていて……哀れ……。

「岩瀬さん。客間に布団敷きますから、お二人もここで休んでください」

「え？　いえ、自分たちは車で……」

「いいんです、疲れたでしょ？　お風呂とか自由に使ってくださって構いませんから」

「紬さん……ありがとうございます」

　疲れ切ったヤクザの二人を母屋に案内するべく立ち上がると、猫化した椿さんものっそりとあとをついてきた。なかなか器用な四つん這いで。










　　　＋










「ちょっ……どうしてこっちきちゃうかなぁ……っ、こらぁ」

　てっきり客間で過ごすであろうと思っていたのに、椿さんはのそのそと僕のあとをついてきて……で、今、僕の部屋にいる。

　そして、布団に入ろうとしていた僕の首筋にスリスリと鼻先を寄せ、「なぁん……にゃぉ」と甘えた声を出しているわけなんだけど……。

　——いや、でかいから。椿さん、僕より一回りはでかいから。そんな甘え方されたって全然可愛くはないしむしろ怖い……。

「ふぅ〜〜ん、にゃぁん……」

「ちょっ……こら、くすぐったいから……だめだよ」

　身をよじって抵抗するも、椿さんは完全に僕の真上に覆いかぶさり、舌を出してぺろぺろと首や耳元を舐め始めた。

　別に、別に、いやらしい舐め方でもなんでもない。だが問題なことに、以前の椿さんにすっかり性的快感を刷り込まれてしまった僕の身体は、いともあっさり快楽を拾い上げ始めている。

「ん、こらっ……だめだってばぁ……」

　——ね、猫は舐めるのだが大好きな生き物って、テレビでいってたけどっ……こ、こんな、こんなのえっちすぎて困るよ……っ。

　グイグイと顔を押し返して抵抗するも、椿さんは僕の手を掴んで布団に縫い付け、さらに身を乗り出して舐めてくる。

　耳だけではなく、首筋から鎖骨のあたりまで丁寧に丁寧に舐めくすぐられ、僕はいつしか「あっ……ン、だめだって、……ァっ……こら、だめっ……んん」と一人で勝手に盛り上がってしまっていた。

　すると、不意に椿さんは動きを止め、大きな目でじっと僕を見下ろした。漆黒の瞳の中に、あやしい金色の揺らぎが見て取れる。これが、椿さんに憑依している猫霊の念だろう。

　その摩訶不思議な美しさに目を奪われていると、椿さんはぺろ……と妖艶に舌舐めずりをした。そして、「なぁ〜〜〜お」と、これまでとは打って変わった低い声で鳴いている。

　——な、なんか僕、変なスイッチ押しちゃった……？

「アァ〜〜〜オ」

「えっ……あっ、ちょっ……!!」

　椿さんはガッと僕の腰を掴んだかと思うと、強引に僕を四つん這いにさせた。そしてあっという間にパジャマのズボンを降ろされて、お尻をむき出しにされてしまう。僕は焦った。

「こ、こらぁ!!　だめだって…………ァ、あんっ……」

　尻たぶをガッと掴まれたかと思うと、ぬるりとしたあたたかなものが僕のお尻の穴に押し付けられる。僕はぶるるっと震え上がりつつ、首をひねって後ろを見た。

　そしてそれが、椿さんの舌だということに気づき…………う、うわあああ!!　僕、お尻を舐められてるよ!!

「こらだめっ……!!　き、きたないからっ……ァ、あ、ん」

　さっきお風呂に入ったとはいえ、お尻を舐めるなんてあってはならないことだ!!　だって、だってそこは、そういうことしていい場所じゃないからああああ!!

　——な、なのに、なにこれっ……！　ァ、あ……あん、……すごい、なにこれ……ッ……。

　ぬる、にち……っ、と窄まりを舐め拡げるかのように押し付けられる熱い舌の感覚に、僕に確固たる快感を感じている。吹きかかる荒い吐息にもゾクゾク感じさせられて、思わず背筋がしなってしまう。

「ぁ、ああっ、ぁん！　っ……や、らめ……ァっ……なめちゃ、だめ……、ふぅ、ンっ」

　——どうしよう、気持ちいいよぉ……っ！　で、でもだめ、だめだよこんなっ……！　椿さんは、猫に取り憑かれてるんだ！　椿さんが僕のお尻を舐めたいわけないんだから……!!　は、早くやめさせないと!!

と、思いはするものの、あまりの新鮮な快感に身体はとろけて、ついついお尻を突き出してしまうという有様だ。しかも、執拗に執拗に舐め回されているうち、自分の股間まで大きくなっていることに気づいてしまう。

　——ふぅっ……気持ちいい……。あぁ、イきたい、イきたいよぉ……あっ……ん、んぅ……お尻舐められながら、イきたい……ぁ、あん、こんなえっちなこと、椿さんにされちゃうなんて……！

　その時僕は、椿さんにお尻を舐め回されながら、自らのペニスを扱いていることに気がついた。

　自分が、いかに快楽に弱いドスケベ人間だったのかということに気づかされ……僕は、奈落の底に突き落とされたような気分になった。

　——だからダメ、ダメだろ!!　これ以上気持ちよくなってたら……っ！　かわいそうじゃないか!!　猫に憑依されている上に舐めたくもないお尻舐めさせられてるなんて、僕だったら死にたくなっちゃうよ!!

「こらあっ!!　もう、もう本当にダメだよ!!　メッ!!」

　僕は渾身の力を込めて椿さんの腕から逃れると、毅然とした態度でその行動を制止した…………けどなんかほんとごめんなさい。めろめろに気持ち良くしてもらってたくせに、急に怒ってごめんなさい……。でも、椿さんのためだから……!!

　されるがままになってアンアン言ってた僕が、急にドスの効いた声（多分）を出したことに驚いたのか、椿さんはキリリとした目をパッチリと見開いて、ややショックを受けたように僕を見つめた。……ああ、本当にごめん。僕のせいで、こんなに悲しそうな顔を……。

　椿さんはすごすごと身を引いたかと思うと、しゅ〜んとした雰囲気を全身に漂わせながらその場でおすわりをした。その姿があまりもいじらしくて、申し訳なくて、僕はいそいそとズボンを引き上げ、椿さんと目線を合わせて正座をした。……パンツが冷たい。

「……」

「あ、あの…………よ〜しよし。いきなり怒って、ごめんね」

「……」

「と、とりあえず、水でも飲んで？　あの……に、人間のお尻は、舐めちゃだめなんだよ？」

「……」

　体調不良のせいで喉が渇くため、今日は部屋にペットボトルの水を置いていた。ぬるくなった水を手のひらに受けて差し出すと、椿さんはおずおずとこちらを見上げつつ、あのえっちな舌を小さく伸ばして、ぴちゃぴちゃと水を舐め始めた。……これさえもえっちに見える自分を殴らなければならない。

「ごめんね。でもあの……この人の身体は君のものじゃないからさ。勝手にこんなことしてたら、ダメだよね？」

　椿さんの頭を撫でながら、その中にいる猫霊に向かって、僕はゆっくりと語りかけてみた。

　すると不意に、ぴたりと何かが通じ合ったような感覚を僕は得た。猫霊の感情、記憶……形のないものと感覚が通じ合ったような手応えを感じ、僕はハッと息を飲む。

「……ああ……」

　唐突に、脳内にイメージが広がった。

　——これは、椿さんに憑いている猫の記憶……？

　脳内に溢れかえるようなイメージの大波。脳に直接リンクして、際限なく流れ込んでくる膨大な情報量。

　初めての衝撃はあまりにも強烈で、僕はばったりと布団に倒れ伏し、そのまま気を失ってしまった。


    
        11、毛並みのいいヤクザ










　くすんだセピア色の風景の中、軍服姿の青年が三毛猫の顎を撫でている。

　すっかり安心しきった顔で青年の手に体重を預け、三毛猫はゴロゴロと喉を鳴らして、うっとりと目を閉じていた。

　——軍服ってことは……戦時中、なのかな。この猫、そんなに長い時間、こっちの世界をさまよっていたんだ……。

　だが、場面は一転して、空一面が真っ黒な煙に覆われた。空には夥しい数の戦闘機が飛び、爆音と空を切る榴弾の落下音、そして人々の悲鳴が、僕の鼓膜をビリビリと震わせる。

　三毛猫はじっと物陰に蹲って、この世の地獄を見つめていた。大きな目に燃え盛る炎を映しながら。

　黒煙が去り、焦土と化した街並みをふらつきながら、三毛猫はあの青年の姿を探している。

　だが、見つからない。歩いても歩いても、あの優しい笑顔は見つからない。

　だが、さみしいという気持ちは感じていないようだ。こうして歩いていればいつか、あの青年の元にたどりつけると信じているから。

　力尽き、脚が動かなくなってもなお、猫は青年を探し続けている。

　そしてその青年の顔立ちは、椿さんのそれととてもよく似ていた。

　——そうか。やっと見つけたって思ったんだね。だから椿さんと離れたくないんだ。

　——ずっとずっと、探してたんだろうな。優しかったご主人様や、幸せだったあの時間を……。

　気づけば、三毛猫が僕の足元に座っている。僕はしゃがんで手を伸ばし、猫の頭をそっと撫でた。猫はそれを嫌がる風でもなく、僕の好きなようにさせてくれている。実体はないはずなのに、柔らかな毛並みとぬくもりが、手のひら越しに伝わってくる。愛おしくなるほどに、確かな感触だった。

「……たくさん歩いて、疲れたね。本当に、君はすごいよ。大事な人を、諦めずに探し続けるなんて」

　心からの労いを込めて、僕は毅然と前を向く三毛猫の頭をゆっくりと撫でた。時折耳を動かすのは、僕の声を聞いているからだろうか。だが、三毛猫はこちらを見ない。過去の映像が消えた乳白色の空間を、じっと見据えているだけだ。

「強いんだね、君は。僕みたいに、うじうじ寂しがってるだけのやつとは全然違う。……でも、でもね」

　言うべきか、言わざるべきか、僕は迷った。

　その人は、君の探している人じゃないと。

　君の求めている人は、すでにこの世界にはいないのだと。そして、この三毛猫が行くべき世界を、きちんと示すべきだろうと。

　だが万が一、失敗したらどうなるかな。椿さんの霊魂まで、一緒に連れて行かれてしまうかもしれない。

　僕に記憶を伝えてくるほどに霊力のある猫だ。ひょっとしたら、僕の存在もろとも、別の世界へ引きずり込んでしまうことだってあるかもしれない。

　そう思うと、身が竦むほどに恐ろしい。

　でも、真実は伝えるべきだ……。

　——僕がしっかりしなきゃ。椿さんを、あっちの世界に行かせたくない。僕はもっと、あの人のことを……。

「この人は、君が探している人じゃないと思う」

　不思議と、僕の声は震えなかった。

　僕のその台詞に、猫はピクリと耳を動かす。だが、視線は相変わらず、前方を向いたままだ。揺るぎないその態度に、僕はふと、悟るものを感じた。

　——ああ……そうか。この子は、それくらいとっくにお見通しなんだ。

　——でも、何かに縋りたかった。探し続けることに、もう疲れたんだね。だから椿さんに甘えちゃったんだ……。

　椿さんの肉体は、あの一件以来霊を寄せ付けやすい性質を帯びている。それもあって、より強く、この猫の魂が吸い寄せられてしまったのだろう。

「……そうだね。確かに椿さんの肉体は、霊体の君には居心地のいい場所だと思う。でも、もうこの人は解放してあげて？　居心地がいいのは分かるんだけど……僕はこの人と、話してみたいことがたくさんあるんだ」

　僕がゆっくり丁寧に語りかけると、猫の視線がちろりと動いた。そしてゆっくりと、金色の眼がこちらを向いて、物言いたげな視線で僕を見ている。

「僕は君のことが見えるし、こうして君の想いを知ることもできる。だから……この人のことは離してあげて欲しいんだ。僕が、君の声をちゃんと聞くから」

　三毛猫の金眼が、探るように僕を見ている。腹の底まで見透かすような、深い深い眼差しだ。

　その視線を受け止めていると、どくん、どくん、と鼓動が速まる。だが、ここで目を逸らすわけにはいかない……！

「ニャ〜オ」

「……へ？」

　すり……と、猫がしゃがんだ僕の膝に頭を擦り付けてきた。飼い主に甘えるように、可愛い声で鳴きながら、何度も何度も。

「……そっか、ありがとう……！　分かってくれたんだね」

「ニャーン」

「そっかそっか〜ありがとう！　可愛いね。ふわふわであったかい。よ〜しよし、ふふっ」

　緊張が一気にほぐれ、僕はふわふわの三毛猫をきゅっと強く抱きしめた。重量もないのに、毛並みはもふもふと柔らかくて、あったかくて、癒される。

「いいこいいこ。いっそうちの子になる？　餌は何がいいんだろうな〜？　昔は何が好きだったの？」

「……紬」

「え？　小麦？　んー猫にパンはどうなんだろう。あ、でも実際に食べるわけじゃないから、パンでもうどんでも何でも……」

「おい……何してんねん、紬」

「………………え？」

　わしゃわしゃと撫でまわし、すりすりと頬ずりをしていた柔らかな毛並みが喋った。……喋った？

　恐る恐る腕の中を見てみるとそこには……。

「えっ……!?　つ、椿さん……？」

　椿さんが、上目遣いに僕を見上げている。

　しかもここは布団の中だ。僕の腕の中に、椿さんの頭がすっぽり収まっている……だと？

「おいおい……うちの子になるかって。ちょ……お前。何やいきなりプロポーズとか……ほら、順序ってモンがあるやろ。おとなしい顔してやること大胆やなぁ」

「は!?　プロポーズって何ですか!?　僕は、ね、猫に……猫！」

　ハッとして周りを見回すと、そこは僕の自室である。そして僕の勉強机の上で、半透明の三毛猫が、のんびりお腹の毛づくろいをしている。平和だ。さらには呑気に脚を広げて、ついでのようにタマタマの方までぺろぺろし始め……それ、椿さんの姿の時にやらないでくれて、本当にありがとう……。

　——というか、ちゃんと椿さんから離れてくれたんだ……！　ああ、良かった……!!

と、安堵すること数秒。

　がば、と僕の上に覆いかぶさってきた椿さんが、頬を赤らめつつ怒ったような顔をしている。

「……あ、あの……どうしたんですか？」

「いやいや、俺がネコとかありえへんやろ。ネコはお前や」

「……？　いえあの、何をおっしゃってるのか意味がまったく……」

「やれやれ、困った子ぉやなぁ紬は。どっちがネコに相応しいか、じっっっくり身体で教えたらなあかんなぁ……？」

「ヒッ……」

　ニタァァァと邪悪に笑う椿さんの凄みに身体が竦む。……んー、どうやらこの様子では、ご自身が猫ちゃんになっていた記憶は一切残っていないようだ。それはこの人にとって、何よりも幸いなことだろう……。

　——あー……でも、なんか、ホッとした。ホッとしたら……頭がクラクラ……。

「うう……う」

「ん？　紬!?　どないしたんやお前、めっちゃ熱いやん!!　そない興奮することなんて、まだなんもしてへんのに……!?」

「……してません興奮とか。あの……ここんとこ風邪気味で……」

「な、何やてェ!?」

　僕の額に触れる椿さんの大きな手が、ひんやりとして気持ちいい。その冷たさに安心感を得てしまうあたり、僕もすっかりヤクザ慣れしちゃったな〜……なんてことを朦朧と思い巡らせていると、椿さんはガバリと立ち上がり、スパーン!!　と小気味良い音を立てて僕の部屋の襖を開いた。

「オオィ岩瀬!!　医者呼べ医者ァ!!　ほんで買い出しや!!　看病に必要なモン一式揃えるんや!!　あと、前田と後藤呼んでお粥やら何やら身体に優しいモン作らせぇ!!　……ん？　岩瀬、いいひんのか!?」

と、椿さんが視線を巡らせていると、ドタドタと賑やかな足音が聞こえてきた。

「あ、アニキィ!!　元に戻らはったんですね!!　うわぁぁぁん!!」

「ハァ？　何言うてんねん。ちゅうかなんで宍戸がここにいてんねや」

「い、いい、いつものアニキやぁぁ〜!!　ウワァァァア!!」

「うっさいねん黙れやハゲェ!!　紬の熱上がったらどうすんねん!!　ケジメつけさすぞコラァ!!」

「ッス!!　すんまっせん!!」

　——ああ良かった、いつも通りのやり取りっぽい……本当に良かった……。けど……。

　　ちょっと静かに眠らせて……。


    
        12、空気の読めないヤクザ


　










　——なんだか、いい匂いがする……。煮物……かな。ああ……魚の焼ける匂いも……。

　懐かしい匂いに、僕はゆっくりと目を開いた。

　和室である僕の部屋の天井は、唐紙越しの優しい茜色に染まっている。

　一人暮らしの自炊生活には不似合いな、ぬくもりのある家庭料理の匂いがする。ぼうっとした頭のまま見回す風景はいつもと変わらないのに、家の中に不思議と活気が漂っている。

　——母さん……いるの……？

　そこの襖を開けて、『紬、ご飯よ〜』と母さんが呼びに来るのではないかと錯覚する。でも、頭の隅では、そんなことはあり得ないと分かっている。幼い頃に戻ってしまったような不思議な感覚だ。取り戻しようのない懐かしさが僕を包んで妙に切なく、寂しい気持ちに心が沈んでいく。

「……母さん……」

　無意味と分かっているくせに、気づけばそう呼びかけていた。当然、誰も答えてくれる者はない。夕日によって作り出された濃い影の中に、僕の声が溶けて消えていく。

　——何やってんだろ。

　ぎゅ、と目を閉じて布団をかぶると、ツンと鼻の奥が痛くなった。泣きたくて、でも、泣いてしまうと歯止めが効かなくなりそうで、僕は混乱しつつ唇を噛んだ。その時。

「紬〜!!　飯やで〜〜!!」

「ヒィッ!!」

　スパ——ン!!　と痛快な音を立てて襖が開かれ、セットアップと思しき黒いスウェットの上下に身を包んだ椿さんが唐突に現れた。胸元にやたらリアルな猫のイラストが描かれていて、凄まじくダサい。あまりのダサさに目が覚めて、今まで部屋を包み込んでいたセンチメンタルな空気が一瞬で消えてゆく……。

「つ、椿さん……？」

「おう、起きてるやん。具合どうや」

「具合……？　あ、……そうか」

　そういえば、熱を出して倒れちゃったんだっけ。倒れる前のおぼろげな記憶を手繰り寄せていると、椿さんは僕の傍にどっかりとあぐらをかいた。そして僕の顔を覗き込みながら、すっと手を伸ばして額に触れる。ひんやりとした、大きな掌だった。

「うん、熱は下がったみたいやな」

「あの……今日って何曜ですか？」

「日曜の夕方や。お前、昨日丸一日ずっと寝てたからな」

「丸一日……!?　椿さん……ずっと、ここにいてくれたんですか？」

「そらそうやろ。熱出してぶっ倒れたんやで？　放っとけるわけないやん」

「……す、すみません。ありがとうございます」

　お礼を言いつつも、ラフな格好をした椿さんが新鮮で、ついつい目を奪われる。

　スウェット姿で髪をセットしていない椿さんは、スーツの時よりぐっと若く見えた。何ていうか、繁華街のビル裏で、生真面目そうな男子高校生をカツアゲしてそうな若いチンピラを彷彿とさせる……なんて本人にはとても言えないけど。

「またお前に世話かけたらしいな。宍戸に聞いた」

　椿さんが、僕の前で突然きちんと正座をした。そして膝の上に拳を置き、深々と頭を下げる。格好はアレだけど、所作はすごくきれいだなぁ……。

「ああ、はい。…………ど、どこまで聞いたんです？」

「えーと。猫に乗り移られてた〜とか言うてたな。詳しいことは聞かんほうがええて言われてんけど」

「…………ソウデスネ」

「ハァ……あいつらもよっぽど恐い目に遭うたんやろな。その話になると、プルプル震えて俺から目ェ逸らして、それ以上何も言いよらへんねや」

「…………なるほど」

　——……ああ、よかった。ニャンニャン鳴きながら大暴れした上に、ちゅーるでご機嫌をとられてた挙句、発情しかけて僕のお尻をぺろぺろ舐めていたことなんて、当然知りたくないだろうからな……。

と、曖昧に微笑みながら頷いていると、椿さんはするっと僕ににじり寄り、顎を掴んで自分の方を向かせた。そして探るような目つきで、僕をじっと見つめてくる。……うう眩しい、目力強い……。

「ありがとうな、紬」

「えっ……いえ、そんな」

「こんだけの恩を受けてしもて、どう返せばええんやろな」

「い、いえいえいえ!!　大丈夫ですよ!!　看病までしてもらっちゃったみたいですし」

「そらそうやろ。お前を一人にして、俺がどっか行ってまうわけないやん」

「……へ」

　寂しさにとらわれていた心に、椿さんのその言葉は、意外なほど深く刺さった。

　揺らぎのない眼差しに見据えられていると、妙な安堵感が僕の全身を包み込んでゆく。

　相手はヤクザなのに。住む世界が違う大人の男の人なのに。

　こんな風に優しく頼もしい言葉をもらってしまったら、僕は……。

「紬？」

「え……？」

「どないしたん、泣きそうな顔して。どっか苦しいんか」

「ち……違います。なんか……僕」

「おいおい、何泣いてんねん」

　椿さんが、ぐっと僕の頭を抱き寄せる。新品っぽい匂いのするスウェットの肩口に顔を埋めているとほっとして、堪えようとしていた涙がどっと溢れ出してきてしまった。だが椿さんはしばらくの間、嗚咽を漏らす僕の頭を、ゆっくりと撫で続けてくれていた。

「っ……っう……う……」

「紬、どした？」

「……すみません……っ、なんか、ホッとして……」

「……なんやて」

　溢れ出した感情とともに、ついつい本音が漏れてしまう。だが今は、それを恥ずかしいとは思わなかった。だが、椿さんは僕の頭を撫でていた手をぴたりと止めて、ふるふるとかすかに震え始めている。笑われちゃったのかな。……恥ずかしい。

「あっ……すみません。いきなり泣いた上に変なこと言って……」

「ほっと……って？　俺といるとほっとするっていうことか？」

「えっ？　ええと、あの」

「なるほど……なるほどなぁ……」

　さりげなく椿さんの腕の中から出て行こうとしたけれど、逆にぎゅっと抱き寄せられる。さっきよりも強くスウェットに顔を埋めることになり、僕は「むぐ」と息を詰まらせた。

「そうかそうか、しゃーないなぁ。そんっっっなに俺にそばにいて欲しいんか」

「……え？　いえ、そこまでは言ってませんけど……」

「ったく紬は甘えん坊さんやなぁ。そこまで言うなら、今夜も添い寝したるから。それなら寂しくないやろ？」

「そ、添い寝!?　け、けっこうですそんなっ……！」

「まぁまぁ、遠慮すんな。一晩中、抱いててやるから。……な？」

「ん、ァっ……」

　抱きしめられ、思わせぶりな声音で耳元で囁かれ……それだけで、腰からふにゃりと力が抜けてしまう。意図せずしなだれかかってしまう格好になった僕を抱きしめ、椿さんは喉の奥で低く笑った。いつ着替えさせられたかも覚えていない浴衣の帯をしゅるりと解き、僕のお尻をいやらしく揉みしだきながら。

「ちょっ……やめてください……！」

「着替えや着替え。ほら、汗かいてもうてるやん……脱いだほうがいいんちゃう？」

「や、やめてくださいよっ……！」

　浴衣の前を開かれながら、流れるように押し倒された……んだけど、襖は開けっ放しだし、一階にある居間からは「オォイ!!　茶碗が足りひんで茶碗が！」「米炊きすぎやろ。どんだけ炊くねん！」「ラップして冷凍しといたらいいいんスよ。あっ、宍戸さん何食ってはるんですか!!」などとヤクザの人たちがワイワイしている声が聞こえてくる。のにも関わらず、椿さんときたらえっちな手つきでパンツずらそうとしてくるし、あっちこっちにキスの雨を降らせてくるしで……。

　——ずっと猫のままでいてもらったほうが良かったかもしれない!!

「ん、ちょっ……ダメですよ……！　下に、みなさん、いるんでしょ……？　こんなことしてたら……ッ」

「ほっといたらええ。あいつらも適当に空気読むやろ」

「いやいやいや!!　一番空気読めてないの椿さんですよ!!　アっ……どこ触って……!!」

　脱がされそうになるパンツを掴んで抵抗するも、椿さんはさも楽しげな表情で僕を見下ろし、舌舐めずりをしながら悪魔めいた笑みを浮かべた。　

「ははっ、なかなか言うやん。……ホンッマ、かわいいなお前。このまま大阪連れて帰ったろかな」

「へぇっ!?　何言っ……ン、んっ」

「紬かて、俺のそばにおりたいんやろ？　なぁ……？」

「あっ……んぅ……」

　ちゅ……と戯れのように、何度も唇を啄まれる。洋画でしか聞いたことのないような軽やかなリップ音と、柔らかく唇を食まれる感触に絆されて、気づけばうっとりと目を閉じていた。

　——ふぁ……何これ気持ちいい……。

　鼻を抜けてゆくタバコの匂いを、かすかに苦く感じる。でも、もっちりと濡れた唇が吸い付いたり離れたりする感触は殊の外気持ちが良くて、僕は無意識のうちに口を開いて、さらに続きをせがんでいた。

　だが、それ以上の刺激は降ってこない。僕がゆっくりと目を開くと、椿さんがじっと僕の顔を見つめていて…………あれ、ちょっと待った。今のって僕のファーストキスではなかろうか!?

　僕が慌ててサッと口を押さえると、椿さんの目線が険しくなる。……あれ、なんか不機嫌そう……？

「ふーん。さすがに、キスくらいはしたことあるみたいやな」

「へっ…………？　な、ないですよ!!　今のが初めてですよ!!　ていうか何するんですか急に!!」

「え？　初めてなん？　あんなエロい反応しといて？」

「えろ……？　え、えろい反応なんてしてません！　椿さんが急にへんなこと、するから……」

　襲いかかる羞恥心に耐えきれず、だんだん声が小さくなる。真っ赤になりつつぷいと顔を背けると、椿さんはまた、喉の奥でククっと笑った。

「……そうか、キスも初めてか。……へ〜え」

「ば、バカにしてるでしょ。べ、別にいいじゃないですか！」

　むすっとしながら浴衣の前をかき合わせようとするも、手首を掴まれ再び布団に押し付けられる。一言文句を言ってやろうと思ったけど、さっきより一段と雄じみた目つきで僕を見つめる椿さんの姿に、僕は思わずゾクリとした。ヤクザに凄まれる恐怖もあるけど、それよりも強く感じたのは性的な昂りで……。

「あーーー!!　ちょ、アニキ!!　何してはるんですか!!」

　その時、宍戸さんの声がわんわんと僕の部屋に響き渡った。びっくりして襖の方を見ると、宍戸さんがこっちを指差し、怒ったような顔をしている。

「言うたでしょ未成年ですよそのイモガキは!!　はいはい離れて離れて！　メッですよ!!」

　……いやいや、メッはやばいです宍戸さん……と、内心ツッコむ。

　すると案の定、椿さんはギロォォォ……と宍戸さんを睨みつけ、ゆらりと不穏なオーラを漂わせながら立ち上がった。そして、ショッキングイエローと黒のゼブラ模様というダサすぎるセットアップを身につけた宍戸さんの胸ぐらを掴み上げ、地を這うような低音ボイスで凄み始めた。

「宍戸ォ…………メッ……ってお前……ハァ？　なんやお前、メッて……？」　

「あ、あー…………つい」

「ついやとォ!?　誰に向かってナメた口きいてんねんコラァ!!」

「す、すんまっせんしたァ!!！　またネコチャンが取り憑いておイタしたはんのかと思って!!」

「あぁ!?　誰がネコチャンやアホなこと抜かしてんちゃうぞ!!　あとなぁ!!　お前が買ってきた着替えダサすぎんねん!!　どんなセンスしとんねんドアホ!!」

「え、え〜？　アニキ、めっちゃスマートに着こなしたはりますや〜ん。カワイイっすよ、猫」

「…………せっかくやし東京湾沈んどくか。そない沈めてもらいたいんかアァン!!?」

「し、沈みたくないッス!!」

と、ギャーギャー大騒ぎが始まったところで、件くだんの三毛猫霊が、襖の陰から音もなく現れた。

　そして、大して興味もなさそうに大あくびをし、そのままとてとてとどこかへ歩き去って行く……。
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　あんなに大勢で食卓を囲むのはいつぶりだろう。

　祖母ちゃんと母さんが生きていた頃は、盆正月に親戚たちが集まって、わいわい食事をしていたものだった。だけど今はそういう機会もすっかり減って、父さんと二人か、時たま悠介が遊びに来てくれるくらい。静かな食卓が当たり前になっていたけれど。

　椿さん、宍戸さん、岩瀬さん、料理担当の前田・後藤さん、そして三毛猫（僕にしか見えないけど）。

　誰も彼もが僕より大柄で、声も大きくて、ガラも悪い。前田さん(40)はスキンヘッドだし、後藤さん(35)はロン毛ポニーテールだし、岩瀬さんは相変わらずイカツイし、宍戸さんは不機嫌顔で小言が多い。でも、わいわい賑やかな空気の中で、美味しいご飯を食べるのは、思いの外楽しかった。

　居間に置かれた年代物の机に、あふれんばかりの料理が並んだ。どれもこれも家庭的な和食ばかりで、見た目もすごく美味しそう。丸一日何も食べていなかった僕のためにお粥まで用意してあってと、至れりつくせり。久しぶりに、僕はご飯を心から美味しいと感じた。

　若頭になる前は、毎日のようにああして全員でご飯を食べていたそうだ。

　椿さんにも部屋住み時代（下っ端のヤクザが事務所や組屋敷に住み込んで、先輩ヤクザたちの身の回りのお世話をするらしい）があって、ここにいるメンバーとはその頃からの付き合いなのだという。

　聞いたことのない椿さんの過去が垣間見えたことで、僕はまだ、この人のことを何も知らないのだということに気がついた。
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「風邪ひいちゃいますよ」

「ん？　……なんや、心配してくれてんのか」

　食事を終え、入浴を済ませて居間に戻ると、椿さんが縁側から庭へ出て煙草を吸っていた。ちなみに他のヤクザさんたちは、空気を読んだのか読まされたのか、別の宿に泊まるといって今は不在だ。

　よほどあのダサいスウェットが気に入らなかったのか、上半身は白いＴシャツだけ。四月半ばとはいえ、このへんはまだ結構冷えるのに。

　冴え冴えとした月の綺麗な夜で、男らしく引き締まった椿さんのシルエットが、夜闇の中に浮かび上がって見えた。まるでモデルみたいにスタイルが良くて、煙草を吸う仕草なんかも見惚れるほどにカッコいい。

　——こんな人が、何で僕にあんなこと……。何考えてるんだか、全く分からないなぁ。

　そんなことを考えながら、僕は縁側に腰を下ろし、じっと椿さんの様子を窺った。すると椿さんは、まだ長さのある煙草を携帯灰皿にじゅっと押し込み、僕の隣に腰を下ろす。その時、椿さんの左腕を飾る刺青の存在に、僕は気づいた。

「わ……すごい」

　青く澄んだ羽を持つ蝶がいる。思わず手を伸ばして、僕はそっと、その蝶に触れていた。

　触れた途端に羽ばたいて、そのまま空へと消えていってしまいそうな儚さがありながらも、強烈な存在感。見えているのは腕だけだけど、シャツで隠れている肩のほうも、まだ続きがあるようだ。それをもっと見てみたいと、僕は思った。

「へぇ。お前、刺青見て引かへんの？」

「えっ？　……そうですね。全身とかにイカツイの入ってたら怖いかもしれませんけど、綺麗だなと思って……」

「ふ。ええこと言うやん」

　椿さんはふっと笑って、潔い動きでシャツを脱いだ。唐突に露わになった肉体が月光に照らされて、あまりの美しさに目を奪われてしまう。

　左腕、左肩、鎖骨、そして背中の左半分にかけて、唐草と蝶をモチーフにした刺青が描かれていた。雅さもありながら、どこか禍々しさをも感じさせるような唐草模様の中に、艶やかな蝶が舞っている。瑞々しい肌に刻まれた繊細な絵は、やはりとても綺麗だった。芸術的に絡み合う蔓草の中を、泳ぐように舞う二羽の蝶だけが色彩を持っている。ハッと目を惹く鮮やかさである。

「きれいですね……」

「はは、せやろ。十九の時に彫ってん」

「十九歳……ですか」

「おう。その頃は、身体つきも華奢やったし、ナメられることも多くてな。彫りモンでもありゃ箔がつくやろって、なんとなく」

「へぇ……。椿さんて、これまでは、どんなふうに暮らしてたんですか？」

　ヤクザ相手に過去を聞くことには迷いはあったけど、もっと椿さんのことを知りたくて、僕はおずおずとそう尋ねた。椿さんはちょっと意外そうに僕の顔を見つめた後、縁側に置いてあったペリエの瓶に口をつけ、一つ息を吐いてこう言った。

「俺、三歳の頃から施設育ちやねん。親の顔も覚えてへんし、生きてんのか死んでのかも分からへんけど……ま、生きてたところで関係ないけどな」

「……施設」

「おう。ロクでもないガキんちょやってな、すぐ人を殴るわ、物は盗むわ、情緒不安定で疑り深くて……施設の人らも苦労したと思うわ。結局、十七んときに脱走して、ぶらぶらチンピラ暮らしして、女の家渡り歩いて……って、まぁ思い返すとゴミみたいな人生や」

「そ……そんなことは」

「おいおい、そんな辛気臭い顔すんなって。昔のことや」

　椿さんは普段通りの笑みを浮かべて、夜空を照らす月を見上げた。端正な横顔だ。コシの強そうなまつ毛は長くて、ちょっと上向き。セットしてない黒髪には艶があり、緩やかな癖がある。

「ま、そんな生活しとったから、喧嘩は日常茶飯事や。けど十八の時、真行寺組の下っ端と派手にやらかしてしもてな……ゆうても、絡んできたのは下っ端の方やねんけどさ。誰だかの女を俺が寝取ったとか寝取らへんとかつまらん言いがかりで、多勢に無勢や。ま、十人いたうちの九人は半殺しにしたってんけど」

「……つよい」

「ほんでその入院中に俺を尋ねてきたのが、真行寺組のオヤジやってん。俺の腕力を見込んだらしくて、養子にならへんかって話持ちかけてきた。俺みたいなクズを養子にしたいとか、絶対裏があるに決まってる。おおかた、俺のケツの穴狙いやろと思って最初は断っててんけど、オヤジは『お前みたいに危ないやつを放っておいて、他の組に取られたら怖いやろ』って。『当然下積みはさせる。ちゃんと根性見せんねやったら。いずれは組を任せてもいい』とかなんとか言わはって。そんで、なんやかんやで、今は若頭や」

「……なんか、壮絶、ですね」

　僕が本音を漏らすと、椿さんは気が抜けたような顔で微笑んだ。少し身体が冷えたのか、椿さんは脱いでいたシャツを着込み、脚を組んでペリエを飲む。

「……まぁ、せやな。けど、俺よりもっとひどい育ちのやつはゴロゴロいる。宍戸も岩瀬も、なかなかのモンやで」

「そうなんだ……」

「俺らの世界には、まともな人生を歩めへんやつらが流れ着く。けどな、皮肉な話やけど、俺はヤクザになって初めて居場所が出来た。社会のルールとか秩序とか、何も知らへんかったせいで色々痛い目にも遭うたけど……でもやっと、俺はここでまともな人間になれたんや。俺らの存在なんて、カタギの奴らにとっては不要なモンかもしらんけど、俺らは、ここでしか生きられへん」

「……」

「オヤジも、岩瀬も、宍戸も、若い奴らも全部……俺にとっては家族みたいなモンや。どいつもこいつもクソみたいな人生歩んできてるけど、今はここに居場所がある。だから俺は、この組を強くしたいし、守りたいと思ってんねん」

「……」

「って、ちょいくさいこと言いすぎたな。ははっ」

　ゆっくりとした口調でそう語る椿さんの横顔を食い入るように見つめていると、左耳にたくさんピアスの穴が空いていることに、僕は気づいた。

　耳の上の方を貫くようにひとつ、耳たぶに三つ。耳たぶの穴には全てピアスが入っているわけじゃなくて、燻んだ色をした黒いピアスがひとつ飾られているだけだ。

　穴だらけの耳を見ていると、なんだか妙に痛々しい気持ちになった。こういうファッションはこの人に似合っているけど、オシャレ感覚だけでこのたくさんの穴を開けたとは思えなかった。

　無意識に手を伸ばし、椿さんの軟骨を貫く棒状のピアスに触れてみた。結構太くて、すごく痛そうだ。でもそれらは全て椿さんの肉体にしっくりと馴染み、この人の艶やかさに彩りを添えているように見える。

「……くすぐったいやん」

「あっ、ごっ、ごめんなさい。かっこいいけど、痛そうだなと思って……」

「ははっ、カッコエエか？　痛いかどうかはもう忘れたけど、お前が褒めてくれんねやったら、開けた甲斐があったっちゅうもんやで」

「っ……」

　椿さんが僕の手を取り、ちゅ、と指先にキスをした。夕方触れたばかりの柔らかな唇が、僕の人差指と中指を軽やかに啄んでいる。

　手を引っ込めようと思ったけど、目を閉じて、僕の指を食む椿さんの表情がひどく安らかなものに見え、動くことができなかった。

「……あ、あの……」

「ん……？」

「ど、どうして、僕みたいなただの高校生に、そんなことするんですか……？」

「どうしてって……」

　唇から赤い舌を覗かせながら、椿さんはじっと僕を見つめた。いつになく真剣な眼差しだ。視線に熱が込められているように感じてしまい、心臓がばくばくと早鐘を打ち始める。なんて色っぽい目つきなんだろう。

「なんでやろな。俺、お前が可愛いくてしゃーないねん」

「……えっ……」

「最初にお祓いしてもろた時のお前、ホンマにめっちゃカッコよかった。頼もしかったで」

「……ほ、ほんとですか……？」

「ああ、ほんま。せやのに普段のお前は、ウブで可愛くて、寂しがりやの甘えん坊やん？　なんやもう、どうしてもお前をほっとけへん。俺別にホモちゃうかったけど、紬のことは……」

　椿さんはそっと僕の方へと身を寄せて、ヤクザとは思えないほど優しく微笑んだ。そして上体を屈め、ゆっくりと顔を近づける。

「ん……」

　重ねられた唇を、僕は少しも拒まなかった。拒みたいとも思わなかった。吸い寄せられるように顎を上げ、椿さんのキスに自然と応えた。

　すると椿さんは少し身を乗り出して、これまでよりも深く唇を重ねてくる。あたたかい唾液で濡れた感触はたまらなく淫らで、甘い痺れが僕の背筋を駆け抜ける。

「ふ……ぅ……」

　熱い溜息が漏れ、身体から力が抜けてしまう。するとキスの隙間に、椿さんはこう尋ねてきた。

「……いやがらへんの？」

「い……いやじゃない……から」

「へぇ……嬉しいな。もっとする？」

　月明かりを吸い込んで妖しく光る椿さんの眼差しに、心を丸ごと囚われる。

　浅ましく口を開き、こくこくと小刻みに頷く僕を見つめて、椿さんはどこか安堵したように眉間を緩めた。そして、ちょっと驚いてしまうくらい、初々しく表情を綻ばせる。

　……そんな椿さんを、僕は不覚にも可愛いと思ってしまった。　


    
        14、前のめりなヤクザ


「……はぁ」

　本日何度目のため息になるだろうか。

　窓の外に広がるうららかな春の青空を見上げながら、僕はまたしても溜息をついた。

　椿さんが大阪に帰って一週間が経ったが、何をしていてもあの晩のことを思い出してしまい、まったくもって上の空だ。まるで勉強に身が入らない……。

　そっと、自分の唇に触れてみる。それだけで、椿さんから与えられた愛撫の全てを思い出し、かぁぁぁと頬が熱くなった。

　——ダメだ……。思い出したら、また勃っちゃう。はぁ、参ったなぁ……。

　椿さんから初めて聞いた過去の話。舎弟の人たちを想う気持ちや、覚悟。これまでとは違う椿さんの一面を知ることができたこと。そして、優しいキス。不意打ちの素直な笑顔に絆されて、僕はあのあと、うっかり布団にまで連れ込まれてしまった。

　間髪入れずに重なった唇は、どこまでも優しかった。角度や強度を変えて、何度も繰り返しキスをしながら優しく僕の髪を梳き、時折愛おしげな眼差しで僕を見つめる。

　僕が抵抗しないかどうかを確認するように。逃げ出す隙を、与えるように。

「ん、ぁ……ハァ……」

「……お前の唇、めっちゃ気持ちええな。……もっと、口開けてみ」

「ん……は……ぃ」

「ははっ、素直やなぁ紬は。知らんで、悪い大人に騙されても」

　唾液で濡れた僕の唇を指先でなぞりながら、椿さんはゾクゾクするほどに妖艶に微笑んだ。そして、するりと口内に挿入はいり込んでくる椿さんの舌が、僕の上顎をゆっくりとなぞっていく。

　丁寧に、僕の中を味わうように、色んなところを椿さんの舌が這う感覚はあまりにも淫らで、気持ちがよくて……僕はいつしか、自ら口を開いて続きをせがんでいた。

「ァ、んっ……ふぅ……ンっ……」

「エッロい声出すやん。……めっちゃそそるわ」

「だって……、きす……きもちいぃ……っ、ンふぅっ……ん」

　目が慣れてくると、開けっ放しの障子から差し込む月光で、椿さんのひりついた表情が見て取れた。頬を上気させ、いつになく余裕のない潤んだ瞳で、僕を見つめている。

「ぁ、あっ……ン、っ……ふ……」

　さっきよりも深く、ねっとりと濃厚なキスが降り注ぐ。甘い快感に脳が痺れ、腰が震えて、僕は夢中になって椿さんと舌を絡め合った。濡れたリップ音が客間に響き、ものすごく淫らな気分だ。

　ふと、椿さんの腰が上下に揺れていることに気づく。すっかり硬くなってしまった僕のペニスに、椿さんは自分のそれをすり寄せているのだ。

「……あ、あ……んっ、なにしてるんですか……」

「あのな……正直、俺めっちゃ我慢してんねん」

「え？」

「お前と知り合うてから誰ともヤってへんし、ヤりたいとも思わへんくなった。……でも、紬とは……」

　ぐ……と股間に押し付けられる椿さんの剛直は、あまりにも凶暴な大きさと硬さを持っていた。僕が思わず「ひぇ」と声を上げると、椿さんはちょっと苦しげに眉根を寄せて、「ハァ……」とセクシーなため息を漏らす。

「あ〜〜挿れたい。……けどお前にはまだ、そんなんしたらあかんような気もするし……」

「な……んで？」

「何でってお前……。ええんか？　コレ、お前のケツに突っ込まれても」

「け、けつ？」

「え、マジで知らへんの？　男同士のセックスはな、ケツの穴使うねん。ここに、コレが入んねんで」

「ひゃっ……」

　ぐ……とお尻の谷間に椿さんの指があてがわれて、僕は思わず間の抜けた声を上げていた。以前と同様、僕はいつの間にやら大きく脚を広げていて、その間に椿さんを挟み込んでいる格好になっている。

　しかも、パジャマズボンの上からお尻の穴のあたりをぐにぐにと弄られているのだ。恥ずかしいことこの上ないが、その刺激はじわじわと僕の身体に快感を伝えてくる。僕が思わず「んっ、んぁっ」と息を漏らすと、椿さんはニィ……と猛々しく笑って、するりと僕のズボンを脱がせにかかってきた。

「あっ……な、何してっ……！」

「気持ち良さそうな声出すほうが悪い」

「だ、ダメですよ……!!　そ、そんな、そんなおっきいのはいんない……!!」

「挿れへんよ。でも、もうコレだけじゃ足りひん。もっと気持ちええこと、したるから」

「あ、あっ……！」

　下を脱がされ、パジャマの前まで開けられて、あられもない格好にされていた。椿さんは再び僕の唇に濃密なキスを与えながら、僕のむき出しペニスを掌に包んで扱き始める。

「あ！　ぁ！　ァん、んっ、やっ……！」

「ハァ……エロいな、ほんま。感度もええし、めっちゃかわいいわ」

「ん、ぁ、っ……つばきさん、っ……ぁ、ハァっ……ぁ、あっ」

「もうイキそうになってるやん。そんな気持ちええ？」

「ンっ……んぅ、はぁっ……きもちいい、っ……ん、んんっ……!!」

　あっという間にイってしまった僕を笑うこともなく、絶頂後の余韻で震えている僕の頬や耳にキスをしながら、椿さんは自らのスウェットをずり下げた。

　ぬぅ……っと露わになる椿さんのそれは……巨大だ。ちょっと目をみはるくらい巨大なそれを、僕は思わず凝視してしまった。

　先端は先走りでやや濡れていて、生々しくもリアル。下腹につくほどに硬く反り返っているのは、僕とキスをしたり、えっちなことをしたせいだろうか。僕なんかで、そんなになっちゃったんですか……？

「素股で勘弁したるから、後ろ向け」

「……すまた」

「オイオイ、高校生のくせにそんなんも知らんのか？　ったく、お前はもうちょっとエロについて勉強したほうがええで」

「し、知ってますよそのくらい!!」

「ついでに、危機感も学んだほうがええな」

「……そ、そんなこと言われても……わっ」

　ぐっと腰を掴まれて四つん這いにされ、何をされるのかとひやっとする。だが、ぺろんとパジャマをたくし上げられ、背筋をねっとりと舐め上げられてしまえば、危機感などあっという間に溶けて消え、「ぁぁん……」と甘い声が溢れ出す。

「お前、腰も背中も細いねんな。もっと食わなあかんで」

「あ、あのっ……何を……」

「挿れへんから安心しとけ。……ほら、脚閉じろ」

「あ……っ」

　ぐ、と腰を掴む椿さんの指に、力がこもる。そして、ぬちぬち……と僕の太ももを割って、椿さんの屹立が……。

「あっ……な、なにこれっ……んんっ……」

「これなら、痛くもかゆくもないやろ」

「ぁっ、いたくない、けどっ……ぁ、わぁっ……ぁっ……」

　ぬ、ぬ、と椿さんの熱い塊が、僕の太ももを擦る。ぬるぬると濡れたそれで内腿を擦られるくすぐったさは、あっという間に僕に甘い興奮を与えていた。

「あ、あ……あん、んっ」

「……オイ、挿れてもないのにそんな声が出るんか」

「だ、だって、ァ、あん、きもち、いいっ……ン、あ、あっ」

「ほんっまに、どんだけドスケベな身体してんねん。そんな声で男煽ってたら、めちゃくちゃにヤラれても文句言われへんで……？」

「んんっ！」

　椿さんは身をかがめて僕の背中に覆いかぶさり、肩口やうなじに、何度もきつく吸い付いた。ちゅ、じゅっ、と吸われるたびに、ちりりとした痛みが走る。だが同時に、ツンととがった乳首までくにくにといじられ、僕はたまらず悲鳴をあげた。

「アッ……！　ぁ、あんっ……や、ァっ……ちくびっ……や」

「嫌なわけないやろ。めっちゃ腰動いてんで」

「ぁ、うごいてな、っ、ぁ……はぁっ……ぁ、んっ……！」

「あかん……俺、ちょいもうイキそうやわ」

　耳元で嘆息とともにそんなことを囁かれるや、椿さんの腰の動きが荒くなる。パン、パン、パン！　と僕のお尻にぶつかる椿さんの腰の激しさで、腕を突っ張っていることができなくなり、へなっと枕に顔を埋めた。

「ハァっ……ハァ……っ、紬……ええな、お前……」

「ぁ、あ、ッ……つばきさん、らめ……またぼく、いっちゃうよぉ……」

「えぇ？　チンポ触られてもないのにかぁ？」

「っ……だって、こんなきもちいいの、ぼく、はじめてで……っ、ァ、ああっ……!!」

「ああもう……ほんっま、あかんでお前……ッ……あ、くそイく。……早すぎやろ俺……っ」

　ひときわ律動が速くなり、骨が軋むほどに腰を掴まれる。ほどなく、びゅるっ……と熱い体液が僕の顔の方にまで迸ってきた。それでもなお動きは止まらず、椿さんはもう二、三度深く僕に腰を打ち付けた後、ようやく僕の身体から離れていった。

　結局僕も、素股をされながら乳首をいじられただけで、もう一回射精していたらしい。汗と精液でとろとろに濡れた身体に、ひんやりと春の夜風が触れていく。

「はぁっ……はぁっ……はぁ……っ……」

「ごめんな、紬……」

「……え？」

　唐突の謝罪に驚き、僕は重たい身体をのろのろと持ち上げ、後ろを振り返った。

　しっとりと汗に濡れた黒髪をざっと搔きあげ、椿さんはじっと僕を見つめている。そのまなざしに射抜かれるだけで、どういうわけか身体の奥がかすかに疼く……のは何故だろう。

「俺……明日大阪帰らなあかんねん」

「へ……？」

　凛々しい瞳でまっすぐに僕を見つめつつ、椿さんは流れるような動きで僕の顎を掬い、ちゅっと軽くキスをした。そして物憂げな表情でため息をつきつつ、僕の肩を抱き寄せる。

「さみしいやろけど、我慢するんやで？　これからはマメに連絡するし、手が空いたらすぐ会いに来るからな」

「えっ？　い、いえ、そんな無理しなくても」

「ほらまた、俺の前ではエエ子にならんでもいいねん！　お前も大阪あっちで暮らせるように、色々と手配しとくからな」

「…………ん？　くらす？　あの……何をおっしゃってるんですか？」

「だってお前、俺と離れるん寂しいやろ。くっ……俺もつらいねん。ほんまはずっとお前のそばにいてやりたいねんけど……」

「はぁ……」

「紬。寂しいからって、他の男に脚開いたら許さへんで。ええな」

「はぁ……」

　そう言って、椿さんは別れの痛みを堪えるように、唇をぎゅっと引き結んだ。

　その前のめりすぎる思考に、その時はイマイチついて行けなかったのだが……。

　——でも……確かにちょっと、寂しいかも……。

　あのあと、椿さんは僕にただの添い寝をしてくれて、翌朝大阪へと帰っていった。静かで単調な日常に戻ってみると、椿さんの身にまとう圧倒的な存在感が、僕の中でより鮮やかに色づいていく。

　あの人と出会ってからこっち、僕の周りはこれまでになく賑やかになった。

　価値観も変わった。霊たちに向ける気持ちや、浄霊に対する心構え。そして、ヤクザの人たちに対するイメージ。

　霊も人間も同じだ。声を聞けば聞くほどに、色々な人生があって、色々な想いを抱えている人がいるのだということを知った。

　ぬくもりに包み込まれる安堵感や、心地よさも。

　さらには、とろけるような快楽や、痺れるほどの甘い昂りまでも教え込まれて……。

　——寂しい……か。確かに、これまでとはちょっと違った寂しさを感じるような気もする。

　自分の気持ちが分からない。　

　僕のことなんて、どうせただの暇つぶしだろうと思っていた。あの人も自分の日常に戻ってしまえば、僕のことなんてすぐに忘れてしまうだろうと。

　——本当に、また会いに来てくれるのかな……。

「桐ヶ谷くん？　桐ヶ谷くん、どうしたの？」

「……えっ？　あっ、はい!!」

　ハッとして周りを見ると、クラスメイトたちの訝しげな視線が揃ってこちらを向いていた。どうやら、何やら指名されたようだが僕がぼんやりしていたせいで、授業が止まってしまったらしい。

「すっ……すみません！　ええと」

　大慌てしつつ立ち上がったところで、ちょうどよくチャイムが鳴った。






　　　　　　＋






「紬、ちょっといい？」

「あ……悠介」

　授業の後、悠介が浮かない顔で僕の元へと歩み寄ってきた。

　実はここ最近、悠介に避けられているような気がしていた。あのヤクザの集団と出くわしてしまったのだ。普通の人なら、『関わるとヤバイ』と思うのは当然であって、距離を置かれても仕方がないことだ。

　でも、これまでの悠介は面倒見が良くて、僕のことを気にかけてくれる幼馴染だった。避けられるのは仕方がないけれど、僕を見て気まずげに目を逸らす悠介と過ごす教室は、居心地が悪かった。

　そんな悠介が、久々に僕の目を見て声をかけてきた。僕はふらりと立ちあがり、リュックサックを背負いながら悠介の後を歩く。

「……紬、まだあのヤクザと付き合いあるの？」

「えっ……え、えーと」

　悠介は駐輪場の方へと歩みを進めながら、僕に背を向けたままそう尋ねてきた。

　付き合いは……あるのだろうか。『マメに連絡する』と言っていた割に連絡は来ず、一週間音沙汰なし。かといって、あの時『また会いにくる』と言った椿さんの瞳に嘘があったようにも思えず、僕も、あの人に会えないことを寂しく感じ始めているのだから。

　——変にごまかしても、しょうがないよな……。

「……うん」

　僕が重々しくそう言うと、悠介は駐輪場の片隅で立ち止まり、僕の方を振り返った。顔がこわばっている。

「そ、そうなんだ。へえ……。てか、何で？　お祓いって一回で済むもんじゃないの？」

「一回目のはうまくいったんだけど……また、違うものに取り憑かれちゃってて。で、もう一回することになったんだ」

「ふうん。……それってさ、お祓いだけ、なのか？」

「え」

「あの人、なんかすっげ思わせぶりなこと言ってたじゃん。……実際どうなんだよ、そのへん」

「……」

「紬は、その……ヤクザの、じょ、じょ、じょじょじょっ、情婦的なものになっちゃったわけ？」

「情婦」

「いや俺っ……紬のこと心配してるんだよ！　け、けどこんなこと親にも誰にも言えないし……！　情けねーけど、ヤクザとか、こ、怖いしさ……」

　そりゃそうだ。ヤクザと進んで関わりたい人間なんていないし、関わり合いにならない方が身のためだ。それが賢い選択だ。いろいろあったから、僕の中でのヤクザの印象はずいぶん変わっているけれど、悠介の考え方はすごくまともだと思う。

　——怖い、か。確かにはじめは怖かった。でも今は。ちょっと違うんだ……。

「僕は大丈夫だよ、悠介。別に強がってるわけでもなんでもなくて、本当に大丈夫。それに情婦とかそんなの、あるわけないじゃん」

「ほんとに？」

「そりゃそうだよ！　悠介、からかわれただけだって！　あははっ、僕男だし、地味だし、あんなモデルみたいなイケメンが興味持つわけないだろ？」

「……でもさ。じゃあなんで、最近ずっとぼーっとしてんの？　マジでさ、変なことされたりしてない？　もし脅されてるんだったら、俺、一緒に警察とか」

「脅されてないって。ぼうっとしてんのは……えーと、家事疲れかな」

「えっ、そうなの？　そんなに大変なら、しばらくうちに泊まりにくる？　父さんも母さんも、それに美由も喜ぶし」

「いや、いいよ。大丈夫。そろそろ父さんも退院できるだろうしさ」

「ああ、そっか……」

　なんの屈託もなく、ホッとしたような笑顔を浮かべる悠介の純粋さが、僕は好きだ。でも悠介と話していると、時折すごく自分が惨めに思えることがある。

　悠介にとっては、欠けることなく家族がいて、守られて、あたたかく賑やかな家庭が当たり前の世界。僕の孤独に寄り添おうとしてくれる悠介の優しいところは、もちろん好き。でもほんのちょっとだけ、ずきんと心に刺さる時がある。

　——でも、僕にだって父さんがいる。何不自由ない暮らしをさせてもらって、守るべきお社もあって、友達もいて、幸せだ。そりゃ……羨ましく思う時もあるけどさ……。

　ふと、椿さんの過去のエピソードを思い出す。

　両親から養育を放棄され、暴力に塗れて、ヤクザの世界へ足を踏み入れた椿さんのことを。

　今はあんな感じの人だけど、きっとこれまでは、僕が想像し得ないほどの苦労や孤独をたくさん抱えてきたに違いない。でも。そんな境遇を撥ね退けることができるだけの強さを、あの人は持って生まれたのだろう。

　果てしなく無遠慮な人だけど。

　でも、いつだって僕を気にかけてくれる椿さんのことを、今初めて恋しいと思った。

「……ぼ、僕さ」

「ん？」

「い、いや……あの人たちもさ、血も涙もない悪人ってわけじゃないよ。ほら、お祓い頼みに来るくらいには信心深いさ」

「うーん……まぁ、そうなのかもしれないけど。でも、あんまり油断しない方がいいんじゃないか？　ヤクザなんて、人を騙して金稼ぐような奴らなんだし」

「……」

　悠介の言葉で、僕の心に刺さっていた小さな棘が、さらに奥深くまでめり込んでくる。

　そんな言い方しなくてもいいのにと思う反面、ヤクザは実際、裏社会を生業とする人々なのだ。悠介の言うことは間違いではない。分かってるんだ。

　生きる世界が違うというのは、つまりはそういうことなのだ。彼らの中にある常識と僕ら一般人の持つ常識は、必ずしも同じとは言えない。それも分かってる。分かってるよ。でも……。

　——何も知らない悠介に、椿さんのことを悪く言われるのは嫌だ。

「とにかくさ、紬もあんま深入りしない方がいいと思う。そろそろおじさん帰ってくるんだしさ、きっとまた紬も元気に……」

「……もういい」

「え？」

「うん……そうだよ。僕もまた、これまで通りの生活に戻るわけだし、大丈夫。だから悠介も気にしないで。大丈夫だから」

「お、おう……。どうしたんだよ、なんか怒ってる……？」

「怒ってないよ。僕、もう帰るから。悠介は部活、行きなよ」

「う、うん……。と、とにかく、無理すんなよ」

「ありがとう」

　僕はうまく笑えていただろうか。

　悠介に対して、こんな気持ちを抱くのは初めてのことだ。でも、別に悠介は悪くない。僕は感情に引きずられているだけなのだ。……冷静になろうとため息をつきつつ、僕は自転車のそばまで早足に歩を進めた。

　——悠介の言うことこそが正論。僕の中につっかえてるものの正体は、多分、その正論だ。僕には、それを飛び越えるだけの勇気がない……だから、椿さんへの気持ちを認めきれないんだ。

　またあの人に会えたら、今胸に抱えているもやもやしたものがスッキリするかもしれない。わだかまりつつも心から消えてゆかない椿さんへの気持ちが、はっきりするかもしれない。

　連絡先は、知ってる。気づいたらスマホに入っていたから。

　でも、忙しいのか何なのか、椿さんから連絡はない。だから余計に、あの人にとって、僕は単なる『お祓い屋』なのかもしれないって思うんだ。甘いことを言っていやらしいことをしてくるのは、ただの物珍しさと、暇つぶしの遊びってだけで……。

　——あの人にとって僕の存在は、どれほどの意味をなすものなんだろう。

「ハァ〜〜〜〜もう、すっきりしないなぁ」

　気づけばややこしいことを考えていて、行動も起こさず考え込んでいるだけの自分が情けなく思えてくる。ストレス発散も兼ねて、今日は自転車でぶっ飛ばして帰ろうと思いつつ、愛車を押して裏門から道路へ出たその時。

　僕は、黒いスーツを身につけた上背のある男の人たちに取り囲まれていた。既視感がすごい。

「桐ヶ谷紬くんだね」

「えっ……あっ、はい……？」

　その中でもひときわ上背のある一人の男が、つかつかと僕に歩み寄ってきた。硬質な威圧感に気圧されているとと、男はガシッと僕の上腕を掴んで、胸ポケットから黒い手帳を取り出した。ぱかっと開いたその中には、『POLICE』と刻印された、鈍い金色の紋章が……。

「警察の者です。署までご同行願えますか」

「け…………けいさつ…………？」

　黒服に取り囲まれる状況には既視感ありまくりだったけど、人種は潔いほどに真反対だった。


    
        15、情報収集されるヤクザ


　高級車に揺られること小一時間。

　連れてこられたのは警察署ではなく、とある閑静な別荘地だった。

「降りなさい」と言われて車を降りると、目の前に広がるのは大きな湖。夕日を受けてキラキラと光をたたえた湖面は穏やかで、吹き抜ける風も心地が良く……って、そうじゃなくて。

「あ、あの、何なんですか一体！　どうして僕は、こんな場所に連れてこられたんですか？」

「君に話を聞きたいという方が、こちらでお待ちです」

「誰なんですかその人！　僕はどうして……」

「詳しいことは存じ上げません。さあ、あちらの建物へ」

「……」

　黒服の警察官は、表情を一ミリも動かさずに淡々と説明し、半ば強引に僕を目的地まで連れて行く。きっと岩瀬さん的ポジションの人なんだろうけど、僕を見もせず、有無を言わせぬ力で僕を引きずるその人の目には、感情のかけらも見て取れない。ただ与えられた命令を遂行するためだけに動く、ロボットみたいだ。

　警察は市民の味方のはずなのに、ヤクザの人たちよりずっと怖い。じわじわと全身を締め付ける恐怖に足が竦んだ。

「どうぞ」

「あっ……」

　どん、と乱暴に背中を押されて、僕はとある建物の中へ足を踏み入れてしまった。

　開口部の大きな窓は、一面ガラス張り。高い天井ではシーリングファンがゆったりと回転し、そこここに置かれたデザイン性の高いランプが、広い部屋の中を優雅に照らしている。まるで高級レストランのような落ち着いた雰囲気の部屋だ。ほのかに香る空気の匂いまでオシャレな気がする。

「……な、なんだここ」

「へぇ……君が桐ヶ谷紬くんですか」

「ヒッ……」

　突然背後から声をかけられ、僕は思わず飛び上がった。とっさに飛びすさったせいで壁に背中をぶつけてしまう。

　細い銀縁の眼鏡をかけた背の高い男が、氷のような目つきで僕を見下ろしている。

　年齢は三十代半ばくらいだろうか。きれいに七三に流した黒髪や上品に整った顔立ちはいかにも知的で、エリートの匂いがぷんぷんする。警察は庶民の味方と思いたかったが、人を見下すことに慣れたような瞳の色に、僕はぞっとしてしまった。

「だ、誰ですか……」

「ああ、申し遅れました。僕は忍海しおみ壮一郎と申します。初めまして」

「は、はじめまして……」

「まぁ、どうぞ。座りましょう」

　忍海と名乗った男はくるりと僕に背を向けて、窓を背に置かれた大きなソファに腰を下ろした。グレーのスーツに淡いブルーのワイシャツを着て、足元はぴかぴかに磨かれた尖った革靴。警官というより、インテリヤクザといった風貌だ。

　——ほんとに警察官？　偽物、じゃないよな……。

　こわごわソファに腰を下ろすと、忍海さんは僕を見つめて、悠然とした笑みを浮かべた。それなりに表情は柔らかくなるけど、そこはかとなくつくりものっぽい笑顔だ。……こわい。

「単刀直入にお聞きしましょう。僕も暇ではないもので」

「は、はい……」

「最近、凰雅会の人間が妙にここいらをうろついていますね。君と彼らは、どういったご関係ですか？」

「ほ、ほうがかい……？」

「ふ、とぼけているのですか？　凰雅会は、関西一円を牛耳る暴力団組織です。この国を根から腐らせる地下カジノの胴元として、この数年途方も無い額の金を集めていると聞いています。大物政治家、芸能人、スポーツ選手、実業家などを囲い込み、随分と甘い汁を吸っているようですね」

「……っ」

「その主力たる真行寺組若頭・真行寺椿。あの危険な男と、君。いったいどういうご関係ですか？」

　椿さんたちが属する組の姿を、こうして外側から聞かされるのは初めてのことだ。僕は思わず息を飲む。

　淡々と説明される事実と、僕の知るあの人たちの姿は、どうにもすんなり合致してくれない。幽霊に怯え、猫に取り憑かれ、舎弟の人たちとがやがや大騒ぎしているあの人たちの姿とは、まるで別人のことのように聞こえた。

「現・組長である真行寺泰久は身体を悪くしていると聞きます。つまり真行寺椿は、近々組長の跡目を継ぐでしょう。それにとどまらず、いずれは凰雅会会長の座に収まるべき男であると、僕は踏んでいます」

「……」

「そんな男が、あんな田舎町でいったい何をしているのでしょうね。……君、何か情報をお持ちではありませんか？」

「情報……って。そ、そんなのありません」

「ふ。嘘が下手な子ですね」

　すっと眼鏡を押し上げつつ、忍海さんは音もなく立ち上がった。靴音を響かせ、向かいに座る僕の方へ歩み寄ってくると、上体を屈めて背もたれに両腕をつき、僕を腕の中に囲い込む。急激に距離が縮まり、僕は内心「ひぃ！」と声を上げながら、ソファに深く埋もれた。

「なっ……な、何なんですか、いきなりっ……」

「……」

　僕の苦情に耳を向けるでもなく、忍海さんは無遠慮な目つきでジロジロと僕の顔を観察している。怖い、怖すぎる。この人絶対庶民の味方じゃない……。

「君のような田舎臭いガキを相手に、あいつはいったい何をしている……？」

「……はい？」

　——ん？　今、『あいつ』って言った？　っていうか僕、そんなに田舎臭い……？

　ここ最近やたら『田舎臭い』だの『イモい』だのと言われて地味に傷ついている僕なのだが……って、そんなことはどうでもよくて。

「……あ、あいつって？　椿さんと、知り合いなんですか？」

「この僕には会いにこないくせに、こんっっな冴えないガキに、しかも小便臭い未成年に……？　いったいどういうつもりなんだ……？」

　僕の質問を無視して独り言をつぶやき続けている忍海さんの目に、じわじわと感情の炎がちらつきはじめる。あ、なんかすごく攻撃的な目つき……。

　——どういうことだ？　まさか椿さん、この人にも手を出してたとか!?　け、警察の人なのに……!?

「あの……それってどういう」

「黙りなさい。今、僕は考え事の最中なんだ、気安く話しかけてないでくれないか」

「……すみません」

「見れば見るほど地味な顔じゃないか。どうしてだ？　どうしてこんなガキに椿が会いにくる必要がある？　……ん？　まさか、あの神社に秘密があるのか？　億単位の埋蔵金が眠っているとか……」

「……」

「おい君。黙ってないで何とか言ったらどうなんだね!?」

「はぁ……」

　黙っとけって言ったのはそっちだろと思ったがぐっとこらえて、僕は負けじと、忍海さんをしげしげと観察してみることにした。相手に余裕がなくなると、逆にこっちは落ち着いてくるというものだ。

　——あ……。

　ぽう、ぽう……と、忍海さんの背後にふわふわと浮かんでいるものが見える。仕事柄、色々と恨まれることがあるのかなんなのか分からないけど、この人も悪霊に取り憑かれているようだ。その数、実に数十体……。数十体の悪霊が、忍海さんの背中にくっついて『オオオオ……』と恨めしげな声を上げている。椿さんの比じゃ無いぞこりゃ。

　しかも人間の霊ばかりではない。犬、猫、鳥、狐……様々な動物霊がこの人には取り憑いていて、動物園もびっくりの大パニックだ。これだけくっつけていて、よく霊障が出ないなと感心してしまう。よほど鈍感な体質なのだろう。

「……どこか、体調が悪いということはありませんか？」

「ん？　は？　なんだ急に。僕は君に真行寺組の情報提供を求めている。健康診断をしてくれとは頼んでいない」

「不調はないということですか？　すごいな……」

「何を言っているんだね、君は。これだから最近の若い奴らは人の話を聞かない」

　突然僕が意味の分からないことを言い出したせいか、忍海さんは心底呆れ果てたような顔をして、すっと僕から離れた。そして腕組みをして、小首を傾げている。

「まぁ確かに、最近肩が凝るなと思っていた。いくらメンテナンスをしてもまるで治らない。職業病だな」

「肩凝りですか。夜は眠れますか？」

「まったく、何だね。ドクターの真似事かね？　僕は忙しいからな。眠れる時はサクッと眠れるように、いつも薬を使っている」

「ふ、不健康……。ってことは、金縛りとか悪夢にも気づかない可能性があるか……」

「なんだって？　金縛り？　ハッ、何を馬鹿なことを」

　僕の独り言を一笑に付し、忍海さんは悠々とした足取りで窓辺に立った。そして、とっぷりと暮れてしまった空を見上げながら、ゆったりとした口調でこう語り始めた。

「まぁいい、夜は長い。じっくり話を聞かせてもらうさ。……そうだな、どんな手を使おうか。フフッ……フフフフ……」

　悪霊を背負い、眼鏡を白く光らせて、不気味な笑い声を立てている忍海さんの怪しさたるや……。ぞわぞわと忍び寄る得体の知れない恐怖感から自分を守るように、僕はサッと両腕で自分を抱いた。

　——うええ……何なんだよこの人、あやしすぎるよ……！　ていうか、本当に警察官なのかな。それに、椿さんとはどういう関係なんだ……!?

　じわりじわりと迫り来る忍海さんから逃れようと、僕はソファの背もたれを乗り越えて、出入り口のほうへと駆け出そうとした。だが、どこに隠れていたのか、僕をここまで引きずってきた黒服の人たちがサッと行く手を阻み、羽交い締めにされてしまう。

「は、離してください……!!」

「往生際の悪い子ですね。僕はただ、話を聞かせてほしいだけなのに」

「だ、だったら、こんなやり方しなくてもいいじゃないですか!!　それに僕は、椿さんのことは……ッ」

「椿さん？　へぇ、さん付けするほど仲がいいんですか？　へぇ〜なるほどなるほど」

「あっ」

「全く、この僕相手に隠し事ですか？　フフ……いいでしょう。吐かせてあげます、洗いざらいね!!」

「うわぁぁ！」

　くわっと目を見開き、凶暴な表情で僕の胸ぐらを掴む忍海さんの顔面が迫ったその時、大きな窓の外がカッ!!　と真っ白になった。溢れんばかりの光の洪水で、逆光になった忍海さんの顔が真っ黒に見えるほどに。

「な、何だ……!?」

　警察の人たちの注意が僕から逸れた瞬間、バリィィン!!　という激しい炸裂音とともに、窓ガラスが粉砕した。


    
        16、焦れたヤクザ〈椿目線〉


　同日、数時間前。大阪ミナミ。

「う————ん……」

　大阪メトロ心斎橋駅から徒歩五分の位置にある、タワーマンションの最上階。最近購入した、俺の新しい住まいだ。

　新築南向き、天井高めの広々とした空間。五十階から見下ろすミナミの夜景はなかなかの大眺望。風呂場からも夜景が見渡せて、ムードは完璧。

　一応紬にもプライバシーは必要だろうから、２ＬＤＫにしておいた。紬を迎える準備は完璧だ。完璧なのだが……。

　紬に連絡が取れないまま、あっという間に一週間が過ぎている。

「う————ん、絵文字とかつこたほうがええんやろか……。でもなぁ……どんな話題からカチ込んだらええんか分からへんしな……」

　なんだかんだと忙しかったせいもあるが、十も年の離れた年下の紬にどんな文面のメールを送ればいいのか分からず、もだもだしているうちに時間だけが過ぎてしまった。

「クッソォ……どないせえっちゅうねん……」

　普段、俺はメールやＳＮＳの類を使わない。用事があれば電話で済ませばいいだけの話だからだ。

　しかし紬は、今をときめく男子高校生だ。最近の若者は電話よりもメールを好むらしいし、俺が活発に活動している時間帯は、紬にとっての睡眠時間。日々学校や部活で忙しいだろうから、俺の電話で睡眠不足にはさせたくない。

　それに話題にも困る。普段の俺の生活に、楽しく会話が弾むような要素は一ミリたりとも存在しないからだ。

『返済渋ってる政治家の家、差し押さえたった』とか『シマ荒らしとったやつら半殺しにしてきたで』とか……こんなもんしか出てこない。そんな話を振られて、喜ぶカタギがいるとは思えない。それくらい、さすがの俺にだって分かるのだ。

　そして紬に渡し損ねているプレゼントも、山のように溜まり始めている。

　質素な生活をしている紬が欲しがりそうなものがイマイチ分からず、出先で見つけた似合いそうな服や靴などを買い集めているうちに、紬用のクロゼットは満杯だ。

　——全っ然パッとせぇへんやん、俺……。なんならイタイオッサンやで……。十七歳の気ぃ引きたくて、必死で貢いでるオッサンに成り果ててるやんか……。クッソ……もっとこう、スマートな大人っぷり見せつけて、芯からメロメロにさしたりたいのにな……。

　俺が頭を抱えて悶々としていると、ピンポーンとのんびりしたドアホンの音が響く。その直後、ドンドンドンドン!!　と重厚なドアを無遠慮に叩きまくる音が部屋中にこだました。

「アニキ!!　アニキィ!!　いてはりますか!!　宍戸ですけどォ!!」

「…………チッ」

　紬へのメールの文面を考えている最中に、宍戸のクソやかましい声が邪魔してきたことに苛立ちつつ、俺は買ったばかりの牛革ソファから立ち上がり、重いドアをサッと開いた。すると、宍戸が勢い余って転がり込んでくる。

「アホか!!　大声出すな言うたの忘れたんか!!　ご近所迷惑やろ!!」

「痛いッス痛いッス！　すんませんって！」

　ゲシゲシと尻を蹴り上げると、宍戸は尻を押さえつつ、ぺこぺこと頭を下げた。今日もド派手なショッキングピンクのスカジャン(背中にはリアルな虎)にボロッボロのジーパンという、センスを疑うチンピラファッションだ。

　私服がイタイので仕事にはスーツで来るようにと言い聞かせてあるのだが、やっぱり私服は目に痛い。チカチカするで。

「で、何や。今夜は例会やねん。そろそろ支度せなあかん」

「ちょうどいいっす！　お偉いさんたちに、コレ、見せたってください!!」

「ん？」

　宍戸がスマホの画面に映し出したのは、一人の男の写真だった。キャバクラかどこかでの隠し撮りらしく、視線はよそを向いている。

　女をはべらせ、口にはタバコを挟み、ニヤついた笑みを浮かべた若い男。

「誰やねん、こいつ」

「コイツっすよ!!　天竜会のリーダー!!　このバカそうなガキが、天竜会のアタマなんすよ!!」

「……へぇ。やっとツラ出しよったんか。確かな情報やろな？」

「確かも確かっすよ!!　この店、俺のお気にの嬢がいてるんですけど、ＶＩＰルームにヘルプに入った時にこいつと喋ったらしいんス！　だから間違いないって！」

「ふぅん……そうか」

　キャバ嬢の見立てが百パーセント信頼できるものではないだろうが、これは調べる価値があると俺は思った。コイツは臭う、コイツが頭だと、俺の直感が告げている。

　のらりくらりと俺たちの調べをかいくぐってきた天竜会リーダーだが、ようやくこれで、やつらを切り崩す糸口を得たというものだ。

「この写真の男、もっとちゃんと調べさせぇ。キャバ嬢やお前やなくて、調査部のやつら使えよ」

「ッス!!　了解です!!　あ、あともうひとつ」

「ん？　何や」

　そろそろ時間だ。スーツに着替えるべく、クロゼットからジャケットを取り出していると、宍戸がいそいそと俺のそばに近づいてきた。

「さっきね、紬のこと見張ってる舎弟から連絡あって」

「ん？　…………はァ!?　そういうことはまず一番に報告せぇよ!!　天竜会の話とかあとでもいいねん！」

「すんまっせん!!」

「で、何？　早よ言わんかい!!」

　焦れてイラつき始めた俺は、宍戸の胸ぐらをむんずと掴んでぐわんぐわんと揺らしまくり、先を急かした。すると宍戸は、つっかえつっかえ喋りはじめる。

「なんかぁ！　黒塗りのクラウンに乗せられてぇ！　どっか連れてかれたいうてましたぁ！」

「な、なんやて!?」

「ナンバー調べたらぁ……！　け、警察の車やって、いうてましたぁ……!!」

「ハァァァ!?　アホかなんでそれをはよう言わへんねんクソチンピラハゲコラァ!!」

「す、すすす、すんませぇぇん!!」

　俺は荒々しく宍戸の胸ぐらを突き放した。「うぎゃぁ」と悲鳴を上げ、ピッカピッカに磨き上げられた床に転がる宍戸を捨て置いて、俺はすぐさま岩瀬に電話を入れた。

『はい、若』

「オイ、こないだ仕入れた例のブツ、すぐこっちに回せ!!　すぐやで!!」

『分かりました』

「あとなぁ、紬の居場所割り出しとけ!!　ええな!!」

『ッス』

　すぐに通話を切り、俺は羽織ったばかりのジャケットを脱ぎ捨てた。

「ア、アニキ、どうしはるんですか？」

「当たり前やろ。紬のこと助けに行く」

「助けって!?　だ、だってアイツ、ポリに引っ張られよったんですよ!?」

「いや、何となく察しはついてる。……あのクソポリ公。紬に手ェ出すとか許されへんで……!!　カチ込んだらァァ!!」

「うおおおおおカチコミっすか!!　俺も行くっス!!」

「お前は留守番やドアホ!!」

「そんな！」

　脚に縋ろうとしてくる宍戸を払いのけながら、俺はつかつかと玄関から外へ出た。

　そして屋上へ繋がる非常階段を駆け上り、施錠された鉄扉のドアノブを蹴り壊し、突風の吹きすさぶ夕空の下へ飛び出した。

　眼下に広がるのは、欲に塗れた巨大な街だ。ビルの隙間に沈みゆく夕日が、一見煌びやかに見える町並みを茜色一色に染め上げている。

　昼の世界から夜の世界へと姿を変えつつある馴染んだ街を睨みつけなから、俺はぐっと唇を引き結び、岩瀬の到着を待つ。

　——待ってろ紬。すぐ迎えに行ったるからな……!!


    
        17、ワンというヤクザ


「うわぁああっ……!!」

　窓一面を覆っていたガラスが一気に粉砕した直後、ゴオォッ……!!　と激しい突風が室内をかき乱した。窓が消えて無くなるのと同時に、耳をつんざくほどの轟音が溢れ、忍海さんも、僕を羽交い締めにしていた男の人たちも、堪りかねたように自らの身を庇う。唐突な嵐に襲われたかのような状況の中、僕も頭を抱えてその場にうずくまった。

　——この音は……ヘリコプター!?

　低い姿勢を取っている警察の人たちの隙間から、恐る恐る外を見てみる。

　すると、こちらを威嚇するように照らされたまばゆいライトを背に立つ、すらりとしたシルエットが見えた。ジャリ、ガリッとガラスを踏む音が、ゆっくりとこちらに近づいて来る。

「う、動くな!!　何の真似だ貴様ァ!!」

「ハァ？　人のモン勝手に盗んどいて、何を偉そうな口きいてんねや」

「…………あ」

　僕の鼓膜を、聞き馴染みのある声が震わせる。その瞬間、胸が大きく跳ね上がり、僕は弾かれたように顔を上げた。

　徐々に眩しさに目が慣れてくる。

　逆光の中に立つ長身のシルエットと、大きなサングラスの似合う華やかな顔立ち。見間違いようもなく、それは……。

「紬、見ィつけた」

「……椿さん……!?」

　サングラスを上げ、ニィっといつもの悪そうな笑みを浮かべる椿さんの姿を目の当たりにするや、早鐘を打っていた僕の鼓動が、さらにどきどきと強さを増した。

　突然見ず知らずの場所へ拉致られてしまった心細さから、一気に解放されたような気がする。この人の声を聞くだけで、こんなにも心強い。

　縮こまっていた心に吹き込まれる力強い息吹を感じるとともに、僕はようやく、椿さんへ向かう感情の意味を、はっきりと理解していた。

　だが、ヘリの爆音と強烈な光線が収まるにつれ、警察の人たちの動きも活発になっていく。僕を取り抑えていた黒スーツの人たちが一斉に椿さんを取り囲み、あえてのように物騒な音を立てながら、特殊警棒を伸ばした。

　対する椿さんは、たった一人。今日は岩瀬さんも宍戸さんも連れてはいないし、どうも丸腰のようである。椿さんが現れてホッとしたのもつかの間、新たなる危機的状況だ。

　忍海さんがゆっくり椿さんに歩み寄り始める。特殊警棒を手のひらに打ち付け、妖しく整ったエリート顔を悪辣に歪めながら。

「……やぁ椿。久しぶりだ。ようやく顔を見せてくれたね」

「ポリ公のくせに、やっていいことと悪いことの区別もつかへんのか。ど田舎暮らしの善良な男子高校生いきなり拉致るとか、犯罪やで」

「フン、そのど田舎暮らしの善良な男子高校生をダシにして、お前はいったい何を企んでいる。というか、どうして僕に顔を見せない」

「俺は忙しいねん。いい加減、そのへん分かれや」

「いいや、分かりたくもないな」

　忍海さんはそう言うやいなや、サッと右手を伸ばし、部下たちに向かって声高にこう命じた。

「君たち、この男を拘束しなさい」

　その命令が言い終わるか終わらないかのうちに、いかつい黒服男たちが一斉に椿さんに飛びかかった。

　黒服七人に対して、椿さんは一人。さっきの会話から、この二人の間には何かしら濃い関係がありそうなことは伺えたが、これではあまりにも椿さんに不利すぎる。

　だが、椿さんはまるで動じることもなく、いの一番に飛びかかってきた黒服の腕を掴み上げ、肘鉄で鳩尾を突いて警棒を奪った。ガクッと膝をついた黒服を蹴り飛ばし、後から襲いかかってきた数人の黒服の動きを鈍らせ、奪った警棒で降りかかる攻撃を防御した。

　そして攻めてくる相手を弾き、すぐさま背後からの敵に向き直るやいなや、相手の顎に鋭い掌底を食らわせた。

　まるで優美な舞を舞う踊り子のようだ。椿さんは流れるように攻撃をかわし、急所を確実に狙って相手を落としてゆく。だが、相手も手練れの警察官だ。特に、僕をこの建物まで引きずってきた例のロボット男は、やすやすとは倒れなかった。憎々しげな表情で顔を歪めつつ、椿さんとの間合いを取っている。

　フ——、フ——と深い呼吸を繰り返しながら距離を測る男に対し、椿さんは冷笑を浮かべたままだ。その余裕っぷりが腹立たしいのか、ロボット男は聞こえよがしに舌打ちをし、一気に間合いを詰め、凄まじい怒声とともに椿さんへ警棒を打ち込んだ。

　だがその瞬間、椿さんは目をギラつかせ、すっと膝を折って男の攻撃をかわす。そして警棒で反撃するかと思いきや、下で固めた拳を繰り出し、男の横っ面に思い切り叩き込んだのだ。ほんの一瞬の出来事だった。

　顔面への打撃が膝に来ているのか、男の巨体がぐらりと傾いでその場に崩れる。だが、それでもなお立ち上がろうと震えている男の頭を、椿さんは容赦無く靴裏で踏みつけた。床一面に散らばったガラス片の上に顔を押し付ける格好になった男の口から、「ぐぁああ!!」と痛々しい悲鳴が漏れる。

　それを見下ろす椿さんはひどく愉しげで、これまでに見たことがないくらい、『ヤクザらしい』表情だった。

「っ……椿さん!!　やめてください……!!」

　人が人を殴る音も、こんな悲鳴も、生まれてこのかた聞いたことがない。あまりの痛ましさに呼吸ができず、僕は思わず椿さんに向かってそう叫んでいた。怯えか、安堵か、恐怖か……複雑に入り乱れた感情が、僕の全身を震えさせていた。

　ぴた、と動きを止めた椿さんの視線が、ゆっくりとこちらに向く。あちこち壊れた照明のチラつきのせいで、椿さんの黒い瞳が、不気味な光を湛えているように見えた。

　椿さんは僕を見て何度か瞬きをすると、ふぅ……と溜息をついて男から離れた。そして、ややバツが悪そうにうなじを掻きながら、僕の方へと歩み寄ってくる。

　そして、僕の顔色を窺うように小首を傾げつつ、こう尋ねてきた。

「……怖かったか？」

「へ……？」

　忍海さんに連行されたことなのか、それとも、椿さんが垣間見せた凶暴性のことなのか、どちらのことに対する問いなのかは分からなかった。でも僕は椿さんを見上げたまま、何度も首を横に振る。

　すると椿さんはほっと安堵したように眉を下げ、そっと僕の頬に手を触れた。まるで、僕が逃げていかないかどうかを確かめるように。

　あんな大乱闘を繰り広げた後だというのに、椿さんの指先はものすごく冷たかった。その冷えた指を放っておきたくなくて、僕はとっさに椿さんの指に手を添える。

「……なるほどなるほど。色々と疑問はありますが、つまりはそういうことですか」

　呆れたようにため息をつき、忍海さんが肩をすくめている。この修羅場にも動じる様子はなく、倒れた部下たちに目をくれるでもなく、ただただ射殺すような目つきで僕を見ているのだ。改めて、この人はいったい何者なのかと疑問が募る。

「あなた方は……いったいどういうご関係なんですか……？」

　震え声でそう尋ねると、忍海さんは片眉を上げ、僕と椿さんを見比べた。

「こっちも聞きたいことは山のようにありますが、まぁ、気になるのならば教えて差し上げましょう」

「はぁ……」

「椿は僕にとって、弟のような存在でしてね」

「お、弟？」

「ええ、同じ施設で育ったんです。十五年近く、一緒に暮らしていたんですよ」

「え……？　同じ施設？」

　——同じ施設で子ども時代を過ごして、片方はヤクザで、もう片方は警察官……？

　ちょっと意外な答えに驚き、僕は正面に立つ椿さんを見上げた。椿さんはやや荒っぽいため息をつきながら、「まぁ、そういうことや」と言った。

「ま、俺はこいつを兄貴なんぞと思ったことはないけどな。こいつがやたらお節介なだけやねん」

「フンッ、またそんな意地を張って。可愛かったのになぁ、昔の椿。他の誰にも懐かないこの子が、僕に対してだけは『そーちゃん』『そーちゃん』って後をくっついて回ってきて……あぁ〜〜〜可愛かったなぁ、ほんっとに可愛かったのに……」

　忍海さんは腕組みをしながら頬をピンク色に染め、うっとりしながら過去を懐かしみ始めた。対する椿さんは、明らかに苛立った表情だ。小さく舌打ちをしつつ、つかつかと忍海さん近づいて胸ぐらを掴んだ。

「オイ……それ以上言うてみぃ。そのキザったらしい眼鏡の上から目潰しすんぞコラ」

「ふふっ、照れているのか？　今もこんなに照れ屋で可愛いのに……ハァ……気づいたらこのザマですよ。施設長と喧嘩して家出した挙句、気づけばヤクザだ。『大きくなったら一緒に暮らそうね』って約束してたのに……」

「オォィ!!　だからそれ以上言うなって言うてるやろクソ眼鏡コラァァァ!!」

「へぇ……そうだったんだぁ」

　凄みつつも忍海さんには強く出られないのか、椿さんはチラッと振り返って僕を見た。

　荒みきった幼少期を想像していた僕にしてみれば、可愛がってくれる兄貴分がいたということは純粋に嬉しいことである。なのでついついほっこりした表情になってしまうわけだが、椿さんは何故かちょっと青い顔をしている。

「ちゃうで、紬。浮気とかちゃうねんで？　ガキの頃のセリフ真に受けてるこいつがアホなんやで？」

「え？　浮気って、どういう意味ですか」

「ちゃうねんちゃうねん。こいつが好き勝手にキモいこと言い散らかしてるだけで、俺と壮一郎にはもはやなんっっの関係もないわけで」

「僕……なんか、（嬉しくて）泣けてきちゃうな……。椿さんにも、そういう（気の許せる）相手がいたんだなぁって思うと……」

　詳しいことは知らないのに、椿さんの幼少期について壮絶悲壮な妄想を繰り広げていたこともあり、僕は心の底から安堵していた。そうか……子ども時代からずっと、こうして今も椿さんのことを心配してくれる人がいてくれたんだなぁ……ホッとしたら、なんだか目頭が熱く……。

　すると、椿さんがすごい勢いですっ飛んできた。

「おいおいおい!!　何泣いてんねん!!　ちゃうで紬!!　俺はお前一筋や!!　俺が愛してるのはお前だけやから!!」

「ぐすっ……ほんと良かった……ほんと…………え？　愛？」

「ほんまやで!!　新居ヤサ買うたらすぐ迎えに行こう思てたのに、俺がグズグズしてるせいで泣かせてしもて……すまん紬!!　クッソォ……今すぐ指詰めてケジメ……」

「え？　ヤサって何…………ちょ!!　何やってんですか!!　ダメダメダメ!!」

　突然その場に正座して背中から短刀ドスを抜き（ベルトに差していたらしい）、床に広げた手に向かって刃を振り下ろそうとしている椿さんに縋りついていると、聞こえよがしなため息が上の方から降ってくる。

「そのへんについても、じっくり事情を聞かせてもらいましょうか。……ハァ〜〜やれやれ……ヤクザ墜ちしただけでは飽き足らず、まさかショタコンになっていたなんて……」

「は？　誰がショタコンやねん」

「まったく、この数分でどれだけの罪を犯せば気がすむんです。公務執行妨害、銃刀法違反、器物損壊、不法侵入、児童淫行、少年健全育成条例違反疑い……」

　忍海さんは絶妙にリアルな罪名を呪文のように諳んじながら、クイッ、クイッと眼鏡を押し上げた。

　僕を騙して拉致した自分のことは棚上げかよ……。






　　　　　＋






　忍海さんから手渡された名刺によると、忍海さんの所属は『警察庁刑事局　組織犯罪対策部　薬物銃器対策課』。

　年齢は椿さんよりも五つ年上の三十二歳で、関西の生まれだという。

　品行方正で成績も良かったため、運良く東京の大学に推薦入学が決まった忍海さんは、後ろ髪を引かれつつ関西を離れた。いずれ椿さんを呼び寄せようと思い、忍海さんは忙しい勉学の傍らアルバイトに精を出していたらしい。なのに、椿さんは施設を飛び出した挙句連絡が取れなくなり、居場所を突き止めた時にはヤクザになっていたという……。

　ガラス片の飛び散った部屋のソファにうなだれながら、忍海さんはつらつらと過去を語った。窓ガラスがないので、部屋の中は夜風が吹きっさらし状態だ。けっこう寒い。ちなみに椿さんにやられた忍海さんの部下たちは、すごすごと車に引っ込んでいった。

「まぁ、過去の話は置いておこう。……お前に重要な話がある」

「何や」

「この数ヶ月、渋谷を中心に悪質な薬物が多く出回っているのを知っているか？」

　忍海さんは上体を起こすと、クイッと眼鏡を押し上げ、向かいに座った椿さんを意味ありげに見つめた。

　突然始まった物騒な話題に、僕の背筋も思わず伸びる。まさか、お祓いついでに薬物を売りさばくような仕事をしていたのか……!?　とこわごわ椿さんの顔を見上げるも、その横顔は涼しいままだ。

「常用者たちの購入ルートは様々だが、調査を進めた結果、天竜会というぽっと出のチンピラ集団が元締めをしていることが分かった。お前も良く知る名前だろ」

「そうやな」

「奴らの本拠地は大阪だ。そして大阪にはお前のいる鳳雅会がある。鳳雅会において、クスリはご法度だったはず。なのに、このザマはなんだ。お前らのシマでバカなチンピラどもが好き勝手やっているのに、椿は一体何をやっているのかと、お前の私生活についても調べさせてもらった」

　そこまで話をしたあと、忍海さんは胸ポケットからタバコを取り出し、口に咥えて火をつける。白煙を吐きつつ、『吸うか？』というジェスチャーをして見せたが、椿さんは首を横に振った。

「そうしたら、この非常時にも関わらず、頻繁に白水神社という小さな神社に出入りしているときた。しかもこんな田舎臭いガキ…………もとい、堅気の男子高校生に入れあげているだと？　理由を知りたくなるこっちの事情も分かるだろ」

「まぁ、それもそうやな」

　——そっか……椿さん、色々と大変な時期だったんだ。そういえば、最初に祠壊しちゃった時も、『抗争』って言ってた。あんまり深く考えたことなかったけど、ヤクザにも色々あるんだなぁ……。

　最初に出会った時に聞いた話を思い出しつつ、忍海さんの細い唇から流れ出す紫煙を目で追った。すると、ついつい目に入ってしまうのが、忍海さんの背後に群れている悪霊たちの存在だ。この人もまた、色々と複雑なしがらみの中で生きるひとなのかもしれない。

　そしてそれ以上に心配なのは、忍海さんに憑いている悪霊たちが、明らかに椿さんを見て色めきだっていること……。

　幸い、僕と離れていたこの一週間で新たな怨霊を憑よりつかせることはなかったようだが、今まさに、椿さんは狙われている……。

　ひゅ、ひゅっと椿さんの頭上を飛び交い始めた悪霊たちをどうすべきかと考えあぐねている間も、二人の話は進んでいる。椿さんは、自分自身が憑かれやすい体質だということはあくまでも隠し通すつもりらしい。

「組のためにご祈祷を受けに、だと？　わざわざあんな田舎くんだりまでか？」

「そーやねんそーやねん。ボヤとかカチコミとか色々あってな〜。それにほら、オヤジも体調崩してるし」

「ふむ……だが、関西にいくらでも有名な神社があるだろう。なんでわざわざ」

「ネ……ネットの評判が良かってん。うん、そう、ネットの評判」

「ネットだぁ？」

　適当なことを言って話をはぐらかそうとしている椿さんだが、……あ、やばい、一体椿さんにくっついちゃった！　薬物の売人をやっていた男の怨霊らしく、『おれはわるくない……うれっていわれたからうっただけなのにぃ……くっそぉぉ……』と、椿さんの耳元で恨み言を言い始めている。

　すると、スッと椿さんの顔から表情が消えた。その感覚に覚えがあるのだろう。青くなりながらきょろきょろと辺りを見回し、「な、何やろ。急に寒気と頭痛が……」と不調を訴え始めている。……霊障だ。

　——すぐにこの二人を引き離して、簡易的にでもお祓いをしたほうがいい。……うーん、でも、椿さんはそういうの隠したいみたいだし。

「仮病を使ってさっさと逃げようったってそうはいかないぞ。どうしてこの子なんだ。椿お前、弱みでも握られているんじゃないだろうな。となると話も変わってくるが」

「弱みぃ？　んなわけないやろ」

「ハッ。まさか、このガキに騙されて、ハメ撮り動画でも握られてるんじゃ……!?」

「そんなんちゃうわ。まだハメてへんし」

「ちょっ！　生々しいこと言わないでくださいよ!!」

と、そんなことを言っている間にも、ふよふよと悪霊たちが椿さんに寄ってくる。試しにサッと手を払ってみると、一瞬ひょいと逃げるそぶりをするものの、よほど椿さんのそばが居心地良いのか、すぐさま戻ってくるのだ。

　——す、すごい。イタコにでも転職したら、ヤクザから足を洗えるんじゃないだろうか……！

　そんなことを考えつつ、ダメ元で手を振り回していると、忍海さんがピクピクと眉を震わせ、これまで以上に不機嫌なオーラを醸し始めた。

「おい桐ヶ谷紬くん、君はさっきから何をしている」

「えっ？　いや〜蚊がいるなって」

「何をバカなことを。この肌寒い中、蚊なんているわけないだろう」

「あはは〜そうですね〜〜」

　——これじゃやばい。すぐに椿さんをここから動かさないと……!!

「つ、椿さん」

「ん……？　なんや」

　そっと椿さんの腕に手を触れながら、僕は必死に目配せをした。『ここにいては危ない』『霊がいる』というメッセージを込め、決死の上目遣いで危険を伝えようと。

　すると、青白くなっていた椿さんの頬が、ポッとピンク色に染まる。僕はさらに、こう続けた。

「もう、帰りませんか……？」

「え？」

「ここ、すごく寒くて……。ね？　早く帰りましょう」

「っ……」

　忍海さんには怨霊のことが伝わらないよう、誤解を覚悟で訴えた。すると椿さんはキリッとした目をキラキラと輝かせ、胸ポケットからスマートフォンを取り出して、「岩瀬、速攻こっちにヘリ回せ」と命じている。よかった、通じたみたい！

「待ちたまえ。話はまだ済んでいないぞ!!　そうやって君は、うちの椿をたぶらかしているんだな!?」

「た、たぶらかしてなんか……」

　真っ赤になって怒り出した忍海さんに言い返そうとしたその時、忍海さんに憑いてた犬霊が、フワッと忍海さんから離れた。ポメラニアンのようなまるっこいシルエットに、カッと開いた真っ赤な目がいかにもアンバランスな犬霊だけど、短い尻尾をぷるんぷるん振りながら、椿さん目掛けて駆けてくる姿はなかなかどうして愛くるしいものがある。

　が……これは、これはやばいかもしれない。

「つ、椿さん！　早く行きましょう！」

「紬、まぁそう焦るな。あとでじっくり、芯からあっためたるから…………ウッ……!?」

　色っぽい目つきで僕の肩を抱く椿さんの表情が、スゥ……と豹変する。二、三度ゆっくりと目を瞬いた瞳の奥に、三毛猫霊が憑いていた時と似通ったゆらぎが……。

「……くぅん」

　——ああ、やっぱり……!!

　いつもは涼しげに整った両目をきゅるんと潤ませ、ソファの上におすわりをする椿さん……ああ、まただ。また取り憑かれてしまった。しかも忍海さんの目の前で……。

　どうしたものかと考えあぐねているうちに、椿さんはガバッと僕に覆いかぶさり、ぺろぺろと僕の口元を舐めまわし始めた。

「よ、よ〜しよし、いいこいいこ……」

「くぅ〜ん……ハッハッハッ」

「ええと、あのね、待って、おすわり！　ちょっ……や、耳とかはダメ……っ」

「わんっ！　ハッハッハッ」

「もう！　おすわりってば!!」

「……これはなんのプレイだ？　僕は一体、何を見せつけられている」

　忍海さんの生ぬるい目つきと困惑気味な声にヒヤヒヤしつつ、僕は懐いてくる椿さんを必死で押しとどめようとした。中身はポメラニアンだが腕っ節はヤクザなので、当然僕が敵うはずはない。

　——岩瀬さん、早く迎えに来て!!

「アォン……くぅ〜ん」

「おい、桐ヶ谷紬くん。これは一体どういう状況だね」

「ちょ、あの、これは……アッ、だめ、まて!!　まて!!」

「ワン!!」

「もう!!　いい子だからお座りしてなさい!!」

「ゥゥ〜ン」

　僕の必死の制止が聞いたのか、椿さんはようやくちょっとおとなしくなった。ようやく起き上がった僕の膝や腕にスリスリと頭を押し付けて、「くぅ〜ん」と甘えた声を出して擦り寄ってくる……。

　すると、忍海さんがかくんと項垂れ、大仰なため息とともに絞り出すような呻き声を出した。

「…………崇高な獣のごとく美しかった椿が、まさかこんな、こんなッ……駄犬プレイだと!?　クソっ、こんな冴えないガキに、ど田舎暮らしの貧相なガキに、情けなく弄ばれる日が来るなんて……ッ」

「……」

　なんか色々ディスられた気はするんだけど、それに反応する余裕もなく。

　ぺろべろと椿さんにほっぺたを舐められながら、僕は心を無にして岩瀬さんの到着を待った。


    
        18、隙のあるヤクザ


「よいっしょ……はぁ……」

　僕は今、椿さんのマンションにいる。

　色々あってヘリで眠ってしまった椿さんを岩瀬さんと一緒に部屋まで運び、ようやくベッドに寝かせたところだ。

　——それにしても、でっかいベットだなぁ……。何帖ぶんくらいあるんだろ。

　いつも僕が使っているベッドの四倍はあろうかという大きなベッドに、広い寝室。おしゃれな間接照明がほんのりと闇を照らす中、椿さんはぐーぐー寝息を立てて眠っている。

「紬さん、すみません。いつもいつも、若が世話をかけてしまって」

「あ……いえ、そんな」

　お母さんよろしく椿さんにブランケットをかけながら、岩瀬さんが沈痛な面持ちでそう言った。今日も今日とて顔は引っかき傷だらけで痛々しい。暴れる椿さんを抑え込むのは、大変だ……。

　忍海さんの別荘から立ち去る際、突然現れたヘリコプターに驚いた椿さん（の中にいるポメラニアン）が、「キャウンキャウン!!」と大暴れしたのだ。

　僕は僕で椿さんを抱きしめたり宥めたりと頑張っていたのだが、相手は僕より数段体格のいいヤクザということもあり、あっさり窓から外へ逃げられてしまった。そして、人間の四つん這いとは思えないスピードで、椿さんは森の奥へ走り去った……。

　ヘリを操縦していた岩瀬さん、そして岩瀬さんにくっついてきた宍戸さんとともに何とか椿さんを捕獲し、三人がかりでヘリまで引きずってきたのだが、「ガゥゥ!!　ワンワン!!　ギャウン!!」と宍戸さんに噛みついてみたり岩瀬さんに体当たりしてみたりと大騒ぎ。あまりにも暴れるのでお祓いなんてできる状況でもなく……。

　結局、岩瀬さんが椿さんの鳩尾に拳を沈めて気絶させ、どうにかこうにか大人しくなったのだった。

　もっと椿さんの犬っぷりを見てみたそうにしていた宍戸さんを追い払い、岩瀬さんは僕だけを椿さんの自宅に入れてくれた。そして眠る椿さんから、ポメラニアン霊を祓ったのだ。……といってもまだ、そのへんにいるけど。

　そして今、疲れ切った厳ついヤクザと、僕は向かい合ってお茶をすすっている。

　げっそり疲れた顔には、凄みというより悲壮感のようなものが溢れていて、見ているこっちが痛々しい。そりゃそうだよね。自分の上司があんなになっちゃった後だしなぁ……。

「あの……大丈夫ですか？　顔の傷……」

「はい、慣れましたから」

「慣れ……」

　岩瀬さんはことんと湯呑みを置き、鋭すぎる切れ長の目で僕を見つめた。思わず腰が浮きかけるほど目つきが怖い。

「若は、ずっとあの調子なんでしょうか」

「え？」

「あの日、祠を壊して悪霊に取り憑かれてからこっち、若はすっかりおかしくなってしまわれていますよね」

「……ええ」

「これまでは、たまたま紬さんがいてくださる時にああなったので、なんとか抑えが効きましたが……。もし、大事な会合の時にあんな状態になってしまわれたら、もう、一体どうしたらいいか」

「う——ん……」

「若は、治りませんか。組長は病気がちで、すっかり気弱になってしまわれていて……そろそろ本当に、若に真行寺組長を襲名させるおつもりです」

　忍海さんからも聞いていたことだけど、岩瀬さんの口からそう語られると、真実味と重みが増す。

　なんだか急に、椿さんがものすごく遠い存在になってしまうような気がして、心の真ん中がずきりと痛んだ。

「組長に……」

「このことは、組長には話していません。組長は我が子のように若を可愛がり、信頼しているので……若がワンワン言ってるような状況を組長が知ったら……ぐうッ……胃が、胃が痛い……ッ」

「岩瀬さん……」

　渋面をさらに渋く歪めながら、岩瀬さんは腹を抱えてしまった。思わず立ち上がって背中をさすると、岩瀬さんは潤んだ瞳で僕を見上げて、「……すみません、紬さん」と呻いた。

「一度悪霊に憑かれてしまった人の霊体には、『隙』が出来てしまうんです。悪霊たちはそこに付け込んで、椿さんの心と身体を蝕んでいく」

「そうなんですか……」

「しかも椿さんには、生まれ持った強い精神力があります。その強いエネルギーに惹かれて、霊たちがどんどん寄ってきちゃうんだと思います」

　説明を聞き、岩瀬さんがさらに深くうなだれた。僕は慌てて、こう付け加える。

「いい方法がないか、僕も調べてみます。なので、元気を出してください」

「……ええ。すみませんが、よろしく頼みます」

　岩瀬さんは膝に置き、深々と僕に頭を下げた。僕が大慌てで礼を返すと、岩瀬さんはちょっとだけ表情を緩めて、立ち上がる。

「私はそろそろ戻ります。もし、ここにいるのがお嫌でしたら、すぐにご自宅にお送りしますよ。どうしますか」

「えっ、いえ、嫌ってことはないです」

　今日が金曜日で良かった……と思い出しつつ安堵する。

　本当なら、土日の部活を終えた後ゴールデンウィークに突入と言う流れだったのだけど、顧問の先生や部員の皆には家の事情を理解してもらっているため、部活は比較的休みやすい。虚しいことに、父さんのお見舞いと神社組合の会合くらいしか予定は入っていないし、それまでに帰れば問題ないだろう。

「心配ですし、今夜は泊まらせてもらおうかな」

「分かりました。バスルームはそのドアの向こうです。紬さん用の服はたくさんありますので、どうぞご自由になさってください」

「ありがとうございます。……ん？　僕用の服？」

「何かありましたら、私の携帯に連絡をください」

　岩瀬さんはそう言いつつ、のっしのっしと玄関の方へと歩いていく。ピッカピカに磨き上げられたフローリングの廊下を進んでゆくと、玄関マットの上に、のんびり毛づくろいをしているあの三毛猫霊がいた。

「あれっ。おまえ、ここにいたの？　どうりで最近見ないと思った」

「はい？」

　突然三毛猫に話しかけ始めた僕を、岩瀬さんが怪訝な顔をして見下ろしている。何もない空間に向かって突然声を掛ける人間なんて気持ち悪いことこの上ないだろうが、岩瀬さんはさほど動じる様子もなく、僕の隣にしゃがみ込んだ。

「何かいるんですか？」

「あ、ええと、はい。以前、椿さんに取り憑いた猫です……」

「ああ……あの時の。このあたりですか？」

「もうちょっと左下のほうです」

「……」

　岩瀬さんは慎重な動きで、三毛猫霊の上に手をかざす。そして、見えない毛並みをゆったりと撫でるように、手を動かした。岩瀬さんの分厚い手は、ちょうど三毛猫霊の背中のあたりに触れている。三毛猫霊もそれを嫌がることはなく、興味深そうな目で岩瀬さんを見上げていた。

「怖くないんですか？」

「ああ……はい。昔、猫を飼っていたもんで」

「へぇ」

「まぁ、飼っていたといっても、ガキの頃、公園で毎晩出くわす猫にちょっと餌やりしてただけなんですけどね。自分の飯も食えてないのに、汚れた猫が寄ってくると、ほっとけなくて」

「そうなんだ。優しいんですね」

　ふと垣間見えた岩瀬さんの幼少期に、僕は月並みな言葉を返すことしかできなかった。

　自分とはあまりに異なる人生を歩いてきたこの人たちと僕を繋げているのは、この人たちを困らせている霊たちだ。心霊現象が消えてなくなれば、こうして生まれたかすかな絆も、消えてしまうのだろうか。

「優しい……か。どうでしょうね。何もない自分にも、ひとつくらい、支配できるものが欲しかっただけかもしれません」

『支配』という強い言葉を口にするには、あまりにも優しい口調だった。目を細めて三毛猫霊を撫でる岩瀬さんの横顔に向かって、無意識のうちに、僕はこう問いかけていた

「支配、ですか？　守りたいもの、じゃなくて……？」

　つと、岩瀬さんの手が止まる。言ってはいけないことを口にしてしまったのだろうかとヒヤリとしたが、岩瀬さんはただじっと、何も見えないだろう玄関マットをじっと見据えたまま、しばらく沈黙していた。

「あの……ご、ごめんなさい。よく分かりもしないで、変なこと……」

「守りたいもの、か。……そうだったかもしれません」

「……」

「守ってもらいたかった。だから代わりに、あの猫を……」

「岩瀬さん……？」

　岩瀬さんはそっと目を閉じため息をついたあと、ゆっくりと立ち上がって革靴を履いた。そして僕に向き直り、礼儀正しく一礼する。

「若がどうして紬さんに惹かれるのか、よりよく分かった気がしました」

「え？」

「若にとって、あなたは初恋に等しい存在だと思います」

「え？　はっ……初恋!?」

「一途に想われすぎて困ることもあるかもしれませんが……若のこと、どうかよろしく頼みます」

「は、はい……おやすみなさい……」

　思いがけず優しい微笑みを見せ、岩瀬さんはドアの向こうに消えていった。

　すりすりと僕の脚に甘えてくる三毛猫霊のそばにしゃがみ込み、ふわふわとあたたかな気配を撫でていると、そこに残された岩瀬さんの感情が、少しだけ伝わってくるような気がした。

　そして岩瀬さんが残していった一つの言葉が、僕の胸をどきどきと高鳴らせる。　

　——初恋……。

「ニャ〜ン」

「うん……あの人は、椿さんのことを守ってる人。お前もこんなところでゴロゴロしてないでさ、椿さんの守護霊になってあげるとか、そういうのしてみたら？」

「ニャァ」

「……なんて、そんなの無理か。そうだよね、他力本願してないで、僕にできることも探さないとダメだね」

「ア〜オ」

　僕の独り言が伝わっているのかいないのか、三毛猫霊は大欠伸をした。その仕草の愛らしさにちょっと気が抜けて、僕はふっとため息をつく。

「お前にも名前つけなきゃね。何がいいかなぁ……。あ、リビングにポメラニアン（霊）がいるけど、喧嘩しちゃダメだからね」

　じっくり言い聞かせるように頭を撫でるも、三毛猫霊はするりと僕の手の下から抜け出して、ドアをすり抜けどこかへ出かけて行ってしまった。……自由だ。


    
        19、記憶が曖昧なヤクザ〈椿目線〉


　これは一体、どういうことだろうか。

　紬が、俺にくっついて眠っている。

「……？」

　見まわす限り、ここは俺の家だ。紬のために購入したばかりのタワマンだ。

　キングサイズの高級ベッドの上で、紬用に買っておいたパジャマ（シャツワンピ風のズボンがないやつ）を身につけて、すうすう寝息を立てている。

　——えっ、なんやこれ夢……!?　なんこの状況!?　え？　記憶ないけどまさか俺、紬と一発ヤってもーたとかそういう？　えーと……そういや昨日、俺何してたんやっけ？　おかしいな、記憶が曖昧……。

　うーん、前もこんなことがあったような？

　昨日の行動を思い出したいのに、なぜかそれがうまくいかない。しかも、紬の頭を撫でようとして気づいたのだが、俺の指先にはべったりと土がこびりついているではないか。さながら、素手で穴でも掘ったかのような有様だ。しかも、服にもあちこち土の汚れが……。

「なんやこれ……」

　これでは紬に触りたくとも触れない。俺は紬のそばからそろりと起き上がり、バスルームに直行した。

　爪の中にまでこびりついた土を取り除きながら昨日のことを思い出そうとしたが、ふと湧き上がるイメージは暗い森の中と、俺に覆いかぶさろうとする巨大な人影……って何やこれ。俺、誰かに襲われそうになったとかそういうやつ？

「いやいやいや、この俺を襲おうってアホがどこにおるっちゅーねん……しっかし、なんや腹痛いな……」

　ふと鳩尾のあたりを見てみると、若干の鬱血痕が……。これは誰かに殴られた痕だろうか。知らないうちに、俺はどこかの抗争にでも巻き込まれていたのだろうか。

「う——ん、すっきりせぇへんな」

　せっかく紬がそばにいるのに、このモヤモヤした気分はいただけない。コーヒーでも飲んで頭をスッキリさせようと、パンイチでバスルームから出た。マシンが豆を挽く音とコーヒーの良い香りで、少しばかり気分に張りが戻ってくる。……だが、その時。

　バシッ!!　パンッ!!　という耳慣れない音がどこからともなく聞こえてきて、俺は思わず身を竦ませた。

「ヒィィッ!!　なんや、なんやなんや!?」

　一瞬の静寂。

　だが、ガタン!!　バシィ!!　という鋭い音はすぐさま復活し、俺はその度ビクビクと震えた。怖い。だってこれ、紬にお祓いしてもらう前に事務所でしょっちゅう鳴ってたやつぅううう!!　

「ま、また何か悪いモンが憑いてんのか……!?　ハッ、せやから昨日の記憶が……！」

と、嫌な予感に震え上がっている間も、ラップ音は止まらない。音のした方を見るも、もちろんそこには何もなく……。

　その場にへたり込んで頭を抱えたくなるのをぐっと堪えて、俺はきょどきょどあたりを窺いながら寝室の方へ逃げ…………ちゃう、逃げ込もうとしてるわけちゃうで!!　単に紬が心配なだけやで!!

　だが、まさに寝室のドアノブに触れようとした瞬間、ドアが音もなくスッと開いた。

　ラップ音にビビり切っていた上にあまりのタイミングの良さに大仰天してしまった俺は、「ウワァアアアア!!」と悲鳴をあげてその場に尻餅をついてしまった。

「ん……椿さん？　ど、どうしたんですか!?」

　暗い寝室から顔を出したのは、他でもない紬だった。顔面蒼白で震えながら尻餅をついている俺のそばに膝をつくと、紬はハッとしたようにリビングのほうへ目線を走らせる。

「こら！　喧嘩しちゃダメって言っただろ！」

「!?」

　——ど、どうした？　何もない空間に向かって怒り始めたで……えらいこっちゃ……。

　だが、その効果は抜群だ。あれだけ激しかったラップ音が、一瞬にして静かになる。俺は改めて、紬の強さに惚れ直した。

「椿さん、ラップ音が怖かったんですね。もう大丈夫ですよ」

「べ、べべべ、別に怖ないけど？　びっくりしただけやけど？」

　強がってみるも、怖かったのは確かだ。情けない。なんという情けなさだ。優しく労られることに情けなさを禁じ得ない。

　俺はひそかに頬を赤らめつつ、紬に支えられて立ち上がった。まるで介護だ。

「ていうか何でお前、ここにいてんの？　俺、昨日何してたんやろか」

「き、昨日？　あの……えーと」

「何も思い出せへんの気持ち悪いねん。説明してくれ、何でも聞くから」

「……本当にいいんですか？」

「え、何……？」

「いいんですね、全てをお話ししても」

「……お？　おう」

　何度も念を押され、俺は昨日起こったことの全てを説明された。

　ラップ音の正体も、どうして俺に手にべったりと土がこびりついたのかという理由も、全て——






　…………聞くんじゃなかった。






　　　　＋






「はぁ……」

「まあまあ。いいじゃないですか、そんな大勢に見られたわけじゃないし」

「ようない……まったくもってようないわ……。俺が……この俺が……？　ワンワン言いながら四つん這いで森の中走り回った？　しかも、しかも……壮一郎やら宍戸の前で？　お前のことぺろぺろ舐め回してワンワンキャンキャンいうて？　……うそやろ……誰か嘘やと言うてくれ……」

「いや〜まぁ、でも暗かったし」

「いやいやいやいや!!　お前にもバッチリ見られてしもてるやん!?　ああ……羞恥心で死ねそうやで……」

「いやでも、前、猫に取り憑かれてた時のほうがヤバかったですし…………あっ」

「猫って……こないだのか？　なんやそれ。猫んときのほうがヤバかったて……ど、どういう意味やねん!!」

「ヒィィ!!」

　思わず身を乗り出すと、紬が真っ青になりながらのけぞってしまった。……いかんいかん。大人の余裕や。大人の余裕を取り戻せ俺……。

　俺は一つ咳払いをすると、ソファにゆっくりと座り直して脚を組んだ。隣に座る紬はというと、パンイチの俺を目の前にして目のやり場に困っているのか、はたまた俺の醜態を思い出して目のやり場に困っているのか、さっきから視線が泳ぎっぱなしだ。

「動物霊っていうのは、人間の霊より残留思念が単純かつ純粋で、その分すごく強いんです」

「……ほう」

「これまで、悪霊に人格を乗っ取られることはなかったですよね。でも動物霊は力が強いので、椿さんの人格ごと奪ってしまうっていうか……」

「……で？　つまり俺は、猫にも人格を乗っ取られてたってこと……か？」

「ええ……はい」

　そこはかとなく気まずげな表情で頷く紬を前に、俺はがっくりと項垂れた。

　もうこれ以上の羞恥には耐えられない。これ以上、自分が動物に乗り移られていた話を聞くべきではないと判断した俺は、フゥ〜〜〜〜〜と一つため息をついて、ガラステーブルの上に置いていたコーヒーを一気飲みした。

「……うん、その話はもうええ。うん、一旦忘れよう。忘れてくれ」

「は、はい……そうですね」

「ほんで紬は……俺が心配で、ここに残ってくれたってことか」

「え？　ええ、まぁ……」

　ようやく少し落ち着きを取り戻した俺は、改めて、隣に座る紬を見つめた。

　真っ白なシャツワンピ風パジャマは、思った通り紬によく似合っている。紬の清楚さをいかんなく引き立てながらも、そこはかとなく漂う気だるさが絶妙にエロい。

　着丈が短すぎないのもポイントだ。ちょうど膝が隠れるほどの禁欲的な長さだが、この薄い布を一枚隔てた中に、紬のエロカワボディが潜んでいるという部分にも猛烈な萌えを感じてしまう。

　むくむくと湧き上がるスケべ心に任せて、俺は背もたれに腕を伸ばし、紬をぐっと囲い込んだ。

「どえらいモン見られてしもたんや、タダで帰すわけにいかへんな」

「えっ？」

　敢えてのように意味深な口調でそう言うと、紬はぎょっとしたように俺を見た。その素直な反応がむず痒いほどに愛らしく、気を抜けばデロデロと緩んでしまいそうになる顔を頑張って引き締めながら、俺は努めてクールに微笑んだ。

「買っといたソレ、着てくれてんな」

「あ、はい……。でもズボンが見つからなくて」

「ズボンとか必要ないやろ。どうせすぐ脱がされてまうんやから」

「脱が……ァ、っ」

　する……とシャツの裾から手を差し込み、紬の太ももに手のひらを滑らせる。さらりとした肌とあたたかい体温に触れるだけで、股間に一気に熱が滾った。

　だが、紬はシャツの裾をぐいと押さえて、俺の手がそれ以上上に来ないように頑張っている。といっても頬は真っ赤だし、恥ずかしそうな表情にはすでに濃厚なエロスが漂っていて……俄然、俺の鼻息も荒くなる。

「や、やめてください……っ、ん、あの、僕、話がっ」

「話って？」

　エロさしかない抵抗を示す紬の耳元でそう囁きながら、俺はさらに身を乗り出して、紬をソファに押し倒した。

「んっ……ン、だから、話をっ……」

「聞いてる。言いたことあるなら、今言えばええ」

「はァっ……ん」

　さらにシャツをたくし上てゆくと、紬の太ももがスルスルと露わになっていく。早朝の明るい部屋で、惜しげも無く柔肌を晒す紬の姿は極上のエロス。俺は舌なめずりをしながら紬に鼻先を寄せ、期待に潤んだ瞳をじっと見据えた。

「会いたかったで、紬」

「……あ」

「なかなか連絡できひんでごめんな。寂しかったやろ。……いい子にしてたか？」

「ん、ん……」

　自分でも驚くほどに、甘い声が出る。ちゅ、ちゅっと唇を啄ばみながら語りかけていると、紬の身体からとろとろと力が抜けていく。

　紬とキスするのが好きだ。こいつの唇は驚くほどに柔らかくて、素直で、とろけるように俺に絡みつく。酒もタバコも知らない紬の唾液はさらりとして甘く、いくらでもしゃぶりつくしてやろうという気分にさせられる。

　だが、今日の紬はいつもより頑なだ。ぐいぐいと俺の胸を押し、何やら相当に言いたいことがあるらしい。

　キスをやめて顔を離すと、紬は何故か泣きそうな顔をして俺を見上げていて、そんなにキスが嫌だったのかとぎょっとしてしまう。『タバコくさい』と嫌われたくないため、禁煙を試み始めたところなのだが。

「す、すまん……どした、紬」

「……こんなこと……もう、やめてください」

「え。え？」

　——や、やめてくださいって？　……ど、どどど、どういうこと？

　不穏な気配に襲われ全身を硬直させていると、潤んだ紬の瞳から、じわじわ涙の膜が膨らんでゆく。

　顔面蒼白になっている俺に、紬は切なげな声でこう問いかけてきた。

「椿さん、組長になるんですよね……？」

「……ん？　お、おう……まぁ、いずれはな」

　俺は首をひねった。

　俺が真行寺組組長になると、何か紬に不都合でもあるのだろうか。今にも涙が溢れ出しそうな紬の目元をそっと指先で撫で、俺は紬の言葉の続きを待った。

「そうなったら……もう、こんなことしてちゃダメですよね？」

「……え？」

「組長になったら、僕みたいな一般人……しかも未成年だし、パッとしないただの男子高校生と、こんな風に会ったりすることできなくなりますよね。忙しいだろうし、後継のこともあるだろうから、ご結婚とか……色々あるかもしれないし」

「……紬」

　——なるほど、なるほど……そうか、なるほど。俺が組長んなってもうたら、紬のこと手放すやろって不安になってんねやな。もう〜〜〜めっちゃ健気やんめっっっちゃ可愛い。

　あまりの健気発言に、愛おしさが億倍増しだ。俺は紬を引き寄せ、有無を言わさぬ力で抱きしめた。

　幼なさの残る肉体の細さは頼りないが、ふにゃふにゃと捉えどころのない女たちとは違う。筋肉の硬さや、骨ばった肩や背中はやはり男だ。同性相手に、こうまで身も心も昂ぶってしまう理由など、考えなくともすぐに分かる。

「俺はな……紬。お前のこと、ほんまに好きやで」

「あ……」

「そういえば、ちゃんと伝えてへんかったな。それで不安にさしてしもてたんやな、ごめんな」

　思い返せば、行動ばかりが先走って、俺は肝心なところを紬に伝えていなかった。そのせいで紬は、こんなにも不安げなのだろう。申し訳なさを補うように腕に力を込め、さらに強く紬を抱きしめた。

　だが力を入れ過ぎたのか、紬が胸の中で「ぐ、ぐるじ……」と呻いている。俺は慌てて腕を緩めた。

「それにな、うちの組は血筋にこだわったりせぇへん。俺とオヤジも血ぃ繋がってへんやろ」

「……でも」

「オヤジはな、昔惚れた女と一緒になれへんかったらしいねん。その後もずっと操を守って、独り身貫いてんねんて。そんな話聞いてしもたし、俺が組継いだらななって思うやん？」

「……そうなんですね」

　ためらいがちに俺を見上げる紬の瞳は、柔らかな栗色をしている。奥二重の清楚な目元も、癖のつきやすい柔らかい髪も、よく見るとうっすらそばかすの散った白い肌も、何もかもが愛おしい。

　宍戸のアホはいつも紬を「イモガキ」と呼ぶけれど、その純朴さがたまらないのだ。磨けば光ることは間違いないが、ずっとこのままでいて欲しい。素直で、純粋で、強さを秘めた紬のことを、俺は心から愛しいと思っている。

「恋人がヤクザってのは、イヤか」

「恋人……」

「恋人じゃ不服か？　旦那？」

「だ、だんなっ!?　いやいやいやいや!!　先走り過ぎですよ!!」

　不安げだった顔が、ぽっと赤く染まった。くるくると表情が変わるところも、すこぶる可愛い。吸い寄せられるようにキスをして、俺はもう一度紬を抱きしめた。

「お前は？　紬は、俺とどうなりたいと思てんの？」

「え……僕は……」

「ええ機会や。ちゃんと教えてくれ」

「んんっ……」

　紬を膝の上に乗せると、必然的にシャツが捲れて、白い脚が露わになる。太ももをゆっくりと摩りながら、俺は紬の首筋に唇を這わせた。薄い皮膚ごしに、とくとくと脈打つ紬の拍動を感じ、清々しくも甘い香りに胸がときめく。

　そのままもっと下へ唇を滑らせながら紬をソファに寝かせ、胸元に顔を埋める。上下する薄い胸に頬ずりをし、敏感すぎる紬の乳首を探り当てた俺は、やわやわとそこを啄んだ。

「アっ……！　つばきさん……」

「教えてくれ、紬」

「僕は……ッ、あん……んんッ……あ」

　仰け反る背中をしっかりと支えながら、思う様紬の肉体を弄ぶ。すぐにツンと硬く存在を主張し始めたそれを布越しに舌で舐ねぶると、紬の声が一段高くなり、びくびくと腰が震えた。

「つばき、さん……ぼく、僕も……っ」

「ん……？」

「あ、ァっ……」

　これは、そこはかとなくいい雰囲気だ。今日こそ紬とセックスできるかも……!!　という熱すぎる期待が、年甲斐もなく俺の股間を滾らせた。

　だがその時……。

　ピンポンピンポンピンポ——ンと、忙しないチャイムの音がリビングに響き渡り……。

　俺のこめかみに、ブチィッ……と青筋が浮かんだのは言うまでもない。

「あ、あの……、誰か来ましたよ？」

「……せやな」

「早く出た方がいいんじゃないですか？　なんか、切羽詰まった鳴らしっぷりっていうか……」

「…………せやな」

　さっきまで完全にエロモード全開だったのに、あっという間に冷静さを取り戻す紬……さすがや、切り替え早すぎて俺がついていけへん。

　着替えるからと言ってバスルームに引っ込んだ紬を、若干前かがみになりながら見送った後、俺は煙草に火をつけて、深く深く吸い込んだ。

　禁煙しようと思っていたが、とりあえず今はクールダウンだ。この苛立ちと性欲の高ぶりをなんとかしなければ。

「ス————ハ————……クソっ、どこのどいつや。また宍戸やったらマジで許さへん。大阪湾沈めたるわ」

　咥えタバコにパンツ一枚という格好だが、もうこの際どうでもいい。俺は裸足のままつかつかと玄関へ行き、ドアを大きく開いた。

「坊。お疲れ様でございます」

「……っ」

　きっちりと黒いスーツを着込んだ男が、スルリと部屋の中へ入ってくる。

　色素の薄い髪をすっきりと後ろに撫で付けた、色白の男だ。年齢不詳の美しい顔立ちをしているが、どことなく妖しさの漂う目つきが薄気味悪くて、苦手意識の消えない男。

　真行寺組組長・真行寺泰久の秘書を務める、遊佐ゆさ 崇たかしである。

「遊佐……。組長秘書のあんたが、どうしてここに」

「どうもこうも。坊が昨日の会合に無断欠席しはったもんで、心配になって。ほんで様子を見に来たんです」

「あー……すまん。ちょっと野暮用でな」

「野暮用というのは、この家に囲ったはる男子高校生のことですか？」

「ぐっ……な、何でそれを」

「なぁに、ちょっと宍戸を締め上げたらすぐに吐きました。やれやれ、若様は新しいお遊びを覚えてしまわはったんですねぇ」

　宍戸マジぶっ殺すと胸の中で誓った後、俺は平静を保つために深呼吸した。ふぅ……と紫煙を吐き出す俺を薄笑みを浮かべながらじっと見つめる遊佐の眼差しが、居心地悪くて仕方がない。

　この男は恐らく、俺をよく思ってはいない。

　岩瀬と同期で、俺よりも長く真行寺組にいる遊佐は、後からやってきた俺が養子に収まった時も、若頭に就任した時も、いつだって不満の滲む目つきをしていた。

　口調は嫌味ったらしいが丁寧だし、俺に対する態度は礼儀正しい。だが俺を見る目つきには、いつだって侮蔑の色が含まれているように見える。そこに怒りを感じる前に、とらえどころのない居心地の悪さを感じてしまうせいで、こいつには俺も強く出られないのだ。

「で、その少年はどちらに？」

「は？　お前に会わせる義理はないやろ」

「私には、ね。でも、組長に会わせる義理はあらはるんちゃいますか？」

「オヤジに、会わせる……？」

「ええ。坊は、その子にはえらい誠実で本気みたいやって、宍戸がペラペラ話してくれはりましたけど？」

「……あんのクソダボ……」

　怒りを通り越して呆れ果てていると、何だか頭まで痛くなってきた。遊佐はにこにこと慇懃無礼な笑みを浮かべつつ、許可もなく靴を脱いで、すたすたと家の中へ入ってきた。

「あ、おい！　勝手に……」

「組長は、その少年とお会いになりたいそうですよ」

「えっ!?　な、何でやねん！」

「そら、坊が本気になる相手が見てみたいからちゃいます？」

「いやいやいや!!　今までそんなこと一回もなかったやろ!!　あいつをどうするつもりやねん!!」

　オヤジは、俺のプライベートには一切口出ししたことがない。仕事さえきっちりやっていれば、それ以上は干渉しないというのが、俺とオヤジの間で取り決められたルールだったからだ。なのに、突然これは一体どういうことだ!?

　素早く室内を歩き回り、あちこちのドアを開いて回る遊佐の腕を掴んで止めようとした直前、バスルームの扉を開かれてしまった。

　逃げ場などあるわけがない。制服に着替えた紬と遊佐が、ばっちりご対面してしまった。

　突然現れた得体の知れない男の姿に、紬の顔色がサァっと白くなってゆく。

「おやおやおや、こんなところに」

「ヒィッ……!!」

「……へぇ〜〜？　坊はこういうタイプが好みなんです？　えらいおぼこい子ぉですやん。意外やなあ」

「近づくなドアホ！　怖がってるやろ！」

　興味津々といった様子で紬に近づこうとする遊佐の前に回り込み、俺は紬を背中に庇った。しかし遊佐は相変わらず無気味な笑みを浮かべたまま俺の手首をひょいと掴むと、一瞬ののちに俺の腕を捻じ上げていた。

　腕がねじ切れそうな痛みに膝をつくと、紬が震え声で「椿さん!!」と叫んだ。紬の前で無様にも膝をつかされるなんて、屈辱の極み。だが、もがけばもがくほど、腕を締め上げる力は強くなるばかりだ。

「いっ……!!　は、離せ遊佐ァ!!　クソっ……!!」

「ふふふっ……体術をあなたに仕込んだのはこの私。敵うわけがないでしょう」

「っ……どういうつもりやねんっ……」

　音もなく、もう二人の男がバスルームに入ってくる。どちらも顔を知る相手で、組長の側近を務めている男たちだ。その二人はすっと紬の側に立ち、大きな手で震える紬の肩を掴んでいる。

「コラァァ!!！　気安くそいつに触んな!!」

「ご安心を。悪いようにはしませんよ。お父上を信用なさい」

「お前ら……こんっなフザケたことしくさりよって、タダで済むと思うなよ!!」

　憤怒の激情もそのままに側近たちを睨みつけると、明らかに二人の瞬きの回数が激増し、たらたらと汗をかき始めた。だが、遊佐は悠然とした表情のままだ。腕がさらに捻り上げられ、俺は痛みのあまり「ああああっ……！」と声を上げた。

「私の部下を脅したらんといてやってくださいよ。まぁええ。坊もお疲れやろし、小一時間ほど眠っといてもらいましょか」

　そう言い終わるか終わらないかのうちに、うなじに重い衝撃を感じた。

　薄れゆく意識の中、「椿さん……椿さんっ……!!」という紬の悲痛な声が、俺の耳にこだました。


    
        20、呪われるヤクザ


　目隠しを外され、眩しさに目を細めながら視線を上げると、巨大な日本家屋がででんと鎮座していた。

　ぐるりと背の高い垣根は青々と瑞々しく、手入れが行き届いていて、屋根のあるタイプの立派な門によく似合う。そこに掲げられた重厚な色合いの表札には、達筆な文字で『真行寺』と書かれていて……。

　——ここに、真行寺組組長さん……椿さんのお義父さんが……。

「さぁ、組長が中でお待ちです。どうぞ」

「はっ……はい……」

　恐怖と緊張のあまり、右手右足が一緒に出てしまう。そんな僕を見て、遊佐さんがくすくすと可笑しげに笑いだした。

「ふふっ……なんとまぁ、可愛らしいことですなぁ。坊の女遊びの派手さには呆れてましたけど、君みたいな子をねぇ」

「あ、あのっ……椿さんは、大丈夫なんですか？」

「へぇ、優しいんですねぇ。自分のことよりも、坊のことが心配ですか」

　雅やかな笑みを浮かべながら、遊佐さんはおっとりとした声でそう尋ねてきた。バスルームで倒れ伏してしまった椿さんの姿が、痛々しく思い出される。

　椿さんは強い人なのに、遊佐さんはそのさらに上をいく強さを持っているらしい。この人は身長は一七五センチくらいだろうか。そこまで長身というわけでもなければ体格がいいわけでもないのに、溢れ出る威圧感に冷や汗が流れる。『あなたに体術を仕込んだのは私』と言っていたってことは、椿さんの兄貴分なんだろうけど。

「僕をここへ連れてきた理由って……何なんですか？」

「へ〜え。質問する余裕があらはるんや。なかなか肝が据わってますやん」

　こわごわ問いかけたものの、さらっと受け流されてしまった。つるつるに磨き上げられた廊下を歩きつつ、僕はちらちらと周囲の様子を確認する。

　開け放たれたガラス戸の向こうには見事な日本庭園が広がっていて、まるで高級旅館のような佇まいだ。

　お約束のように池の中には大きな錦鯉が泳いでいるし、鹿威ししおどしの音も聞こえてくる。雰囲気だけ見れば、ここがヤクザの組屋敷だとは誰も思わないだろう。

　——僕、ここで一体何されるんだ？　

　不安のあまり青くなっていると、不意に遊佐さんが足を止めた。そして一枚の障子戸の前で膝をつき、「組長。遊佐です」と口にする。僕も慌てて、その場に正座をした。

「おう、入れ」

　ずんと腹に響くような低い声が、障子の向こうから聞こえてくる。無意識のうちにビシッと背筋が伸びるような、厳しく鋭い声だった。

「失礼いたします。組長、桐ヶ谷紬様をお連れいたしました」

「おう……そうか。早う入ってもらいなさい」

「はい」

　色々と雑な扱いを受けたような気がするけど、僕の名前にはご丁寧に『様』がつけられている。戸惑いがちに部屋へ進み入ると、十畳以上はあろうかという広い部屋に、ひとつ布団が敷かれていた。そこに、大柄な老人が座っている。

　組長という肩書きや声の感じから、ものすごく強そうな人を想像していたのだが、組長さんの全身からはまるで生気を感じられなかった。

　肉体こそ大きいけれど顔色は悪く頬は痩こけ、背筋は力なく曲がり、肩も落ち気味だ。だが僕をじっと見据える老獪な眼差しに射抜かれた瞬間、自然と姿勢がしゃんとした。

「ほう、君か。椿がえらい世話んなってる高校生は」

「はっ……はい……」

　思わず平伏したくなってしまう迫力のある声だ。この人に本気で怒鳴られたり凄まれたりしたら、きっと死にたくなるほどに恐ろしいに違いない。ぷるぷるとかすかに震えつつ、僕はそっと畳に指をついて頭を下げた。

「ええ、ええ。そんな堅苦しい挨拶はええ。……それより、君に頼みがある」

「……えっ、頼み、ですか？」

　声色に、やや切羽詰まったようなものが滲んでいることに気づき、僕は頭を上げて組長さんの顔を見た。

　寝付いているようだけど、たっぷりとした白髪をきちんと後ろに撫で付け、着物も見苦しくなく整えてある。顔色は悪いし、年齢相応の皺はあるけど、鷲鼻はいかめしく目力も強い。血縁はないとのことだけど、そこはかとなく椿さんと印象が似ている。

　と、そんなことを考えていたその時、フッ……フッ……と組長さんの背後で何かが蠢いた。

　僕が思わず目を見張ると、ぼわ、ぼわとたくさんの悪霊たちの影が浮かび上がるのが見えて——

　この人の背にも、がっつり十体ほどの悪霊がのしかかっている。

「あ……憑かれてますね」

「!!　や、やっぱり見えるんか!!　君、見えるんやな……!?」

「ええ、はい……。いっぱい憑いています……」

「そうか……やっぱりそうやったんや!!　ほれ見ぃ遊佐!!　わしが耄碌もうろくしとったわけちゃうかったやろ!!」

　組長さんはグワッと目を見開いて興奮し始めたかと思うと、「うげぇほぉぉっ!!」と思い切り派手に咳き込んだ。

　すると遊佐さんは組長さんの隣に飛んでゆき、「組長!!　しっかりしてください!!」と背中を撫で、必死っぽい声色の割に生ぬるい目つきで僕を見た。……いやそんな目で見られても。

「ぐふっぅ……やっぱり、あいつはこのわしを呪い殺そうとしとるんや……」

「も〜組長。そんなことあるわけないやないですか。ただの過労やてお医者さんに言われたでしょ？　このガキが適当なこと言うてるだけですって。騙されたらあきませんよ」

「ちゃう！　ちゃうで遊佐!!　わしはな、毎晩毎晩悪霊に脅かされてんねん！　せやからこんな、不調……ゲェホォッッ……」

「ん〜いけませんねぇ。眠れへんねやったら、お薬増やしてもろたほうがいいですかね〜」

　必死な形相の組長さんに対し、遊佐さんはどこまでも面倒臭そうな顔で……なんだか、認知症のおじいちゃんをはぐらかす鬼嫁みたいに見えてきた。

「薬なんぞ効かへんわい!!　なぁ君!!　わしには悪いモンが憑いてんねんなぁ!?」

「は、はい!!　そうですね!!」

　組長さんに血眼でグワッと凄まれて、僕は思わず竦み上がった。すると今度は、物凄い勢いで組長さんが僕の方へ這ってくる。思わず尻餅をつきそうになったところで両肩を掴まれ、ぐわんぐわんと揺さぶられる。

「ああ……先生!!　わしの言うことを信じてくれるんは君だけや……!!　今すぐ除霊したってください!!　金ならいくらでも払いますよって!!」

「い、いえっ、あの、ちょっ、まっ、あの、」

　病人とは思えない力で振り回され目を回しながら、僕はこの状況に果てしなきデジャビュを感じていた。組長さん、行動が椿さんにそっくり……。

「先生!!　先生!!　この通りや!!　わしはまだ死にとうない!!」

「わ、わかりました！　分かりましたから、は、離してください……!!」

　ようやく手を離してくれた組長さんを遊佐さんが宥めすかし、布団に戻して水を飲ませる。そして遊佐さんはごほんと咳払いをし、きちんと正座をして僕を見つめた。

「宍戸には、坊の行動を逐一報告させてるんです。でも最近あいつ、妙に僕の質問はぐらかそうとするから怪しい思てな、縛り上げてエエことしたったんやけど」

「……はぁ」

「そん時、あいつがチラッと言うたんです。坊の新しいオンナは、霊能力者やって」

「霊能力……？　ん？　いや、ていうかおんなって……」

「それ以上は頑として口を割らへん。けど、使えるかもと思いましてな。霊能力なんてインチキに決まっとるけど、組長のクソしつこい妄言を適当にあしらうのにちょうどええかなて」

「オイ、丸聞こえや遊佐。お前いっぺん大阪湾沈んでこい」

「ハイハイ、それはまた今度」

　組長さんというとかなり偉いんだろうけど、そんな相手を前に随分ズケズケとものを言う人だなぁ……と半ば感心するような思いで、僕は「はぁ……」と弱々しい返事をした。そして、ちらりと組長さんの様子を窺う。

　何者かに呪いを受けているとしたら、その相手から送られるエネルギーのようなものを感じることができるはずなのだが、組長さんの身体からは、他の『生きている人間』の気配は感じられない。

　ただ少し気になるのは、組長さんの中に、ひどく不安定な『ゆらぎ』のようなものが見て取れること。不安や、恐れ、疑心暗鬼……濃密な負の感情が、ぐるぐると渦巻いている。そのせいで、同じような波長を持つ悪霊が寄り憑きやすくなっているらしい。

　となるとこれは、椿さんのように『祠を蹴り壊したせいで祟られた』というケースとは異なり、組長さん本人が招いたものということになる。組長さんのセリフを聞いていると、何か心当たりがあるみたいだし……。

「あなたを呪う相手に、思い当たるところがあるんですか？」

「ぐぬぅ……」

「多少はお力になれると思います。よかったら、話してみてもらえませんか。事情が分からないと、うまく浄霊できないんです」

「そおか……せやんな……うん、せやな」

　そんな僕の問いかけに、組長さんは俯いていた視線を持ち上げた。

「三ヶ月ほど前から……やな。とある手紙がわしのもとに届くようになった」

「手紙？　誰からです？」

「……わしの本当の息子、と名乗る男からや」

「本当の息子？　え、でも……」

　——この人に実子はいないんじゃなかったけ？　だから椿さんを養子にしたんだよね。確か、一人の女性に操を立ててるって聞いたような……。

と、ひっかかりを覚えたけれど口に出すのは憚られ、僕は組長さんの言葉の続きを待つことにした。すると組長さんは、ごほごほっと咳払いをしたのち、重たい口調で語り始めた。

「自分こそが、真行寺組を継ぐにふさわしいと。どこの馬の骨とも分からない椿のことは認めない。そんな偽物は殺してやるとまで書かれとってな」

「きょ、脅迫じゃないですか！」

「うむ……。どうせ、敵対する組の嫌がらせか何かやろと思って、その手紙のことは放置しとった。そしたらや……うちのシマを荒らす天竜会とかいうチンピラ集団が現れたやろ。どうせポッと出のイキったガキどもやろと思ってんけど……」

　——それが、椿さんが最初に祠を蹴倒したときの、抗争の相手……。

　椿さんとの会話を思い出し、僕はハッと息を飲む。そんな僕の様子を、遊佐さんはじっと見据えていたらしい。ふと目が合うと、さらりと視線を外されてしまった。

「そいつらシメて来い言うて椿を向かわせたが、そこにおったんは売人崩れの下っ端ばかりやった。とっ捕まえてアタマの居場所吐かすつもりやったけど、指示は全部メールや電話で、会ったことも顔を見たこともないと」

「はい……」

「そしたらな、今度は天竜会のリーダーを名乗る男から、わしのプライベートな番号に電話かかってくるようになった。『俺がいるのに、あんな奴を若頭に』『あいつが死ねば、俺を後継者にするしかないな』……と、薄暗く笑いながら恨み言をつらつらと」

「死……」

「家ん中で幽霊が見えたり金縛りに遭おうたり、体調不良が続くようになったんもこの頃からや」

　——例の抗争の後からとなると、椿さんの引き起こした『祠蹴り倒し事件』ともまったく無関係ではなさそうだな……。

　そんなことを考えつつ、他に何か言われなかったかと問いかけると、組長さんは腕組みをしてまた深く項垂れ、絞り出すような声でこう言った。

「わしが昔孕ませた女の名前出してきて……自分は、その息子や、と。まさか忘れたわけやないやろな、と」

「……ん？　孕ませた女？　あの、失礼ですけど、組長さんは一人の女性を想い続けていて、子どもはいなかったんじゃなかったでしたっけ？」

　混乱のあまり、ついさっき感じた疑問が思わず口から出てしまう。すると組長さんはギロォ……と僕をきつく睨めつけた。チビりそう……。

「な、何でそれを……！　ああそうか、椿から聞いたんか……」

「は、はい……そうです」

「ハァ……あいつ、そんなことまで先生に。まあええ、これから話すことは絶対に他言無用ですよ。特に、椿には言うたらあきませんよ！」

「はぁ……」

　組長さんが語った内容は、こうだ。

　幼い頃からヤクザとしての道を生きてきた組長さんは、高校時代、一人の女子学生に恋をした。彼女は美しく学年一の才女で、誰からも憧れられる高嶺の花。例に漏れず組長さんも、その女性にぞっこんだった。

　当時組長さんは、学校一の不良として名を馳せており、学内において最強の権力を持っていた。舎弟に命じてその女子学生を攫わせて、好きなようにすることなど容易いこと。だが組長さんは純情だったため、そんな非道なことができるうはずもなく、何もないまま高校は卒業。

　そしてその五年後、組長さんは場末のクラブで働く件くだんの女子学生と偶然再会する。

　その頃には、組長さんは真行寺組若頭として派手な生活をしていた。女子学生は親の借金を背負わされ、健気に水商売をして生活していたのだ。不憫に思った組長さんは、是非とも彼女を助けたいと思った。

　ヤクザの若頭として悪行を重ね、様々な遊びを覚えた後だったが、彼女に対してはどうしてもうぶな気持ちが蘇ってしまう。だが、多少強引に攻めなければ、頑なな彼女は落ちそうにない。

　そこで、『借金を肩代わりしてやるから、俺の嫁になれ』と柄にもなくオラオラ迫ったら、彼女は戸惑いながらもＯＫをくれたらしい。

　うまく結婚に漕ぎ着けることができ、幸せの絶頂だった組長さんだったが……問題は夜の生活だった。

　かつて憧れた高嶺の花が相手と思うと、緊張しすぎてモノが勃たない。不甲斐なく、死にたくなるほどのショックだった。

　他の女たちは散々派手に喘がせてきたのに、いざとなるとまったく役に立たない。『疲れている』だの『飲みすぎたからだ』と言い訳をしつつ様子を見たが、一向に事態は改善しない。

　だが、試しに夜の街で他の女と試してみたら、滞りなくコトに及べた。最後まで致すつもりはなかったが、すっかり欲求不満が溜まっていた組長さんは、勢いでその女とセックスをしてしまったという。

　妻とは致すことができず、己の有効性を試すために他の女と浮気をする……いびつな結婚生活が続いた頃、浮気相手が妊娠した。たまたま入ったクラブで出会った若い女だ。まだ十九歳だったその女は、頭は悪いが積極的でたいそうエロく、新鮮だった。酒の勢いもあり、誘われるままそういうことになった結果、その女は妊娠した。

　ヤクザに情婦は付き物だということもあり、組長は罪悪感を抱えながらもその子どもを認知しようとした。だが女は『別に認知しなくていいからお金だけ定期的に送って』と言い、組長さんの前から姿を消してしまい——

　そして結局、浮気はバレた。

　だが、妻はそれを責めることもなく、『自分のせいだ』と罪悪感を募らせ、心を病んでしまった。

　そして組長さんは泣く泣く、自分から離婚を切り出したのだった。

　極道の世界から解放されれば、また別の生き方も出来るだろうと——

「その人のために、今は身を謹んでいる、と」

「うむ……せやな」

「事情はどうあれ、浮気しまくった挙句よそで子どもを作ってしまったことへの罪滅ぼし、ということですか？」

「………………全くもって、その通りや。ていうか、そんなハッキリ言わんでも……」

「いえ、どうオブラートに包めばいいか分からなかったというか」

　僕のまとめに対し、組長さんはしおしおと萎れてしまった。それを見た遊佐さんはかすかに肩を揺すりつつ、腕組みをして口元を拳で隠し、迫力のない目つきで僕を睨んだ。

「ふっ、ふふっ、こらガキ、組長に失礼やろ。言いにくいことはっきり言いよって、組長の古傷に塩塗ってどないすんねん……ふふっ、ふっ、もっと言うたれ」

「せやから聞こえてんねん遊佐ァ!!　お前はわしを何やと思てんねんクビにすんぞコラァ!!」

　グワッと三白眼になって遊佐さんを叱ったあと、組長さんはまた「ゴホォォ!!」と派手に咳き込んだ。と同時に、背後の悪霊たちが『ゔァ〜〜〜〜……』と呻き声を上げた。ん？　どうやら、組長さんの負の引力が強すぎて、離れたくとも離れられずもがき苦しんでいるらしい……気の毒に。

　僕は腕組みをした。

　つまり、その浮気相手の生んだ子が立派なチンピラに育ち、かくかくしかじかで組長さんが実の父親だと知り、真行寺組組長の座を狙っていると言うことか。実子である自分こそが『真行寺組組長』の座に相応しいと——

　そして組長さんは過去を悔いるあまり悪霊を呼び集め、自ら不調を深めている、ということだ。

　だが、この悪霊の数は多すぎる。おそらく、椿さんから影響を受けているに違いない。あの人に惹かれて寄ってくる悪霊の一部が、組長さんの負の感情に吸引されているのだろう。

　——うーん、椿さんの霊媒体質が、こんなとこでも悪影響を生むなんて……。

「皆……きっとわしを恨んでんねやろな……不義理ばかり働いて、のうのうと生きながらえているわしを恨んで、呪ってんねや……せやないと、ここ最近の恐怖体験に説明がつかへん……」

と、蒼白な顔で泣き言を口にする組長さんの台詞に、僕はふと、引っ掛かりを覚えてしまう。

　一家の問題に僕みたいな部外者が口出しをしていいわけがないと一瞬迷ったけれど、どうしても、我慢することが出なかった。

「あの……こんな大事なことを、椿さんには隠しておくんですか？」

「……わしはあいつの強さを見込み、最初からこの組を託すつもりで、厳しく大事に育ててきた。当然、椿もそのつもりでおるやろ。せやのに、よそに実の息子がいたと知ったら……話がちゃうやろ言うて、ブチギレてやけを起こすかもしれへん」

「……そうでしょうか」

「それに、悪霊なんかに怯えているところを、あいつに知られとうないしな……」

　その点についてはあまり問題ないような気もするのだが……僕は小さく首をひねった。

　これまではどうだったか分からないけれど、今の組長さんは、明らかに椿さんよりも実の息子の存在を重要視している。そしてその実の息子は、椿さんの存在を疎ましく感じていて、『殺す』と脅迫までしているのだ。この状況を放置したまま、椿さんに真行寺組を継がせようというのは、無理があるのではないだろうか。

「……僕は、ちゃんと話した方がいいと思います」

「何やと？」

「椿さんは、強い人です。たとえこの事実を知っても、やけを起こしたりするような人じゃありませんよ」

「ほう……」

　組長さんの目つきが鋭くなる。

　僕みたいながきんちょが生意気を言っていることに腹を立てているのだろうし、組長さんの視線が怖くて怖くてたまらなかったけど、僕の口は止まらなかった。

「少しの間は隠し通せたとしても、それでいいんでしょうか。こういうことって、誰かの口からきっと漏れますよ。そうなる前に、組長さんからきちんと話した方がいいと思います。悪意のある誰かから聞かされたら、椿さんは裏切られた気持ちになると思います。……傷つくと思います」

「……」

「椿さんは……あなたのことも、この組のことも、子分の皆さんのことも、『家族みたいだ』って言ってました。大事に思ってるんです。だからこそ、こんな隠し事は……」

「もうええ、紬」

　必死で組長さんを説得する僕の声を遮って、聞き慣れた声が和室に響いた。

　驚いた僕が言葉を切ると、スッと静かに襖が開く。

「全部聞かせてもうたで、オヤジ」

「椿……」

　感情の読めない淡々とした表情で、椿さんが佇んでいた。


    
        21、喜ぶヤクザ


「お前……どっから聞いててん」

「実の息子に脅されてる、ってとこからかな。最近なんや様子がおかしいな思てたら、そういうことやったんか、オヤジ」

　椿さんはのっそりと和室に入って来ると、僕の隣に腰を下ろした。

　怪我をしている様子がないことに、僕はまずホッとしていた。見ると、椿さんは白いＴシャツにジーパン、その上にスーツのジャケットというちぐはぐな格好だ。髪もやや乱れたままである。身支度を整える余裕もなくここへ駆けつけてくれたのかと思うと、なんだかすごくホッとした。

　だが、組長さんはそれどころじゃないご様子だ。たらたらと冷や汗を流し、蒼白な顔がさらに青くなっている。

「すまん、椿。わしは、お前に……」

「別にええて。そら、めっちゃちっこいガキの頃から我が子のように育てられてた、とかならもっとショックやったかもしれへんけど、俺があんたの養子になったんは十八の頃やで？　男女の修羅場なんざクソほど見て来たんや。隠し子の一人や二人、んなもん、隠し事のうちに入らへんわ」

「……え？　そ、そうなん？　わし、けっこうお前のこと可愛がってたつもりやってんけど？」

　拍子抜けしたような、残念なような口調でそんなことを言う組長さんに、椿さんは薄く微笑んだ。

「俺を信頼してくれてんのは分かってた。俺の根性を認めてくれてるってことも」

「……」

「それは、普通に嬉しかったけどな。ちゅーか、呪いやなんやいうてウジウジ悩むんやったら、そいつに直接どうしたいんか聞いたったらええねん」

「直接、やと？」

　眉根を寄せる組長さんに向かって、椿さんはすっと手を持ち上げた。そしてこともなげに、こんなことを言い放つ。

「天竜会のリーダーの居場所が割れた。引きずり出して、ここへ連れてきたるわ」

「なっ……なんやと」

「俺としても、コソコソ脅迫することしかできひんようなガキに、真行寺組は渡せへん。言いたいことがあるなら、面と向かって言うてもらうで」

　強い口調でそう言い切った椿さんは音もなく立ち上がり、ガシッと僕の上腕を掴んだ。そして、引きずられるように立ち上がった僕の肩を強く抱く。

「そういうわけやから、オヤジはここで大人しく待っとけ。ええな」

「えっ……ていうか、ちょお待て待て待て待て！　わしはな、そちらの先生に大事な用事があってやな……」

「は？　なんや先生て。それって紬のことか？」

「はうっ……。いや、それは……」

「ちゅうか、なんやねんあれ。遊佐つこて紬拉致るとか許されへんで！　そら、早う俺の嫁の顔が見たいっちゅう事情は分からんでもないけどやな、こういうことはきちんと筋通せって、オヤジいつも言うてたやろ！」

「ん？　嫁？　それはどういう……あ、おい、椿!!」

　椿さんは僕の手をむんずと掴み、微妙な空気になっている和室を後にした。

　——……嫁って僕のこと、だよな。にしても嫁って……。　

　やや頬を赤らめつつ組屋敷の門をくぐると、いつものように黒塗りのセダンが一台停車していた。その後部座席に僕を押し込んだあと、椿さんもするりと身体を滑り込ませてくる。そしてそのまま、僕をぎゅっと抱きしめた。息が止まるほどに、強く強く。

「ぐっ……ぐるし……」

「ごめんな、紬!!　急にあんなとこ連れて行かれて、怖かったやろ……!!」

「い……い、いえ」

「俺がついていながら、不甲斐なさすぎてほんっま情けないわ……！　今すぐ指詰めて詫びを……ッ」

「だ、だめだめだめ!!　小指大事!!　小指は大事にしてください!!」

　内ポケットからドスを抜き、小指をセルフカットしようとしている椿さんの両手を慌てて掴む。

　すると椿さんは、ふと真剣な表情になり、間近でじっと僕を見つめた。

「な、なんですか……？」

「紬は……ほんまに俺のこと、よう分かってくれてんねんな」

「え？」

「お前がオヤジに言うてくれたこと。あれ、めっちゃ嬉しかったで」

　椿さんが組長さんや組の皆さんのことを大切に思ってるのだと訴えたことを、椿さんは聞いていたらしい。

　僕はなんとなく照れ臭くなって、すぐそばにある椿さんのきりりとした目から視線を逸らした。

　だがすぐに顎を掴まれ、改めて椿さんと向き直らされてしまう。黒く艶やかな瞳にまっすぐに見据えられ、抑えようがなくどきどきと胸が高鳴った。

「……好きやで、紬」

「っ……」

「ごめんな……。いつもいつも、面倒ごとに巻き込んでしもて」

　そう言って眉を下げ、申し訳なさそうな顔をする椿さんの表情があまりにも可愛く思えて、僕は内心ウッと詰まった。

　確かに、椿さんと出会ってからこっち、お祓い三昧だし警察にもヤクザにも攫われるしで、平穏だった僕の生活は大騒ぎだ。でも不思議と、それを煩わしいとは思えない自分がいる。

　当然、怖くなかったわけでもない。攫われるたび、何かひどいことをされるのではと悪い想像をしてしまい、不安に震えなかったわけでもない。

　でも心のどこかで、絶対に椿さんが来てくれると確信していた。どんな状況でも、椿さんがいてくれさえすれば大丈夫だと思えた。

　ヤクザなのに怖がりで、憑かれやすくて、問題ばかり持ってくる人なのに、どうしてだろう。

　椿さんがそばにいてくれるだけで、僕まで強くなれる気がしてしまうんだ。

「へへ……。もう、慣れましたから」

　自然と表情が緩んで、僕はふっと微笑んだ。

　そんな僕の笑顔を見て、椿さんが目を瞬いている。

「お前の笑った顔……初めて見た」

「えっ？　そうでしたっけ」

「そうやで！　なんやもう……めっちゃ嬉しいやん。……もう、ほんっまにお前」

「わっ……」

　椿さんはぎゅうう、と僕を抱きしめ、僕の髪に愛おしげに頬ずりをした。

　僕はこれまで、どんな顔で椿さんと過ごしていたんだろう。ほんの少し笑っただけでこんなに喜んでくれるなんて……そんなの、めちゃくちゃ嬉しいじゃないか。

　ついつられて、ふふ、ふふっと笑いがこみ上げてくる。すると椿さんは僕の両頬を手のひらに挟み、とろけるように甘い眼差しで僕を見つめた。

　——もう、かなわないな……この人には……。

　いつだってマイペースで、自信満々で、明るくて、賑やかで、優しい人。僕はいつの間に、こんなにも椿さんのことを大切に思うようになっていたのだろうか。

　言いたい。伝えたい。椿さんの気持ちに、きちんと自分の言葉で応えたい。ようやく自覚できた自分の感情に、はっきりとした形を与えたい……。

　僕は深く深く息を吸い込み、頬に添えられた椿さんの手をぎゅっと握った。

「僕も……好きです」

「ん？　……えっ？」

「椿さんのこと……好き、です」

「……紬」

　形良く整った椿さんの双眸が、小さく見開かれる。

　しばし沈黙が続き、穴があくほどに僕を見つめ続ける椿さんの目力に負け、僕はぎゅっと目を瞑った。

「な、なんで黙ってるんですか！」

「い、いや……お前の気持ちは、誰よりも理解しとるつもりやったけど……」

「はぁ」

　一体いつからどの程度きちんと理解されていたのかどうかは果てしなく謎だけど……椿さんは現実を確かめるようにゆっくり瞬きをし、そしてほんのりと頬を赤く染めた。

「そんなふうにハッキリ言われたら……ど、どないしょ」

「なにがです……？」

「なんやこれ、幸せすぎんねんけど」

　椿さんは噛みしめるようにそう呟くや、僕の唇に優しいキスを降らせた。そのまま革張りのシートに押し倒され、さらに深く唇が重なり合う。

　口を開いて先をねだれば、椿さんはすぐに応じてくれた。あたたかい舌で僕の口内をゆったりと愛撫しながら、時折うわごとのように僕の名を囁く。愛おしげに響く甘い声音が、僕の鼓膜を切なく震わせた。

　もっと、もっとこうしていたかったけど、椿さんはふっと僕から顔を離す。

　そして、指の背で僕の頬を撫でながら、掠れた声でこう囁いた。

「この件が片付いたら……お前のこと、抱くからな」

「へっ……」

「もう我慢すんのはやめや。お前のこと全部、俺がもらうで」

　凄みさえ感じさせられるほど、ひりつくように必死な目つきだった。深い色をした漆黒の瞳に、心も身体も囚われる。

　こんなにも熱い眼差しに抗えるわけがない。僕は無意識のうちに、こく、こくと、何度も頷いていた。

「ふ……ええ子や。ほんなら、さっさとオヤジの隠し子捕まえにいこか」

　難しそうなことをこともなげにそう言うと、椿さんはシートに座り直して僕を引き起こした。そして、コンコン、と後部座席の窓ガラスを叩き、「岩瀬、行くで」と命じている。……どうやら一連の流れを、岩瀬さんに見られていたもよう……。

「紬さん、お疲れ様です」

「はぁ……お世話になります」

　スッと運転席に乗り込んでくる岩瀬さんは、普段と変わらずドスの効いた顔だ。だが何とは無しに表情は柔らかく、なんだか少し嬉しそうに見えるような……。

　ほのぼのとした表情を隠すように、岩瀬さんはスッとイカツいサングラスをかけた。そしてエンジンをスタートさせながら、事務的な口調で椿さんにこう告げる。

「天竜会のリーダーは、例のクラブのＶＩＰルームで複数の女と仮眠中。調査部の奴らからの報告です」

「ほー、のんきにお昼寝中かいな」

「下のやつらに、すでに店は囲ませています」

「そうか。さぁて、どう攻めたろかなァ」

　ニタァァと、さも楽しげに悪い笑みを浮かべる椿さん……うん、すっごくヤクザの顔だ……。

　その時、椿さんの膝の向こうから、ひょいとポメラニアンが顔を出した。そしてついでのように三毛猫まで現れて、大あくびをしながら椿さんの首に巻きついている。よほど椿さんが気に入っているのか、どうやら、ずっとくっついていたらしい。

　思わず、「わぁ、ポメ助とミケ太もいたんだ」と口にすると、椿さんが訝しげな表情でこっちを見た。

「んあ？　ぽめすけ？　みけた？　誰やねんその男」

「男？　こないだ椿さんに憑いてたポメラニアンと、三毛猫の霊です。椿さんが好きみたいで、ずっと背後に……」

「ヒッ……ヒィィィ!?　ずっと背後に!?」

　真っ青になって震え上がり、ガタガタと騒々しく後部座席を見回しまくる椿さんだが、動物たちは呑気なものだ。どうやら取り憑くつもりはないようで、椿さんのそばをふよふよと漂っている。

　それを見た僕は、ちょっといいことを思いついた。


    
        22、怒れるヤクザ


　到着した場所は、飲食店が連なるビル街だった。

　きっと、夜はネオンがギラついて、派手に着飾った男女で賑わうような場所だろう。けど今はまだ昼すぎということもあって煌びやかさはなく、閑散としていた。

　——どうしよう、勢いでカチコミについてきてしまった……！　き、き、緊張する……！

　思いつきもそのままに椿さんたちに同行してしまったのだが、現場を前にすると流石に震えた。怖いし、緊張するし、怖いしで、気を抜けば膝ががくがく笑いそうになる。だが、一緒に行きたいと言いだしたのは僕だ。ここで怖気付いている場合ではない……！　

「……しかし、紬さんを連れて行くなんて、大丈夫でしょうか。危険では？　人質にでも取られたりしたら……」

　雑居ビルの階段を地下へと下りながら不安を口にしているのは、僕の後ろを歩く岩瀬さんだ。すると、僕の前を歩く椿さんがこっちを振り返り、不敵に唇を吊り上げる。

「俺がそんなヘマすると思ってんのか？　岩瀬」

「はぁ、するかもしれません……」

「……宍戸といいお前といい、最近思ったこと口に出しすぎちゃう？」

「す、すみません」

「そういや宍戸はどこ行きよってん。全く電話も繋がらへんし、今度会ったらマジぶん殴る」

　立ち止まってこめかみに青筋を浮かべ、プリプリ怒っている椿さんを「まあまあ」と宥めつつ、僕は岩瀬さんに微笑んで見せた。

「僕なら大丈夫ですよ。ちょっと考えがあるんです」

「しかし……」

「それがうまくいけば、ひどい暴力沙汰にはならないかもしれません。僕は一般人なので、撃ち合いとか殴り合いは怖いし、あんまり見たくないっていうか」

　僕がへら、と笑うと、岩瀬さんのいかつい表情がちょっと緩んだ。

　椿さんや岩瀬さんが危険に晒されるところは見たくないし、そして真行寺組の人たちが傷ついていくのも防ぎたい……。僕なんて足手まといでしかないだろうけど、椿さんは僕の提案を聞いた上で利用価値があると踏んだのか、こうして同行することを許してくれた。

　だが、不安はある。絶対にうまくいく保証なんてないからだ。

　でも、それでも。ただ待っているだけなんてこと、もうできない。

「若、ここです」

　地下二階の最奥にある黒い扉の前で、僕らは立ち止まった。

　その扉の前には前田さんと後藤さんが立っていて、その足元には二人の大柄な外国人が倒れている。料理だけがお仕事じゃなかったんですね……。

「ッス、若、紬さん。お疲れ様です！」

「あ、どうも……」

「外にいた奴らは、全員ふん縛りました。裏の通用口も固めてあります。感づかれている様子はありません！」

　きびきびと状況報告をする声を聞き、椿さんは満足げに頷く。そしてサングラスを少し下げ、目をギラつかせてニヤリと笑った。

「よし。……ほな、いっちょカチ込んだろやないか」

「ウィッス!!」

　気合の入った声が、薄暗い廊下に低く響く。

　いよいよか……!!　と僕の緊張感もマックスだ。

　スキンヘッドの前田さんがガンッ!!　と扉を蹴り開けて、僕たちはクラブの中へずかずかと進入していく。すると、店の中で働いていた数人のボーイが目を剥いた。

「な、な、何やお前ら……!!」

　先頭に立つ椿さんはサングラスにスーツ姿だし、左右に立つのはスキンヘッドとポニーテールのいかついおじさん。そしてしんがりに立つ岩瀬さんはプロレスラー顔負けの体格を持つ大男とあって、黒服さんたちが真っ青になるのも無理はない。

「はいどぉも〜、真行寺組のモンですけど」

　ゆっくりとサングラスを外しながら、椿さんがずいと前へ出た。

　するとフロアに三人いた黒服たちが、じりじりと後ずさり始める。

「や、や、ヤクザが何の用や!?」

「まぁ落ち着け、そこ動くな。別に、あんたらをどうこうしに来たわけやない」

「じゃ、じゃあ何や」

「今ここに、天竜会とかいう胡散臭いガキどもがいてるやろ」

「っ……そ、そんな奴らは、ここには……」

「ふうん。……ほんま？」

　椿さんが視線で圧を加えると、黒服たちがさっと目線を交わし合う。冷や汗を浮かべている人もいて、明らかに挙動不審だ。ここにその男がいるということを、態度で示しているようなものだろう。

「へぇ〜、いいひんねや。ほな、勝手に探さしてもろてもええなぁ？」

「そ、それは……」

「オイ、お前ら。ちょっとこの店見学さしてもらえ」

「ッス」

「ちょ、ちょっと待っ……」

　ボーイ達を押しのけて、奥へと進む。

　黒を基調とした内装の店は、あやしい高級感が漂っている。絨毯の敷き詰められたフロアを進むと、廊下の先に観音開きの赤い扉が見えた。椿さんがその扉に歩み寄り、前田さんたちがドアを背にしてノブを握る。革張りのドアの奥からは、かすかに男の笑い声のようなものが聞こえてきて、僕の緊張はいよいよ高まった。

「紬、怖ないか？」

「えっ……？　あ、は、はい！　大丈夫です……！」

「絶対に、俺から離れたらあかんで。ええな」

「はい……分かりました」

　僕が勢い込んで頷くと、椿さんは横顔で僕を振り返って微笑んだ。踏んできた場数が違うので当然なんだろうけど、僕とは違って、どこまでも余裕の表情だ。勝気な笑顔が頼もしく、綺麗だった。

「っしゃ、開けろ！」

「ッス!!」

　椿さんの声とともに、ドアが大きく開け放たれる。前田さん達が「オラァァ!!　真行寺組じゃあ!!」とドスの効いた声を響かせながら押し入ると、漏れ聞こえていた嬌声が悲鳴に変わる。僕たちと入れ違いに逃げていく女性たちと、その悲鳴や足音がバタバタと響いた。

　椿さんが、悠然と部屋の中心へ進む。

　大きなシャンデリアがぶら下がった広い部屋の中心には、大きな丸テーブルが鎮座していた。そしてそのテーブルに沿うように、湾曲した真っ赤なソファが置かれている。

「お前が、天竜会のアタマか」

　そのソファのど真ん中に、若い男が踏ん反り返って座っていた。男は上半身裸で、だらしなく開いた脚の間に誰かを跪かせている。逃げきれなかった女性だろうか。

　煙草や酒、香水の臭いが充満し、衣服や女性ものの下着などが散乱しているそこは、アダルティな荒んだ世界だった。田舎暮らしの僕には刺激が強すぎて、ついついまばたきが増えてしまう。

「へぇ〜〜誰かと思えば。真行寺組の若頭様じゃありませんか。こんなむさ苦しいところに、わざわざどうも」

　気怠い雰囲気を漂わせた若い男が、にたりと笑いながら舌舐めずりをした。

　顔立ちは、さすがのように組長さんによく似ている。それはもう、驚くほどに。

　だが、上背があり肩幅は広いものの、筋張った不健康な体つきだ。肌の色もくすみがかっていて、若そうな顔立ちの割に老け込んで見える。

「お前、うちのオヤジ脅して、真行寺組継ぎたいとか甘えくさったこと言うてるみたいやなァ」

「脅しだぁ？　人聞きの悪いこと言うなって。俺は、あんたんとこの組長さんの実の息子だ。正当な権利を主張しているだけだと思いますけど？」

　組長さんの実子——岩瀬さんの調べによると、名前は永田愛人まなと、二十五歳——は、寛げていたジーパンのベルトをゆっくりと直しながら、椿さんを見据えてニヤリと笑った。

　椿さんは靴音を響かせて、さらに永田に近づいた。そしてスラックスのポケットに手を突っ込み、威圧的な態度でジロジロと永田を眺め回す。

「正当な権利、ねぇ。バカそうなツラして、えらい難しい言葉使わはりますなぁ」

「……ハッ、言ってろ。これまで俺が留守してる間、真行寺組を守ってくれてたんだって？　アリガトウゴザイマシタ、おにーちゃん」

「そらご丁寧にどうも。……せやけどなァ、お前みたいなヤク中のクズには、真行寺組の頭は務まらへんなぁ。知らんのか？　うちはクスリはご法度や」

「へ〜〜そうなんだ。ヤクザのくせに随分とヌルいこと言うじゃねーの。こんなに金になる仕事、他にねーのになぁ？　お前もそう思うだろ？」

「あっ……」

　永田は荒っぽく、跪かせていた人物の髪を鷲掴みにする。

　強引にこちらを振り返らされた人の顔を見て、思わず口から驚きの声が漏れた。同時に椿さんが派手に舌打ちし、背後で岩瀬さんも「あいつは……」と苦々しく呟いている。　

「あ、アニキぃ……。すんません、ヘタこきました……」

　両腕を背中で一括りにされ、上半身裸で囚われているのは、なんと宍戸さんだった。

　何発か殴られたのか、ほっそりした頬が腫れている。うるうると涙目で心細げに椿さんを見つめる宍戸さんの肌には、あちこち赤い痣が散っていて……何されたんだろ。

「こいつさぁ、ここ最近この店の前ブラついてやがったんだよ。お前の犬だろ？」

　永田は人を食ったような態度でにやつくと、宍戸さんの身体をこちらに向かせた。そして僕らの目の前で、宍戸さんの耳孔をベロォ……と舐め上げる。宍戸さんが「あヒィ……」と怯えたように声を震わせているが、椿さんは腕組みをしたまま、ぬるい目つきで宍戸さんを見下ろしているだけだ。

「知らんなぁ、そんなアホ犬」

「えっ、うそぉ!?　アニキ!!　俺です!!　俺ですやん!!」

「はぁ？　君、どちらさん？　遊佐にいいように使われとった挙句、わざわざ自分からアホガキどもに捕まりにいくような駄犬、飼った覚えないねんけどなぁ〜？」

「アッ……その、すんませんっしたぁぁ!!　ちゃうんです!!　あの、あれには色々とワケが……!!」

　だらだらと冷や汗を流しながら、椿さんの許しを乞う宍戸さんの髪を、永田はもう一度引っ張った。白い首筋がぐいと仰け反り、永田は舌を長く伸ばしながらその首筋を舐め、背後から腕を回して宍戸さんの乳首を弄ぶ。……あ、ああ、宍戸さんの貞操が危機……!!

「ぬぉっ……ぁ、っ……アニキの前でッ……やっ、やめぇハゲっ!!」

「カワイイ顔してっから、ちょっとくらい遊んでやろうかと思ってたとこなんだ。でも全っ然色気ねぇから、ちょっとイイもん使ってやろっかなってな」

　す……と持ち上がった永田の指には、少量の液体を収めた細い注射器が挟まっていた。

　それを見た椿さんの表情が、ガラリと冷たいものへと変貌する。

「最近手に入れたシャブだ。ちょ〜っとキツめの媚薬、って感じかな？　感度がすげぇ良くなるっつってさ、変態親父共に大人気。ハハッ、あんたもどうだ？」

「……クソが」

「クスリはご法度とか、ハァ？　んなのつまんねぇだろ？　まぁ、これから俺が変えてってやるよ。クスリは金になるし、リピーターも絶えねぇ。誰も彼も、クスリ欲しさに俺の言いなりだ。ククッ……手駒だって、いくらでも手に入るんだぜ？」

「手駒、やと……？」

「ハハハっ!!　この俺が、真行寺組強くしてやるっつってんだよ!!　そうすりゃ、組長サンだって俺を認めるしかなくなるだろ？　あんたみてぇなニセモノよりも俺の方が使えるってことが証明できりゃ、グズってる親父だって簡単に折れんだろ!!　ハハッ、大丈夫大丈夫！　あんたのことも、ヌルいヤクザ共も、女も、俺がちゃあんと面倒見てやるからよ!!」

　永田はギャハハハと気が狂ったように笑いながら、宍戸さんの上腕に注射針を近づけた。それを見た真行寺組の人たちが動こうとするや、永田は「動くんじゃねぇ!!」と一喝する。と同時に、空間を仕切るカーテンの向こうから、ぞろぞろとガラの悪いチンピラたちが出てきたではないか。人数にして、ゆうに十人はいるだろう。

「このクスリ打たれちまったら、俺一人相手するくらいじゃおさまらねぇだろうからな。こいつらに輪姦マワさせる」

「ええええ……？　う、ウソやろ……!!」

「どうするよ、ニセモノのお兄ちゃん。お前が素直に若頭降りるって宣言すんなら、こいつをシャブ漬けにすんのはやめてやってもいいけど？」

　真っ赤なソファの背後にずらりと並んだ卑しい顔が、宍戸さんの怯える顔を見てニヤニヤと笑っている。そして永田は、さらにこう付け加えた。

「ま、降りたところでタダじゃ帰さねーけどな。……このバカ犬もカワイイ顔してっし、てめぇも美形だ。ヤクザの若頭様がグズグズに犯られるっていう絵面、マニアにかなりウケるだろうなァ」

　——そんな、ひどい……!!

　こんなにも卑しいことを軽々しく実行しようとしてしまえる人間がいるということに、僕は心の底から驚愕していた。

　こんな男が、真行寺組を継ぐ？　そんなことがまかり通るはずはないけれど、この状況を乗り越えなくては、宍戸さんがあの麻薬を打たれてしまう。

「……ゲス野郎が」

　吐き捨てるように、椿さんが低く凄んだ。

　冷えた眼差しには怒りの炎がゆらゆらと揺らめいて、かすかに震える椿さんの拳に、血管がくっきりと浮き上がっている。

　僕はそっと、椿さんの腕に触れた。

　すっと目線を下げた椿さんをしっかりと見上げて、僕は深く息を吸う。

「……僕に、やらせてください」






　　　　　　＋






「ははっ！　なんだそのガキ。そんなガキまで雇わなきゃいけねぇほど、おたくら人手に困ってんのかよ」

　一歩前に出た僕を見て、永田がゲラゲラと大笑いした。

　背後にいるチンピラたちも、ダサい学ラン姿の僕を指差し、「でもカワイイくね？　ああいうの一回ヤッてみたかったんだよなぁ〜」と下衆な目つきで僕を値踏みし始めた。

　椿さん以外の男の人に、そういう風に見られるのは初めてのことだ。同じ男に、こうして性的な欲望を向けられることがこんなにもおぞましく、恐ろしいものであるということを、僕は今初めて知った。

　だが、そんなことを気にしている場合ではない。

　僕はすぅ……と息を吸い、ぱん、と一つ柏手を打った。

　そして、とある祝詞を奏上する。






『高天原たかまがはらに坐まし坐して　天と地に御働みはたらきを現し給う龍神りゅうじんは　萬物よろずのものを御支配ごしはいあらせ給う王神おうじんなれば　一二三四五六七八九十ひふみよいむなやことの　十種とくさの御寶みたからを　己おのがすがたと変じ給いて　自在自由じざいじゆうに　天界地界人界てんかいちかいじんかいを治め給う』






　突然、声高に意味の分からないことを言い出した僕に向け、訝しげな視線が集中する。

　これは『龍神祝詞』という、龍神を祀る神社だけが使用する祝詞だ。

　日本に伝わる『龍』は、水神様が変化へんげしたものであると言われている。代々僕の家族が守ってきた白水神社もまた、水神様をお祀りする社だ。

　この特別な祝詞には厄災や穢れを祓う力があると同時に、水神様を祀る家系の者に宿る霊力を、一時的に高める効果がある。実際、この祝詞を唱え進めてゆくにつれ、周囲の見え方が微妙に変化しつつあった。

　霊的な存在が、青緑色の淡い光を帯びているように見える。普段から視えている悪霊たちの周りには、ひときわ鮮やかな強い光が。そして、いつもならば見えないような微力な霊魂でさえ、ほのかな光を抱いているように視えるのだ。

　——すごい……。これなら、やれる……!!

　そこら中に存在している霊の意識が、一斉に僕に集まるのを感じた。それはとても恐ろしい感覚だったけれど、僕の言葉が届いているという実感に歓喜もしていた。

　僕は念じる。

　そこにいる霊たちに向かって、念を通じて呼びかける。






『我に力を貸し給え　さすれば　黄泉への道筋我が示さん

　荒ぶる魂　言の葉に　今ここに響かせ給え——』






　一瞬の静寂の後、バシッ!!　パリン!!　と、手始めのように軽いラップ音が発生する。

　僕の真後ろで椿さんが「んぐゥ！」とくぐもった悲鳴をあげているのが聞こえてくるが、今は我慢してもらうしかない。

「な、何やなんや!?　急に……うわぁ!!」

「み、見ろあれ!!　ガラスが……!!」

　テーブルの上に並んでいたグラスが、次々に粉々に砕け始めた。バン!!　バリン!!　ガシャン!!　と凄まじい破裂音とともにシャンデリアが粉砕し、降り注ぐガラス片にチンピラたちが一斉に慄き始めている。（ちなみに椿さんも慄いている）

　まさに阿鼻叫喚だ。逃げ回るチンピラたちに向かって、ワインやシャンパンの瓶が鋭く飛ぶ。それらが壁にぶつかって砕け、飛び散ったガラスによる傷から流れる鮮血の色が、その場をさらに混乱させた。裏から逃げようとするもドアが開かず、そこでまた一悶着。完全にパニック状態だ。

　だが、永田だけは様子が違った。僕の様子をじっと窺いつつ、慎重な目つきでポルターガイスト現象を見守っている。注射針は、あいもかわらず宍戸さんの首元に宛てがわれたままだ。

「ハッ、どうせインチキだろーが!!　お前の手下どもがエアガンぶっ放したりして遊んでんだろ！　そんなもんで、この俺がビビるとでも思ってんのか!?」

　永田は、宍戸さんの首を腕で戒めながら立ち上がった。そして、真っ青になりながらも毅然とした風を装っている（むしろ気絶寸前の放心状態に近いようだ）椿さんに向かって、ずいと注射器を突き出した。

「おいテメェ!!　んなことしたって無駄なんだよ！」

「……ぁ？」

「こんなモン脅しにならねぇ。……もういいや。全員まとめてシャブ漬けにしてやんよ」

「あ、アニキ……っ……！」

　注射針が、宍戸さんの肌をぷつりと刺す。

　今にも泣きそうな宍戸さんの表情を見て、椿さんの目の色が変わった。

　長い深呼吸をひとつしたあと、椿さんは素早く動いた。一足飛びに永田に向かって飛びかかり、手刀で注射器を弾いたのだ。

　そのまま流れるような動きで永田の懐に入ると、だらしなくパーマの伸びた永田の髪の毛を鷲掴みにし、ガンッ!!　と頭突きを炸裂させた。それはもろに脳天に響いたらしく、「ゥぐっ……」とうめき声をあげ、永田はぐらりとその場に膝をつく。そして宍戸さんが永田の手から逃れるのを見届けるや、椿さんは永田の横面に回し蹴りを極きめた。

　骨の砕ける音がかすかに僕の耳にまで届いてくる。蹴り飛ばされた永田の呻きと、飛び散った鮮血の色に、僕は思わず息を飲んだ。

「椿さん……!!」

　制止しようと声を上げかけた僕だが、椿さんがそれ以上拳を振り上げることはなかった。

「うえぇぇん、アニキィ……!!」と脚に縋り付いてくる宍戸さんをめんどくさそうに引き剥がしながら、転がっていた注射器をぐしゃりと革靴で踏み潰す。

　そして、ぼたぼたと鼻血を流す永田の前で大股を開いて腰を落とし、見事なヤンキー座りをした。

「舐めたマネしくさりよって。どう落とし前つけてもらおか」

「ナメてんのは……そっちだろ……!!　てめぇだって、ただのゴミみてーなチンピラだろーが!!　ちょっと腕っ節が強いってだけで、のうのうと若頭だァ？　ふざけんじゃねぇ!!」

「……ああ、俺はただのチンピラや。親も家も学もない、惨めな野良犬みたいなもんやった。……いや、今もそうかもな」

　永田はぐいと血を拭い、憎しみのこもった苛烈な目つきで椿さんを睨めつけた。そして、血まみれの指で椿さんの胸ぐらを掴む。だが椿さんはどこまでも静かな瞳で、永田の目をじっと見つめ返している。

「返せよ。お前が持ってるモンは全部、俺のものになるはずだったんだ。なぁ、なんでお前がそこにいんだよ？　なぁ、返せよォ!!」

　椿さんは無言のまま、永田の手首をぐっと掴んだ。

「そういう恨み言は全部、俺に言わんとオヤジに話せ。オヤジは後悔したはるわ。恨まれるのも無理はない、どうしてやればええんやろて、寝込むほど悩んだはる」

「ハァ？　今更なんだよ。ジジィの泣き言なんて聞きたくねぇ。俺は力が欲しいんだよ。ヤクザのアタマっていう、権力が欲しいだけだ」

「ヤクザの力なんてな、そんな大層なもんでもないねん。裏社会はただでさえ締め付けが厳しい上に、古くからのしがらみが多い。『ヤクザのアタマ』いうもんはな、そういう世界でうまく立ち回れるだけの知性と根性がなけりゃ、務まらへん」

「バカにすんなよ。そんぐらい分かってんだよ」

「どやろなァ。親父恋しさにグズり散らして、部下を『手駒』とか言うてまう薄情なゴミクソ野郎には、無理やと思うけど？」

「アァ!?　んだとテメェ!!」

　椿さんの冷静さと反比例するように、永田は苛立ちを撒き散らす。だが、今の永田に使える『手駒』はもういない。天竜会のチンピラたちは全て逃げ出し、広い部屋はがらんとしている。

　周囲を見回し、苛立ったように舌打ちをした永田は、観念したように椿さんから手を離す。そんな中、ラップ音だけはまだ微かに続いている。僕は静かに合掌し、力を貸してくれた霊たちを送り出す祝詞を唱えた。

「オヤジと話せ。そしたらちょっとは気ィ済むやろ。……おい岩瀬、こいつを縛れ。連れてくぞ」

「ッス」

　岩瀬さんが項垂れた永田の方へ歩み寄る。これでようやく終わりか……と力が抜けかけたその時、パンッ!!　と乾いた音が炸裂した。

　——え……？

　火薬の焦げたような匂いが、僕の鼻腔を刺激する。

　ぐら……と、岩瀬さんの巨体が、ゆっくりと傾いだ。脇腹を押さえ、苦しげな呻き声を上げて……。

　椿さんは素早く僕を背に庇い、ベルトの腰部分に差していた短刀ドスを抜いた。一瞬にして緊張状態に逆戻りした部屋の中に、永田の笑い声が高らかに響く。　

「こいつ拳銃チャカ持ってやがる!!　若、離れてください!!」

「宍戸さんも下がって!!　表から人呼んできて！　あと救急車や!!」

「お、おう!!」

　真行寺組の人たちが騒然とする中、永田は「動くんじゃねぇ!!」と喚き散らした。

　そして、銃口をまっすぐに椿さんに向け、勝ち誇った笑みを浮かべる。

「もーいい、お前ら全員ここで死ね」

「こんの……クソガキ」

「ははッ。可愛い可愛い息子サンの死体を見た親父がどんなツラすんのか、見ものだなァ？」

　永田の目は、完全に狂人のそれだ。

　——どうしよう。浄霊は済んでるから、もうポルターガイストは起こせない。これじゃ椿さんが、みんなが、本当に撃たれてしまう……!!

　僕の背中に、冷たい汗が伝う。

　だがその時、僕はとある希望を見た。

　ミケ太が、とてとてと赤いソファの上を歩いている——

「ミケ太!!　そいつに取り憑くんだ!!」

　後先考えず、僕は大声で訴えた。すると永田は忌々しげに僕を睨みつけ、「あぁ!?　またテメェか!!」と、銃口を僕の方へシフトした。

　だが、僕は黙らなかった。

「ミケ太!!　椿さんを守るんだ!!　お前の主人は椿さんだろ!!」

「ニャーン」

「あ、こらっ！　どこ行くんだ！」

　さすが猫!!　自由!!　僕の必死の呼びかけにも、まるで動く気配がない!!

　じゃあポメ助はどこに行ったのかと周囲を見回すと……ダメだ、天井のシーリングファンを追いかけて、くるくると楽しそうに駆け回っている……!!

　——くっ……なんて危機感のない動物霊だ……!!

「何なんだよテメェは!!　グダグダ意味分かんねぇこと言ってんじゃねぇよ気持ち悪ィ!!　お前からぶち殺してやらぁ!!」

「紬!!　もうええ、お前はここから離れるんや!!」

　完全にキレている永田と、珍しく焦燥感を露わにする椿さんの声が交錯する。

　だが僕はもう一度、叫んだ。

「ミケ太!!　あとでいくらでもご褒美あげる!!　ちょっとくらいなら、椿さんに取り憑いたっていい!!　いっぱい撫でてあげるし、ちゅーるだって舐め放題!!　だから頼む、椿さんを守れ!!」

『ご褒美』や『ちゅーる』という言葉に惹かれたのか、ミケ太の目がぎらりと光った。そして……。

「アァ————オ」

「ウッ…………!?」

　永田の身体が硬直し、拳銃が手から滑り落ちる。

　見開かれた両目に、あの金色の揺らぎが宿り——

「にゃ〜〜お」

「え？」

　ひょいとその場におすわりをする永田を見て、椿さんが愕然としている。そうしている間にも、ミケ太はぺろぺろと毛づくろいを始め、ボサボサの頭を猫の手でわしわしと整え始めた。

「紬……!!　お前、ほんっっまにすごいな……」

「はぁ……あ、ありがとうございます」

　安堵したように息を吐きながら、椿さんは強く掻き抱き、「ハァ〜〜〜もう……ヒヤヒヤさせよって……」と呟く。

　そんな中、永田の肉体を乗っ取ったミケ太は、何の憚りもなく大股を開き、ぺろぺろとお腹の毛づくろいをしようとしている。が、永田の身体が硬いらしく、思うようにいかないらしい。

「にゃう、ぎゃう、にゃーお」と不服げに呻きながら、腹に向かって舌を伸ばしつつ、ゴロンゴロンと床を転げ回ったりして……う、うう……見るに耐えない……。

　それを見た椿さんも、ものすごく微妙な顔をしている。

「なぁ……ひょっとして、俺もこんなんしてたんか？」

「え？」

「前、俺もこいつに乗り移られたんやろ？　ってことは、俺も……こ、こんな恥ずかしい……」

「い、いえいえいえ!!　椿さんは大丈夫でしたよ!!　いい子でした!!　とってもいい子!!」

「そ、そうか。ならいいねんけど……」

　その時、ドヤドヤと部屋の外が騒がしくなった。

　バーン!!　と扉が大きく開かれ、武装した警察官がなだれ込んでくる。

　——えっ、何？　なんで警察……!?　

　今度は警察官に取り囲まれ、ビビった僕は椿さんにしがみつく。だが、黒服の警察官を割って悠然と歩み入ってきた一人の男性の姿を見て、僕は目を丸くした。

「やれやれ……。派手に暴れたようだな、椿」

「ちょい遅いんちゃうか、壮一郎」

「何を言う。ベストなタイミングだ」

　そこにいたのは、あの忍海さんだった。なるほど、天竜会を崩壊させたあとに、忍海さんが踏み込む手はずになっていたらしい。

「永田愛人。覚醒剤取締法違反および銃刀法違反の現行犯で逮捕する。貴様のお仲間は全員捕縛された。大人しく……」

と、キビキビした口調で罪状を述べる忍海さんだが、ミケ太に取り憑かれた永田は「ニャーン、ニャオン」と、楽しそうにソファの上で転げ回っている。それを見て、忍海さんは呆れ果てたようにため息をついた。

「ハァ〜〜〜……大の大人が嘆かわしい!!　ヤク中にだけはなりたくないものだな！」

「そ……そうやな」

「ま、後のことはこっちに任せろ。お前たちはとっとと消えなさい」

「おう。頼むで」

　忍海さんはジロジロと訝しげに僕を見ていたが、騒がしくなってきた現場を仕切りつつ、しっしっと僕らを手で追い払った。

　椿さんにしっかりと肩を抱かれ、警察官に運ばれていく岩瀬さんに続いて、僕らは騒然としたクラブを脱出した。


    
        23、我慢できないヤクザ


　椿さんの自宅であるタワーマンションに戻ってきた頃には、とっぷり日が暮れていた。

　僕の前に立って部屋に入りながら照明のスイッチを押す椿さんの背中には、どことなく疲れが見て取れる。

　あの後、椿さんは僕を伴って組長さんの屋敷へと戻った。そしてクラブで起こったことの全てを——永田が逮捕されたことなどを、全て話し伝えたのだ。

　組長さんは腕組みをして目を瞑り、じっと押し黙ったまま椿さんの話を聞いていた。

　永田の言葉が、どこまで本心なのかは分からない。でも、実父としての責任を感じている組長さんは、数日のうちに永田と面会するとその場で決めた。

　終始無表情で組長さんの側に控えていた遊佐さんは、淡々と「まぁ、それがいいんちゃいます？　どうせ数年は塀の中から出てこられへんのですから」と言った。そして「耄碌もうろくした組長が妙な口車に乗せられへんように、私も付き添いますよって。坊はご安心を」と付け加えた。

　そして脇腹を撃たれた岩瀬さんと、暴行を受けた宍戸さんは病院へ行き、前田さんたちはそこへ付き添うことになった。

　騒がしかった場所から離れ、二人きり。

　椿さんは「疲れたやろ、なんか飲むか？」と僕に尋ね、キッチンへ。作り付けの冷蔵庫からペリエの瓶を取り出す椿さんを見守りながら、僕はそっとソファに腰掛けた。

「すまんかったな。色々と世話かけた。オヤジの除霊までしてもろて……」

「いいえ、気にしないでください」

「なんや……よう分からんけど疲れたな」

「そうですね……」

　ペリエの瓶を手渡され、僕はそれを受け取った。どさりとソファに深く座り、同じものを口にする椿さんには、普段の暑苦しいほどの元気がない。それが何だか珍しくて、僕はしげしげとその横顔を見つめた。ペリエを一気飲みし、気怠げに黒髪を掻き上げる姿に、ちょっとうっとりしてしまう。

　すると、不意に椿さんがこっちを向く。

「お前を危険な目に遭わせたくなかったんやけど……全面的に、紬に頼ることになってしもたな」

「い、いえ、そんな大層なことはしてませんから」

「何言うてんねん。ありがとうな、紬。お前はほんまに、すごい男や」

「へ……」

　椿さんに、一人の『男』として認めてもらえた。その言葉は思いの外僕の心を激しく揺さぶり、感激のあまり、僕はしばし呆然としてしまう。

「紬？」

「あっ。……ありがとうございます。でも、岩瀬さんが……」

「岩瀬が撃たれたんは、俺の油断のせいや。お前が気にすることじゃない。宍戸も大した怪我してへんし」

「……はい」

　スパイのようなことをしている罪悪感から、宍戸さんは何とかして椿さんの役に立ちたかったらしいのだ。その気持ちが逸ったせいで天竜会に拘束されてしまったわけなのだが、本人曰く「身体中舐めまわされたけど、永田のチンポしゃぶらされたくらいで何とかなったんで、ケツは大丈夫ッス！　フェラが下手すぎて引っ叩かれたんすよ〜。色々遊佐サンに教えてもらったんすけどね〜」と意味不明なことを口走ってみたりして……。

　あっけらかんとした宍戸さんの態度に救われたのは、僕だけではなかったようだ。僕は見てしまったのだ。ガミガミ宍戸さんを叱ったあと、椿さんがほっと安堵したように溜息をつく姿を。

「組長さんは……あの人と会ってどうされるでしょうね」

「さぁな。お前に除霊してもろて元気になったわけやし、もうしばらくは組長として頑張るんちゃう？　俺が跡目を継ぐっちゅう話も、遠のくかもしれんな」

「……はい」

「ま、色々考えるええ機会になったわ」

「え？」

　椿さんは少しスッキリした口調でそう言うと、隣に座る僕を僕をぎゅっと抱き寄せた。

「あん時な。めっちゃ、怖くなった」

「え？　ポルターガイストが起きた時ですか？」

「はぁ!?　ちゃうわ、あ、あ、あんなモン怖ないし!!　お前に、拳銃チャカ向けられた時や！」

「あ〜」

　確かに怖かった。拳銃が、まっすぐ僕に狙いを定めていたのだ。

　でも、あの時はひたすらに必死で、恐怖を感じる暇さえなかった。ただ、椿さんを守りたい一心で——

「あの一瞬、ほんっまに怖かった。お前が傷ついたらどないしよって。……もし、紬が死んでしもたら、俺……どうなるんやろって」

「……」

　ふと身体を離した椿さんが、ほんのりと潤んだ瞳で僕を見つめる。

「もう絶対、お前を危険な目には遭わせへん。……絶対に」

「……は、はい」

　大きな身体に抱きしめられているとホッとして、ようやく嵐が過ぎ去ったのだと実感できた。僕はおずおずと腕を持ち上げ、椿さんのシャツをぎゅっと握る。すると椿さんは、僕を抱きしめたままふっと笑った。

「……朝の続き、するか？」

「へっ……!?　つ、つづ、続き……ですか？」

「俺はもう、我慢せぇへんで」

「ん……」

　触れ合う唇から甘い痺れが生まれ、ぞくぞくと僕の全身を駆け巡る。唇を啄ばみ、時折僕の反応を窺うように顔を離して、親指で僕の頬をそっと撫でた。

　そしてまた重なる唇に、僕は自然と応じていた。自分から口を開いて、先を求めた。すると椿さんは、僕の腰をいよいよ強く抱き寄せる。

　角度を変えるたびに微かに漏れるリップ音と、少しずつ唾液に濡れ、より深く密着する僕らの唇。うっとりするほど気持ちが良くて、椿さんから向けられる強い感情に心が震えた。

「ん……ふぅ……」

「紬……」

「あ、ぅ……」

　椿さんはふと唇を離し、もどかしげにジャケットを脱ぎ捨て、しゅるりとネクタイを外した。いつもの余裕ある笑みは消え、ひりついた表情で僕の上に馬乗りになりながら、黒いワイシャツ一枚になる。その下に隠れている逞しい肉体をよく知る僕は、その綺麗なシルエットにどきどきと胸を高鳴らせた。

「ん、っ……んぁ」

　ゆったりと深いキスに酔いしれているうちに、学ランのボタンが外されていた。その下に着ていた白いカッターシャツの下では、すでにツンと尖った僕の乳首が、椿さんからの愛撫を待ち侘びている。

　その感触を確かめるように、シャツの上から淡くそこを撫でられる。びりびりと痺れるほどの快感に、僕は声を上げた。

「あッ……！」

「……もうこんなに硬くしてんのか。まだキスしかしてへんやろ」

「だって……だって、こんな」

「だって、何？」

　僕の耳たぶを舌で転がしながら、椿さんが低く笑った。ずんと腰に響く低音の声で囁かれるだけで、さらに全身の感度が上がってしまう。

「こんなっ……きもちいい、キス、されたら……」

「へぇ……気持ちええか？　俺とすんの」

「ん、あ！　ァっ……あ、ん……！」

　耳孔をいやらしく舐めくすぐられながら、さらにきつく胸の尖を弄ばれる。ざらりとした布越しに指先で転がされ、押しつぶされ、つねられて……。そんなことをしながらも、椿さんは僕の耳の輪郭を辿るように舌を使って、時折セクシーな吐息を漏らすのだ。


　女の人みたいに、おっぱいをいじられて感じまくっている自分が恥ずかしいけど、触ってもらえるのが嬉しくて、たまらない。気持ちよくて気持ちよくて、全身が熱く熱く火照っている。

「あ、ぁんっ……！　ンっ……ぁ、はぁっ」

「エッロい声だすなぁ、お前……。あんまり大人を煽るもんやないで」

「そんなこと、いわれても……」

　ヘロヘロになりながら目を開くと、椿さんもまた熱に浮かされたような表情をしていることに気がついた。頬をやや赤く染め、唾液で艶めいた唇がものすごくえっちだ。凄みさえ感じさせられる大人の色香を目の当たりにして、僕は思わず「ふあ……」とため息を漏らしていた。

　椿さんはすっと上体を起こし、煩わしげに黒髪を掻き上げた。そしてニィ……とどこか嗜虐的な笑みを浮かべながら、ワイシャツの前を思わせぶりに寛げ始める。

「シャツのボタン、自分で外せ」

「へ……っ」

「舐めて欲しいやろ。……なぁ？」

　ぺろ……と妖艶な仕草で舌なめずりをしながら、椿さんは黒いワイシャツを脱ぎ捨てた。そうして露わになった美しい肉体を前にしてしまえば、もう、逆らえるはずもない。

「……はい」

「ふ、ええ子や」

「ん、っ……」

　吸い寄せられるように唇が重なり、僕は自ら舌を伸ばして椿さんを求めた。絡み合い、粘膜が重なり合うたびに、もっとキスが深くなる。うまく指が動かなくて、中途半端にシャツがはだけている。その中にずいと入り込んでくる椿さんの手が、僕の腰をぐっと掴んだ。すると、痛いほどに屹立した僕のそれに、硬く張り詰めた高ぶりが触れる。

「あ……ん、かたい……」

「そらそうやろ。俺がこれまで、どんだけ我慢してきたと思ってんねん」

「ん、んっ……ぅ」

「欲しいのはお前だけや。もう女を抱く気もない。……お前は、俺の」

　唇から顎、首筋から鎖骨へと、椿さんの唇が降りていく。ちゅ、ちゅっ……とリップ音をさせながら、慈しむように僕の肌を吸い、そしてとうとう、僕の敏感なそれを口に含んだ。

「ぁ、あ、あ……ッ……！」

　ねっとりと濡れた舌が、形をなぞるように這い回る。れろ……と舌が動くたびに駆け巡る甘い刺激に、僕は腰をしならせながら身悶えた。

「ひ、アっ……あ！　ァん、んっぅ……っ、あ！」

「めっちゃ好よさそうやな。乳首だけでイけるんちゃう」

「あ、あっ……ぅあ、ンっ……い、けないっ……イけないっ……」

「どうやろなァ」

　ニタァ、と椿さんが悪魔的な笑みを浮かべる。かと思ったら、急に乳首責めが激しくなった。じゅっ……と吸われたかと思うと、細かい動きでそこを舐め回される。もう片方の乳首は指で強くこすられたり、摘まれたり、押しつぶされたりと虐められ——僕は「あ、ぁんっ……！　ん、やだぁ、ハァっ……ぁ、ンんっ！」と身をよじって乱れ狂っていた。

　それでも、椿さんは動きをやめない。制服のズボンの中で膨れ上がった僕のペニスは、これ以上の快楽に耐えきれなかったようだ。今まで経験したことがないほどの快楽の飽和状態に、僕は敢えなく絶頂していた。

「んんんっ……ッ……ん……っ!!」

　ぶる、ビクッと身体を震わせながら吐精してしまった僕を、椿さんが真上からじっと見つめている。身体中がじんじんと痺れて、まるで力が入らなかった。僕はきっと、ものすごく情けない顔をしているに違いない……。

「ほんまに乳首だけでイけたんか。すごいな、紬」

「〜〜〜〜っ。み、見ないでください!!　は、恥ずかしいです……こんな、こんなの……」

　感嘆したような、半ば呆れたような椿さんの声に、いたたまれない気持ちになる。僕が腕で顔を隠そうとすると、すぐさま椿さんの手が伸びてきて、僕の手首をソファに縫い付けた。

「何も知らんような顔して、どんだけスケべな身体してんねん。……最高やな」

　椿さんは掠れた声でそう呟くと、片手で僕のベルトに手をかけた。その行動を目にするや、さらにドキドキと鼓動が速まる。

「もっと、イイことしよか。……なぁ、紬」






　　　　　　＋






「あ、あッ……ぁ！　も、やめ……っ、ンっ……」

　広いベッド、天井の高い寝室に、僕の喘ぎ声が響いている。

　制服のズボンとパンツを脱がされ、カッターシャツと白い靴下だけという恥ずかしい格好にされてしまった。しかも、大きく開かされた脚の間に、椿さんが顔を埋めているのだ。

「ん！　んぁ、あ……！　はぁっ……や、あ……」

「一回イッたわりに、すぐ元気になったなぁ？」

「んっ……も、やだぁっ……はずかしいです、こんなの……ッ」

「へー、恥ずかしいん？　そのわりにはエロい腰の動きしてはるけど？」

「んんっ……」

　僕のそれをしゃぶったり、舌を伸ばして舐め上げたりしていた椿さんが、口からぬるんと僕のペニスを抜いた。すると、赤い唇からつう……と透明な糸が伸びる。

　僕の体液と椿さんの唾液が混じり合い、椿さんの唇をぬるりと濡らしている。艶然とした笑みを浮かべながら、椿さんは僕の中に挿入した指をかすかに蠢かせた。

「あ……ッ……あん、っ……」

「めっちゃ熱い。お前ん中……」

「ふぅっ……そ、そういうこと、いわないでください……！」

　ゴムを嵌めた指が三本に増やされてからずっと、ゆるやかなフェラチオを繰り返されて、僕はもうトロトロだった。初めは違和感しかなかったけど、丁寧に内側から解されて、同時に達したばかりの敏感なペニスをやわやわと粘膜で愛撫され、何が何だか分からなくなっていた。

　そんな僕の様子を、椿さんはどこまでも楽しそうに見つめている。ぐ……と指を深くまで埋めた状態で、今度は僕の乳首に舌を這わせ始めた。

「あ！　ひ、はぁっ……あ！　や、ちくびだめ、だめっ……!!」　

「スゴイな……めっちゃ締まる。ほんま好きやねんな、ココ舐められんの」

「だめ、だめっ……！　また、いっちゃう……いっちゃうから……っ」

　内側を愛撫されながらの乳首責めは、初心者の僕にはあまりに刺激が強すぎる。気持ちよすぎて、気持ちよすぎて、気を抜けばすぐにまた絶頂してしまいそうで、僕はぐいぐいと椿さんの肩を押して抵抗した。

「強情やなぁ。何回でもイッたらええのに」

「だって……！　ぼく、つばきさんので、イキたいからっ……！」

「………………え？」

　思わず僕が口走った本音を聞いてか、椿さんが動きを止める。

　そして、ゆっくりと顔を上げ、間近で僕をじっと見つめた。

「お前、そういうセリフどこで覚えるん？」

「へ……？」

「ハァ……まぁええ。俺もそろそろ限界やったしな」

「ん」

　ちゅ、と軽いキスをされたあと、椿さんは自らのベルトを緩め始めた。

　そして露わになった椿さんの屹立……あまりの大きさに、思わず腰が引けてしまう。

　しっかりとくびれたカリ首が、どこか攻撃的な形状だ。血管が浮いた興奮状態の怒張はあまりにも立派で、僕の目線は釘付けだった。

　——お……おっきぃ……。

「……怖いか？」

　ゴムを装着しながら椿さんがそう尋ねるので、僕は素直に頷いた。

「ちょ……ちょっと、こわいです」

「安心せぇ、いきなり荒っぽいことはせぇへん」

「う、ぁ」

　ぬる……と、ローションが後孔に塗り込まれ、僕はびくん！　と腰を震わせた。膝裏を掴まれ、あてがわれる椿さんの切っ先は、驚くほどに熱を帯びている。

「きつ……。紬、痛いか」

「いたく、ない……っ」

　挿入を始めた途端、ついさっきまでは余裕を残していた椿さんの表情が、一気に切羽詰まったようなものへと変貌する。「ハァ……は……」と浅い呼吸を繰り返し、唇を引き結ぶ椿さんの焦れたような表情に、きゅんと胸が高鳴った。

　——椿さん、気持ちいいのかな……。僕の身体で、感じてくれてる……？

「つばきさん、キス、したい……」

　腕を伸ばして椿さんを求めると、椿さんは身を屈め、僕にディープキスをしてくれた。舌を絡め合ううちに、ゆっくりと挿入が深くなる。

　唇からの快感が高まるにつれ、椿さんを受け入れている内壁のほうにまで、じわじわと快楽が染み渡って行くような気がした。

「あ、あ……っ……はあっ……！　すごい、おくまで、っ……ァっ……はぁ」

　椿さんの腰が僕のお尻に触れているということは、根元まで挿入されているということだろう。なんだか妙な感動があり、うっとりと椿さんを見上げてみる。すると椿さんはちょっと眉根を寄せ、「っ……」と堪えるように息を飲んだ。

「なんちゅう顔してんねん。ほんっま、かわいいなぁ……お前」

「つばきさ……ん、ァ！　ぁ、あっ……ぁう」

　奥まで挿入はいった状態で、椿さんは軽く腰を上下に揺すった。すると、さっき指で解きほぐされたイイところが余すところなく刺激され、甘ったるく高い声が漏れてしまう。

「あ！　なか、スゴイ……んッ、つばきさん、ハァっ……」

「っ……動いて、ええか？」

　僕が無言でこくこくと頷くと、椿さんは僕の膝頭を掴んで脚を押し開き、ゆっくりと腰を引いた。内壁を擦られるだけで、快楽のあまり「ぁ、あんっ……！」と声が漏れ、僕はとっさに口を覆った。

　そのあと椿さんは、ゆっくりと腰を振り始める。二回、三回とそこを擦り上げられるたび、僕の目からは涙が溢れた。

「あ、ァ、あ」

「紬、痛いん？」

「……ち、ちがぅ……。きもちいい……から、ハァ……ぁん」

「俺も、めっちゃ気持ちええ。……もう、我慢できひんわ」

　椿さんは掠れた声でそう言うと、上体を起こして僕の腰を強く掴み、ずん、ずん、ずん、と速いピストンで僕を攻め立て始めた。

　もうとっくに、溢れんばかりの快感で満ち満ちていた僕の身体だ。そこへ、さらなる快感を叩きつけるように与えられ、僕は背中をしならせ腰を揺らして、喘ぎ声を殺すことも忘れて甘い嬌声をあげていた。

「あ、ァ！　あん、はァっ……！」

「……っ、めっちゃイイ……。もっと……もっと声出せ、紬」

　椿さんが身を乗り出し、さらに抽送が激しくなる。つながりあった部分からはぬち、ぬちっといやらしい音が溢れ、肌と肌がぶつかる音が生々しく僕に迫った。

「うぁ、あ……ン！　ふかいの、スゴイ……っ、きもちいい、ぁん、あ……っ！」

「ハっ……は……上手に俺を煽るやんか」

「ん、ぁ……！　いっちゃう、いっちゃう……ッ、んん、ん——ッ……!!」

　ひときわ強く最奥を穿たれた瞬間、今までにないほどの刺激が全身を貫いた。僕の細胞という細胞を溶かしつくすほどの甘い痺れが、さざ波のように全身を駆け巡っている。

「はぁっ……はぁっ……あ、ぁう……」

　椿さんに縋り、絶頂の余韻に震えていると、椿さんが「はァ……」と細いため息を吐いた。ぽろぽろと生理的な涙を流しながら椿さんを見上げると、すっと目元を拭われる。

「……危ないな、イかされるとこやったわ。お前、いきなり中イキキメてまうとか、素質ありすぎやろ」

「だって、つばきさんの……すごく、きもちいい……。こんなことされたら、ぼく……、もう……」

　息も絶え絶えになりながら、うわごとのようにそんなことを言うと、僕の中に挿入されたままの椿さんのペニスが、ぐぐと、さらに硬くなる。

　ず……と腰を引かれ、またすぷんと突き立てられ、僕は「ひゃぁ……ッ」と間の抜けた声を出してしまった。

「あ、まって……、イったばっかり……ん、ァっ」

「……もう……ほんっま、あかんで。そんなエロい顔で、大人をその気にさせたらどういう目に遭うか、お前はよ〜〜〜く分かっとかなあかん」

「え、あっ」

　繋がり合ったままの状態で、椿さんは僕を抱き上げて膝に乗せる。自分の体重でズンと奥までペニスが嵌まり、半分萎えていたはずの僕のそれから、とぷんと透明な体液が漏れ出た。

「ああ——ッ……」と背中を仰け反らせて震える僕の腰をしっかりと掴み、椿さんは下から腰を打ち付けてきた。

「あっ、あ、あンっ、ぁ、あっ」

　——ああ……なにこれ、きもちいい、きもちいいよぉ……っ。ぼくのなか、つばきさんでいっぱいだ……ぁ、どうしよ、とまんない、腰、とまんない……っ……。

　ふと気づけば、椿さんは動くのをやめている。僕はうっとりしながら自分勝手に腰を振り、椿さんのペニスを味わっていたようだ。かぁぁぁと僕が顔を真っ赤にしていると、椿さんはニィ……と笑みを浮かべて、僕の耳元で囁いた。

「この俺をディルド扱いかぁ？　スケベな子ぉやなぁ、紬は」

「ちっ……ちがっ……。あの、これはそのっ」

「ええよ、好きに楽しめ。……俺は俺で楽しませてもらうわ」

「あ、ヒッ……あ、ぁん！」

　れろ……と耳孔を舌で犯されながら、ぷっくりと膨れた乳首を指先で弄ばれる。逃れようにも、椿さんの怒張が楔となり、腰もがっちり支えられているせいで、快楽の責め苦から逃げられない。

「あ！　ァっ……!!　ひぅっ、だめ、ァ、だめ、おかしくなる、からぁ……っ！」

「ほら見てみ？　先っぽからとろとろよだれ垂らして、自分で腰振って……」

「あ、あ！　や、やぁっ……ンッ、ちくび、やッ……ァ、ああっ」

　恥ずかしさで死にそうだけど、椿さんを貪る腰の動きは止まらない。自分でも見たことがないほどに、ゆらゆらと淫らな動きをしている。

　そんな僕のお尻を、椿さんが痛いほどにグッと掴んだ。その痛みにさえ感じてしまい、僕は泣きながら「ひぃんっ……」と悲鳴をあげた。

「……クッソエロい……。あぁ……もうイく」

「んぁ、あっ！　……ぁん、またいっちゃう、またいっちゃう……ッ」

「俺も……っ、……もう、イキそうや……。は、ハァっ……」

　尻たぶを掴まれ、ズンズンと下から激しく穿たれ、僕はまた性懲りもなく「ん、ぁああ——ッ……！」と絶頂していた。

　くったりと脱力した僕を抱きしめる椿さんの呼吸も、僕と同じくらいに荒い。汗でしっとりと濡れた肌を寄せ合いながら、僕は激流のような快楽の余韻に揺蕩っていた。

「……紬」

「……はい……？」

　不意に名を呼ばれ、僕は閉じていた目を開いた。重たい瞼を持ち上げると、いつになく無防備な表情をした椿さんと目線が絡む。

　髪は乱れ、いつもきりりと引き締まっている眉間が緩んで、ものすごく幼く見える。そんな椿さんの新たな表情を見つけてしまった僕の胸は、きゅんと疼いた。

「俺はもう、お前を手離せへん。……覚悟はええか」

　凄みのある台詞だが、優しい声色だ。まるで僕に甘えるような、まるで、僕が離れていくのを怖がるような。どことなく、心許なげな響きを孕んでいるように聞こえる。

　——僕だって……もう、椿さんのいない毎日なんて、ありえないよ。

　僕はしっかりと頷いて、ぎゅっと椿さんの首に抱きついた。

「ええ、もちろんです」

「ふっ……そぉか」

　安堵したように吐き出される長い嘆息が、僕の耳元をくすぐっていく。

　大きな手で頭を撫でられながら、僕は自ら椿さんに唇を重ねた。


    
        24、寝込みを襲いたいヤクザ〈椿目線〉


「ふぅ……」

　熱いシャワーを浴び、髪をわしわしと拭いながら、ふと鏡の中に佇む自分を見つめる。毛先から滴った水が、刺青に彩られた肌をつるりと滑り落ちていく。

　年下で、カタギで、しかも男という、これまでなら考えられない相手に惚れた。そして昨日とうとう、誰にも邪魔されることなく、紬と身体をつなげることができた——

　あんなにも甘い甘いセックスは初めてだった。思えば、俺から誰かを求めることなんて、これまで一度だってなかった気がする。

　十五で施設を抜け出し、荒んだチンピラをやっていた頃のセックスは、ただの宿代がわりだった。万人ウケする外見は都合がいい。ガキの頃から、『かわいい』『かっこいい』ともてはやされたこの顔と身体のおかげで、女たちにつけ入るのは簡単だった。セックスは金になる。生きるための手段に過ぎなかった。

　若頭という肩書きを得てからだって、何も変わらない。女たちは、挙こぞって俺の女になりたがった。だがそれは、俺を好いてのことじゃない。俺のバックにあるものの大きさに惹かれて群がる、派手で強欲な女ばかりだ。

　可笑しくなるほどに、ガキの頃の俺と強欲女たちの使う手段は同じだ。当たり前のように差し出され、消費されるだけのセックスに、俺は心底飽き飽きしていた。なのに。

「……締まりのない顔やな」

　腕に巻きつく唐草模様の刺青が、今朝ばかりはお花畑に見える。

　これまでの価値観をひっくり返してくれるくらい、紬を抱いていると幸せな気分になった。

　紬に触れると愛おしく、いくらでも甘やかしてやりたくなる。自分の手が、あんなにも優しく誰かに触れることがあるのかと、正直驚いたものだった。

　俺の好意を、愛撫を受け入れてくれ、触れるたびに心地好さそうな吐息を漏らす紬のことが、可愛くて仕方がない。快楽に蕩ける表情をいくらでも見ていたいし、いくらでも与えてやりたい。そう思いながら行為に耽るうち、気づけば真夜中になっていて……。

　寝室に戻ると、紬はまだぐっすり眠っていた。いつぞや買い集めておいたシャツ風パジャマを身につけ、うつ伏せになって眠る紬の姿を目に写すだけで、胸の奥からきゅんきゅんと変な音が聞こえてくる。

「紬、朝やで」

「う〜……ん」

　ベッドにそっと上がり、紬の耳元にキスをする。だが、紬は多少身じろぎするものの、すぐにまたすうすうと寝息をたてている。余程疲れているのか、起きる気配はまるでない。昨日のセックスの後、「も、むり……ねむいです……」と素直にギブアップした紬を風呂に入れ、そのまま一緒に眠ったのだ。

「さすがにちょっとヤりすぎたか……」

　ふわふわとした髪を撫で、くんくんと匂いを嗅ぐ。俺の使うシャンプーの香りがふわりと鼻腔をかすめ、なんだか妙にくすぐったい気分になった。

　ふと、めくれ上がったパジャマの裾から、紬の太ももがチラ見えしていることに気づく。なんとなく助平心をもくすぐられた俺は、するりとパジャマをめくり上げてみた。すると、つるんとした白い尻が露わになり、俄然鼻息が荒くなる。

　——なんでノーパン？　……あ、ああ、そうか。パンツは買ってへんかったから、洗濯中か……。

　他意はないと分かってはいるのだが、純白のシャツ風パジャマの下がノーパンというのは、さすがにいけない。俺のようなケダモノを前にして、無防備に尻を晒して眠るなんてけしからん。

「ん、……ぁ」

　導かれるように、俺の手は紬の尻をいやらしく撫で回し始めている。ぷりんとした小さな尻は柔らかく、さらりとした肌は瑞々しい。かぶりつきたいのを我慢してしばらく尻を撫でていると、バックで荒っぽく突き上げたときの快楽と興奮が全身に蘇り、むくりとペニスが屹立してしまった。

「紬、起きひんの？」

「ぁ……ん」

　起こす気もないのに声をかけつつ、俺は紬の尻たぶにキスをした。するするともう少し上までパジャマをめくり、頼りない腰を撫でながら、割れ目につうっと舌を這わせる。

「んんっ……」

　ぴくんっ、と微かに肌を震わせるものの、紬はまだ夢の中だ。楽しくなってきてしまった俺は、太ももにもキスを降らせつつ、少し脚を開かせてみる。そして、ついつい昨日無理をさせてしまった紬の後孔を労わりたくなり、ねっとりと濡れた舌先で、そっとそこを舐めてみた。

「ひ、ぁ……」

「紬、朝やで」

「ん、んっ……」

　ふる、ふるっと微かに腰が動くのが可愛くて、俺はそこを舐めくすぐり続けた。同時に腰や尻たぶを撫でてみると、紬はびくんと腰を震わせ、「ぁ……ん」と気持ちよさそうなため息を漏らし始めた。……エロい。

　——くっそ……ムラムラする。このまま寝バックで睡眠姦……い、いやいや、そんなんしたらあかん。寝込みを襲うような真似したらあかん……！

　と思いつつも、紬は起きないしエロい声は出すしで、こっちも収まりがつかなくなってきてしまった。パンツの中ですっかり屹立しているペニスからは、先走りまで溢れ出す始末だ。

　——うう、くそ……挿れたい。今すぐにでもブチ込みたい……っ……!!

　だがその時、熱に浮かされたような口調で、紬が妙な寝言を口にした。

「こらミケ太ぁっ……だめって……。おしりなんて、なめたら、ダメ……っ」

「……」

　俺は静かに、舐めるのをやめた。






　　　　　　＋






「ハァ…………」

「あ……あの、そんな落ち込まないでください。ね？　乗り移られてやったことですし。ね？」

　あのあと自分の寝言で目を覚ました紬と朝飯を食いながら、俺は派手にため息をついた。トーストを焼きコーヒーを淹れただけだが、紬には「すごい、料理できるんですね！」と驚かれてしまった。ヤクザになりたての部屋住み時代に、散々兄貴分らの世話を焼いてきたのだ。こう見えて、俺は一通りの家事や炊事はこなせる。

　それはさておき、ミケ太の尻舐め事件だ。

　ミケ太が、いつぞや俺に取り憑いていた三毛猫の霊だということも、俺たちを窮地から救ってくれた恩猫であるということも重々承知している。……が、俺より先に、紬の尻を舐めていたという事実を知り……色んな意味で、ため息が止まらない。

「……まあええ。……いや、ようない。お仕置きが必要やな、俺の紬を襲うなんてありえへん」

「お、俺のって……」

　照れ臭そうに俯いてしまった紬もどえらく可愛いのだが……今はそれどころじゃない。俺の目を盗んで紬の尻を舐め回すような助平猫は、しっかりお灸を据えておかねば。今日はどこからもラップ音はしないが、ミケ太はどこにいるのだろう。

「えーと、ミケ太……はどこにいんねん」

「椿さんの足元で毛づくろいしてます」

「ヒィィッ……!!　足元やとォ!!」

　てっきり天井あたりに浮かんでいるのかと思いきや、意外なほどすぐそばにいたらしい。仰天した拍子にダイニングテーブルに膝をしこたまぶつけてしまい、俺は「ぐううっ……」と呻いた。すると紬は視線をソファの方へ向け、何もいない空間に向かって目を瞬いた。

「今の物音でびっくりしたみたいで、ソファの方に行っちゃいました。迷惑そうな顔してますよ」

「迷惑なのはこっちやで……ったく」

と、顔をしかめつつ膝を摩っていると、向かいに座る紬が楽しげな笑い声を立てた。……ごっつかわいいやんか。

「まあええ、ミケ太には世話んなってしもたしな……。紬のケツを舐めた件に関しては目ェ瞑ったろ」

「はぁ。でも、ちゅーるをあげる件については、ご協力お願いしますね」

「……なんやて」

　思わず低い声が出てしまう。すると紬は、ややばつが悪そうな顔をしながら、言いにくそうにこう言った。

　紬に銃口を向けられて珍しく焦っていたせいで記憶はいまいち曖昧だが、そういえばあの時、そんなことを言っていたような……。

「あのときは僕も必死で……。動物霊に動いてもらうときは、それ相応の対価が必要っていうし」

「対価……それがアレか、ちゅーる舐め放題……」

「はい。一時間くらいでいいんで、ミケ太に身体貸してあげてくれませんか……？」

「……」

　正直、いやだ。いやすぎる。だって、この俺が、この俺がだ。にゃんにゃんいいながら床を転げまわり、猫用おやつを嬉々として舐め回すのだ。おやつが終われば毛づくろいか。この俺が、散々チンピラを殴り倒してきたこの拳を猫の手にして、ゴロゴロいいながら毛づくろい……想像するだけで、羞恥心で死ねそうやで……。

　——クッ……けど、約束は約束や……!!　ここで俺が嫌と言うわけには……ッ!!

　決死の思いで紬を見る。すると、紬は気まずげに冷や汗をかきつつ、抜けた笑みを浮かべた。

「あはは〜……」

「あはは〜ちゃうわ。……で、どうしたらいいねん、俺……」

「え、すごい！　やってくれるんですか!?」

「そら、な。一応命の恩人でもあるわけやし、仁義は通さなあかん」

　必要以上にキリッとした顔でそう言い切ると、紬はホッとしたように微笑んだ。

　そうして紬の笑顔が見られるだけで喜んでしまう己のチョロさに呆れもするが、そんなことはどうでもいい。

　俺は紬に微笑み返しながらスマホで通販サイトを開き、猫用おやつを一ダースポチった。


    
        25、ご褒美をもらうヤクザ


「駄犬プレイの次はにゃんこプレイだと……っ!?　よくもまぁこの僕の目の前で堂々と……！」

　椿さんちのリビングに、眉間に深いシワを刻んで渋面をしつつ、盛大にため息をつく忍海壮一郎さんがいる。

　そして冷や汗を垂らしながら愛想笑いをする僕の足元では、僕からちゅーるを袋ごと奪い取った椿さん……もといミケ太が、ごろごろにゃんにゃん言いながら、床を転げ回っている——






　　　　＋

　






　話は小一時間前に遡る。

　いよいよ覚悟を決めた椿さんが、「っしゃああ!!　やってくれ!!」と、バシバシと両頬を叩いて気合いを入れた後、僕はミケ太に手招きをした。

　修行僧のように部屋の真ん中に胡座をかき、決死の表情を浮かべる椿さんのもとへ、とてとてとミケ太が歩み寄る。そして、スゥ…………と溶け込むように椿さんの胸の中へ消えていった。その瞬間、椿さんは「ウッ……」と呻いて表情を失って——

　そして数秒後、椿さんは静かにお座りをして、「にゃーん」と低音の良い声で鳴いた。

　念願叶って、肉体を、しかも大好きな椿さんの肉体を手にしたミケ太は、四つん這いでめいいっぱい前足を伸ばし、気持ちよさそうに伸びをすると、早速のように毛づくろいをし始めた。

　骨ばった男らしい手を猫の手にして、ぺろぺろと撫でては顔や髪をすりすりして……いや、目の当たりにするのは二度目だけど、これはなかなかどうしてすごい眺めだ。

　——いやほんと……見事な憑依だなぁ……。こんなにあっさり人格を奪えるなんて凄い。ミケ太、最強だ……。

　永田に憑依したときの鮮やかさにも感心したものだが、椿さんとのシンクロ率もこれまたすごい。しゃがみこんで椿さんの様子を見つめていると、椿さんはのっそりと僕の方へと歩み寄ってきて（もちろん四つん這いで）、すりすりと僕に身体をすり寄せた。大きいから圧迫感がすごい……。

「にゃ〜ん。にゃぁう……ん」

「はは、よしよし。いっぱい撫でる約束だもんね」

「にゃ〜お」

　くんくんと僕の匂いを嗅ぎながら、すりすりと鼻先を寄せてくる椿さんの髪の毛を、僕は手のひらで撫でた。セットしていない椿さんの黒髪はコシがあってサラサラで、触っているとすごく気持ちがいい。床に座り込んだ僕の太ももに頭を乗せ、椿さんはゴロンと仰向けになった。そして甘えるような目つきで僕を見上げながら、両手両足をばたつかせ、背中を床に擦り付けている。

「うぅ〜ん、にゃ〜〜ん」

「よしよし、あの時はありがとう。よく頑張ったね、えらいぞ」

「にゃ〜〜お、ごろごろ」

「へぇ、人間の身体でも喉が気持ちいい？　よしよし」

「にゃぁん」

　警戒心も忘れてお腹を見せている椿さんの喉を撫で、お腹のあたりまで大胆にさすさすと摩ってみる。すると椿さんは目を細め、気持ちよさそうにごろごろと喉を鳴らした。どうやってるんだろう。

　こっちもだんだん、大型の獣を相手にするムツゴロウさん的な気分になってきて、「よ〜〜しよしよし！」と声に出しながら椿さんのお腹を撫でたり、膝の上にある頭をわしゃわしゃと撫で回したりしてみた。この状況に慣れてきている自分にも感心してしまう。

　——椿さんの意識があるときに、こんなふうに触ったらどんな反応するんだろうなぁ。結構喜んだりして……。

　そんなことを考えながら、僕はポケットに入れていたちゅーるの小袋を取り出した。そのパッケージを見た瞬間、椿さんの目がギラリと光る。仰向けからサッと素早く四つ這いに戻り、ちゅーるに鼻先をくっつけて、「にゃんにゃん！」と開封を急かし始めた。

「待って待って、慌てない。ちょっとずつ食べるんだよ？　いっぱい買ってくれたけど、ちょっとずつ……わぁ！」

「ぎゃおん、ニャー！」

　封を切ったちゅーるに向かって、椿さんが猛然と食らいついてくる。体格では圧倒的に不利な立場である僕は、敢え無く椿さんに押し倒されてしまった。

「あっ、こらっ！」

　とたしなめつつも、僕は椿さんの好きなようにさせることにした。

　長きに渡る幽霊生活で娯楽もなかったであろうミケ太にとって、味覚の再現は凄まじいものだろう。誰かの目に留まり、存在を認められ、ようやく身体を休める場所を見つけた上、そこに美味しい猫用おやつ。嬉しくって飛びついちゃう気持ちも想像に難くはない。

「……よしよし。いっぱい食べな。おいしい？」

「ニャ〜ン」

「ふふ、そう？　……かわいいね、よしよし」

　夢中で小さなおやつを食べている椿さんの頭を撫で、和やかなちゅーるタイムを過ごしていたその時、ピンポーンとドアホンが鳴った。一旦静かになったものの、再びピンポーンピンポーンとチャイムの音が繰り返され、むくりと椿さんは頭を上げる。迷惑そうな顔だ。

「困ったな、誰も入れるなって言われてるのに」

　椿さんのスマートフォンを見てみるも、メールも電話も着信していた気配はない。何の連絡もなく突然やって来る人といえば宍戸さんかな……と思ったけど、それならば尚のこと、あのドアを開けるわけにはいかない。

　放っておこうと心に決めたが、その数分後、ガチャリと鍵が開く音がした。僕は仰天して、思わず椿さんを抱きしめる。

　そんな僕らの前に何食わぬ顔で姿を見せたのは、スーツ姿の忍海壮一郎さんだった。今日も今日とて、たくさんの動物霊をくっつけている。

　すると、お客が来たことでテンションの上がったポメ助が、嬉々として動物霊たちに駆け寄っていくではないか。すると、ポメ助の勢いに怯えた動物霊たちが、あっという間に忍海さんから離れていく。……ポメ助もなかなかスゴイ。

「忍海さん……」

「なんだ、いるじゃないか。中で何か事件でも起きているのかと心配して、マスターキーを借りてきたのに」

と、どこからどう見ても心配しているようには見えない生ぬるい表情で、忍海さんはくいっと眼鏡を押し上げた。おおかた、警察手帳をチラつかせて、無理やりマスターキーを借りてきたに違いない。職権濫用だ。

　すると、ちゅーるタイムを過ごしていた僕らを見て、忍海さんのゆるやかな上り眉が、さらなる急角度でつり上っていく。僕にまとわりついている椿さんを見下ろして、聞こえよがしに盛大なため息をついた。

「今日僕が来ることは、前もって連絡しておいただろう！　なのに何だこのザマは！　見せつけているつもりか！　三十路を過ぎても独り身の寂しい僕に対する当てつけなのか!?」

「えっ……ごめんなさい、お約束があるなんて知らなくて」

「黙りなさい。僕は椿に話をしているんだ」

　ガミガミと椿さんを叱りつける忍海さんだが、あいにく今は言葉が通じないわけで……。椿さんは忍海さんを無視して、「にゃお、にゃ〜」と上機嫌な声で鳴きながら再びちゅーると戯れ始めた。

　そして、冒頭の状況である。

　このままでは、椿さんと忍海さんの義兄弟関係に修復不可能なほどの亀裂が入るのではと危惧した僕は、これまでのあらましを説明することにした。『祠蹴倒し事件』に始まり、昨日の抗争までに起こったことの全てを。

　初めは生ぬるい目つきで僕の話を聞いていた忍海さんだけど、普段とあまりにも様子が違いすぎる椿さんを前にして、納得せざるを得なくなったようだった。しゃがみこみ、ちゅーるを相手ににゃんにゃん上機嫌な椿さんをじ————っと観察した後、また派手なため息をついていた。

「つまり椿は、霊媒体質、ということか？」

「ええ、そうなんです。それで今は、猫の霊が中に……」

「この猫が、昨日の……？　逮捕時の永田の様子がおかしかったのは、この猫が憑いていたから？」

「はい」

「フ——ム」

　まだどこか疑い深い目をしている忍海さんだが、もうそれ以上は考えるのをやめたらしい。力なくその場にあぐらをかくと、眼鏡を外して目頭を押さえ「やれやれ……」と言った。

「なるほど。ヤクザというのは、業の深い生き物らしい」

「はぁ……」

「そういえば……昔から、椿は暗がりが苦手だった」

「え？　そうなんですか？」

　ふと、忍海さんが懐かしげに目を細めた。ちゅーるを食べ終え、食後の毛づくろいを始めた椿さんを愛おしげに見つめながら、忍海さんは過去を語った。

「まだ四、五歳の頃だったか。施設の消灯時間になると怖がって、よく僕のベッドに潜り込んできていたものだった。怖いものが来る、おれを食べに来るんだって、震えて、泣いて……」

「そ……そうだったんですね」

「椿は覚えていないようで幸いだが、こいつの両親は、赤ん坊だった椿をひどく虐待していたらしい。言葉も話せず、泣くことしかできない無力なこの子を」

「……え」

「だからだろうな、椿は人を信用しない子どもだった。できない、といったほうが正しいだろう」

　ニュースでたまに耳にすることもあるけれど、目の前にいる椿さんがそんな目に遭っていたのかと思うと、すぅ……と全身が冷えていく。理不尽な暴力に晒され、泣き叫ぶ赤ん坊の姿を想像してしまい、胸が苦しくなった。

「椿が小学校に上がったばかりの頃、五つ年上のガキ大将相手に大げんかをしたことがあった。椿は相手に怪我を負わせてしまって……僕は、椿の情状酌量を求めに施設職員の元へ向かったんだ。その時たまたま、職員の話を聞いてしまった。『そういう子だから、あたたかく見守りながらきちんと指導していこう』と、話し合っていた」

「そんな……」

「記憶として覚えていなくとも、その頃与えられた痛みや、悲しみや恐怖は、椿の心の奥底に深く傷を残していたんだろう。夜になるたび、その頃の恐怖を思い出していたのかもしれない」

「……」

「用心深く、人を信用せず、暗い目をした子だったんだ。でも僕には、不思議と懐いてくれていてね。すごく救われるような気持ちがして、嬉しかった」

　痛ましい過去だ。僕は、のんきに大欠伸をしている椿さんを見つめて、震えそうになる唇を引き結んだ。そっと手を持ち上げて頭を撫でると、椿さんは形のいい目でこっちを見て、僕の手にすりすりと甘え始める。その姿はとてもいじらしく、目の奥がツンと痛んだ。

「そんな椿が、今はこうして、君に全てを託している。……僕にとっても、これは喜ばしいことと言えるだろう」

「……え？」

　忍海さんはじっと僕を見つめて、初めて表情を和らげた。笑顔とまではいかないが、情のこもった温かい眼差しだった。

「君は不思議な子だな。桐ヶ谷紬くん」

「……そ、そうでしょうか」

「こうなったのも何かの縁だ。……だが君は、このままでいいのかな？」

「え……、何がですか？」

「椿はヤクザだ。反社会的勢力として、排除されるべき存在だ。一般人の君が、椿とこのまま関係を続けていくのは、いささか無理があるように思うがね」

「……そう、でしょうか」

「そうさ。ご両親には何と説明する？　友人には？　しかも君達は同性同士、困難だらけの道のりに思えるが」

　薄々、僕も気づいていたことだ。だが、目をそらして考えないようにしていた。

　だがこうして、真っ向から忍海さんに指摘を受けてしまうと、逃れようのない巨大な障壁のように思えてくる。

　——生きる世界が違う、ってことだよな……。

　俯いてしまった僕に、忍海さんは眉を下げる。そして穏やかな声で、こう付け加えた。

「椿とよく話すことだ。二人の問題だからな」

「……はい」

　僕は、神妙に頷いた。椿さんが、じっと忍海さんを見つめている。

　若干警戒するような目つきだが、興味があるのだろう。僕はポケットからちゅーるを取り出し、こそっと忍海さんに手渡した。

「これを」

「ん……なんだこれは」

「猫用おやつです。大好きなんですよ」

「ほう？　……お、おっ!?」

　忍海さんがちゅーるを持っていると気づくやいなや、椿さんの目がキラキラし始めた。僕から離れ、忍海さんの方へと飛んでいった椿さんは、「あお〜ん、にゃぁん」とおやつ欲しさに甘えた声を出している。

「つ、椿……!?　これは、どうしたらっ」

「食べさせてあげてください」

「う、うむ、わかった……」

　忍海さんはおっかなびっくり小袋の封を開け、椿さんの方へおやつを差し出した。すると椿さんは、キラキラと目を輝かせながら、忍海さんの手からちゅーるをぺろぺろとやりはじめたのである。

「ふっ、ふふっ、それは僕の手だ。ふふっ……椿、やめなさい。もっと落ち着いて食べなきゃだめだろ」

「なお、にゃ〜ん」

「ふおっ、何だこれは、可愛いものだな……。大人になってすっかり反抗的だったのに、ちゅーるがあれば懐いてくれるのか、お前は……」

　ちゅーるの付着した指を椿さんに舐められて、徐々に恍惚とした表情になりつつある忍海さん……どうしよう大丈夫？　おやつを手のひらに出してぺろぺろさせたり、五本の指それぞれに少しずつ乗せてぺろぺろさせたりと、椿さんに舐め回されまくって嬉々としている。……これは、ちょっと、絵面がすごい……。

「くすぐったい、くすぐったいよ椿……♡ ふふっ、アハハっ、こらこら、そんなにがっついちゃダメだろ〜♡ メッ♡」

　——どうしよう、止めるべき？

「桐ヶ谷紬くん、ちょっと、ちょっと、写真撮ってくれないか？　フフッ……♡ 椿がこの僕にじゃれついている様を記録しておきたい」

「え、ええ……？　それはちょっと」

「頼む!!　後生だから!!　待ち受けにしたいんだ!!　その他の用途では使用しない!!」

「……はぁ」

　しゃあなしでスマホを受け取り、一枚、二枚と写真を撮る。だが忍海さんは「もっと、もっとこっちのアングルから!!」とか「よぉ〜〜しよしよし、かわいいよ椿♡ もっとちゅーる舐め舐めちましょうね♡ はいっ、チーズ♡」と言って追加を求めてくる。すごい、あのツンケンした忍海さんが、デレデレ目尻を下げてのカメラ目線だ。

　そしてとうとう、「ほらっ、今度は僕の顔に塗ってみるからね!!　思う存分舐め回すがいい……!!　唇でもいいぞ！　フフッ♡」と、床に大の字になり始めたあたりで、僕はそっと忍海さんからちゅーるを取り上げた。　


    
        26、不安そうなヤクザ


　もっとちゅーるをあげたがっていた忍海さんだが、幸運なことに仕事の電話がかかってきたらしく、しぶしぶ椿さんの家から出て行った。

　去り際、「……またにゃんこプレイをする時は、僕にも連絡を入れてくれ」と僕に名刺を押し付けて、舐めまわされた手を洗うこともなく、そのままお仕事に戻って行かれたのである……。

　そのあと、椿さんの中からミケ太を出した。

　ミケ太もすっかり慣れたもので、「もうおしまい。また今度ね」と声をかけるだけで、ひょいと椿さんの肉体から抜け出してくれる。長く動物霊を体内に留まらせすぎると、人格に影響が出ると言われているので、長くても一時間程度が限界なのだ。

　ソファで横たわる椿さんにブランケットを掛け、僕はしばらくその寝顔を見つめていた。ちゅーるまみれになっている口元を拭い、乱れた髪を整えながら。

　鼻筋の通った綺麗な顔立ちだ。ついついうっとり見惚れてしまう。

　この人の生きてきた道は、僕が想像もできないくらい過酷なものだったんだろうけど、今はこうして、僕の前で無防備に眠っている。これからもずっと、椿さんと穏やかな時間を過ごしてゆけたら、どんなに幸せだろう……。

　——でもそれって、難しいことなのかな……。

　そもそも、僕は関東の片田舎暮らしで、ゆくゆくは神社を継いでゆかねばならない身の上だ。対する椿さんの拠点はここ、大阪ミナミ。高校生の僕にとって、これは立派な遠距離恋愛だ。そりゃ、ヘリコプターを持っている椿さんからしてみれば大した距離じゃないかもしれないけど、気軽に会える距離じゃない。

　それに、父さんが退院して家に戻ってきたら、僕は父さんにどう説明をして、椿さんに会いにいくんだろう。外泊の理由を、なんと説明すればいいんだろう。元は、父さんがこっそり運営していた『心霊現象相談サイト』に椿さんが相談を持ちかけたことがきっかけだったわけだけど……息子が、ヤクザである椿さんと付き合っているだなんて父さんが知ったら、ショックのあまり気絶したりして……。

「はぁ……確かに前途多難かも」

　椿さんの髪を撫でながらため息をついていると、ぴく、と長い睫毛が動く。何度か瞬きをした後、椿さんはすぐ僕に気づき、どこか気の抜けたような眼差しでこちらを見上げた。

「……紬」

「おはようございます。……って、もう夜だけど」

「もう夜？　……俺、何して……」

「ミケ太にご褒美あげたんですよ。その後、椿さんしばらく眠ってて……」

「ご褒美……。あっ」

　ようやくこれまでのことを思い出したらしい。椿さんはむくりと身体を起こし、同時に「ウッ」と両手で口を押さえ、吐き気を堪えるような声を出した。

「な、なんや口ん中が生臭い……ッ、これがアレか、ちゅーるの味かっ……!!」

「あ、あはは〜。いっぱい食べちゃったから……。あ、でも人体に害はないです！」

「う、ウッ……耐えられへん……ッ」

　椿さんは真っ青になりながら、フラフラとバスルームの方へと消えて行った。僕もちょっと味見してみたけど、人間が食べるには若干臭みが強すぎるというか、なんというか……。とにかく、そう美味しいものではないことは確かだ。

　どうやらシャワーを浴びているらしいので、僕は作っておいた夕飯を温めるべくキッチンに立った。

　椿さんが寝ている間にコンビニへ行こうと思ってマンションの下に降りたら、目の前にスーパーを見つけたので、買い物をしておいたのだ。椿さんは舌が肥えているだろうから、僕の庶民的な味付けなんて喜ばないだろうけど……。

「……ふう……さっぱりしたわ。お、なんやええ匂いやな。カレーか？」

「はい。……すみません、こんなものしか作れなくて」

「何言うてんねん。めっちゃ嬉しいわ」

　パンツ一枚という格好のまま、椿さんは僕の背後にやってきた。そして、ルーを溶かし入れたばかりのカレー鍋を見下ろしつつ、後ろから僕を抱きしめる。

「ええなぁ、こんな生活。最高やん」

「そうですね……」

　ついさっきまで、二人の間に立ちはだかる障壁について考えていたものだから、つい口調が重くなる。すると椿さんはつと僕の耳に唇を寄せ、「どうした」と低い声で尋ねてきた。

「な、何でもないです」

「何でもないことない顔やで。紬は隠し事できへん子やからな」

　椿さんは僕の肩に触れ、そっと自分の方を向かせた。正面から椿さんと向き合って、僕はそろりそろりと椿さんの顔を見上げる。

　凛とした顔立ちに、水の滴る艶っぽい黒髪。真摯な表情に、胸が高鳴る。不安に揺れている僕の心を包み込むような深い眼差しを向けられて、僕はついつい気が緩んでしまった。

「……ちょっと、不安で」

「不安？」

「はい……」

　昼間、忍海さんに指摘されたこと——もやもやと胸に抱えていた不安を、僕は全て、椿さんにぶちまけた。

　話しているうち、『これじゃあ、ヤクザである椿さんの人生を否定するような内容に聞こえないだろうか』と心配になったけど、椿さんは終始静かな表情で、僕の話を聞いている。

　そして最後に、「……なるほどな」と、小さな声で呟いた。

「すみません。……僕」

「何で謝んの。紬が悩むんも無理ないことや」

「でも……」

「紬」

　ぽん、と両手を肩に置かれて、僕ははたと言葉を切った。見上げた椿さんは、意外なことに穏やかな微笑みを湛えている。僕はやや目を見張った。

「お前、俺らの未来について、真剣に考えてくれてんねやな」

「……あ……っ。ひょ、ひょっとして重かったですか!?　そ、そうですよね！　一回エッチしたくらいで僕、舞い上がって！　そんな先のことまで一人で悩むとか」

「はははっ、舞い上がってくれてんのか？　それめっちゃ嬉しいねんけど」

　椿さんはいつになく爽やかに笑い、僕を引き寄せ抱きしめた。そっと腕を持ち上げて、広い背中に手を回す。すると、椿さんの肌に頬が触れ、溶け合う体温が心地よくて、安心できた。

「俺も、オヤジの隠し子の一件があってから、ちょっと色々と考えることがあってな」

「考えること？」

「まぁ……まだどこまで実現可能か分からへん。俺一人の問題でもないし、あちこちに伺いを立てなあかんことでもある。すんなり上手くいくことでもないかもしれん」

「え……な、何をするつもりなんですか？」

「それはまだ言えへん。……けど、紬」

　すっと身体を離し、椿さんはまっすぐに僕を見つめた。熱のこもった視線に、僕の背筋もしゃんとする。

「俺を信じて、待っててくれるか」

「へ……？」

「待てるか？　紬」

　——ああ、この目だ……。

　自信を窺わせる強い口調なのに、椿さんの目はどこか心細げだった。

　凛々しい瞳の奥に、何かを恐れているかのような、頼りない光を宿している。

　椿さんが本気で僕を求めるとき、いつもこういう目をしていたように思う。僕のことなんて、力でどうとでもできるだろうに、どこか不安げに僕を見つめるのだ。

　僕が離れて行きやしないか、拒絶され、捨てられはしないだろうかと、怯えるような——……

「待てますよ。当たり前じゃないですか」

　僕は敢えて強い口調で、きっぱりとそう言い切った。椿さんの頬を両手の中に包み込み、しっかりとその目を見つめて、僕はにっこりと笑って見せた。

「僕はあなたを信じてます。いつまでだって、待ちますよ」

「……紬」

「だから、椿さんの思うように……」

　不意打ちのように、唇をキスで封じられる。腰と背中をしっかりと支えられ、つま先が浮いてしまうほどにきつく抱きしめられながら、僕は椿さんとキスを交わした。

　椿さんの頬に触れていた手を伸ばして首に縋りながら、しっかりと椿さんを抱き返す。より近付いた二人の身体が密着する。僕らはさらに深く唇を重ね合い、舌を絡めた。

「……紬。好きや」

「……ぼくも、好き。大好きですよ」

「はぁ……」

　ぎゅ、とさらに強く掻き抱かれ、安堵したようなため息に耳元をくすぐられる。

　椿さんは灼熱にひりついたような眼差しで僕を間近に見つめながら、腰を溶かすような色っぽい声音で、こう囁いた。

「……お前を抱きたい。今すぐ」

「ひぇっ……？」

「あかんか？　お前のことが可愛すぎて、気ぃ狂いそうやねんけど」

「ん、ぁっ……」

　ぐ、と腹に押し付けられた椿さんの剛直は、すでにはち切れそうなほどに昂ぶっている。全身全霊で僕を求める熱い視線にぞくぞくと全身が打ち震え、僕は素直にこくりと頷いた。

「僕も、僕も……抱いて欲しいです。今すぐ」

「……ははっ。そうか」

　興奮のあまり涙目になりながら僕がそう訴えると、椿さんはホッとしたように眉を下げ、甘い笑顔を僕にくれた。

　ヤクザっぽく笑う椿さんもかっこいいけど、こうして心からの笑顔を見せてくれる椿さんのことが、愛おしくて、可愛くて、可愛くて仕方がなかった。椿さんはしばしば僕を『かわいい』と形容するけれど、それは僕も同じ気持ちだ。

　——いつの間に、僕はこんなにもこの人を好きになっていたんだろう。

　まばゆいほどの夜景の灯が、僕らの肌をほの白く浮かび上がらせる。貪るように僕を抱く椿さんの愛撫に身を委ねながら、僕は椿さんを安心させるように、何度も何度も「好き」だと伝えた。

　時間を忘れて互いの熱を求め合い、熱く激しいセックスに耽った夜だった。


    
        27、会えないヤクザ


　それから四ヶ月が経った。

　でも、まだ椿さんからは何の連絡もないままだ。

「紬〜。父さん、ちょっと出かけてくるよ」

「はーい。気をつけてね」

　父さんも無事に退院し、親子二人の生活が戻ってきた。

　学校へ行き、部活に出て、神社の掃除やご祈祷の仕事を手伝ううち、椿さんと過ごしたあの忙しない日々が、どんどん遠いもののように思えてきた。まるで、夢の中の出来事だったのではないかと。

　メールを送っても、返信は一週間以上経ってから。電話を掛けてみようと思ったこともあったけど、すごく忙しいんじゃないかと思うと遠慮のほうが先に立ち、どうしても通話ボタンをタップすることができなかった。

　——椿さん、どうしてるのかな。ミケ太とポメ助も、いい子にしてるかな……。

　危ない橋を渡ったりしてはしないだろうかと、自然とニュースにも目が行くようになった。といっても、関西のニュースなんてそうそう流れてくるものでもないんだけど……。

　こんなに気になるなら、いっそ電話をしてみればいい。でも、できない。椿さんの邪魔をしたくない。僕のわがままで、椿さんを急かしたくない……。ぐるぐるとそんなことを思ううちに夏は過ぎ、いつしか秋の気配が漂い始めている。

　あっという間に夏休みは終わっていた。手伝い、宿題、部活の練習や合宿などでバタバタと日が過ぎていったことは、僕にとって幸いだった。忙しさに身を委ねていれば、椿さんに会えない寂しさについて、深く思い悩むことはないからだ。

　でも、やっぱり寂しい。椿さんの声が聞きたいし、笑顔が見たい。一緒にご飯が食べたい。そばにいたい、抱きしめて欲しい……。

「椿さん……会いたいな」

　白いカッターシャツに身を包み、自転車を押しながら、晴れ渡った空を見上げる。

　無情なほどに晴れやかで、気持ちのいい九月の空だ。まだまだ昼間の太陽はぎらぎらと元気だけれど、朝晩を吹き抜ける風はどこかおとなしく、日に焼けた僕の肌をほのかに冷やしていく。






　　　　　　＋






「ただいまぁ」

「紬、ちょ、紬!!」

　学校から帰ると、父さんが血相を変えて僕のところへすっ飛んできた。靴を脱ぎながら「どうしたんだよ」と聞くと、父さんは手にした通帳をふるふると震わせながら、僕の腕をガシッと掴んだ。

「これ、これ何だ!?　神社の口座に、ご、ご、ごご、五百万円も……振り込まれてるんだけど!!」

「えっ!?　あ、あー……」

　お賽銭などを保管しておくための口座が一応あるのだが、神社が寂れてきてからというもの、そっちの口座にはまるで動きがなかった。そのためしばらく放置していたのだが、そろそろ解約すべきだろうと思い立った父さんは、銀行へ行ってきたらしい。

　そして、そこで目ん玉を引ん剝いたようだ。

「これ、これはなんだ!?　お、おまえ、まさか、あのヤクザに妙なことされたんじゃないだろうな……!?」

「みょ、妙なことって……？」

「父さんがいない間に、へ、変なことされたりとか、変なもの売らされたりとか、あっ、内臓、内臓売らされたりしてないか!?」

「してないよ……」

　僕とよく似た顔を真っ青にしてわなわなと震えながら、父さんは僕に詰め寄った。

　どちらかというと小太りだった父さんだが、過労による入院のせい（おかげ？）で随分痩せた。そのせいかだろうか、父さんにぎゅうぎゅう腕を握り締められても、まるで痛くもなんともない。父さんはこんなに小さかったかな……と、こんな時だが僕はふとそう思った。

「あー、ええと、これには色々と事情が……ていうか本当に五百万振り込んでたんだ……」

「事情!?　事情って!?」

「えーと、まず、父さんがあのヤクザさんたちに僕を紹介したときから、色々と始まるわけなんだけど」

「あ、あー……ああ。うん」

　僕がそう言うと、父さんは途端に大人しくなった。僕からするりと手を離し、場所を変えて話そうと、茶の間の方へ移動する。

　そして僕は、ここで二度、椿さんをお祓いしたことについて説明した。

　これまでも、助言を求めるべく父さんにメールをしたことはあったけど、事情については一切秘密にしていたのだ。過労で休養を取っている父さんに、心労を与えたくなかったから。

　霊媒体質になってしまった椿さんに、その後も助言を求められたことや、椿さんのお義父さんが霊障で苦しんでいると聞いて、大阪までお祓いに行ったこと。話せる範囲のことを、僕は洗いざらい父さんに語った。

「……なるほど。お前、すごいんだな。父さんは全く視えないのに、紬は、そんなことまで……」

「うん。ばあちゃんに色々教え込まれておいて、心底良かったなって思うよ」

「そうか。ばあちゃんには分かってたんだろうな。お前には、特別な能力があるってこと」

「そうかもね」

　父さんは笑みを残して立ち上がり、二人分のお茶を淹れて戻ってきた。すっかり日が短くなって、縁側の外は夕闇に暮れなずんでいる。

　いつだったか、そこで椿さんが煙草を吸っていたことがあったっけ。月明かりの中、椿さんの広い背中が浮かび上がって見えて、すごく綺麗だった。僕に気づいて、振り返って笑顔を見せてくれて——

　不意にその時のことを思い出し、無性に椿さんが恋しくなった。

　今はこうして、父さんが帰ってきてくれた。寂しさは幾分和らいだはずなのに、あの頃とは違う寂しさが僕の胸を塞いでいる。

　ヤクザなのに怖がり。だけどすごく強くて、頼もしくて、優しい人。幼い頃の傷のせいか、大切な感情を前にすると少し臆病になってしまうような、繊細さも抱えた人だ。そんな椿さんの魅力から、僕は目が離せなくなった。

　僕を一人の男と認めてくれた。僕が必要だと、手離したくないと言ってくれた。そんな椿さんのそばに僕もいたい。あの人が傷つくことがないように、守ってあげたい。すごくすごく、大事な人だ。

「……父さん」

「ん？」

「あの、さ。僕……」

　このまま、父さんに全てを話してしまいたいと思った。何よりも大事なことを、きちんと分かってもらいたくて。

　でも、のほほんとした笑みを浮かべる父さんの顔を見ていたら、何だか急に言い出しにくくなってしまった。一人息子で、唯一の家族である僕が、ヤクザの恋人になっていた——それを知った父さんは、一体どんな反応をするだろう。椿さんに、どういう感情を抱くだろう。僕は騙されている、ヤクザなんて絶対にダメだなんて言われたら、僕は父さんを嫌いになってしまうかもしれない。

　——どうしよう……。

「紬？　どうしたんだい？」

「え、ええと……」

　僕が口ごもっていると、ざ、ざ、ざ……と何やら物音が聞こえてきた。神社の方から聞こえてくる。石段を登ってくる大勢の足音が、風に乗って母屋の方まで届いているようだ。

「ん？　こんな時間にご参拝か？」

　それは父さんの耳にも聞こえているらしい。袴姿のままだった父さんは、手早く居住まいを正して立ち上がった。なんとなく胸騒ぎを感じた僕も、父さんの後に続こうとした。その時——

「ニャーン」

「えっ……？」

　足元で、猫の声がした。びっくりしつつ見下ろした先には、薄ぼんやりと透けた三毛猫の姿がある。そして、「ワンワン!!　キャォン!!」と元気な鳴き声を響かせながら駆けてくる、半透明の真っ白なポメラニアンが……。

「み、ミケ太!?　ポメ助!?」

「え？　何？　なに言ってんだ紬」

　唐突に訳の分からないことを言い出した僕を見て、父さんがきょとんとしている。だが今は、父さんに構っている余裕はない。ミケ太とポメ助がここにいる。ということはつまり……。

　——まさか……まさか!!

　僕は、すぐさま外に駆け出した。サンダルをつっかけて、転がるように庭へ飛び出す。

　神社の境内を照らす灯の中に、黒スーツを着た男たちの姿が見えた。人数にして、二十人ほどはいるだろうか。

　その先頭に立つのは、均整のとれた身体つきをした、すらりと背の高い男の人。

　僕は迷わずその人のもとへ駆け寄って、勢いのまま抱きついた。

「椿さん……！」

　頼もしい腕が、僕の身体をしっかりと抱きとめる。懐かしい香水の匂い、恋い焦がれたあのぬくもりに包み込まれて、安堵のあまり涙が滲んだ。

「遅おそなって、ごめんな」

　椿さんは僕を抱きしめ、噛みしめるようにそう囁く。椿さんのスーツに顔を埋めながら、僕は何度も頭かぶりを振った。

　顔を上げると、優しく微笑む椿さんと目線が重なる。込み上げる喜びで涙が出そう。目の奥がつんと痛むけど、僕は椿さんに笑みを返した。

「会いたかったで、紬」

「僕も……僕も会いたかったです。会いたかった。椿さん……！」

「待っててくれたんやな。ほんまに」

「何言ってるんです、当たり前じゃないですか！　うわぁあん」

「紬……」

　こうしてまた会えたことが嬉しくて、嬉しくてたまらない。大きな手で頭を撫でられ、力強く抱きしめられて、これまで感じていた寂しさや不安が、泡のように消えていく。

　だが、背後から聞こえてきた不安げな声に、僕は一気に現実に引き戻された。

「つ、つ、紬……？　これは一体どう言うことだ？　この人たちは……」

　ハッとして、僕は後ろを振り返った。

　父さんが、わなわなと全身を震わせながら、椿さんの腕の中にいる僕を見つめている。

　幽霊のように真っ青になった父さんは、信じられないものを見るような目で僕を見ている。そして、僕の肩を抱く椿さんと、その背後にいる黒服の群れを順番に見比べて……父さんはこう言った。

「け、け、警察……呼んだ方がいいなら、父さん、すぐ通報するぞ？　紬、これは一体どういうことなんだ……!?」

「こ、これは、その……」

　——どうしよう。どう説明すればいい。警察を呼ぶなんて、そんなことされたら……。

　緊迫する空気に、冷や汗が伝う。

　だが、そんな僕ら親子の間を、ミケ太がとてとてと横切った。そしてミケ太の尻尾をポメ助が嬉しそうに追いかけ回して……相変らず緊張感のない動物霊だな!!

　その時、ぽんと肩を叩かれた。ハッとして見上げると、椿さんは不敵な笑みを浮かべている。

「紬、大丈夫や」

「へ……？」

「信じて待ってろて、言うたやろ」

　椿さんはそう言うと、スッと僕から離れ、父さんの方へ歩を進めた。

　そして、身構えている父さんの前で礼儀正しく一礼すると、内ポケットに手を差し込む。

　拳銃でも出てくるのではと一瞬緊張したけれど、椿さんが手にしていたのは黒革の名刺ケースだ。そこからスマートに名刺を抜き、綺麗な所作で父さんに差し出ている。

「お久しぶりですお父さん。いつぞやはご入院中にもかかわらず、突然押しかけるような無礼を働き、大変申し訳ありませんでした」

「……え？　え？　あ、どうも、ご丁寧に……」

　戸惑いつつも名刺を受け取り、父さんはそこに書いてある文字をじっと見つめている。そして、もう一度椿さんを見て、また名刺を見た。え、なんて書いてあるの……!?

　僕は父さんに駆け寄って、ひったくるように名刺を奪う。

　そこに書いてある文字は——

「株式会社ＳＧＪセキュリティ？　代表取締役社長……？　え、社長？」

「え、あなた、ヤクザでしょ？　はっ……これが俗にいう、ふ、ふ、フロント企業……!?」

　僕ら親子の声が重なる中、椿さんはスマートに名刺入れを内ポケットに仕舞う。

「やましい会社ではありません。任侠の世界からはキッパリ足を洗いました。組を畳み、子分ら一同とともに、まっとうな道を歩むべく、一から出直してきた次第です」

「どええええ!?　く、組を畳んだ!!?」

　今度は僕が、目ん玉をひん剥いた。

　僕の反応を見て、椿さんは満足げに頷いている。

「いうたら、強面スタッフだけの便利屋やな。うちの組は強面マッチョ揃いな上に腕っ節も確かな奴らが多いから、ヤバめの案件にも対応できる。中途半端なイキリ野郎どもをビビらすには、うってつけやろ」

「強面マッチョの、便利屋……？」

「上手くいくかは賭けやったけど、大当たりや。別れた旦那に怯える元人妻の恋人役、ストーカー被害に悩む善良な女子大生の彼氏役、乱暴な取り立てするヤクザから守って欲しい……とまあびっくりするくらい依頼が多くてな、毎日毎日大忙しやねん。いやぁ、物騒な世の中ですねぇ、お父さん」

「ヒッ!?　は、はぁ……」

『物騒』の代表格だった椿さんが、ニタァ……といつもの悪い笑みを浮かべながら父さんに視線を振った。明らかに父さんがビビっている……笑い方から練習したほうがいいよ椿さん……。

「警察庁公認の警備会社とも契約してる。俺もこいつらと真面目に研修受けててな、国家資格も取得予定や。これからは、市民の平和を守んねん」

「市民の平和……」

　かつては市民の平和を脅かす存在だった椿さんが、今は平和を守っている——あまりにもこれまでと立場が違うものだから、なかなか脳みそがついていかない。椿さんの背後にいる見慣れたヤクザさんたちは揃いも揃ってニヤニヤしていて、どこからどう見ても悪そうだ。こ、これでカタギとか大丈夫なのか!?

「子分の皆さんがここにいるってことは……、全員、雇っておられるんですか？」

「ああ、そやで。他の組に移るかどうかって話したんやけど、皆俺について来たい言うから、全員まとめて社員にしたんや」

「ほえ〜」

「あとは、飲食系の関連会社作って、宍戸と前田と後藤に任してな、『極道カフェ』っちゅーのをオープンしてん。これもめっっちゃ評判良くて、渋谷に二店舗目をオープンする予定や」

「ご、極道カフェ……。なるほど、まんま存在を活かせるお仕事ですね……」

　聞けば、税理士資格を持っている遊佐さんが、会社設立にかかる面倒な手続きを全て引き受けてくれたのだという。そしてご自身もちゃっかり役員に収まって、安泰な地位を手にしているのだとか。世渡りが上手すぎる……。

　椿さんがすんなり足を洗えたのはほかでもない

　組長さん自身が、実の息子が更生するための場を設けるべく、組を畳むと決めたからだ。

　なんと組長さんは、やむを得ず犯罪に手を染めてしまう若者の助けとなるべく、ＮＰＯ法人を設立したのだという。いずれ出所してくる永田が真っ当な道を歩けるよう、その受け皿を作ったというわけだ。

　組長さんはその代表者となり、『犯罪から自分を守る——元ヤクザ組長が教える、上手な足の洗い方——』などの講演で、元気に活躍しているらしい。（年明けには著作も書店に並ぶとのことだ）

　僕は色々と感心してしまい、「ほえ〜」と気の抜けた声ばかりが出てしまう。

　すると椿さんは、スッと父さん前で身を屈め、自分の胸に手を当てながら、熱っぽくこう語り始めた。

「私は、反社会的組織に長く身を置いておりました。ですが紬さんと出会い、彼の純粋さ、裏表のない優しさに、心を強く強く揺さぶられました。私には持ち得ない強さに、激しく胸を打たれたのです。その強さに甘え、紬さんを何度も面倒ごとに巻き込んでしまいましたが、紬さんは何事にも怯えることなく、毅然とした態度で私どもを窮地から救ってくれた……！　こんっっっなに可愛らしい少年なのに、チンピラ相手に大立ち回りまで……本当に、頼もしい息子さんです」

「は、はぁ」

「そして紬さんは、私に、人生を考え直す機会を与えてくれました」

　ガシッと父さんの両手を掴み、椿さんはぐぐっと詰め寄った。父さんは顔面蒼白なままで明らかに引き気味だったけど、椿さんに間近に迫られ、ポッと頬を赤く染めている。あれ、なんか反応おかしくない？

「紬さんは、救いようのないドクズだった私を愛してくれた、天使のような存在だ。私は心の底から、紬さんに惚れています。紬さんと人生を共にしたい、紬さんに恥じない生き方がしたい……そのために、私は裏社会から足を洗ったのです」

「は、はぁ……え？　愛？　惚れ……人生って？」

「ちょっ……椿さんっ……!?」

　怒涛の展開に混乱を極めた父さんが、ついに目を回し始めた。さすがの僕も焦ってしまう。だって、これ、だってこれ、まるで公開プロポーズじゃないか!!　いろんなものをすっ飛ばかしすぎていて、僕まで目が回ってきたよ!!

「お父さん。私は必ず紬さんを幸せにします。何があっても、紬さんを守り抜いて見せます!!　どうか、紬さんとの結こ…………交際を認めてください!!　よろしくお願いシャァァァス!!」

「「「よろしくお願いシャァァァス!!」」」

　……ああ、また既視感がすごい。

　父さんが仰け反る勢いでぐいぐい交際の許可を迫る椿さんと、背後で九十度に腰を折るヤクザ……もとい、元ヤクザの皆さんという絵面に、懐かしささえ覚えてしまう。

　ていうか一回『結婚』って言いかけたよね。相変わらず椿さんが激しく前のめりすぎて、僕はとうとう笑えてきてしまった。

「椿さん、ちょっと……あの、父さんびっくりしてるんで、一旦落ち着いて……」

「ん？　あ、ああ……すまん。ホンマもんの紬見たら、ついつい熱くなってしもて」

「僕、まだ父さんに何も話せてなかったんですけど……」

「そうちゃうかなと思って、必死でここまで頑張ったんや。けどまぁ、男同士っていうとこは、クリアできてへんけど……」

　僕は父さんの背に手を添えて、そっと様子を窺った。父さんはブツブツ何かを呟きながら「ん？　うちの息子がヤクザを更生させて？　そして交際？　そのために足を洗って……？？」と状況を整理しようと頑張っているようだ。

「えーと……真行寺椿さん」

「はい、何でしょうかお父さん」

「お父さん……。まぁいいか。……ええと、あなたはその……本当にもう、ヤクザじゃないんですね？　怖い人たちとは、もう何の関係もないと……」

「ありません。純真無垢のまっさらですよ、お父さん」

「そ、そうですか……。で、紬……お前は、本当にこの人のことを……？　脅されて、いいようにされてるとか、そんなことはないんだな？」

　ふとこっちに視線を向ける父さんの表情は、明らかに僕の身を案じているものだった。そりゃそうだよね。だって、何から何まで普通じゃない。

　椿さんは元ヤクザの若頭で、父さんとの出会い方は最悪だったと思う。それに、裏社会から足を洗ったとはいえ、僕らは男同士だ。僕は一人息子で、いずれはこの神社を継ぐ。男同士で一緒に生きるってことは、跡取りもできないわけで……。

　——でも、僕は椿さんのことが好きだ。ずっとずっと、一緒にいたい。何より大切にしたい人だから。

「うん、そうだよ。脅されてなんかない。僕も、椿さんのことがすごく大事なんだ」

「そ……そうなの、か？」

「ごめんなさい。こんなの普通じゃないって分かってるんだ。でも、僕もね、椿さんのことを幸せにできたらと思うんだ。見た目はこういう人だけど、すごく優しくて、誠実な人なんだよ。だから……」

　制服のズボンをぎゅっと握りしめながら、僕は深々と父さんに頭を下げた。膝も、拳も、緊張のあまりふるふると震えている。すると僕の隣で、椿さんも無言で頭を下げた。

「椿さんとのこと、認めて欲しい。お願いします……!!」

「紬……」

　薄暗い境内が、沈黙している。

　息を詰める僕と同じように、椿さんも、元ヤクザのみなさんも、固唾を飲んでなりゆきを見守っているようだった。

　父さんの反応が怖い。反対されたら、僕はどうしたらいいんだろう。

　この神社を捨てて、椿さんと大阪へ行くのか。それとも、椿さんとの関係を切らねばならなくなってしまうのか——

　どっちもいやだ。父さんはたった一人の家族で、椿さんはかけがえのない大切な人だ。どちらかを選ぶことなんて、僕にはできない……。

「……紬、頭を上げて」

　こわごわと頭を上げ、父さんの顔を見る。

　思った通り、父さんはひどく困った顔をしていた。

「とりあえず、その……めちゃくちゃびっくりしてるんだけどね」

「う、うん……ごめん」

「でもまあ……父さんは、反対しないよ」

「え？　ほ、ほんと……？」

「うん」

　父さんは、へらっと気の抜けた笑みを浮かべた。

　その笑い方は、自覚できるほどに僕そっくりで、改めて父さんとの親子の縁を強く感じた。と同時に、涙がぽろりと、僕の頬を伝う。

「ふたりともすごく一生懸命で、お互いのことが大事なんだってこと、すごく伝わってきた。なんていうかその……こういうときに父親として、何て言ったらいいか分からなくて、かっこつかないんだけど」

　父さんは静かな瞳で僕を見つめ、椿さんを見つめた。

　そして僕らを安心させるように優しく微笑み、ひとつ呼吸を置いてこう言った。

「紬の選んだ相手なんだ。父さんは、許すよ」

「と……父さん。うええ……」

　安堵するあまり、ぼろぼろと涙が溢れ出す。僕はふらりと父さんに歩み寄り、そのまま、倒れこむように抱きついた。

　こんなふうに父さんにくっつくのは、子どもの頃以来だろう。嗚咽を漏らしながら涙する僕の頭を、父さんはよしよしと撫でてくれた。

「……ありがとうございます」

　僕ら親子の後ろで、椿さんが噛みしめるようにそう言った。泣き顔で振り返った僕を見て、椿さんもまた、泣き笑いのような表情を浮かべている。

「真行寺さん。この子は、僕の大事な一人息子です。大切にしてください」

「もちろんですお父さん。生涯紬さんを愛し抜くと、誓います」

「生涯……うん、そういう覚悟でいらっしゃるのなら、僕はもう何も言いません。この子をよろしくお願いします」

　ところどころ椿さんの重すぎる台詞に引っかかりを覚えているようすだが、父さんは自ら手を差し出し、椿さんと固い握手をした。

　椿さんを見上げて、僕は微笑む。すると椿さんもまた、幸せそうに目を細めた。

　こうして結ばれた新たな絆を祝うかのように、境内を囲む木々から、優しい葉音が聴こえてきた。
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　それから、また一ヶ月が経った。

「う……ん」

　もぞ……と布団の中で身動きをすると、胸元がずしりと重いことに気がついた。布団をめくってみると、僕の肩口に顔を埋めて、寝息を立てている椿さんの寝顔がある。まるで僕が腕枕をしているみたいで、胸がきゅんきゅん甘く疼いた。

　昨日は『遅くなる』と言っていたので、僕は先に寝ることにした。布団に入り込んで寝ちゃうなんて、まるで猫みたいだ。しっとりとした黒髪に指を絡ませながら、僕はひとりでふふっと笑った。

　時計を見ると、六時半。そろそろ起きて支度をして、学校へ行かなければならない。今は十月下旬で、中間試験の真っ只中だ。僕は夜更かしの一夜漬けがあまり得意ではないから、昨日は割と早く寝た。そのおかげか、頭はすごくスッキリしている。今日は苦手な化学のテストも組み込まれているが、この調子ならちゃんと解けるかもしれない。

　頭の中で公式を思い返しながら、僕はそっと布団から抜け出そうとした。だが、椿さんはぎゅっと僕の腕を掴んで、眠たげな目でこっちを見上げている。

「……どこ行くねん」

「あ、起こしちゃいました？　おはようございます」

「おはよ。……ああ、そうか。今日もテストか」

「そうですよ。でも、きょ、今日でおしまいですから……」

「……へぇ」

　にや、と思わせぶりに微笑む椿さんの表情に、顔が急に熱くなる。

　中間試験終了ごときで何を照れているのかと思われるだろうが、その理由はただ一つ。

　試験が終われば、お預けにされていたセックスが解禁される……から。

「夜まで待てるんか？　テスト前に、ここ、こんな硬くして」

「んぁっ。ちょ、触らないでくださいよっ……」

　パジャマズボンの上から、朝立ちしていた性器をやんわりと撫でられた。テスト前から数えて二週間、気が散らないように、なるべくそういうことをしてこなかったこともあって、僕の股間はちょっとの刺激であっさりと昂ぶってしまうのだ。

　椿さんは肘枕をして、起き上がって布団に座る僕をじっと見上げる。どことなく挑発的な眼差しに、お尻の奥が反応してしまう……。

「これじゃ集中できひんやろ。抜いたるわ」

「えっ……いや、でも」

「ムラムラしとったら、解けるモンも解けへんて。あっという間にイかせたるから」

「……ぐっ。どうせ僕は早い……っ、あ」

　あっさりとパジャマズボンを降ろされてしまい、朝日の中でぷるんと上を向く性器が丸裸にされてしまった。椿さんは愛おしげに僕の先端にキスをして、形のいい唇から赤い舌を覗かせる。そして、羞恥と興奮で顔を真っ赤にしている僕を見つめながら舌を絡ませ、根元を器用に扱き始めた。

「ん、ぁっ……は、ぁん……」

「ガッチガチやん……ふふ……若いなァ」

「んっぅ……ん、つばきさん、そんな、えっちな舐め方されたら……っ、てすと、できない……」

「……なんでや」

「お、思い出しちゃう……からっ……。ん、んっ……はぁっ……」

　気持ち良くて、気持ち良くて、腰からとろけていってしまいそうだ。はぁ、はぁ、と隠しようもなく興奮している僕を追い立てるように、椿さんはさらに深く僕のペニスを口に含んで、いやらしい音を立ててそれをしゃぶった。

「や、あっ……つばきさん、ン、だめ、でちゃう、あ、あっ……!!」

　程なく、僕はそのまま射精してしまった。あっという間に高められた熱が鎮まり始めるや、椿さんの口の中に出してしまった罪悪感が僕を襲う……。

　だが、椿さんはこともなげに、僕の出したものを飲み下してしまった。艶めいた唇の端から少しだけ溢れていた白濁を舌先で舐め取る姿があまりにも色っぽくて、いやらしくて、僕はぼうっと椿さんに見惚れてしまう。

「の、のんじゃった……」

「夜は、もっとエロいことすんねんで。これくらい、どうってことないやろ」

「……うう」

　椿さんはパンツ一枚という格好で布団から出てくると、う——んと気持ちよさそうに伸びをした。なんだか、行動がミケ太に似てきたような気がしなくもない……。

　ふと、ぴったりフィットしたボクサーパンツの真ん中が、ぐんと盛り上がっていることに気づいた僕は、おずおずとこう尋ねた。

「あの……僕も、しましょうか？」

「ん？　何を？」

「何って、その……口で……。おっきくなってるから」

「ああ。今はええよ。お楽しみは後にとっとくタイプやねん、俺」

　椿さんはそう言って、僕の頭をぽんと撫でた。そして、見惚れるような笑顔で僕を見つめながら、「テスト、がんばりや」と言ってくれた。

　——ああ……かっこいい。なんて素敵なんだ、椿さん……。

と、目をキラキラさせていると、「ブギャー！」とミケ太の不服げな声が聞こえてくる。驚いて辺りを見回すと、枕の後ろで丸くなっていたミケ太の尻尾の上に、椿さんの足がある。

「あの、ミケ太が尻尾踏まれて怒ってるんですけど……」

「ヒィッ!!　び、びっくりするやろ!!　なんちゅうとこで寝てんねん!!」

　バッ！　と大慌てで足をどける椿さんを見上げて、ミケ太が反論するように「ア——オ」と鳴いた。
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　株式会社ＳＧＪセキュリティの関東支部が稼働し始めたのは、今月の頭から。

　事務所はなんと、白水神社のお向かいにある。

　うちの神社は小高い丘の上にあり、八十段の石段を登って境内にお参りしてもらう構造になっている。道路に面した石段の向かいに、ＳＧＪセキュリティ関東支部のオフィスはある。

　椿さんは何もない原っぱだった土地を買い上げ、住宅付きの三階建ビルを建てた。一階と二階はオフィスで、三階は椿さんの私室。といっても、椿さんは毎日のように僕の家でご飯を食べているので、時折帰って眠るだけの部屋になっているみたいだ。

　宍戸さんの発案でＳＮＳをうまく利用した結果、強面マッチョの便利屋さんも極道カフェも、驚くほど業績を伸ばしている。毎日のようにあちこちから舞い込む案件を捌く椿さんはすごく忙しそうだけど、前よりもずっと充実した表情をしている。

　そのほかにも、雑誌の取材を受けたことがきっかけとなり、椿さんはとあるアパレルブランドのモデル業までこなすようになった。田舎者の僕は当然聞いたことがないブランド名だが、そこは派手めの男女に大人気なんだとか。ギラギラしたスーツから個性的なデザインのＴシャツ、びりびりのジーパン、または財布や時計などの小物類など——堅気になったとはいえ、そういうものを難なく着こなしてしまう椿さんの華やかさは、ヤクザだった頃と何も変わらない。

　——そんな人が、僕の恋人だなんていまだに信じられないなぁ。……ハァ……今夜は椿さんと、えっちできるのか……。

　つつがなくテストが終わり、ＨＲ終了を告げる日直の声が教室に響く。だが、試験が終わり気が抜けてしまった僕は、すっかり惚けて上の空だ。

「……むぎ、紬ってば」

「……えっ」

　ふと気づくと、悠介がすぐそばに立っている。僕は仰天した。教室内は開放感に溢れていて、わいわいと皆賑やかだ。

「紬、大丈夫？　熱でもあるの？」

「え？　ううん、ないよ！　夏バテかな〜あはは〜」

「本当に大丈夫？　なんか、目は潤んでるしほっぺた赤いし、どうしたの？」

「え、いや、別に」

　いつぞやから少し疎遠になっていた悠介だけど、ここ最近はまた以前の距離感に戻っている。椿さんに会えなかった数ヶ月の間、僕は自らを多忙に追い込んでいたせいか、悠介のことで悩む暇がなかったと言ってもいいかもしれない。

「保健室、いく？　俺、一緒に……」

「い、いやいや、本当に何でもないから！　うん、平気平気！」

「本当？　あ、そうだ。今日、紬んち行ってもいい？　母さんが、またぬか漬けお裾分けしたいとか言っててさ」

「あ……う、うん。今日は父さんいなくて……椿さんいるけど、大丈夫？」

「くっ……またあの元ヤクザ来てんの？」

「う……うん。まぁ」

「行く。晩飯も持っていくから待ってて」

「うん。ありがと……」

　悠介は相変わらず椿さんを目の敵にしているけど、父さんはというと、すっかり椿さんと仲良しだ。

　交際の許しを得た後、椿さんは懐からスッと一升瓶を取り出してニヤリと笑い「お父さん。お近づきの印に、一献差し上げたいのですが」と言った。弱いくせに酒好きな父さんは、一升瓶のラベルを見て目を輝かせ、即答で「いいですねぇ〜」と応じていた。

　かくして、椿さんは部下が用意したツマミを居間に広げて、とくとくと父さんにお酌をし始めた。芸能人顔負けの美形にちやほやされ、父さんもデレデレだ。

　そして、椿さんはまんまと父さんと盃を交わし、「俺のことも、息子と思って可愛がってくださいね、お父さん♡」と満面の笑みだ。父さんもすっかり気持ちよくなっちゃってるから、「アハハ〜でっかい息子だなぁ。僕まだ四十歳になったばっかりなのになぁ〜アハハ〜」と喜んでいて……父さんの懐にあっさり入り込む椿さんの手腕に感心するとともに、父さんのあまりのチョロさに、僕は身内ながら呆れてしまった。

　最近の父さんはというと、お遍路の旅に出かけるようになった。

　神道の神主という立場で、しかも僕を一人残して寺社仏閣を巡ることに抵抗があったようだが、ずっとやってみたかったことであるらしい。迷っていた父さんの背中を押したのは、ほかならぬ椿さんだ。『神道も仏教も、等しく敬うべき日本文化ですよね、お父さん！』と、もっともらしいことを言って、父さんをその気にさせていた。

　というわけで、父さんはちょくちょく旅行に出かけるようになり、その間、僕は再び留守を託されるようになった。色んな経験を経て、時折申し込まれるご祈祷にも、僕は自信を持って対応できるようになった。

　椿さんはというと、いつの間にか町内会にも参加していて、子分……もとい部下の人たちとともに、廃れつつあった町のお祭りを復興させ、町の活気作りにもひと役買うようになっている。

　もうすぐ、数年ぶりに白水神社の境内に屋台が並び、石段の脇に提灯を灯すのだ。浴衣で着飾った人たちがたくさん訪ねてきてくれるのかと思うと、すごくわくわくした気分になる。

　椿さんと出会って、半年あまり。

　寂しく静かだった僕の生活は、がらりと賑やかなものに変化した。
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　試験後の解放感を満喫するべく、電車で繁華街へ出かけようと誘われたんだけど、僕は「神社の仕事があるから」と断った。それはあながち嘘ではないし、それ以上に、早く椿さんと会いたくて、僕は超特急で帰宅した。

　——悠介が来るって言ってたけど、そんなに長居することもないだろうし。はあ、ドキドキするなぁ。普段は父さんがいるからあんまりエッチできないけど、今日は……。

　えっちな期待を胸にいそいそと自転車を片付け、がらりと引き戸を開いた。すると玄関に、艶のある黒い革靴が置いてある。もう椿さんが戻っているのかと思った僕は、すぐに靴を脱いで茶の間へと向かった。だが、そこにいたのは……。

「どぉも、お邪魔してます」

「ヒ、ヒィッ……!!」

　湯呑みで茶をすすりながら僕を出迎えたのは、組長秘書をしていた遊佐さんだった。以前と同じく、品のいいピシッとしたスーツを隙なく着こなし、雅やかな空気を漂わせながらそこに座っている。

「ゆ、遊佐さん……。あの、椿さんは？」

「社長は事務所の方ちゃいますかね。確か、町内会の人たちとの打ち合わせがあったような」

「あ……そっか、今日でしたね」

「もうすぐお祭りですねぇ。微力ながら、僕も協力させてもらいますよって。宜しくお願いしますよ」

「あ、こ、こちらこそ！　よろしくお願いします！」

「それはさておき、今日は君に用があるんです。まあ、お座りよし」

「はあ。失礼します」

　自分の家なのに恐縮しながら座布団に座ると、スッと目の前に茶菓子の箱が置かれた。遊佐さんはおっとりと微笑んで、「どうぞ。大阪土産です」と言った。

「君には色々と感謝しなあきません。組長のことも若頭のことも、ほんまに世話んなりました」

「えっ？　あ、いえいえ、ご丁寧にどうも……」

　遊佐さんはすっと膝を滑らせて座布団から降りると、畳の上で綺麗なお辞儀をした。遊佐さんから礼を言われたことに仰天しつつ、僕は大慌てでそれに倣う。すると遊佐さんは眉根を上げて、妖艶に微笑んだ。

「組長には個人的な恩があって、ああしてお世話さしてもろたんです。けどね、ヤクザなんてアコギな稼業、そうそう長いことやってられません。君のおかげで真行寺組がしまいになって、晴れて僕もカタギです。ほんま、おおきに」

「あ、いえ……僕は別に」

「どうやって社長を焚きつけたんですか？　いやぁ、親子揃ってえらい頑張りようで。この数ヶ月、寝る間もない忙しさでしたよ」

「焚きつけたとか、そんなことはしてません。ただ待っててくれと言われただけで、具体的に椿さんが何をするのかは、知らされていなかったので……」

「ほう、そうですか。ほな純粋に、社長は自分のご意志でがんばらはったっちゅうことか。愛されてますねぇ、君」

　遊佐さんはすっと立ち上がり、何故か僕の隣で膝をついた。そして、どういうわけかずいと顔を寄せてくる。なにこれこわい。

「な、何ですか……？」

「あの時会うた時はただのおぼこい子ぉや思てたけど、ちょっと色気が出てきたんちゃいますか？　社長にたっぷりエエことしてもろてるんですねぇ」

「はぁ……そうですね……」

　突然セクハラ発言をされ、戸惑いのあまり青い顔をしながらそう言うと、遊佐さんは切れ長の目を何度か瞬き、くっくっくと可笑しそうに笑い始めた。顔はきれいだけど、不気味だ……。

「お祓いを受けた後から、組長が君に会いたい会いたいて、うるさいんです」

「え？　まさか、また体調不良なんですか？」

「いいえ、いたって元気満々ですわ。あん時の礼がしたいんや言うてはって」

「はあ……お礼なんて、別にいいんですけど……」

「お礼と言いながら、君といろいろ話がしたいだけちゃいますかね。君が天竜会のアタマを霊能力で潰したっちゅう噂、しばらく鳳雅会うちでもちきりでしたから」

「霊能力で潰した!?　あの、話が大きくなってません？　……ていうか顔が近いんですけど」

「これは失礼」

　遊佐さんはひょいと顔を離し、僕が淹れた覚えもないお茶をずずっと啜った。誰もいない間に、自分で淹れたんだろう……。

　しんとした茶の間で遊佐さんと二人きりという状況は、そこはかとなく居心地が悪い。当たり障りのない話題を探そうにもうまくいかず、ずっと気になっていたことを、ポロリと口からこぼしてしまった。

「遊佐さんと椿さんて、どうして仲が悪いんですか？」

「……おやおや。いきなりどエライ質問ぶちかましてきますやんか」

「……すみません」

　失礼なことを尋ねてしまったと後悔したが、遊佐さんは嫌な顔をせず、むしろ面白いものを見るような目で僕を見ている。そして淡々と、こんなことを語り始めた。

「僕の親はね、鳳雅会と対立してた京都のヤクザもんでしたんや。僕は一人息子で、ヤクザ界のプリンスなんぞと呼ばれて、ちやほやされて育ったんです」

「へぇ、生粋のヤクザだったんですね」

「ふふ、まぁね。でも、二十年ほど前に内部抗争があって、うちの父親は身内のモンに射殺されました。母親も、僕を庇って背中を撃たれて、そのまま」

「え……っ」

「ふふ、ひどいのはここからですよ。生き延びたまでいいんやけど、その後しばらく、僕は組の若い奴らにええようにされて。まあ地獄を見ましたよ。中学三年生の頃やったな」

　唐突に語られ始めた遊佐さんの過去もまた、耳を塞ぎたくなるほどに壮絶なものだった。あまり多くの言葉で語らなくとも、遊佐さんがどんな目に遭ってきたのかということが伝わってくる。

　あまりにも悲惨で、吐き気がするほどに恐ろしいことなのに。それを淡々と、物語のように語る遊佐さんの表情は穏やかで、まるで他人の話をしているかのように見えた。

「まあ、当然殺される思てたんですけどね。しばらくして、真行寺の組長が僕を助け出してくれたんです。どうせどこかへ売り飛ばすつもりやろと思ってたんですけど、組長は僕の父親と個人的な親交があったらしくて、放っておけへんと言ってくれはって」

「そうだったんですか……」

「僕は組長に救われた。組長のためなら、どんなことだってやって差し上げようと誓い、ここまでお供してきましたんや。だからこそ、組に来たばかりの椿を警戒しました。こいつはホンマに、組長を裏切らへんやろかってね」

　——そうか、組長さんのため……。少年時代の悲惨な境遇から救い出してくれた組長さんに、遊佐さんはものすごく恩を感じているんだ。

　いつぞや垣間見た、組長さんと遊佐さんの会話を思い出す。歯に衣着せぬ部下の物言いを、怒りつつも許していた組長さんだ。それは、遊佐さんのことを全面的に信頼しているからこそできることなのだろう。

「椿の腕っ節が強いことはもちろん、カリスマ性の種のようなもんを備えてることも、一目見てすぐ分かりました。だからこそ、椿が組長オヤジを裏切らへんように監視して、管理しようと努めてました。別に、椿を嫌ってるわけちゃいますよ。全てはオヤジのためです」

「……そうなんですね」

「なんやかんやいうて、椿は僕の義兄弟や。可愛い弟が増えたようなモンですよ。ふふっ、けど、散々いじめたったから、嫌われてもしゃあないわな」

　そう言って、遊佐さんは肩を揺すって笑った。そして、複雑な表情をしている僕をじっと見つめて、にぃと艶っぽい笑みを浮かべる。

「この話は、二人だけのヒミツですよ？　椿……社長には言わんといてくださいね」

「は、はい……」

「そろそろうるさいのがこっちに来るんちゃいます？　ほら、足音のやかましい」

　遊佐さんはすっと立ち上がると、改めて僕の向かいに腰を下ろした。

　すると、ガラガラっ！　と玄関の戸が荒々しく開かれるとともに、ギャーギャーと騒がしい声が響いてくる。

「もーいい加減大阪帰れよ!!　紬もおじさんも迷惑してんだろーが！」

「おいガキィ!!　うちのアニキに向かってなんやその口のききかたはァ!!　いてこますぞワレェ!!」

「んだようっせーな。ていうかお前誰だよ!!」

「もうええ宍戸。お前が一番うっさいねん！　ほんでお前、もうカタギなんやからそのガラ悪いウザ絡みやめろや！　沈めんぞコラァ！」

「ッス!!　すんません！」

　どうやら、ぬか漬けを届けにきた悠介が、椿さんと宍戸さんに鉢合わせしてしまったらしい。今もなお口の悪い椿さんたちに引きずられてか、最近悠介の口まで悪くなっているという現状だ……。

　椿さんの存在にもすっかり慣れた（？）悠介だが、今度は椿さんを見かけるたびに喧嘩をふっかけていくようになった。椿さんは完全に面白がってるけど。

「まあまあ、そうカリカリすんなって。上がって茶ァでもしばいてったらどうや、ユースケクン」

「お前んちじゃねーだろ！」

　悠介のツッコミをよそに、茶の間に現れた椿さんと宍戸さんが、遊佐さんを見てギョッとしている。遊佐さんは飄々と微笑んだ。

「どうも、社長」

「遊佐……お前、なんでここにいんねん」

「白水神社に出店予定の露店一覧と開設届出書、ほんで極道カフェの新店舗準備に必要な書類一式、ご準備してお持ちしましたよ」

「え？　あ、ああ……すまんな。って、別に郵送でも良かってんけど」

「いやぁ、僕も久々に紬さんに会いとうなってね。ふふっ……懇ねんごろにお話さしてもうてたんです」

と、遊佐さんが意味深な目つきで僕を見つめるものだから、思わず背筋がしゃんとする。すると椿さんは僕のそばにサッと跪き、ぎゅっと僕を抱きしめた。

「ハァ？　ふざけんなや遊佐コラハゲェ。俺の紬に手ェ出したらただじゃおかへんからな！」

「はいはい、そうですね。ああ、それより紬さん。さっきの件、宜しくご検討くださいよ」

「え？　あ、はい……」

　例の件とは、元・組長さんと会ってお話をする件だろう。僕が素直に頷いていると、椿さんが驚愕の表情を浮かべて、じっと僕を見つめていた。

「つ、紬……まさかお前、遊佐に妙なことされたんちゃうやろな……!?」

「えっ!?　さ、されてませんよ！　そんなわけないじゃないですか」

「ほんまか!?　ほんまやな!?」

「ホントです……ホント……」

　椿さんが必死の形相で僕の肩をぐわんぐわんと揺さぶるものだから、ぐるぐると目が回ってしまう。

　すると、すかさず悠介が「やめろ!!　暴力反対!!」と割って入ってくるし、宍戸さんは頬を赤らめモジモジしながら「遊佐のアニキぃ……あの、今夜俺、カラダ空いてんすけどぉ」と遊佐さんににじり寄っていて……普段は静かな茶の間が、騒々しいことこの上ない。


　椿さんと悠介を宥めすかしながら、僕はちらりと遊佐さんの表情を盗み見た。「カラダ空いてる？　それがどうしたんや」と、宍戸さんをすげなくあしらう遊佐さんの口元には、ドＳな薄笑みが浮かんでいる。が、眼差しはどことなく優しいものに見えた。

　——二人とも素直じゃないんだなぁ。椿さんもなんだかんだ言って、遊佐さんのことは信頼してるみたいなのに。

　互いにそっぽを向いているようで、同じものを大切に思っている——ずっと怖かった遊佐さんのことが、なんだか少し好きになった。
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　その夜。

　僕はＳＧＪ事務所の上階にある椿さんの部屋に、夜食を届けに降りてきた。

　結局、遊佐さんと宍戸さん、そして悠介と夕飯を一緒に食べた。賑やかを通り越して、がやがやと騒々しい食卓だ。でもやっぱり、一人で食べるよりはずっと楽しい。

　悠介のお母さんが作るおかずはどれもこれも美味しくて、僕の舌に馴染んだ味だ。それを「美味い美味い」と言いながら食べる元ヤクザさんたちを見て、悠介も毒気を抜かれたらしい。食事も終わる頃には、悠介は自ら「しょーがねーなぁ！　今度はデザートも持ってきてやるよ！」と言っていたくらいだ。

　客人たちが皆帰った後、僕はドキドキしながら椿さんと二人きりの時間を迎えたわけなんだけど……。

　椿さんはちょっと困ったような顔で表情で、「すまん、ちょい仕事残ってんねん。ちょい待っててや」と言い残し、事務所の方へ降りていってしまったのだ。

　——忙しそうだなぁ。

　一人でシャワーを浴びながら、ついついため息が漏れてしまう。仕事の邪魔をしてはいけないと思う気持ちもあるが、久方ぶりの甘い時間への期待を捨てきれず、僕は入念に後ろの準備もしておいた。

　そして、おにぎりという簡単な夜食を手に、事務所へ降りてきてみたのだ。事務所には煌々と明かりが灯っている。

「椿さん、入りますよ」

「……ん？　あっ、すまん。もうこんな時間か」

　眉間にしわを寄せて熱心にパソコンの画面を睨みつけていた椿さんが、僕を見て表情を緩めた。　

　ギラッギラの黒スーツではなく、ラフなＴシャツとジーパン、そしてビーチサンダルという寛いだいでたちでも、仕事用のデスクでパソコンに向かう椿さんの姿は、惚れ惚れするほどかっこいい。

　が、今はミケ太とポメ助がいないせいか（どこぞに散歩に出ているのだろう）、椿さんのすぐそばにふよふよと霊が漂っている。ミケ太たちの気配（残り香と言うべきか）を察しているらしく、すぐさま取り憑くつもりはなさそうだが……霊媒体質は今も健在だ。

「すまんな、待たせたか。ちょっと色々片付けときたくてな」

「いえいえ、大丈夫ですよ。忙しいんですね」

「おう、まぁな。……けど、もう終わるから。上で待っててくれてもええで」

「ううん、ここにいます。見張りも兼ねて」

「見張り？」

　うっかり悪霊がくっついてしまえば、椿さんはまた霊障に襲われるし、ひょっとしてひょっとしたら、今ノリに乗っている商売運まで下がってしまうかもしれない。そうなると、雇い入れた元ヤクザの皆さんの生活にも支障が出るかも。

　という理由で『見張り』を申し出たのだが、椿さんは思わせぶりな目つきで僕を見つめ、「ふぅ〜ん」と謎めいた笑みを浮かべた。

「紬。ひょっとしてお前……俺が事務所で浮気するかも、とか思ってんの？」

「え？　思ってませんけど……」

「フッ、そんなわけないやろ〜？　お前も嫉妬とかすんねんなぁ」

「い、いえ、そうじゃなくて」

　さっさとパソコンの画面を閉じ、椿さんは応接用のソファに座った僕にずいと迫った。思わず仰け反って背もたれに体重を預けると、椿さんは真上から僕を見下ろして、ちょっと拗ねたような口調でこう言った。

「ていうかお前こそ、遊佐と何話してたん？　あの後も全然教えてくれへんし、遊佐は遊佐で『さぁて、エエことですわ』なんてはぐらかすし。なんやおもろないねんけど」

「い、いや……ほんっとに大したことじゃなくて」

「大したことじゃないなら、俺にも話せるんちゃうん？　旦那のいいひんところで、あんな奴と二人きりになるとか……なぁ？　紬。あかんやろ？」

「旦那って……あっ……ぁ」

　ゆっくりと顔を寄せ、僕の耳孔を舐めくすぐりながら、椿さんは低く囁いた。腰が砕けそうになる程色っぽい声と、弱点でもある耳をぺろぺろされる快感が相俟あいまって、僕はびくん！　と全身を震わせた。

「ん、んっぅ……椿さん……」

「遊佐と隠し事、ってとこがなおさらあかんわ。あいつは、腹の底が読めへん男や。ほんまにお前のこと狙ねろてんのちゃうかと思うと、気が気じゃないねん」

「えっ!?　そ、そんなんじゃないですって！　遊佐さんは……」

　大間違いの勘違いに、思わず声が大きくなる。すると、見上げた椿さんの瞳に、ちらちらと不安が見え隠れしていることに気づいてしまう。

　脳内会議にかけるまでもなく、僕はあっさり遊佐さんとの約束を反故ほごにすることを決めた。誰が不幸になるでもない事実なのだ。遊佐さんとの約束より、椿さんの不安を拭うことの方が、僕にとっては大事なことだ。

「遊佐さんは、椿さんのことを嫌ってなんかいないんです！」

「……は、はぁ？　んなわけないやろ」

「ううん、大事な義弟だって言ってました。恩のある組長さんのために、ああいう態度を取ってただけなんですよ」

　遊佐さんから聞いた話をかいつまんで椿さんに伝えると、徐々に椿さんの眉間から力が抜け始める。そして最後に、僕は「そのことを、椿さんには言うなよっておっしゃって……多分、照れ臭いんだと……」と付け加えた。

　僕の言葉があまりにも意外だったのか、椿さんは目を瞬いている。

　そしてしばらくしたのち、椿さんはどさりと僕の隣に腰を下ろして、ふぅとため息をついた。

「……なんやそれ。気ぃ抜けるやん」

「そうですね……」

「あいつ。よりにもよって紬にそんな話」

　椿さんも、どこか照れ臭そう。でも、これで良かったんだと僕は思った。

　すると、椿さんが不意にこっちを見て、しみじみといった口調でこんなことを言い始めた。

「紬と会おうてから……なんや、色んなモンがきれいにカタついてってる感じすんなぁ」

「そうですか……？」

「あぁ。幽霊に取り憑かれて毎日ビクビクしてた頃は、人生終わったと思っててん。俺にはヤクザの道しかないのに、若頭のくせにこんっな情けない有様で、ほんまどないしよって途方に暮れてたんやで？」

「……んん」

　ちゅ、と椿さんの唇が僕の唇を軽く啄む。そのままとさりとソファに押し倒されて、椿さんは僕に覆いかぶさった。

「お前に助けてもらってから、人生変わったんや。愛や恋やいう甘ったるいモンには縁がないと思ってたのに、今はこんなに、お前を愛おしいと思える。……めっちゃ、幸せ」

　するりと、寝間着のＴシャツの中に忍び込んできた指先が、僕の敏感なあそこに触れた。ほんのり撫でられるだけですぐにきゅっと硬くなるそれを、椿さんは弄ぶ。

「あ……っ、ん……椿さ……」

「好きやで、紬。……めっちゃ好き」

「ん、んっ……ぁ、ぼくも、好きです。椿さん……っ」

　いつになく余裕のない手つきで、椿さんは僕から着衣を奪っていく。僕も素直に従いながら、椿さんのシャツに手を伸ばした。

　早く、素肌と素肌で触れ合いたくて、気持ちばかりが焦ってしまう。そんな僕を見つめる椿さんの眼差しにも、ひりひりするような欲情が燃え始めている。その視線に射抜かれるだけで、身体中が椿さんを欲しがって、僕の気持ちを逸らせた。

　こんなにも誰かに必要としてもらえる——他ならぬ椿さんに。僕にはそれが、嬉しくてたまらないのだ。

「あのっ……もう、すぐ、挿れてください……」

「ん？　あかんて、そんなん。ケガするで」

「あ、あの。自分で慣らしてきたので、大丈夫ですから……」

「……なんやて？」

　いつものように、蕩けるような愛撫を与えてくれる椿さんだ。だけど、今はそれすらもどかしい。早く、早く椿さんと繋がりたい。二人で一緒に感じ合いたかった。

　僕は意を決して、自ら部屋着のハーフパンツと下着を脱いだ。仰向けは流石に恥ずかしすぎたため、僕はソファにうつ伏せになり、ドキドキしながらお尻を持ち上げてみる。

　シャワーを浴びながらきれいに慣らした僕の後孔はきっと、ローションのとろみでいやらしく濡れていることだろう。電気のついた明るい部屋で、そんなところを露わにするのは恥ずかしい。でも、羞恥心を塗りつぶすほどに、僕は早く椿さんに抱かれたかった。

「だから早く、ください。僕の、ここに……っ」

「……お前、どこでそんなエロいおねだりの仕方覚えたんや」

「だって、早く欲しいから……っ……ぁッ……！」

　ぬぷ……と、窄まりを割って、ゆっくりと分け入ってくる椿さんの昂りを感じ、僕は背中をしならせてか細い悲鳴をあげた。

　腰を掴む椿さんの手は、とても熱い。手加減をする余裕もないと言わんばかりの深い挿入と、硬い硬いペニスの感触に、僕の全細胞が喜びに震えている。

「ぁあ、あっ……ッ……ん」

「こんな事務所とこで、エロい尻突き出して大人を誘惑するなんてなぁ。ほんっま、ドスケベな子ぉやな、紬は」

「あっ、……ぁ、あんっ……ごめん、なさいっ……ンっ、ん……」

「そんなんされたら俺が我慢できひんくなるって、分かっててやってんねやろ？」

「ンっ……ん、ぁっ」

「っ……ハァっ……めっちゃイイ。ほんっまに、かわいいな、紬は」

　肌がぶつかるたび、ぱんっ、ぱんっ、といやらしい音がする。両手で腰を固定され、抽送を受け入れながら、僕は快楽に酔いしれた。

　椿さんの色っぽい吐息が聞こえるたび、僕で気持ちよくなってくれているのだと嬉しくなる。胸はどきどきと高鳴って、感度のほうも上がりっぱなしだ。

「あ、あ……ァっん、きもちいい……つばきさん、きもちいい、よぉっ……っ、ぁん」

「こうやって男とセックスして、トロ顔で腰振りまくってること、オトモダチは知ってんのか？」

「っ……し、しらないっ……いわない、そんなの……」

「こんな清楚な顔と身体してんのに、夜な夜な俺のチンポでイキまくってるなんて知られたら……みんなびっくりしはるやろうなぁ？」

「アっ！　ぁ、そんなの、やだぁっ……ン、っあ、イく、イっちゃうっ……ン、んっ……!!」

　椿さんの言葉責めに背徳感をくすぐられ、僕はあっという間に絶頂してしまった。ひくひくと椿さんの屹立を締めつけながら身体を縮めて震えていると、椿さんはそのまま僕をソファに押し付けて寝バックの姿勢を取らせ、さらに腰をぶつけてくる。

「あ！　だめ、まだっ……アんっ……ん！　ぁ、あ」

「男のコレで感じちゃうエロいケツやってこと、誰にも知られたらあかんで？　学校では真面目な顔してんのに、実はスケベ大好きやって知られたら、恥ずかしいやろ……？」

「すけべ、だいすきじゃ……、ないっ……ンっ、ぁ、あっ」

「え？　なんて？　今、嘘ついたやろ？」

　クッションに埋めた顔をゆるりと動かして見上げると、頬をほんのりと上気させた椿さんと目が合った。うっとりするほどセクシーな表情で薄笑みを浮かべる椿さんに射抜かれた途端、またきゅううんと内壁が締まってしまう。

「また、くるっ……イっちゃう……ッ、ぁんっ、ぁあっ……！」

「っ……ふふっ、めっちゃ締めてくるやん。ハァ……ええな、ほんま」

「はぁっ……ハァっ……つばきさんが、変なことばっかり、いうから……」

「紬は反応ええから、ついな。いじめたくなんねん」

　ぐい、と椿さんは繋がったまま僕を引き起こし、背面から僕を抱きしめた。今もまだ椿さんの雄芯は硬さを保ったままなのに、体位が変わっただけで僕はまた軽くイってしまい、はしたなく涎を垂らし続けるペニスが恥ずかしい。

「んんっ……んぅ……」

「イキやすいカラダになってしもたなぁ？　ココも、すっかり性感帯やし」

「ひぁ、っ……ン、ぁ、ちくび、今、やっ……」

「いじっただけでめっちゃナカ締まんねんで？　……ほら、わかるか？　めっちゃエロい」

「ん！　ぁ、あ！　や、だめ、だめ……ン、んんっ……!!」

　あたたかく背中を包み込まれながら、下からも猛々しく突き上げられ、両方の乳首を指先でいやらしく弄られて、溢れんばかりの快感が僕を苛む。首筋を噛まれ、耳たぶをきつく吸われては卑猥な言葉でいじめられ、もう何度目かも分からないような絶頂に追い詰められる。僕はうわごとのように、「きもちいい、らめぇ、ぁ、あん」と喘がされ続けていた。

　そうして淫らな時間を過ごすうち、いつしか僕らは正面から抱きしめ合っていた。はぁ、はぁ……と腰を揺らしながら色っぽい吐息を漏らす椿さんが、僕の耳元で切なげに囁く。

「……俺もイキそ……。ゴムしてへんねん。中、いい？」

「はい……いっぱい、だしてください。ぼくの、ナカっ……」

　ひときわ強く抱き締められた瞬間、僕の体内で爆ぜる椿さんの熱を感じた。声を殺し、時折身体を震わせる椿さんの絶頂にさえ、僕は激しく興奮してしまうのだ。

　汗に濡れた肌を通じて、どくん、どくんと、同じペースで刻まれる拍動を感じる。そのたびに、愛おしさが募っていく。椿さんはゆっくりと顔を起こして、呼吸を整える僕の下唇にキスをした。

「……お前といてると、なんぼでもセックス出来てまうんが怖いわ」

「へ……？　えへっ……なんですかそれ」

「紬が可愛すぎるのがあかんねんで。しかも霊に強くて、おまけにエロいとか……ほんっま、かなわへんわ」

「エロいですかね……僕」

「ははっ、自覚ないんかぁ？　余計あかんな。よそで男誘ったらあかんで」

「さ、誘いませんよ！」

　目と目を見合わせると、同じタイミングで笑みが溢れる。ツンと尖った鼻先を僕の頬にすり寄せてくる椿さんが、ミケ太っぽくて可愛い。僕は笑って、椿さんのうなじを優しく撫でた。

「お前のためなら、何だってできる気ぃすんねん。……ずっと、俺のそばにいてや」

「……へへっ、もちろんです。僕も、同じ気持ちですよ」

「ふっ、そおか。両想いやな」

　僕を包み込むように抱き締めながら、椿さんは優しい口調でそう言った。

　僕の恋人は、優しくて怖がりな、元・ヤクザの若頭。

　この先に続く、甘く楽しい日々を想うだけで、僕の胸は軽やかに弾むのです。


    
        終話　祭りを盛り上げる（元）ヤクザ


　石段を照らす提灯の行列と、にぎやかな人の声。

　そう広くもない境内には露店が並び、どの店からも活気ある声が聞こえてくる。普段はひと気のない白水神社だが、今日ばかりは、老若男女たくさんの人々が訪れている。

　あんなにも眩く空を焦がしていた太陽は、盛夏を超えてすっかり大人しくなり、夕暮れどきにはひんやりとした涼しい風が町中を吹き抜けていく。日に日に秋めいていく空気の感触を肌で感じながら、僕はこの日を、指折り数えて待っていた。

　今日は、待ちに待った秋祭り。

　この秋祭りは、白水神社でお祭りしている龍神様に、収穫の感謝を捧げるためのお祭だ。そして、この地に住まう人々の、ますますの発展と無病息災を祈願する、大事な儀式を行う日でもある。

　僕は父さんと二人で斎服に身を包み、儀式に臨んだ。今日は『紬が白水神社の正式な跡取りであることを報告するため』という意味もあるらしく、ふたりで祝詞を奏上したのだ。

　この儀式に参列したのは、町の有力者と、商店街の役員、そして椿さんと遊佐さんだ。椿さんは、今やすっかり町内会の人たちとも馴染んでいて、この田舎町になくてはならない存在になっている。

　秋祭り復興の件で、父さんもすっかり椿さんを認めたらしい。『大きい息子が増えたようなもんで』と、組合の人たちに堂々と笑って話すくらい、椿さんのことを頼りにしている。

　たった一人の家族である父さんに、椿さんを迎え入れてもらうことができて、僕はとても安堵したものだった。






　　　＋






　石段を降りた下道にも、たくさんの屋台が並んでいる。

　今日は街を挙げての秋祭りとあって、町中の商店がこぞって参加しているのだ。僕は斎服を脱いだ袴姿で、露店の一つ一つを見て回ることにした。

　たこ焼きや焼きそば、たい焼きやりんご飴。昔ながらの屋台が並ぶその横には、自家焙煎のコーヒーや、焼きたてパン、またはしぼりたて生ジュースを出す店が並んでいたり。祭りとマルシェが一緒くたになった感じだけれど、わいわいとにぎやかな通りを歩く町の人たちの顔は、誰も彼もとても楽しそう。

　時折、人ではないものが混じっていることに気付いたけれど、それもまた一興だ。人間たちの楽しげな祭に誘われて、森の奥から妖しいものが紛れ込んでいる。

　僕の脇をすり抜けていった狐面の親子の耳が、本物の獣耳であるということに、僕はあえて気づかないふりをした。

「紬さん!!　ちょうどよかった！　たこ焼き焼きたてどうすか!?」

　その時、傍の屋台から威勢のいいダミ声が聞こえてきた。見れば、料理上手なスキンヘッド・前田さんが、ねじり鉢巻をしてたこ焼きを売っている。

「わあ、いい匂い。いっぱい売れてますか？」

「ええもうおかげさまで！　たこ焼きと一緒に明石焼きも売ってんねんけど、こっちも結構評判でねぇ！」

　スキンヘッドのてっぺんまで真っ赤にしながら鉄板に向かう前田さんは、まるでご自身が茹でダコのようだ。つやつやと頭皮を輝かせながら、前田さんはずいとたこ焼きを僕に手渡す。

　喜んでたこ焼きのパックを受け取り、お金を払おうとしたのだけど、それはやんわりと断られてしまった。

「紬さんからお代なんてもらえませんて！」

「え、でも」

「俺らをカタギにしてくれたお礼ですよ！　それに、アニキ……社長からよろしゅうしたってくれと言われてるんで！」

　そんなやりとりをしていると、屋台の裏から、元・若頭補佐の岩瀬さんが顔を出した。

　これまで黒スーツしか見たことなかったけれど、岩瀬さんも今日ばかりはタンクトップにハーフパンツ、そしてねじり鉢巻だ。カタギになっても、迫力満点の目つきは鋭い。

　岩瀬さんは怪我の療養を終え、今は組長さんのＳＰをやっている。

　税理士資格のある遊佐さんが椿さんの秘書状態となっているため、岩瀬さんとポジションチェンジをしたのである。

　組長さんは講演などで人前に出ることが多くなった。足を洗ったとはいえ、これまでの立場が立場であるため、命を狙われる可能性を鑑み、岩瀬さんがボディガードを務めるようになったのだ。

「岩瀬さん、お久しぶりですね。傷はもう大丈夫ですか？」

「ええ、もうすっかり。若……社長が相変わらず世話をかけているようで」

「いえいえ！　お世話になっているのは僕の方ですよ。こんなに、町や神社に活気が戻ってくるなんて、想像したこともなかったですから」

「ええ、すごく素敵な秋祭りです」

　岩瀬さんはしみじみとそう言って、ほっこりと微笑んだ。笑うと鋭い目が糸目になり、ものすごく優しい印象に変わるのが素敵である。

　しばらく近況を話し合っていると、ぐいと、突然誰かに肩を抱かれた。

「紬、見ィつけた」

「あ、椿さん」

　背後から現れたのは、黒いＴシャツとジーパンというラフな格好に、豆絞りの手ぬぐいを頭に巻いた椿さんだ。手ぬぐいで前髪を全て上げているため、凛々しい目鼻立ちがすっきりと露わになり、見惚れるほどかっこいい。

　そんな椿さんは、この祭の本部役員だ。町の消防団の人たちとともに見回りをしたり、挨拶回りをしたりと忙しそうで、なかなか一緒に祭りを見て回ることができなかったのだが……。

「見回り、終わったんですか？」

「ああ、一時間休憩やねん。なんか食いに行こか」

「はい！」

　椿さんと目線を交わしてニコニコしていると、前田さんと岩瀬さんの表情までほんわりと和んでゆく。岩瀬さんに至っては、「一時はどうなることやろと思ってたけど、若のそんな笑顔が見られる日ィが来るなんてなぁ……グスッ」と密かに涙ぐんでいたりして……そうだよね、岩瀬さん、一時期胃を痛めてたもんなぁ……。

　椿さんと肩を並べてたこ焼きを食べながら、白水神社のお祭を歩く——なんだろう、胸の奥がくすぐったくて、すごく楽しい。

　この神社も、この土地も、僕の家族も、放っておけば寂れゆく一方だった。でも椿さんと出会って半年、僕の人生は、怒涛の変化を遂げている。

　椿さんにとっても、それは同じかもしれない。

　悪霊に取り憑かれ、僕という冴えない男子高校生と出会い、カタギになって会社を興すだなんて、何事もなくヤクザをやっていた頃の椿さんは、想像さえしなかっただろう。

　——色々あったなぁ……。

と、これまでのことをしみじみ振り返る僕の隣で、椿さんは祭をものすごく楽しんでいる。

「ふぅん、これが噂の金魚すくいか。アコギな商売してはんなぁ……フフッ……」とニタニタ悪い笑みを浮かべながら金魚をすくったり。

「ほぉ、射的やと？　この俺を誰やと思ってんねん。一発で温泉旅行（一等賞）カチ込んだらァァ!!」と言って全発外してみたり。

　モグラ叩きを前にハンマーを握りしめ、魔王のごとき邪悪な笑みで、「この俺相手に逃げ切れるとでも思てんのか？　お？」と、子ども向けの簡素な装置を破壊したり。

　チョコバナナを食べる僕を横からじーっと見つめながら、「なんやそのエロい食いもんは……」とごくりと喉を鳴らしてみたりと、とにかくすっごく楽しそうだ。

　まだまだヤクザが抜けない椿さんだけど、嬉しそうにはしゃぐ姿はとても可愛い。こういうお祭りにはあまり縁がなかったのだろうか。椿さんが時折見せる、不意打ちのような素直な笑顔はどこか幼く、僕の胸をキュンと締めつけた。

　ひとしきり遊びつくしたあと、僕は椿さんと並んで、境内に置かれたベンチで腰を休めた。

　たくさんの人が行き交う境内の熱から少し離れてみると、火照った頬がひんやりとした風に冷やされる。その感覚にほっとしつつ、りんご飴をかじっている椿さんの横顔を見上げた。

「りんご飴、美味しいですか？」

「ん？　ああ、なかなか美味いもんやな」

　椿さんはどことなくぼんやりとした表情で、賑わう人々の方を見つめている。ここではない遠くへと想いを馳せているような感じがして、僕は何も言わずに椿さんを見守った。

「俺……こういうの初めてやねん。施設におった頃に連れてってもろたことあってんけどさ、浴衣着て、親に手ぇ引かれながら笑わろてる同い年くらいのガキ見てたら、なんやめっちゃ惨めになってしもて。それ以降は、全く近寄りもせぇへんかった」

「それなのに、町のお祭りを復活させてくれたんですか……？」

「ああ……せやな」

　椿さんは静かな瞳で僕を見下ろし、ぽんと僕の頭の上に掌を置いた。僕の髪の感触を確かめるようにゆっくりと撫で下ろしながら、椿さんは表情をほころばせていく。

「紬と、白水神社ここで一緒にやれるんやったら、なんや楽しそうな気がしてん。思った通りやった」

「……椿さん」

「めっちゃ楽しいな、こういうの。年甲斐もなくはしゃいでしもたわ」

　照れくさそうに笑う椿さんの瞳はどこかやはり寂しげで、居ても立っても居られないような気持ちになる。

　僕はすっくと立ち上がり、切なげな笑みを浮かべる椿さんを、ぎゅっと強く抱きしめた。腕の中で、椿さんが驚いている。それでも僕は腕の力を緩めなかった。

「おい、紬……どないした」

「来年も……っ……！」

「え？」

　もぞ、と椿さんが身じろぎをし、アーモンド型の目で僕を見上げた。僕は涙の滲む瞳で椿さんをしっかりと見つめながら、必要以上に大きな声でこう宣言した。

「来年も、再来年も、その次の年も、ずっとずっと、一緒にお祭りを盛り上げていきましょうね！」

「へ……？」

「僕も、こんなに楽しいお祭りは初めてなんです！　これからもずっと、椿さんが楽しく笑っていられるように、僕、がんばります！」

「紬……」

　ぐい、と腰を抱き寄せられ、身体がぎゅっと密着する。僕の腹のあたりに顔を埋め、椿さんはふるふると肩を震わせている。

　ひょっとして泣いているのだろうかと思い、僕は椿さんの肩をそっと抱いてみた。すると椿さんは「ふふっ……ふふふふっ」と喉の奥で低く笑っている……。

「？　あの……」

「めっちゃ可愛い。可愛いのに漢気溢れてるとか……もう、めっちゃ萌え……くっそかわええ」

「萌え」

「ううっ……ほんま好き。めっちゃ好きやで紬、愛してる。お前はもう、どうしてそう、俺が喜びそうなことばっか言うんやろなぁ」

　むくりと顔を上げた椿さんは目をきらきらと輝かせ、愛おしげな笑みを僕にくれた。とろけるように優しい瞳で見つめられ、ぽっと顔が熱くなる。

　うっとりしている僕の隙をついて、椿さんは袴越しにぐにぐにと僕のお尻を揉み始めた。

「やっ……ちょ、どこ触って……」

「なあ、そこの茂みで青姦せぇへん？　今すぐお前を愛しまくりたい気分やねんけど」

「は!?　あおかんって!!　っ、ダメですよそんなのっ……！　ん、やめてください、そんなエッチな触り方……っ」

　甘えるような目つきをしながら、強引さを滲ませる手つきで尻を揉みしだかれた。

　——茂みで青姦だなんて……そんなっ……。いろんな人に見られちゃったらどうするんだよ……っ！　そんなの、そんな……めっちゃくちゃ興奮しちゃうじゃないか……ッ！

　駄目だ駄目だと口では抵抗してみるものの、僕の股間はあっという間に熱を持ち、むくむくといやらしい気持ちが湧き上がってくる。

「あ、おしり、やだぁ……っ、つばきさん、ンっ……」

「へぇ、エロい声で煽るやん。なるほどなるほど……紬も今すぐヤりたいんやな」

「違いますって！」

　抵抗も虚しく暗がりへと引っ張り込まれそうになったその時、スウ……と僕らの脇を駆けてゆく、桃色の浴衣の少女の姿が見えた。あれ、あの子、なんだか見覚えが……。

「あっ!!」

「えっ？　な、何？」

「そうだ、いつも鳥居の下にいた地縛霊の女の子だ」

「……じ、じばくれい？」

「はい、鳥居の下から動けないでいた、女の子の霊がいたんです。きっと、お祭りが復活したのが嬉しくて、呪縛が解けたんですよ！」

「霊…………ひょ、ひょっとして……そのガキ、俺の近くにおるんちゃうやろな……」

「え？　ええ、すぐそこに……」

「ヒィィィィ!!　ど、どこや!!　どこにいてんねや!!」

　ガタガターン!!　とベンチをひっくり返しながら、椿さんはあたりを警戒し始めた。真っ青になってきょろきょろしている椿さんのことを、すぐそばで見上げているなんて言えるわけもなく、僕はへらっと笑ってごまかした。

　桃色の浴衣の女の子は、僕を見上げてうっすらと笑う。そして、下駄の音ねをコロコロと軽やかに鳴らし、露店の方へと駆けていった。

　見送るうち、女の子の背中は細かな光に包まれ始めた。そして、そのまますうっと空へと消えてゆく。

「ま、また取り憑かれるんちゃうやろな!?　ウワァァ！」と青くなってしがみついてくる椿さんを宥めながら、僕は女の子の姿を見送った。

　——すごい……。

　椿さんがこの神社にもたらした変化が、彼女の未練をも昇華させたのだろう。僕は椿さんの存在を、心の底から頼もしく、誇らしく思った。

　ふとその時、遠くから「あー!!」と叫ぶ悠介の声が聞こえた。仰天して振り返ると、悠介と共に、私服姿の遊佐さんと宍戸さんが、ぞろぞろとこちらに歩いてくるところだ。椿さんはため息をつき、冷や汗を拭っている。

「やれやれ、うっさい奴らが来よったで」

「ふふっ、そうですね」

「せっかく紬とイチャコラしようと思てたのになぁ」

「ま、まあ……。それはお祭りの後で、ゆっくりやりましょう」

「へぇ」

　僕がのほほんと言った台詞を聞き、椿さんがニタァと笑った。そして僕の腰をぐいと抱き寄せ、耳元でこんなことを言う。

「祭の後で、ゆっくりヤりましょうってか？　紬お前、だいぶ余裕が出てきたな」

「は、はい!?　違いますよ！　ヤりましょうじゃなくて、ゆっくりイチャイチャってことで……」

「なるほどなるほど。今夜はゆっくりまったりセックスがいいってことか。ええよ、泣くほど焦らして焦らして焦らしまくった後に、何回でもイかせまくったろ」

「うう」

　真っ赤になっている僕をよそに、椿さんはあっという間に涼しげな顔に戻って、ぎゅっと僕の手を握りしめた。

　煌々と暗闇に浮かぶ祭の灯が、椿さんの上機嫌な横顔を綺麗に浮かび上がらせている。　

　——もう、かなわないなぁ、この人には……。

　照れ笑いする僕を見て、椿さんが笑う。それはとても、清々しい表情だった。

　うっすらと色づき始めた楓の葉が、さらさらと優しい音を立てている。

　僕らはしっかりと手を繋ぎ、賑やかな祭囃子の中へと戻っていった。
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